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発刊にあたって

昭和 47年 7月9日から 13日にかけて広島県地方を襲った豪雨1ふ県北郭を中心として県下全

域に 39人に及ぶ尊い犠牲者のほか， 6 4 0億円にのばる本県災害史上未苦有の被害をもたらした

ことは，いまだに私たちの記憶に新しいところであります。

この災害に際し，昼夜の別なく，応急活動に献身的な活躍をされた関係各位並びに災福にもめげ

ず強くたくましく復輿に霞ち上った被災者の方々に対し，深く敬意を表する次第であります。

また，被災地の復興のために一般有志の方々をはじめとして各方面からお寄せいただいた温かい

御見舞と力強い御激励に対しまして心から屈くお礼を申しあげます。

明る＜豊かな県土づくりを目指して県政を進めて苔た矢先のこの大災害は，わたくしたちに幾多

の試練と教訓をもたらしました。

県は， この尊い教訓をもとに防災の基本的指針である県地域防災計画の人輻な修正による防災組

織の整備，通信確保のための防災行政無線網の整備など防災体制の充実，強化を図って・苫たところ

であります。

更に，災害復1日につきましても，関係各位の格別の御戻力と御協力によりまして，昭和 48年末

の石油危機の深刻な影騨を受けながらも昭和 50年度をもってすべて完了いたしました。

この度．この災害によって得た貰蘊な体験と尊い教訓を今後の防災対策に生かすとともに反省

の資料として永く記録にとどめるため本災古誌を発刊することとしました。本誌が関係各位にいさ

さかでも参考になれば幸いと存じます。

終わりに，本誌の編さんにあたり貴重な資料と原稿をお寄せいただきました関係各位に対しまし

て深く感謝の意を表する次第であります。

昭和52年 3月

広島県知事宮澤 弘
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被災状況

三次市一一江：の川，馬洗川，西城川のはん濫によリ市街地水没（市役所庁舎から三次駅方面を
望見）
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三次市―-2階まて浸水したため，屋根の上に避難し救助を求めている住民



三次市ー一沼も水した市庁舎中庭

後方2階に居る人は避難者

三次市一一馬洗川の提防決壊によリ流出物が山となった十日市保育所前
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庄原市ー一権限山の山津波により家屋 2戸が全壊死者2人，負傷者 2人



庄原市一一山津波によリ芸備線及び国道 18 3号線に崩土

庄原市一一本村川のはん濫により県道庄原東城線及び耕地の損壊
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層

作木村一一臼江の川のはん濫て 2階まて水びたしとなり荒れ果てた村の中心部， 7月 13 8 

午後 1時（中国新聞社提供）

吉舎町一一馬洗川のはん濫て全壊した家屋と流失した城山襦（中国新聞社提供）



吉舎町ー一馬洗川のはん濫て浸水した吉舎町の商店街

加計町一一太田川のはん濫て押し流された車輛



豊平町――山崩れて一家 4人が生き埋めとなり，子供2人だけが助かった。

（中国新聞社提供）

千代田町一"-江の川のはん濫により床下を濁流に洗われ一瞬にして倒壊した壬生小学校

（中国新聞社提供）



西城町一一西城川のはん濫によリ一瞬にして廃化した五日市の繁華街
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認呼'99 亡--

油木町一一帝釈川の濯流により押しながされた住居跡

油木町一一流失寸前の帝釈川発電所前のつり橋



東城町一一山崩れによリ東城川を塞止め，一時ダム状態となり，民家 3戸流失，死亡者5人の

被害の発生した久代宮原地区

東城町ー一戸宇川のはん濫て浸水した川西新丁地区の田畑



庄原市一一本村川増水のため水田，耕地の流失，冠水

高宮町一一江の川のはん濫によリ水稲の埋没



U
 .

.
 

“.̀A2.rりィも

パ
心
覧
＼
r

i
 

，
 

加計町一―—太田川のはん濫によリなす畑に土砂流入

:' 

••• 

：
L
 

"4・ 

｀
 

ご
〗

•• 

r
羞

駅家町一―—芦田川のはん濫により浸水したプドウ園



加計町一一大太田川の濁流に道床を洗われ加計駅構内て転覆した列車
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三次市―一道床を江の川の濁流にざっくりとえぐり取られ，ひん曲がった三江南線

（中国新聞社提供）

三次市一一山崩れて不通となった芸備線（西三次～志和地間）



応急活動

三次市~馬洗川の増水て孤立した住民の救出活動

高陽町一一三篠川て水防活動中の水防団
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庄原市ー一生き埋めとなった少女乏捜す地元住民（中国新聞社提供）

三次市一一退t難指示を行う警察官
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三次市一ー自衛隊員に救出され避難する三次市の住民（中国新聞社提供）

三
次
市
ー
決
壊
し
た
馬
洗
川
の
復
旧
作
業
を
す
る
自
衛
隊
員

（
中
国
新
聞
社
提
供
）



三次市ー一井5庁舎2隋から舟て救出される母と子供

三次市一一避難所開設，避難所（市役所別館）へ避難してまんじりともしない被災者

（中国新聞社提供）



三次市ー一避難所（市役所別館）て夜を明かした被災者へむすびを配給する市職員

（中国新聞社提供）

作木村ーー孤立した作木村に 15日やっと救援物資を届ける一隊が入った（中国新聞社提供）
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三次市ーーショペルカーも出動して市民は復1日に立ち上った（中国新聞社提供）
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三次市一災害復1日活動中の警察官



三次市ー一防疫活動を行う自衛隊員



復旧状況

吉舎町大字町浦(1級河川江の川水系馬洗川）

被災直後

復！日後



三次市西河内穴笠橋上附近 (1級河川江の川水系西城）II) 

被災直後
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復 1日後



作木村（両国橋）



高宮町七谷（果道都賀高宮線）

被災直後

復 1日後



戸河内町扶免（市垣内戸河内線）

被災直後

復 1日後



庄原市本村町中本村下表（本村川）

被災直後

復 1日後



加計町百百山（太田川， 国道 19 1号線）
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被災直後
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復旧後



総領町木屋（漂道稲草三良坂線）

被災直後

復 I日後



上下町下の村 (1級河川上下川）

被災直後

復 1日後



神石町帝釈峡

被災直後

復旧後



第 1章 気象状況と出水状況

第 1節気象経過

1 気象概況

四和 47年の「つゅ」は中国地方では 6月 3R （平年は 6月 9口）に入り，平年に比べて 6日

早かった。

「つゆIに入ってから以後 6月半ばころまでは天気は固期的に変わり，晴れの日も多かったが，

その反面， 6月 7日から 8日にかけてのように九州の西方海I_プ．にあった台風くずれの低気圧が 8

日早朝には止陰沖へ北東進し， このため中国地方には南西からの湿った暖気流が人り，県西部の

沿岸部では 10 0 Ill宵を越える大雨が降るなどいわゆる陽性咽の「つゆ」が続いた。

しかし l7日ごろからは， ようやく「つゆ」咽の気圧配置が続き始め，西日本の南岸や南海ヒ

には前腺が停滞しやすくなり，曇雨又の日が多く，下旬に入って 26日から 27日にかけてと，

2 9日から 30日にかげては，低気庄の東進に伴って，梅雨前線が中国地方を北上したため，広

島県では多い所て 80~100筋煎内外の雨が降った。

このような経過のもとで 6月巾の広島県各地の総雨堡は全般に平年よりやや多くなり，特に沿

岸部では多かった。

7月に入って 2日早朝には，中国大陸の黄河流域に 10 0 OIDb の低気庄が発生し， この低気

[［は 3日から 6日にかけて黄海から日本海西部へと進んだ後，中国東北区の低気庄に吸収され，

日本海西部に弱い低気庄としてとどまった。

しかし， この低気圧に向って，太平洋高気庄の周辺をまわって，東シナ海方而から非常に湿っ

た気流（湿舌）が吹告込んだため， この気流におおわれた西日本では 3日から 6日にかけて雷を

伴った局地的な大雨が群発し，特に几州，四国地方ては各地で大きな災害が発生した。

広島県においても， この間の総雨量は 40~170mmで全般には 10 0繹前後降った所が多か

った。

6日夜になって上空の湿った空気（湿舌）の流入が北ヒしたため，西日本に降り続いた大

雨はようやく止み， 70ごろパイカル湖付近にあった上空の寒気は東南束に進み， 8日午後 9時に

は沿海州に達した。これに伴って地上天気図では，沿海州から中国北部にかけて冷たい扁気圧が

現れ， これと太平洋高気圧との間に明瞭な前線が形成され， 日本海巾郁から朝鮮半島を経て中国

大陸に延びていた。

この前線は， 9日に入ってゆっくり南下し，中国地方はこのごろから雨が降り始めた。前線は

--1 -



9日夜から 10日末明にかけてさらに南下し中国地方を通過， 1 0日午前 9時ごろには紀伊半島

中部から瀬戸内付近までさがり， 1 1日朝には四国・九州地方北部の線まで南卜]した。前線

は 12日朝まで近畿地方中部から九州北部にかけてほぽ停滞したため，中国地方ではこの間を中

心に断続的な大雨が降り続いた。そして前線は日中はやや北七し，夜はやや南下する頷向を示し

ていた。 1 2日午後から四国・九州ではさらに痢・下しはじめ， 1 3日早朝ごろには四国南岸まで

南下し， このころから中国地方の大雨は一応峠を越えた。

その後， 1 3日夜から 14日朝にかけて再び前線が四国中部まで北卜したため，一時的に強い

にわか雨が降った所もあったが，前線の勢いは次第に弱まって中国地方の雨は次第に止み問が多

くなっていった。（第 1- 1図，第 1-2図参照）

2 広島県の降雨状況

(1) 梅雨前線は， 9日から 10日朝にかけて山陰沖から中国地方を通って瀬戸内付近まで南下し

た。このため広島県では 9日午前中から所々で雨が降り始め，夕刻ごろには全域にわたって雨

が降り出し， 9日夜に入って所々で 1時間雨星が lO 111111を超える雨になった。そして 10日早

朝には沿岸部の一部で 1時問雨量が 20~30111111を超える強い雨も降った。このため 9日午前

9時から 10日午前 9時までの県内各所の総雨昼は沿岸部の一部で集中して 10 0 11Z111を超え

（呉 11 7///111, 竹原 10 9 Ill想）その他の地域では 20~50//1111内外であった。 （第 1-3図参

照）

(2) その後，梅雨前線は 12日朝まで瀬戸内付近から九州北部にかけて停滞し，その前線J::.を低

気[Eが東進したため，雷を伴う断続的な大雨が降り続いた。その間の県内における 24時閻こ・

との雨量分布をみると， 1 0日午前 9時から 11日午前 9時までの総雨呈は県中部以北で 100

~ 2 3 0mm, 沿岸館で 70繹前後， 1 1日午前 9時から 12日午前 9時までの総雨星は県中部

以北で 100~240!//1ll，沿岸部は 50111胃内外で，いずれも県中部以北に集中している。 （第

1 -4図，第 1-5図参照）

また， この期間の強い雨の降った時間的経過をみると， 1 0日午後 9時前後から 11 B午前

9時ころまで（第 1回目の強雨）と， 1 1日午後 4時ころから 12日午前 2時ごろまで（第 2

回目の強雨）の 2回の集中的豪雨があり，第 1回目は 1時間雨量 15~3 Om宵，第 2回目は

2 0~4 0111111の強雨が各所で降っている。その後， 1 2日午前 9時ごろまでは強い雨も一時お

さまり所々で止み間も出た。

(3) 1 2日午前 10時ごろから雨は再び強くなり，午後 2時ごろまで続いた。 （第 3回目の強雨）

この閻の 1時間雨量は多い所で 20~3 0111!11内外であった。
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第 1-1図地上天気図 (7月 11日21時）

第 1-2図 梅雨前線移動図 (9時の位醤）
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この後，翌 13日の朝にかけては，前線がきらに四国南岸まで南下したため， 1 2日夕刻ご

ろからは広島足の雨も全般に小降 i)Iこだり，また 13日から l4日にかげても前線は多少南北

の動きはあったが，ほぽ四国南部に停滞し，次第に弱わまりをみせた。このため 13日に入っ

てからは県北純では雨の仕み間も多くなり， 1 4 I]の夜に入ってからは全域にわたって，ほと

んど雨は止んだ。この間の 24時閻ごとの雨景分布ふ 1 2日午前 9時から l3[]午煎 9時ま

では山地，平地とも 40~8 0繹程度（第 1-6図参照）であり， l 3日午fli]9時から 14日

午前 9時までは県西部から県北東部の山地にかけて 20~6 0m，沿岸部を含む県東部では 5

繹内外であった。 （第 1-7図参照）また， 1 4日午刹 9時から 15日午煎 9時までは沿岸部

では少なく，北部山地で 20~6 0mm， その他で l0輝内外にとどまった。（第 1-8図参照）

9日午前 9時から 15日午前 9時までの総雨髯は三次の 62 2訳を筆頭に県北部一帯で

は50 0煎吋以上，沿岸部でも 20 0 Ill席を超える記録的な大雨であった。（第 1-9図参唄）

したがって， 三次市付近について tうえば平均して桓日 10 0震宵の雨畠が 6日間連続して降っ

たことにもなる。また， これによる県下の被害も別に記されているとおり，県北部を中心に広

域にわたって大被害を受けた。

第 1- 3図 日雨賢分布図 (7月9円9時～ 10日9時）
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第 1-4図 日雨量分布図
(7月10日9時～ 11 R 9時）
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第 1-6図 日雨棗分布図 (7月 12日9時～ 13日9時）

第 1-7図 日雨量分布図 (7月13日9時～ 14日9時）
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第 1-8図 日雨星分布図 (7月 14 8 9時～ 15 8 9時）
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第 1-9図総雨量分布図 (7月9日9時～ 15日9時）
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5 今回の大雨の特性

(1) 今回の大雨ぱ北方からの寒気の南下ど南海上からの涅潤な暖気（湿舌）の流入により，梅雨

前線の活載が活発となり，西日本に長時間停滞し，前線の搬動幅が小ざかったために降雨が続

き，大雨となった。

(2) 梅雨末期の典朋的な大酎であったが，直接的には華北方而から東南東進して吾た気圧の谷が

日本海西部から束シナ海を結ぶ線に停滞し， この谷の前面で飲記のとおり南西の湿濶な気流が

西日本に流入して大雨が持続したものである。また，このころ南方悔上に台風が相次いで 4個

発生したことも，南からの湿潤な気流を持続させる一因であったと思われる。

(3) 大向の期間中に 3~4回の強雨群が観測されたが， これは前線の南北振動によるものと見ら

れる。すなわち，西日本では 10日から 12日にかけて，梱尉前線は日中は北上し，夜は南下

する頷向をがしたので， 日本海側の強雨は主として日中に，中国山脈の南側ては主として夜強

雨となった。したがって，強雨群の西からの移動はほとんど見られず，中国山地の南側では広

島県西部から兵庫県に至るまで強雨の山は時間的にほとんど一致している。

(4) 広島県での大雨は， l 0日夜から 11「1朝にかけての集中豪雨と 1lロタ刻から 12日早朝

にかけての集中豪雨が主体となった。

(5) 梅雨前綿が洵戸内付近に長く停帯したため，数円問にわたる連続降雨と 2~3回にわたる集

中豪雨で県の中部以北では総雨量が 30 0111/11から 60 0 Ill猜を越える豪雨とな灼，特に＝次市付

近に集中した。
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第 l-l 0図 湿舌 (85 O mb面の霞点氾度 16℃以上）の流人閾

(7月10,11,12, 1 3日）
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気象観測資料

第 1~ 1友 気蒙官苫飼測表
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第 1- 3表 只内可呈蛙祖「J表

•9,9. 

ロ
ロ

□
〗
2
2
4
[
-．

)

羽／．｝
 

J
-
-．
 

-
.. F

・
(

7

 

岳

lー

F

S

I

I

ー

1

晉

名

野

島

橋

j
 

ヽ`＿↑ 

~·‘‘ 

―
-
f
 

J
 .. 

9
 

．
母

．．
 ［
 

一

一
棚観

ri 9-¥ 

瀬

江

芦

廿

大

佐

-―コel
F
 

八

大

f 

田

己 I 6 

f ・し

筒 賀

ーーロ 部

1
ヽ

p
.
 

氏
’
9

鬼

八

竹

豊

河

本

類

松

峨

栄

内

豊

久

笈

比

t
 

竿
・コ工こ

`~ 1
-

・-・ 
ト
凡
・
●

.r-

忙7

• ・:］ 

, （9:」

37 

4 2 

52 

75 

50 

6 (） 

し
．． 
，．し

3

3

7

 

5

4

1

 
ー

59 

40 

109 

53 

4 5 

52 

46 
57 

田

床・.,、

野

•9令・

, ・こで・ 合

！ 
i t吐 斎l,i 5 9 
； ---鴫-r っ・・い•-······· ・．、-・ •~ • • -• -.． ．．l ·-—- -~ 

3
 

U
J
 

48 

42 

53 

42 

1 1 4 

1 7 3 

7 8. 

i 
6 6 i 

i 
6 2 i 

I 

57 

l 
7 3 ! 

751 101 Oi 
I 

561 41 o I 

4 6 I 6 I o i 
-I 391 ?7, 

441 sol 1sl ， 

5 7 | bo i 3 2 

511 42i 5 

I I 

5 6 i 

6 6, 1] 7 1 5 8 1 

5 5 6 | 2 7 1 

ニ--7 1l ------• 1 -l- 包-l,:Iー --3-6[

6 l 

43 

9 1 

53 

1 4 4 

85 

39 

36 

179 

1 5 3 

212 

218 

210 

2 05 

2 3 0 

90 

1 4 

1 9 

5 1 

26 

77 

50 

7
 
7
 

1 7 4 

128 

106 

194 

1 7 8 

E
/
 

3
3
 

ー：

5 3 

4 6 4 3 

7
 
~
3
 

，
 
3
 

，
 

6
 

ぅ
J

7 i 

3
 

。
。

。11 

5巳4

1 8 5 

398 

277 

1 9 2 

254 

248 

367 

26 5 

158 

l 4 1 

446 
5 1 5 

603 

6 2 2 

り
13

 

スバ

-- ］2 -



,t―
 

．．
 {,.~ _

 ~
 

i--・- ---—-------・・―---..•「 9•一•--～ ---------:--

，脊且 祖」 ＇臼 ・乞 i,て： ？ i i i了 I呵； ｛＼ ［ 

i 
— ●●ー・・ ・ 9--•• -• .. ． -• •ー・ ・•---• i -•ー· ーヽ ・・ •一 .. 

i 

,i ti i s..） ! •·-·' , •• • 4 
・・} ↓~  l ・ l t了'

！ 
, ・ :"’・ 
-'•i 

.
J

一卜".
feI 

'
i・
J
9
.

＇・ 

•• 
・

e

 

•• 
-5;2-

.h; 

且r

［入1
； 

i 
，祖！

•T
•••• 

-
9
 

'」．,

・式’ ’ , ; J 

＇ 人・,． 
'・-・'1 閉：〒

・.ょI

.
r
[
 

•~ ,... 
9 9 "」：}、，

t. 

、1、、
I 

ーよ
ー``‘h 

999,.9 

一

、

原

．

氏

r
 .

.

 

＂し・・・
-

．

r
A
 

-2,

．
「
汁
札

•• 
・ヤへ．

・

、

・

5

＼
入

rL
に
」

ぅ

C
’
・

t i’ 〈応、1)

:• ・l _i i 

;11 

r-••• 
.
,
＇
 

r~1,

.9,' 

げ
j

9

ぷ

-．‘ 

.~ 9
.

）

．

 

.. 
I
 

1

:

r

a

 

戸
f
f
"
·
~
・
~

f
.
 

〈
9
.

榊

直． 条

椋 け？`が↓＇，

＼
 

.
J
 

ー

•9 

.. 

i
-

•• 
,

c

1

e

F

1

 

斗

床

・

四

い

巳

:'l I 

＇ 
9

、
,
'
 

只＇

,) -

;•9 ;; 

9

,

．

）

'

 

ヽ
C

、

~
”
J
し

~1C-

・i t l 

-・ ーし 、2

i
 

~9p 

~
 

r.' 

9
,
 呂

を； l 

1

)

1

 

r
l
}

（
『

9
.

バ〉
・

1

f

3

l

5 l 

つJ3・3 

• 9 9 
I・ こ

"'I 
ベ> 9 

j ―’¥ 
i a S 5 

ート
A
'
C
 

,
9
A
 

T
、

-
＼
 

9r. 

心．」．；凡

、d・
9

,

 

ヽ

．．
 ・・"r ,

t
 

'''' ,_'， 9 : i 

,
 
．．
 
-．

 

)．． 

•• 
-

¥) ;; 

I ! 

ヽ
J
,
T
r
 

~
1
 

1 ・l [） 

I
I
 

ー7
9ム

0
'
}
 

3
 

ー

f
4
 

、d
J7

 

ーー

-------------·-----••- -- O-

? i i l l彎

「
,|7□2t-『][3L□月14L]

·-• ·.·ー―..・··・·●．—"•"""＂…！―一.●"ー—一·＿一●.··.~＾・，--一----
「

Iりぷ I 7 lI | 7 1 
I i 
3 

、]3 : 3 

: 
2 7 l s 

5 8 1 

［ 
ゥ7 : 
← I,  

s 

ー＇．． 
l ・, 

r 

"J9-
‘‘., 
r・

．‘
 

）
）
 

.

9

 

、
ー?

-

9 :,'. 9,． 

ふ~ふ J

.
）
 /t t, 

~
 

Q
`
 

g-一

r,
＇ 

¥、
9

f'‘ 
t
 

↓./ 
7
,
 

ー.r̀ 

i

、"
;`
4
 

,
 ．．．． 

ー

l
,

．
ー

3 9), 」'•• ふ鴫 i. 

t' 

\J~ 
,s' 

＇ ーi 

6 7 

[
i
 

g.) 

r・
．J

 

1

訂

2
 

L
も

7 3 

ー・ら
2

---
；●） i、)

ー

~
 c
 

.

)

l

 

('~— 

ー

．．
 ー

父
"

ー・＼・.
s
 

ヽ•

9.l t :， 

;)、:,.

9

.

a

 

.. 

,．
 

8〉

3

2

5

?
/
 

＼ 

（ ー

ぐべぃ，ぅ
9

9

 

J1~ 
9し

4

rー

6

6

0

2

4

 

1

2

4

3

4

 

9
9
,
 

．
．
．
 ,
．
‘
 

0

ゥ

一

ぶ

3

4

4

5

5

3

5

4

5

7

5

5

5

6

6

5

5

5

3

8

 

1
9
 

1ぇ

5

5

0

9

0

7

8

2

6

6

9

3

3

9

9

9

3

4

3

6

7

1

7

9

,

1

7

0

5

 

!

1

1

l

i

l

l

l

1

2

1

 

ー

，

9，．

i・,.i•• 
i
iー
ー

ー

ー

'

|

ー

1,1:＇
|

-

0

8

3

6

6

3

2

6

8

5

7

0

-

6

8

8

5

2

4

7

1

8

I

3

7

8

-

ー

1

1

ー

1

1

2

1

-

ー

,＇

!‘,1,1ー
，

1,＇
9，1
,
1
1
,
;
,
'
-

1

7

1

1

8

2

3

8

3

6

8

-

，
 

7

,

4

4

5

5

3

5

4

4

3

4

4

3

-

廿

山

山

山

項

一

南

暮

東

ー

．
 

ー
~
一

谷

―

に

下

釈

伏

m
l
l
l
-

後

F
 

犬

安

適

[

9

-

甲

麻

上

帝

恵

3
 

[
3
 

g" 

-{>

円 (・i
ヽ'.

、f
L
.

ぶ
J,.

i, 
)
l
 

，
 

り｝っ／

r
)
 

,tA 
ー

7
 

3
 
仁
J~

ヽ

9
]
 

旦4

ウ
l

l 3 

。
。
2
 

・・・・・
1

.

,

．
．
 

O

L

J

ゥ
J

i

、1

5
"
-
J

「

-
3
4

5
3
 

「

l

l l 

i 6 

t
f
3
 

ua 

3
 
ス，
3

4

2

3

 

1

3

2

 

ふ”ー

A
斗ユ

5

4

8

2

i

7

4

 

4

1

旦

5

4

4

387 

24 4 

16 8 

24 5 

539 

588 

497 

584 

395 

4 88 

490 

204 

l 9 4 

196 

500 

334 

4 7 1 

539 

532 

255 

2 5 3 

450 

305 

5 (） 2 

4 06 

5 1 4 

-
3
 

1・3 3
 

3

9

4

 

0

5

4

 

r
b
-
3
4
 

- 13 -



毎時雨景表

り
.
9
 □□1；!~ーロ>

ー i - - -！ 

- - -i - -

-1 -1 -1 -1 -1 

l 0 1 -I —| -I 001 -I -I —|-I - I 

111 -I ―1 0. 0 1 0. 0 1 -I —I -I -I o.51 -I -I -,— 

12 I o. o I o.o I —I o.ol -I -I -I -I -I -I -I -1 --
I 

!3 I o.o! 0.01 001 ool -I -I -I -i osl _j -1 -1 -1 -1 -1 -1 -, -, _, -

14 I o.o I o.o I O.OI 0.01 -I -I -I -I o.s I -I -I -I -I -I -I -I -,— i —'-

1s I o、oI 001 001 o.o! -I -I -I -I -I - l —,— 

161 o.ol 001 o.ol 001 o.sl -I -I -I 3sl -1 -1 -1 -1 ssl -1 -1 -1 11 1, — 

l 7 1'i o | -I O. 0 1 °゚I-I -l―I --0. 5 1.0 -I -| l 5. 0| -！ -1 -1 -| 3 | 8 

18 I o o I―I 0.0112.01 50! I.SI 150124.0! 051 -I --1 -1 -l 8.01 ―I -I -I 15 I ll I s 

0.0 

―, l 

—•9 -., 1 

__,―, l 

ー'_, 1 

―S 一 l 一[ l 

“-~, I 

一 L l 

19 I 001 -I o.ol 65l !3.5 I !75 I 7.5 I 90 I -I o.s, 0.51 llo 0 5 l 5 3.0 13.0 1 4 l 1 

20 I ool -! ool 2.51 201 3.0I 251 3.51 601 15 l5 115 5冒〇 4.5 l 8 0 120 7 ｝ 3 4 

21 I z 5 I o s I 1s I 3 s I s.o I 1 o I 1.0 I 6.o I s s ! 125 I 130 I 30 12.0 3.5 30 0 5 tl 

22 2.0 l 3. 0 12.0 3. 5 6.0 9.0 6.0 l 2. 0 8.5 6.0 1. 0 4 0 1 5 5 1 l 5 1 4 5 1 2'5 1 7 

23 10 16.5 75 3.0 llO 14.5 5.0 l t. 5 3. 0 3.0 2.5 12.0 
1.： 0゚ 5 3 5 1 3 o i t 

24 0.5 95 15.0 40 3.0 40 l 5 20 l o 80 4. 1 5 3. 0 3. 0, 

且—t 130 39.5 38.0 35 0 46.0 53.5 44 5 69 0 28 5 25.〇 25 5 49 5 39冒 41--5 35.0 I 34 o I 31 

（注〕 恵下谷由，犬伏ill, 安田山，遺後山山頂については整数位

一~ 14 -



゜

0

0

0

0

0

 

u

i

0

1

1

0

 

3
 

.
3
.
J
.
‘
 

.. 

i

・

・

'

4

5

E

u

了

3

0

9

0

ゲ殴， aI ri― i 

軋 I！→‘| 侶|f[ ！JI.I ¥．9/ f 疇訂危＇［四＇小甲 1.t’eI・［’|帝，告入安！ょ且

所I! ~,I:!:: I I I I I I I *'J IX! ！ 

→仕•9し i へ
i fヽ！話＼ ！ i i 1がi', ．i ~l i 8 ! I I I I I I梨条・ ・山 iIr l釈卜伏[『]1冒

島i ：さf；只I~『A 芦l’ 心 I 口□□！暑fI宋 iIII(l}i 山 l」麿ーピー—--―↑---i -—--+- -l_ ＿．l I s.  
0 0 1 1 0 i 4 0 l (1 0 0りii o i o. ； | 0. 5 0. 5 0〉| 0 3, 

: ： | 

I I i ]＇、

i () 5 I-―| 

i,  i i I 
0 0 5 5 1 0 ] 1 0 ―: -•I -i 0.うi0 5 i - 0 rl 

'| I l I i 1 
111 3101 7.01 0.01 0.り［ 0 5 l o 5 1 1 0，一 /4.0I 2.5 

I I I ! I i 
(1 i) | 3 0 5 2 3. （i'(l0 I -I O 5 ! 15 ! l O I 

I I 

| I I 
0 :l | 6 S l 1 0 0 り．5！ 2 0 0 5 i l O i 2 0 0. 5 I | i 4 ! 

り5 0 5 i 0 5 0. 5 1 3. 5 1 2 5 : ］ 2, 5 
| i 

4, 5 ] l. 0 l. o | -！ O. 5 

0. 5 1 -0. 5 0. 5 ; 0 5 
！ 

0.0 I -I 0.5 I ii 5 i LO 
！ 

o. 0: --1 Ill I -1 0..) I LO ! 

0. 0 ! - l. O l. O l, ； O. S 

0.51 -I 1.01 401401 7.0 
i 

0.01 osi o.o i 1.，う 4.oI s.5 I 2.s 

8 5 i o. 0| -| 2 0, 1 3. 0 ! 3 5, l 7. 0 | l l. 5 
| 

oo I o.o I oo I 12.51 1.0 I 6.5 I 3.o 
| 

!.5 I o.o I o.o I 15 ! 1.5 I 2.s i 
I 

8512301 3SI 051 2_012.0110 

3．゚I2 0 6. 5 3 5 1 1 5 5. 0 : l 5 

I 
2.5! &011901 05! 6.51 zo1 s.s 

LJ -;-[／•Iリ／~

ll 

l 2 

19 

20 

?F 

22 

-
3
 °
 。

L・3 
I O 

L
f
t
-h

 
l. 0 

（］．0 0.0 

~
~
~
．
 

H

M

1

3

1

6

ー
18

9
3
 

2
 
1 5 

r: 

”
l
c
 

0. 5 

0. 5 

0 5 

l. 5 

l. 0 

3. 5 | l l. 5 

2.0 

rJ 
t
ぃ・

l. 0 

6.0 

0.5 

9 tl 

゜;4-

い・` が

• ~ ～ 。冒＼ - {） 3 

3 5 -- 0. 5 : -

3 5 j 5 OS 0 5 4 0 〇凡 05 

l 0 6. 0 ~•~ 05 45 0 5 j 0 

r 1. ← 3 3 0 0 5 85 4 0 45 j 5 

05 l 0 。」5 0 5 

1.5 05 1 0 2 5 〇ふ

- 0_ 5 l O 0 5 l 5 

1 0 05 30 15 

l 0 l 5 l 5 0.5 2.5 0. 5 0 5 

0.5 0 5 l 5 l 5.5 0.5 05 

I 5 91. 5 75 

l.0 l 0 35 2. 5 0ふ 4 co 30 

0 5 2.0 I 5 15 30 

25 5.0 3 0 0 5 35 2 0 l 4.0 

I 5 邸 2.0 lふ 1 0 10 4 0 

50 9 5 t 5 0. 5 iぷ 0 5 

0,5 0 5 3. o 3 5 15.5 LO l 0 

l 5 25 2 5 l 5 ふ5 l 5 4,5 

l O 05 05 I 0 5 5 l O 5 5 

I O l → {） 3. 0 l o 4 0 2 0 r 5 

0.5 (）, 5 l 5 0 5 6 0 15 闊

38 0 4 0. 5 32 5 2 5 0 90 5 2 4 0 5 1. 5 i 

"

3

5

"

 

l

F

3

 
6
 

砂

応

2

0

0

5

i

9,·99~.9 

.

.

.

 

c
 

r

3

5

5

r

J

-

り

0

9

8

 

l

3

'

り

2

t¢ 

I 

ll 

20 

17 

26 

8 1 l l 5 

12 

l3 

13 

11 

l0 5 

3
 

53 

- 15 -



19 

20 

2 l 

認

23 

24 

計

I □•1ーロロロロi!-忍:•『:Ii／〗！：I: ［[

：口91:．0:：l40018:|:：□□／～1-貞

4 I 19.り 70 IりOl ] 0, 5 5 d 0 | 3. 9 4 0, 4, 5, l 4 5 ] 2 5 9 u l 0 : l l 4 0 i 8 5 | i [ ｛t 1 7 1 6 

5 l l i 0 i b．で！ 1ぅ i6. 5 9. 5 5 0 i : o o | 1 0, 5 l 0. 5 !~ 4 5 | 2 3 J ! l i 5 1 2 1 0 | 9 5 2 i 0 2 0. 0 i l J l i q 1 9 ] 

6 i l {) ;) ： 0. 0 3 5 2 1 :)． I l o ; 5 | i) 1 { 1 5 6. 5 ! l 4 5 1 l t o i l 5. h 1 2 6 5 :，1 0 2 (i．0 i l 5,5 4 i ・Iり］

7 j 1.ui oo; 401 ooi 30 月h 2, ； : 3 0 l 6 5 | 7 5 4 5 6 0 2 l 5 8 (） l i o : l 0 0 i s 

] ,  1 1 i 
8 ] 0 5 l 0 5, 2 0, 2 0 5 0 ? 5 6 0 も0 6 0 3 01、5 9 5 | H 5 i tl o I 2 8 0 1 5 [I l l 
9 [ l O | 0, 0 0 0 ! 6 0 | 2 U I J. 5 1. 5 } ] ］ 0 1 5 1. 5 1 5 5 i ] 0、 5{） 1 5、0] l ] 1) 

JO I 001 -1 001 0,51 201 2,勺， 3．5 3 S 0 5 0 5 - l h | 5 8 2 5 9 0 | 8ぅ

l l [ 4 0 0. 0 - 2. 0 2 0, ； 0 5 {) | 4 0 ; 6 0 - 0 5 l 5 -， 3 0 1) 5 i ] 1 i ] 2 
| i i 

l 2 3 5 1 0 -，］ 5 1 l o L o I 3 •) 2 5 ! 2, 5 5, 5 5 5 6 5 4 0 ! 6 5 2 5 | l 5 

l 3 1 2 0 0. 0 - L s i 7 5 & 5 1) 5 4 o l 5, 5 0. 5 5 5 2 0 I I 

14 i 2 s I o.o - 2, 0 i 0. 5 i 1 1 : 2 5 : l o I l o I ° 5 05 | 3 0 | 3 0 

l 5 | 1 0 0 0 i -1 4, 0 1 3 5 i 6 5 : l. 01. 5 ! h, 5 -I -,— I 4.5, 

16 I 2sl 1.sl -I 3.ol :i.5i tol 1ml rnsl 4.51 nsl 4.0I 2.0 

I I : I 
171 2.01 0.51 -1 1401 2.01 201 D.JI 8.51 401 0.51 L5; 10.0 

1 8 2, 0 2. 5 0, 0 | 2 5. 5 1 6 5 1 8 0 [ 1 0. 0 I ] 2.0 8. 0 J O ] O l 0 5 

7 0 1 l l 3 1 1 6 5 1 1 6) 1 1 4 0 6 0 85 1 3し1 6. 5 i l 3.o i 

I I I 0.01 !LOI 245I 2351 38.0I 35.0I 8.111 701 7.51 55I 6.5 

003/：J口：：：i8：00.09.：：108099

45 

5.0 

3.5 

4.5 

60 

砧

.h 

釘
"
[

3 5 

l 5 

l o 

0.0 

0.5 

0.5 

1.s1 22.51 2U5I 1451 10.s1 10.s 

~,~.9 

.

.

 

4

3

り
、
3

,．r
彎

9

.

.

 

9
 

.. 

3

1

h

o

f

l

5

 

2

ー

3

こ

5

3

2

l

1-2
 
l5 

4 ; 

qh 

i l 

ll 

! 69 

-16 -



呉，
 

一、リ

所
剃

観

7月
日時刈島

2

1

4

5

3

1

8

1

8

3

3

l

l

l

-

2

1

1

1

4

 

ー

1

2

0

9

,
 

1

2

2

5

4

8

6

6

4

-

3

＿

一

ー

4

1

2

3

ー

1

3

]

7
 

.

,

1

s

:

＇‘ 

2

]

2

3

4

5

9

8

4

ー

2

「

i

]

3

]

2

ー

1

9

1

6
 

i

'

 

．．．． 
ナ

'

,

4

9

l

-

2

3

3

4

5

2

5

3

l

-

i

2

3

2

l

l

l

o

 

1

1

6
 

:

1

,

‘

、

5

5

,

3

O

S

5

5

5

5

0

ふ

ふ

5

―
―
―
―
―

533

hn50i224057~6il4ti 

ー

2

1

'． 

1

,

＇ 

5

-

5

-

0

0

5

5

9

5

0

0

§

-

5

-

―
-

5

0

 

o

i

l

3

t

o

l

6

5

3

4

2

0

0

6

 

2

1

8
 

5

5

5

0

5

5

5

3

0

5

5

り

5

0

5

5

0

5

5

0

心

3

L

3

"

b

i

q

i

ふ

t

1

t

l

t

O

L

?

i

L

L

L

L

-

0

1

8
 

＇ 

5

5

0

0

0

5

5

-

―

―

―

―

―

ぷ

．

．

．

 

.^
“ 

1

6

6

8

3

5

.

2

 

-

{

―

―

一

、

9

3
 

1

5
 

9

ィ

、

1

_

5

5

3

~

5

3

3

0

5

5

0
 

:
）

0

0

5

0

5

0

0

0

5

5

5

f

 

•• 

6

.

n

,

0

5

0

 

.

]

t

'
 

•• 0

7

.

0

3

.
 

Jヽ

6

0

2

2

5

2

0

ー

2

0

0

1

1

f

l

2

7
 

,．

J

.

＇
,
冑{

L

[

a

-

5

D

5

5

0

0

5

5

0

5

-

i

-

―
―

-

5

 

-
J
 

.

'

'

0

5

t

“

.
 

＂

．

 

0礼

O

n

5

4

g

5

t

?

a

3

3

2

I
I
I
I
m」
汀
「
一

，
 

2

6
 

西

条

西
9

9

,

9

.

,

＇3
 
.

.

 9
 

.

.
 

,＇

1

.

I

I

I

I

'

’

、

’

1

0

5

-

[

―
―
―
―

-

5

0

0

5

5

0

0

5

9

-

―
―
―
―

-

5

 

•• 

'
 

i

l

o

l

3

i

5

t

t

3

4

1

4
 

3

6
 

椋

梨

ー

鴫

鴫
J
鴫

•
i
'
,

．．
 
,
 
．．
 
,
9
 ... 

,

1
 

.. 

，
 

5

5

5

5

5

1

1

 ゚

5

5

5

5

5

0

0

5

0

0

-

0

 

？ふ

．

．

．
 

,•

•O0 

5

[

i

}

一

[

•• 

置

岩

倉

0

0

1

3

3

1

1

6

6

2

2

』

ー

3

2

2

1

5

8

ロ
ー
。
。

1

⑪

o

o

o

i

0

5

5

0

0

5

5

0

0

5

5

5

5

0

0

5

5

5

0

5

 

・
冒
~

o

o

o

l

2

1

4

0

6

2

1

0

0

0

0

0

0

0

0

3

 

l

o

0

 

3

5
 

1

L

J
 

l

2

3

4

5

6

7

8

9

0

l

"

ム

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

l

l

l

l

l

l

l

2

2

2

2

2

 

計

l

l

 

2
 

~
 

- 17 -



迅
後
山
山
珀

3 ~ 

i 0 

ll 

？． 

l 3 

l 4 

l 4う

j 6 

了
ー

”
 l !I 

?l 

21 

22 

3
 

？｝ 

2 {i 

Lー合
ロ

0

0

0

 

~•r 

rlr. 

~
 

●冒

．．
 
冒●●

こ
~
d
g
u
r

ふ

O
c
J
n
”

.

.

.

 

r
 

0

0

0

0

0

0

 

安

田

山

|
:
9
.
,
i
ー
ー
一
2
1
1
,．．

 
,．,．:[. 

人

伏

A
I
L
-

9
-
9
.
-
9
1
.
,
 

•• 
,i-9, 

i

l

-

ー
ロ
ニ
／
ー
ロ
｀
~
一

~
5
-
[
-
5
.
-
0

ロ
〗1
1
9
/
t
o
0
0
0
|
0
5
-
9
1
_
o
-
1
1
1
1
0
|
0
[
-
1
1
0
5
_

＿□

•• 
，
・
1
i
:
_
．
i
・
・
・
・
・
1
1
-
I
L
'
|
＇
’
—
,
＇
·
·
;
．
,
．
9
,

．．． 

9
-
,
；
＇
:
I
9
9
9
,
'
．
,
 ．．
 
i-C, 

•• 
9
-
＿
1
1
・
'
|
'
’
・
:
l
l
1
,
1

5

5

―

-

5

5

5

0

5

-

t

-

5

-

i

0

 

．

．

 

＼

じ

g

”

5

-

i

―

―

J

I

l

-

l

l

l

l

l

l

-

＿

o

う

し

．

し

2

t

1

0

i

3

.

l

3

 

r
 

ー
・
1
l
9
,
'
1
-
,
'
i
:
＇
．
|
_
,
．
1
,
．
9
9

●

,
.
r
•
-
•
;
,
＇
:
,
r
.
,
1
i
_
,
＇
,
．
,

•• 
J'

，
 
．．
 
99ー・，9，99●

,9C,．．
 
；．-9: 

＿
ふ
0
0
5
0
-
·
3
5
5
-
―
―
―
-
。
一
＂
~
じ
5
5
-
―
l
-
-
9

,

0

0

0

2

l

o

l

o

o

o

 

3

5

ー
ロ

西

条

西

―

l

i

l

L

O

l

＾

ー

-—| 

•• 
9
.

「
：
i
:
＇
i
i
・
・
・
；
．
＇
ー
•
9
9
•
9
9
9
,
＇
·
;
—
,
_
i
,

．．
． 
-
：

i
-
．
i
ー
'
_
—
1
.
し
|
＇
:
i
_
9
9
9
9
.
|
＇
1
,
．
`
·
9
9
-
！
'
9
9
9
9
i
'

：

i
,
'
|
_
i
'
’
’
:
;
,
9
9
9
9
9
9
9
9
.

：

1
9
9
.
9
9
9
,
'
:
i
i
:
·
9
•
-
9

••• 
9,； •••• 
,3 ••...• 

！

！

'

 

せ

ー

5

1

1

"

且

”

°

L

り

一

"

¥

"

5

-

5

i

-

―

＿

一

．

o

．

i

'

’

-

I

I

l

I

l

l

o

n

o

0

0

0

0

8

 

柏

g

)
｝

1
.
,
＇
，

I: ．．
 
I9.9,t,＇9 

_
_
_
_
 i
i
,
；
こ
こ
i
i
-
3
,
1
:
，•• 
,
＇
ー
．
i

：

,
9
,
．
1
:
1
i
i
'
i
l
1
•
9
.
，
！
i
i
9
9
9
1
1
9
9
‘

-

）

-

[

5

i

i

l

-

l

.

,

J

・

¥

3

I

i

,

-

_

＿

-

0

5

5

r

J

 

0

t

-

n

5

0

6

h

`

 

r

,

1

-

9

3

0

.

9

,

i

i

-

i

_

-

0

,

'

，

'

．

 

芝
€
＿
j
i
,
1
0
0
i
3
]
ー

．

一

,
 

•••• 

1・・9●●

99、••• 
9
.
-
,
9
,
9
r
_
＿
1
-
9
9
i
9
9
9
9
,
1
;
 

•• 
9
:
9
-
＿
＿
1
,
'
＿
＿
ー
ー
，
．
＇
，

．．
 
＇ー！‘，1-9

,

-

l

-

l

-

）

5

0

 

―

-

o

i

-

L

1

,

f

"

-

i

¥

 

l

0

孔

．

l

t

0

6

l
-
5
-
―

-

i

i

-

＿
-

一

樽

沐

ー

ー

,_＿_＿
i

,

＇|
1
,
,

．
 

E

i

i

-

l

l

-

＿

-

i

-

―

―

叫

い

＿

一

"

l

屈

―

2

-

―

―

―

-
O
S

恥

乃

99;9, ．．
． ;·:-•999-9,—, 

．．
． ;.,.i•……;··9,c…••,-‘ 

•• 
9
 

•• 
,
1
|
_
,
＇
i
,
．
＇
:
|
＇
’
’
,
.
，
1
.
，
1
,
 

．．
． 
,
 
．．
 9・
・
・
し
~
9
.
,
1
,
.
，
i
'
,
i
_
1
1
;

：

1
,
'

1
/
-
§
—
ぷ
(
'
i
-
―
―
-
i
い
ぷ
ー
一
L
r
｛
ぷ
―

n
g
-

．
f
"
0
0
3

＇

若

―

ー

I

J

i

o

o

l

l

L

i

l

o

ー□
9／
い
ー
邸
闘
」
。

I
1ー

O
o
o
o
.
|
0
0

□
9ロ
ーO
O
1ーロ
〗
□

＂

り

一

り

1

1

0

5

0

0

O

I

I

I

I

-

―

―

―

-

_

-

o

o

l

l

o

o

o

j

じ

0

0

り

0

4

罰
山
（
松
永
）

.
i
,
1
‘
-
_
．
,
．
i
:
 ．．
． 
,
•
…
:
…
、
，
.
9
9
_

-

3

0

0

 

ュ
1‘

冒

ピ
'
0
~
l
l巴

j
L
i
l
o
s
,．

守
心

3

0. 0 

Lr“ a"．
 

゜
り．

1 0 

8. 0 

12.0 

:ti 

0.0 

u. ［I 

0 (l 

0 5 

3冒゚

0. 0 

0.0 

32.5 

9
-
9
9
9
9
9
 

L
r
"
L
』
’
し
0
"
＂
．

••• 

0

=

 =
 =
 に、
。

0. 0 

0.り

I.Ii 

0 0 

Lr鴫一
A5-

{）. 0 

-r

川．一
n几

[I. | 

0. 0 

L3 

~
~
 

3.5 

―! 

,9,・,9,9,．, 
•• ,9•99.,99. }

―

-

「

-

「

,

'

_

…

 

l

-

―
-

l

 

-1 

2
 

`
/
 

16 l t l4 

-18-



恵

下

谷

山

[

l

L

.

.

.

．

'

1

i

'

’

,

1

,

＇

i

・

9

・

ー

・

i

,

i

-

！

ー

[

5

-

―

―

-

3

-

5

5

5

r

i

t

l

o

0

5

0

1

1

0

-

―

{

-

卜

J

-

)
-

g

？し

3

4

l

l

.

|

i

Q

a

u

3

g

l

2

 

4
 

一

帝

般

）

｛

丁
ー
！
，
．
i

：

i
「
|
＇
_
,
1
'

：

5
_
i
ー
一
―
•
9
.
-
_
．
_
•
9
·
_
-
0
0
I

パ
い

r
"
o
．

□ー
'
’
_
―
―
―
'
「
ー
ニ
一
5
-

0

3

2

5

1

2

4

-

．
 

ヒ

F

東

―

―

―

―

―

1

ー

！

＇

9

9

9

.

,

；

9

.

1

1

ー

1

:

:

.

9

l

1

1

-

L
h
4
-

0

5

5

r

3

1

1

5

0

0

0

5

0

0

5

-

―

―

―

-

i

-

．
 

．

．
 

A

9

:

£

5

l

l

0

3

 

丁ー
1

-

5

:

-

高

暮

―

O

l

l

I

0

0

0

4

1

ー

ー

い

L

5

『

-
1
・
ー
1
:
|
'
i
3
1
1
i
ー
・
・
'
’
•
1
1
i
ー
1
,
i

―

―

―

―

―

-

i

-

5

0

0

.

0

-

i

i

-

―

―

―

-

5

-

O

l

l

l

3

.

-

-
l
-

＿
 

甲

山

南

一

,＇彎'‘•• 
,

i

1

1

'

i

-

．

i

.

1

|

E

9

1

.

,

1

:

9

.

9

 

•• 
,．1 

••• 
11-彎

―

―

―

―

―

i

-

―

―

―

―

―

―

-

5

r

d

5

 

¥

1

～

卜

3

-

―

汀

0

r

5

5

i

5

,

．

一

I

J

n

-

0

o

l

4

6

1

t

l

1

6

 

．．．
． 
ー
・
・
1
^

•••• 1-QC•;,.ii.I1|.9,.IÌ 31,1 
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第 2節気象通報

1 注意報，誉報，情報の発表

今回の豪雨に際し，広島地方気象台は県下全域に次のとおり注意報，警報及び情報を発表した。

注意報，警報，情報の発表状況

発表日時 種 類 内 容

7月10日3時10分 l大雨注意報 I前線が広島県の顧戸内沿岸に横たわって活勤しています。

今後の雨塁は県下全般には20~30mm程度の見込みで

すが，沿岸や島の地方では所により 30~50mmに逹す

Iるおそれがあり，局地的に総雨籠が 10 0証を超える所

がある見込みです。低い土地は浸水し山崩れ，がけ崩れ

などの起こるおそれがありますから十分注意してください。

洪水注意t梅雨前線が広島県付近で停滞し，また低気圧が近づいて

Iいますので前線の活動が活発になっております。広島県

に降っている雨はまだ続き，特に今夜は大雨になる見込

7月10日13時40分 1大雨，

報

みです。今後の雨星は平野部で 50~7 On, 山沿地方

で70~100慌罰，所によっては 100~150mmにな

るおそれもあります。河川は増水し洪水の起こるおそれ

があります。低い土地は浸水しましょう。がけ崩れ，山

崩れなどの起こるおそれがありますので十分注意してく

ださい。
l .  

7月11日7時00分 I大雨，洪水警報 1 広島県に降っている大雨はまだ続き，特に山沿地方でぱ

強く降る見込みです。今後の雨景は平野部で50 ~7  0 

11/1!1，山沿地方で 1O O ~ 1 5 O mm, 降り始めからの総雨

塁は 200~300mm, 所により 300~400m荒の見

込み。河川は増水，はん濫し，がけ崩れ，山崩れが起こ

り大きな災害を引き起こすおそれがありますので厳重な

警戒が必要です。

7月11日14時45分 1大雨情報第 1号 1 現在雨の強い区域は山陰地方及び山口県に移り，広島

県では一時小康状態となっています。しかし，相変らず

- 20 -



発表日時 種 類 内 容

活発な梅雨前線が当地方に停滞しており，九州の西にあ

る低気圧も近づいているので，今夜から明朝にかけて各

地で強い雨の降るおそれがあるので引き続含厳重に警戒

してください。なお，今後の雨量は平野架で5O~  7 0 

11/研，山沿いで 10 0 ~ 1 5 0 1111110)見込みです。

7月11日21時50分 1人雨情報第 2号 I 山陰沿岸にあった大雨の区域は南にドがり，現在は広島

県を南下中です。このため県中華から北部にかけては強

い雨が続いており，今後は次第に県南節にも及ぷおそれ

があります。

今後の雨量は県F全般に 70~150 111111, 所によっては

2 0 0 111111を超すおそれがあるので引き続含厳重に警戒し

てください。

I 7月12日5時10分|―大雨情報第 3号 IL鳴地方の北部まで下がっていた大雨の区域は，その後

山陰へ北J:::し広島県では現在雨がほとんど止んでいます。

しばらく小康状態が続く見込みですが，人雨の区域がま

た南下してくるおそれがあり，その場合，今後の雨量は

北部で 10 0 ~ 1 5 0111111, 南部で 50~100111房に達す

るおそれがありますから引き続告厳重に警戒してくださ

し‘

゜
7月12日11時35分 1大雨情報第 4号 I 梅雨前線に伴った強い雨の降っている領括,・i卜函山地沿

いからゆっくり南に下がっており， まこ四の方から雷を

伴った大雨も東に進んでいますので，県北部はこれから

次第に大雨の所が多くなってきましょう。また，県下全

般に午後から今夜にかけてかなり強い雨が降り， これか

ら明日の朝にかけて県北部では 100~150111需，沿岸

部でも 70~100癌mの雨量が予想されますので引き続

き厳重に警戒してください。

7月12日15時10分 I大雨，洪水警報 広島県に降っている強い雨はまだ続きましょう。

（内容更新） 今後の雨量は70~100 111霞，所によっては 100~ 150 

mに達する見込みです。降り始めから総雨量は 300~
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発表 [1 時 種 類 内 容
I r-1.-

4 0 0 11/IIJ, 所により 500~600111111になりましょう。

河川は増水，はん濫，がけ崩れ，山崩れの起きる所が多□_ | ＜なりますのて引告続ら厳重に置已｀してください。

7月12日16時55分 大雨情報第 5号 i 広島県内では一部を除いて並雨程度の中となっています。

ここしばらくは小康状態が続含ますが巾国地方の西部に

＇ ！ はかなり強いエコー，即ち雨雲があって東に進んでいます

1ので，今夜に入って全般に両が強く降るようになります

i 0)で引き続き厳重な警戒をしてください。今後明使まで

i I Iに10 0 m霰位の雨か降る見込なです3□三o0分:]`｀-~I 梅I“̀□贔三から四尺印パ：ートかり，東に移動し

I ていた中国地方西部の叩喜雲は弱まって善ましたので，

I これから期け方にかけて一時的に愉く降る所はあります

が，現在のような小康状態がまだしばらく続く見込みで

す。しかし，前線の北I::.するおそれもありますので引き

続き警戒してください。
l • -~ - | ----•- --

7月13日5時55分 i大雨情報第 7号！ 梅雨前線が九州南部から四国南岸沿いにドがり活動も弱

1まってきましたので，県下全般に小康状態が続いていま

Iす。レーダーの観測によりますと一部ではまだやや強い

雨雲が残っていますが，今後念に飼線が北に上がる気配

はみえませんので大雨の降るおそれはほとんどなくなり

I 
---- ---—}—----•一―--＂--
7月131.； 6時55分 i解除

| - - ・・・〇ー・・"- I ----•• 

7月13Fl15時25分！大雨情毅第 8号

ました。

7月12日15時 l0分発表の大雨，洪水警報を解除。

梅雨前線は四国沖に停滞していますが，広島の 15時の

レ-ダーによりますと，広島県は雨雲におおわれていて

停滞ぎみになっていますのて，県F全般に雨が降ってお

り一時強い雨の降るおそれもあります3 -l::地は今までの

大雨で飽和状態になっていますので，今後山崩れ，かけ

崩れの起こるおそれがありまーずので卜分こ注意ください。
し—

7月13日16時10分 I大雨注意親 I梅雨前線が本州南岸に停滞していて氾動を強めておりま

す。現在降っている雨は時々強くなるおそれがあり，叫
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発表日時 I楕類 I 内 容

雨贔は 50 ~ 7 0戸

てくださし氾

7月日日 17時00分 i解 除 | 7) l l 3 l」]6時 10分発表の大内i？主意報を解除っ
へて

2 指定河川の洪水予報の発表

広島地方気象台及び中国地方建設屁太馴II工事事務所ぱ指定阿川（太直月）流城に次のとおり，

庁意報，警報及び情報を発表しだ。

指定河I!IO)洪水予報発表状況

．．――-—→-「---

発表日時---＂'ー・＂．i.―-ーロー~ 内 容, ----- - -• ---- --
7月111]21時30分 I太Hl/1I哄水注意 太田IIIt.：流の加計雨団は降り始め②累且雨皐が21峙ま

i翰（第 1砂） てに 26 2窟前に逹し1 1 9時から 2l時まで(!_)2時1間で

I 164mm降ぅております。この「こめ加叶の水・！〉は 21時現

在 4m 78(711で警戒水位を起えさらに上昇叶1てす。この

流水が太田川水系ド流桔咽点玖村に判逹しますと，玖村

I ての瞥戒水在T.4m50rmを超え人きな出水となるおそれ

.—••---~-------
[ | 1かあります0)て厳蚤に警戒をしてください。

-----------------------•-- ~---,-------------------------------------------
7月12H(）時00分，丈＼田川洪水警報 人出川本！廿じ）上流ては7月ll日23時現在加計で 323

（第 1号） l ll1況，て篠II[L流の臼木で 26 5虹に達し，特に 20時以

i舒強し情］が続しヽ てしヽ ます。 2 3時現在t,11,ii-cぅ水位は 5m

i 9 2（・mて警戒水位を．人きく I-I叫り大出水となっています。

；このままの状雙委か紐きますと玖杞水位観測所で：i|画哄水

（角砂 6,0 0 0トン） ；しくじ:)出水となり，放水路のl 9rI胆i流：［計桔度い出Jtか叫さ｝しますのて厳重な汀忍か必

要です。
―----------- - 90, ．9 - 9 

I 太出）＇ 1じ流の加r・市町地区ではr，

位観測所の水位は l1日24時の 6m 2 2濯を最靡に下

がり始めましだ。しかし，下流の高陽町玖村基準点の水

位は 12日2時現在6m57傭（恒秒 6,2 0 0トン）と

，汁剌洪恨流景を上回り 4時頃まで．1:-,昇を続けるものと予
-----．.. _＿＿ ----- i 
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発表日時 種 類 内 容
•••一．· • • →- - - -．... • ----------『~＂

想されますので厳重な警戒を必要とします3

なお，今後の雨量によってはさらに上昇することもあり

Iますので大雨情叙に注意してください。

! 7月12日3時2紡｝ 太田川洪水情報 I太田JIl七流の加計の水位は 11日24時を最鹿にやや下

, I l （第 1号） 1I 9 がってきましたが， 12日11時を境に再びヒ昇し始め

ました。また，下流の扁潮町玖村基準点の水位は 12日

2時の 6m57cmを最扁に下がりはじめ， 1 2時現在 3

m28澤（警戒水位 4m50cm)となっておりますが，

上流に再び強い雨が降り始め今後 10 0 11/11/内外の降雨か

予想されますので厳重な警戒を必要とします。
ー・―・・ --』~m -- ~』•’’

7月13日9時00分 解 除 太田川流域の雨もや入玖村基準点の指定水位をきりま

したので洪水警報を解除します。

5 鉄道気象通報の発表

広烏地方気象台は列車の安全進行を期するため日本国有鉄追広島鉄道管理屁，岡山鉄洒管理局

に次のとおり鉄道気象通報を行った。

鉄道気象通報の発表状況

予 報 区 （注1) 警文（注2) 発表時刻 解除時刻
・人●●

ビロ 1の 1 オカ 2の 1 テ ケ ヘ 1 0日 3 : 2 0 

ヒロ 1の 1.2. 3 オカ 2の 12 テ ケ
i 

1 0日 1 3 : 4 0 

ヘへI 
ヒロ 1の L2.3 オカ 2の 12 テ ヶ• 1 1日 7 : 0 0 

ヒロ 1の 12 3 オカ 20) l 2 フ― ケ ヘ 1 2日 1 5 : 1 0 1 
--------- |」------

ヒロ 10) l 2 3 オカ 2(J)12 テ ケ ン 1 3日 6 : 5 5 

ヒロ］の 12 3 オカ 2の 12 テ ケ ヘ 1 3日 1 6 ; 1 0 

ヒロ 1の 1.2. 3 オカ 2の l2 テ ケ ン 1 4日 1 7 : 0 0 

注 1 (1)と口 1の 1....ー・山陽本線（大竹～糸崎），呉線（海田市～三原），可部線（横川～

可部），芸備線（広島～志和口）

(2)ヒロ 1の 2……可部線（可部～三段峡），芸備線（志和口～塩町），三江南線（三

次～口羽）
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(3) と口 1 の 3....讐•宮島航路（宮島口～宮烏）

(4)オカ 2の1・・・・・・山陽本線（糸崎～笠岡）

(5) オカ 2 の 2•…••福塩線（府中～塩町）

芸備線（塩町～新見）

注 2 (1) テケヘ・・・・・・大雨が降る。

(2) テケン・・す暑・警戒を解く。

第 3節 出水状況

1 0日夜半からの激しい降雨のため，県内の三大河川である汀の川水系，太田川水系，吉田I『水

系の主要河川を始めとして，各河川の水位は次第1こ上昇を始め， 7月 12日1時には 1級河）1|太田

川水系太田川の太田川橋では警戒水位 3.6mをはるかに越えた 6.8mを記録し，既往最高水位 64

m(昭和 26年 10月）レース台風）を突破するとともに， 7月 12日12時には一級河川江の川水

系馬洗川の十日市でも腎戒水位 3.4mをはるかに越えた 6.5mを記録し，既往最裔水位 3.8 5 m 

（昭和 26年10月）レース台風）を突破するなど各河川の水位はいたるところで瞥戒水位を大苔く

突破し大浜水となった。この水位は 12日夕刻まて一進一退を続け，雨の降り止んだ 13日夕刻か

ら次第に減水した。

丁ュな河川の水位の状況は第 1-4表第 1-5表及び第 1-1 2図の 1~4までのとおりである。
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第 1-1表河川の水位状況（最裔水位）
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水 通報警戒 最裔水位 最高水位

系 河川名 観測所名 位 置 と警戒水

名 水位水位 日 時 水位 位との差

江 西城 Ji[ 西 城 比婆郡西城町字西城
m ”i 月日時分 m I m 

2 00 3,00 7 12 1:00 570 270 

の 比和 /II 比 和 II 比和町字比和 100 1 50 7 11 20:00 3.00 1 + 5 0 

J i l 美波羅川 両彎 杉 三次市江田川之内町麻杉 200 3 00 711 11:00 4 50 LOO 
： 

芦田 IIl 西神島 福山市西神島町神島橋 1 50 2.50 7 11 10:00 5 90 3 40 

年F・、1

II 府 中 府中市府中町字堤外飛家 1.50 2 50 7 11 10:00 2,80 0.30 

II 甲 山
世羅郡甲山町字高野西上 1 40 1 60 7 11 10:00 2 70 1 10 

I 原
出

II 伊 尾 II II 字伊尾 180 2 00 7 11 9:00 4 00 2.00 

神谷 ILL 神谷新市 芦品郡新市町字神谷川橋 2.10 2.60 7 11 7:00 3 30 0.70 

JII 
御調 JIl 岩 根 御調郡御調町岩根 2.30 2 80 7 11 8:00 3 00 

.゚20
l 

扁小田川 山 野 福山市加茂町大字山野

I ＇ 2・OO 

3 00 7 11 10:00 4 00 1 00 

梁

)II 成羽川 東 城 比婆郡東城町字備中 1 50 2 00 7 12 2:00 3 60 1 60 

胄瀬野 111」I 1l 九十九橋安芸郡海田町字九十九揺 l・mi 180 7 11 23:00 1 40 ~0.40 

黒 閉願 JI 松ケ蹄tii 只戊郡屈懃町字竹田 140 2.00 7 11 9:00 2 60 0.60 

瀬 ” 樋ノ詰 東広島市西条町字馬木 I , 1 70 2.00 7 12 16:00! 2 80 0.80 

JII ／／ 町 田 呉市広町字町田 1 50 2 00 7 12 17:oo 3 15 1.15 

書賀茂 /II t 条 竹原市下町字上条 1.50 2 00 7 12 14:30 240 0.40 
I 

， 

沼 沼田川 本 郷 豊田郡本郷町字本郷橋 3 20 3 60 7 11 10:30 3 85 0 25 

田 II 亀 宇亀津 2.50 3 00 7 11 8:00 3 00 o.oo 

JI! II 中河 字中河内 250 3 00 7 11 9:00 3 60 0.60 

開二河川焼 原 1 50 2 00 7 12 14:00 2 50 0.50 

) 高野1 1 
0.50 1 ()0 7 12 17:00 1 50 0.50 
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第 1-5表主要水系の水位観測表

水 系 名 太田川 江 の川 汀 の川 芦田川 黒瀕川
•• 

河 JI I 名 太田川 江の IIl 西城川 芦田川 黒顧 JII 

観測所名 太田川橋 J I l 井 庄 原 西神島 町 田

所 属 広島県 広島県 広島県 広島県 広島県

警戒水位 3.6 Om 3.5 Om  3. O Om  2. 5 0 m 200m 

妓高水位及 6 8 0 m 5. 9 Om 6. 2 0 m 5. 9 0 m 3, 1 5 m 
7月12日 7月 12日 7月12日 7月11日 7月71 2日

び 日 時 1 : 0 0 1 : 0 0 1 : 0 0 1 0 : 0 0 1 : 0 0 

7月11日 m m m m m 

1時 3 0 0 

2 3 1 2 2. 3 5 

3 3 4 0 2. 3 5 

4 3.6 0 2 3 0 

毎 5 3,6 0 2 3 8 

6 4 8 0 3 8 8 2. 5 0 

7 4 7 0 4 0 0 2. 6 0 

8 4 7 0 4. 0 0 4.2 0 2. 7 0 

， 4 8 0 4 0 0 3 8 0 5.5 0 2 8 0 
時 10 4. 6 0 3 5 0 3.6 4 5.9 0 2,8 0 

11 4 5 0 3 2 0 3.4 0 5、09 2. 8 5 

12 4.3 0 3 0 0 3.2 4 4 9 9 2, 8 5 

13 4.1 0 2 7 0 3. 2 4 4 9 6 2. 9 0 

水
14 3 9 0 2.5 0 3.0 4 4. 8 6 2.8 0 

15 3.8 0 2.5 0 2,9 6 4 7 4 2 7 0 

16 3. 7 0 2.5 0 2.8 8 4,5 6 2 6 0 

1 7 3.6 0 2 5 0 2 8 8 4 3 6 2, 5 0 

18 3 6 0 2.5 0 3, 2 0 4. 3 2 2 5 5 

位 19 3、50 3.0 0 3.8 8 4. 1 6 2. 5 0 

20 3.6 0 2.9 0 4,8 0 4 0 8 2.5 0 

21 3 8 0 3.3 0 4 9 5 3 9 0 2 5 2 

22 4. 3 0 4.6 0 5. 1 0 3 9 0 2. 5 0 

23 5.0 0 5. 0 0 5. 5 0 3 8 0 2 5 2 

24 5. 8 0 5. 4 0 5 6 0 3 7 0 2.5 0 
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水 系 名 太田川 江 の川 江の川 芦田川 黒瀬川

河 I l i 名］太田川 汀． の川 西城川 芦田川 黒瀕川

観測所名 太田川橋 I I i 井 庄 原 西神島 I町 田

所 属 広島県 広島県 広島県 i広島県！広島 県

瞥戒水位， 3,6 0 m 3. 5 Om  3. o om I I 2.s om  I 2 0 0 m 
~• ~~ 

I姫麻水位及 6,8 0籾 5.9 0印 6. 2 0 m,  590m 3 1 5 m 
7月 12日 7月 12日 7月 12日 7月 12日 7月 12日

ぴ 日 時 l : 0 0 1 : 0 0 1 : 0 0 1 0 : 0 0 1 7 : 0 0 

7月12日 m rn m m m 

1時 6 8 0 5. 9 0 
i 

6. 2 0 3. 7 0 2.5 0 

2 6 8 0 5 5 0 6. 2 0 3,6 9 2 5 0 

3 6 5 0 5, 2 0 6. 2 0 3 7 5 2.5 0 

4 6 2 0 4 5 0 6、00 3 8 0 2,4 8 

毎 5 5 5 0 4.0 0 4 8 0 3. 8 0 2.4 5 

6 4 7 0 4. 0 0 4 4 0 3. 7 6 2. 4 3 

7 4. 2 0 3 0 0 3.9 0 3, 7 0 2. 4 0 

8 4 0 0 3. 0 0 3 4 0 3 6 5 2 3 0 

， 3.7 0 2 2 0 3. 1 0 3 6 5 2 + 30 

時 10 3. 5 0 2 4 0 3.0 0 3. 6 5 2.2 8 

11 3. 5 0 2. 6 0 2.8 5 2. 6 6 2 3 0 

12 3 5 0 2. 7 0 2.8 5 2 6 6 2.3 0 

13 3 5 0 2 8 0 3 0 8 2. 6 0 2 3 8 

水
14 3 5 0 2.6 0 3 6 8 2.5 5 2. 6 3 

15 3 7 0 3 0 0 3. 8 4 2 6 2 2,9 5 

16 4.0 0 2 8 0 3. 8 4 2.7 1 3. 1 0 

17 4 0 0 2.4 0 3 8 2 2 8 2 3. 1 5 

18 3 8 0 2.4 0 3 7 6 2 9 0 3. 1 5 

位 19 3 6 0 2 4 0 3 2 8 2 9 0 3 1 5 

20 3 5 0 2 4 0 3 1 2 3. 1 3 3 0 8 

21 3. 5 0 2. 4 0 2. 9 0 3 1 7 3 0 0 

22 3. 5 0 2 4 0 2,6 0 3. 1 3 2.9 0 

23 2 9 0 2 3 0 2 2 2 3.0 0 Z 7 8 

24 2. 2 0 2 3 0 2.1 0 2 9 7 2 7 0 
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第 1- 1 2図の 1 ー級河川 江の川水系（西城川）の雨量，水位状況図
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第 1- l 2図の 2 ー級河）II 江0))11水系（江の川）の雨塁，水位状況図 観測所
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第 1-1 2図の 3 江の川水系（馬洗川）の雨量，水位状況図
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第 1- 1 Z図の 4 ー級河川 太田川水系（太出川）の雨撼， 水位状況図
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第 2章彼 害 状況

第 1節概要

7月9日から降 1） 始めた豪町は 15日午前 9時まで応三次の 62 2 11/11/ な最靡 1コ只北部・・へ~嗜で 500

即煎f),l., 1.｛叫噂］でも 2(） 0 1輝を超える な｝置］をもたらし tここと）ため， i鼠北部を中心として

県卜全域に阿1110)はん濫，山・、てかけ厨れ専が発生し，公地で多数の元傷者をはしめ，家累0)倒壊，

流入，汀JiI 0')決炭僑豪の流仄．辺賂及乙賃応社の星壊， 且ltL:e―)汽＼勺 ）己lぷ写し・只寝害か朽出し， その

岐害はぷ県災甚史．j-：．木曽［］のもいと汀—~｝こ

被害の概況は，第 2.~ 1表豆）とお的であるか，死召，竹j]ふ嗅名 39人，負傷者 10 5人の人的

被害のほか，住家の殻害 l9, 2 0 8桃和はしめとし、い農門地，公共甑設等 は約64 0 

低円に逹した。

第 2-1表殴坦総括表
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第 2節 人及び住家の被害

1 人の被害

今同の災害による人的被害ば 14 4人に達した。このうち死者，行方不明者は 39人で， これ

を原因別にみると，山・がけ崩れによるものが 26人で大半を占め，続いて濁流に転落したもの

8人がこれに次いでいる。また， これを地域別にみると被害が激甚であった県北部では 28人に

及ぶ犠牲者か出ている。

人的被害状況は第 2-2表のとおりである。

第 2-2表人的被害状況

市町村名 死 者 行方不明者

広 島 市 1人 人

原 市

福 山 市
， 

府 中 市 4 

＝ 次 市 6 1 

l庄 原 市 7 

加 言十 町 5 

芸 北 町
— n 

千代田町

豊 平 町 2 

美土里町

綺． 
宮 町 1 

安 芸津町

甲 山 町 1 
冒鴫

世 羅 町

新 市 町 1 

神 石 町 2 
．． ~. 

上 下 町

総 領 町

甲 奴 町 1 

君 田 村 1 

董

-36 -

芦 傷 考
計

傷 軽 傷

1人 人 2人

1 1 

2 1 3 

1 5 

6 l 3 

2 4 1 3 

2 3 1 0 

2 2 

2 I 2 

2 4 

1 1 

3 1 5 

6 2 8 

1 

1 1 

1 

2 

2 2 

1 1 

4 3 8 

1 1 3 



1市町村名 死 者 行方不明者
負 傷 者 且1-

重 傷 軽 傷

作 木 村 1人 人 4人 2 2人 1 2 7人

吉 舎 町 2 2 
•~. 

西 城 町 1 ， 1 0 
I 

東 城 町 2 1 4 ， 1 6 
”し-”

高 野 町 1 1 
I ~ ~ ~ • ~ ~ ~ ~ • -

計 a つ rJ 4 3 6 6 9 1 4 4 

2 住家の被害

河川のはん濫，山・がけ崩れ等によって各地で住家の流失，倒壊，浸水等が続出し，県下の住

家の被害は 19, 2 0 8棟に達し，被災者は 67,5 1 9人に及んだ。特に，三次市では馬洗川の決

壊等によって 4,8 2 6世惜が被害を受け，その被害は，全世帯数（昭和45年 10月1日国勢調

査 10, 1 3 9世僭）の約半数に達した。

任家の被害状況は第 2-3表のとおりである。
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全 壊 半 壊 一部破損 床上浸水 床下浸水 計
市町村名 ' " " 

棟 世帯 人貝 棟 世帯 人具 棟 世帯 人員 棟 世帯 人貝 棟 世帯 人員 棟 世帯 人員

豊 安浦町 4 4 14 39 39 136 43 43 150 
田
郡 東野町 7 7 24 7 7 24 

＇ 

御 御調町 3 3 10 1 1 3 4 4 13 

調 久井町 I 
3 3 10 8 8 28 11 11 38 

郡 向島町 I 1 1 3 I 5 5 17 6 6 20 

世 甲 山町 6 6 21 14 14 49 28 28 98 48 48 168 

羅 世羅町 2 2 7 8 8 28 24 叫 84 61 63 220 86 86 301 181 183 640 

郡 世羅西町 I 6 6 21 4 4 14 96 96 336 106 106 371 

ー40

沼郡
沼隈町 I 4 4 14 I 36, 36 126 40 40 140 隈

屡郡
l 

神辺町 ！ 1 1 3 1 1 3 6 6 21 63 631 220 71 71 247 

芦郡
新 市町 2 2 7 6 6 21 1 l 3 5 二〗17 9.12 

432 1.510 446 446 1,558 品

油木町 16 16 56 1 1 3 14 49 19 19 66 50 50 174 
神 ・ 

454 I 101 神石町 21 21 73 28 28 98 130 10] 353 280 280 978 
石

三和町 1 1 3 10 10 35 30 105 120 120 419 161 161 562 
郡

豊松村 1 4 6 21 101 
3＋ 95 I i 剣 136l l 

甲 上下町 1 6 6 21 8 7 24 121 121 1,185 48 481 1,68] 

奴 総領町 19 19 661 11 7 叫 80 80 412 23 235 820 

郡 甲奴町 7 7 24 11 20 70 106 106 1,489 570 570 1,991 

君 田村 4 4 14 16 7 

“ 
31 31 248 129 129 450 



布野村
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Zii2 ! 
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第 5節土木関係の被害

公共」本抱設閃係の披害ぱ，［月，県，市町村閉係をあわせて 13, 2 6 0箇所の名きを数え，その

披杏頷は約 33 9億円応逹した，

被害は某F全域に及んだが，特に梨北部を流れろ汀の川水系，註梁川水系，凶田川水系，太田J!|

水系等の流域—ー帯においては，各地で由・かけ崩れか発生し， また河） 1［がはん揺し，尉防じ）決製，

道路及び橋娑の流失，損壊等か相次ぐなど．殴滅的な被害を受けた3 +．村関係被害の底況ぱ第 2-4 

表のとおりである。

第 2- 4表 し木閑係被害の概況 （単位：千円）

1 河川の被害

各河川は 10[｛夜半から忌激に増水を始め， l 1日末明：こかけて警戒水位を大善く突破した。

こ0)潰水により，県北を流れるi]のIIl水系，芦田川水系，肛梁JII水系及び太田！il水系等全流域

にわたり，いたるところで幽水や破堤僚所が発生し，特に江の川水系の因城川及びt-F,|「1におい

ては， i可適の軌跡をとどめないような著しい被害を受け，その廷長は 10 0数粁に及ぷなど，県

下の河！！［関係土木阿設被害は［凡県，市町村l.：巾を合せて 7,3 6 0箇所，約 25 2｛糾月にのぽ

る末曽有の人投害となった，9

河JIIO)被害状況は第 2-5表～第 2-7表のとおりである。
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第 2-5哀 1殷阿｝!I(i）肢害状況 （平位：千円）

・ロ害粕 1箇所数被害賓負！箇所数

,1:6,2 1 0 ・キ i --b - 1-： ；-3 7ー；， i -パ1
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32 013ーニロ[-；＿1
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i I I Ii I 
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沼田川水系 I z 5 4 I z s 0,4 z 3 ＿三津大川水系 I
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1 藤井／1|水系 6 I 4,1 7 7 !本谷川水系

I 
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1,260 

2,425 

386 446,183 
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第 2-7表 市町村管理河川の被害状況 （単位：千円）

市町村名 椀所数 被害額 市町村名 箇所数 被害額 市町村名 節所数 被害額

広島市 112 71,286 芸北町 35 20,987 神辺町 4 1,913 

呉 市 4 13,891 八千代町 19 6,635 新市町 ， 6,026 

竹原市 39 13,873 吉田町 21 24,286 油木町 7 67,463 

I 

三 原市 8 3,384 芙上里町 78 69,902 神石町 8 105,253 

尾道市 2 738 裔宮町 84 66,560 豊松村 7 3,862 

福山市 46 21.101 甲田町 27 17,227 神石郡
44 町，551

iI I ・三和町

府中市 20 25,644 l向原町 26 34,322 上下町 101 139,177 

三次市 33 94,289 黒瀕町 6 4,682 絵領町 106 107,657 

庄原市 175 242,069 豊栄町 5 4,228 君田村 52 57,827 

大竹巾 2 1,208 大和町 28 12,680 布野村 3 991 
； 

東広島市 17 12,662 安芸津町 6 7,167 作木村 120 67,460 

熊野町 3 2,320 安浦町 15 13,409 吉舎町 130 220,192 
| 

江田島町 1 282 大綺町 2 4,257 三良坂町 1 633 

粉来町 1 5,474 豊浜町 2 9,957 
双三郡

90 96,446 三和町

佐伯町 3 1,063 I木ノ江町 10 16,141 ：東城町 296 678,571 

吉和村 21 51,036 本郷町 17 13,147 西城町 123 132,829 

加計町 133 180,499 
I I 久 井町

10 10,507 比和町 145 279,371 

戸河内町 3 2,565 御調町 10 3,127 託野町 24 21,346 

筒賀村 13 21,930 世羅町 99 91,512 口和町 91 186,678 

豊平町 112 114,977 1世羅西町 46 凶，131 計 2,839 3,766,328 

大朝町 64 39,951 甲山町 66 54,061 

千代田町 58 150,127 沼隈町 8 6,886 
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2 道路の被害

道路の被害額は約 54億円にのばり，県中北蔀を中心に国管理の国適 25箇所，県管理の国・

県道 1,9 6 2箇所，市町村道2,6 5 0箇所の被害が発生した。

被害の状況をみると，河川堤防兼用道路の路側崩壊が46%，盛七法面の崩堀が 32%，切取

法面の崩壊が 22 %となっている。

一般的に 100~200”叶程度の降雨の場合は，路屑の崩れ程度であるが，今同の災害では600

mを越える降雨か短時間に集中したことと，県中北部の道路が狭隣な急流未改修河川の堤防兼用

になっていたため，越水による決壊が多数発生した。また，県中北部には，未改良這路が多かっ

たため，法面の崩壊も多く発生した。

遥路の被害状況は第 2~8 表のとおりである。

第 2-8表道路の被害状況 （単位：下可）

＼巾9J村＼名＼区＼分、

国関係 県関係 市町村関係

箇所数被 害 額 箇所数被 害 額 1箇所数被 害 額

広島市 125 342,837 60 3 4,1 0 4 

共 市 5 3,074 12 10,770 

竹原市 11 1 1,5 5 4 19 4,874 

二原 市 25 15,766 22 1 0,1 3 5 

尾道市 19 19,677 38 1 0,5 2 4 

福山 市 121 8 8,4 8 1 130 66,882 

府中 市 73 94,549 51 27,524 

：：口次市 13 1 l 5,0 0 0 77 2 1 9,1 7 5 216 151,752 

庄原市 73 172,4 1 0 254 108,801 

大竹市 2 3,021 

東広島市 29 18,688 20 7,214 

海田町 1 1,373 

江田島町 1 806 1 4 8 1 

音口 町
1 b I 

4 1 7 

倉権町 1 664 

蒲刈町 3 1,918 

五日市町 5 2,7 1 7 ， I 2, 1 5 9 

廿日市町 4 1,107 
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口国関係 嗅関係

中町付名 箇]骰 e[／-`ロ―被 害

`--`…··`>… 1 1 ! 2 1 

I I.. i 
I I I I l 

I 21 

大崎町

醐口田町

御調町

町

町

町

町

町

町

町

町

町

町

郡

町

村

町

町

町

杓

村

村

町

町

郡

町

町

町

町

町

町

西

坂

井

島

山

羅

限

辺

市

木

石

石

和

松

卜

領

奴

田

野

木

舎

こ

和

城

城

和

野

和

計

羅

良

久

固

甲

世

flt一
沼

神

新

油

神

神

豊

L

総

甲

君

布

作

占

ご

双

q

一

こ

四

東

口

両

比

4
 

25 

23,000 

．
 

7

1

3

1

2

1

2

 

4

3

 

7

1

7

9

 

2

7

6

2

 

＇ l

l

5

8

2

4

8

6

2

8

3

3

1

2

4

1

5

 

2

4

4

3

5

1

3

2

3

1

0

 

ー

市町村関係
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交通規制の状況

道路の交通規制は，全体で 30 7箇所 (13 1路線）実施し， うち全面禁止が 22 9箇所，大型

車及び普通車禁止が 51箇所，片側禁止が 27箇所で，ほとんどが全面禁止である。

これは，道路の被害が路1月の崩れだけにとどまらず，路側全体が崩展したことと，法面の崩壊も

5 0 0 nf程度の大規模なものが，多発したこと，更に，県中北部一帯で河川のはん濫により，大部分

の橋梁が流失したためである。

交通規制の状況は第 2-9表のとおりである。

第2-9表 交通規制の状況

区 分 全面禁止 大型車禁止 普通卓禁止 片側禁止 計

一般国道 4 0 箇所 7 箇万 2醐 1 鰤 5 0箇万
--

主要県適 6 1 l 0 1 2 7 4 

一般県道 1 2 6 26 5 1 1 5 8 

.._—------
小 計 227 43 8 4 2 8 2 

U ・ ------̀ •-』-•--

一般国道（直轄） 2 23 2 5 

合 計 229 43 8 27 3 0 7 

5 橋梁の被害

橋梁の被害額は約 16億円にのぼり，県中北部を中心に，県管理分 18橋，市町村管理分凶5

橋の被害が発生した。

被災の状況をみると，県管理分は 18橋のうち永久橋が 17橋，木橋が 1橋，市町村管理分は

2 9 5橋のうち永久橋が l5 0橋，木橋が 14 5橋となっており，その被災規模は全橋被災がほ

とんどである。

このように，永久橋が全橋被災を受けたのは，記録的な大雨が降ったことと末改修河川がほ

とんどであったため，水位が堤防の天端をはるかに越えて橋台取付部の決壊を起こしたこと，更

に，橋桁―ド峠の余裕が少なく直接橋面に流水が当ったためである。

橋梁の被害状況は第 2-l 0表のとおりである。
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第 2-1 0表橋梁の被害状況
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1,959 

1,24 2 
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10,05 7 

59,8 0 l 

53,057 

1,049 
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（単位：千円）

市町村関係

箇所数 被 害 額

， 169,926 

2 3,350 

1 1,078 

6 8,902 

3 2,277 

29 288,595 

26 83,644 

3 24,690 

1 2,0 1 2 

3 18,320 

5 12,146 

1 4 0,4 7 4 

8 45,284 

1 2,24 3 

2 8,147 

7 48,499 

2 23,548 

2 46,833 

， 2 3,187 

1 5 52,932 

2 8,481 

3 6,656 

1 1, 191 

4 14,303 

3 9,137 

1 1,877 

4 7,848 

2 3,884 



l-＼＼ 区分 L ＿虹 7 関門＿•一—--__L_＿--•I[［口係--―-
市町・

， 

神石都••: ^打］町 I I I 2 

士の 下 町 1 I l.2 1 8 I 1 4 

総領 町 1 4 4 5,4 2 1 

＇ 

甲 奴町 :3 I 1 0,1 :l 8 
t 

布 野・ 村 1, （1 7,l 

作 本 杓 7 1,5 1 6 

占 舎 町 9,3 4 2 24 9 8,9) 6 3 

... 良 坂 町 14 9 0, :; 6 5 

双＝郡 □ 和 [lf 7 30,(l O 5 

酉 城 町

束 城 ＇i 叶し9 j I ― ： 

9 l 9 ， 8, ! ！ ： i (、l

2 4 4 4, l 3 1 

口 和 町 l 6 36, t I, 

比 和 i11J. 

ti i 
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ---～ ・ ・ー0-------------------・-------□t-23；□ 6 

I 
24，トが 2

295 1,3 8丘,hIし）

4 砂防設備の被害

今[El(J)索雨により，＇は北部を巾心に多数の渓流で土石流が発生し，砂防設備の被実は 95 0箇

所，約 l6億円に達した。

上伍流は地杉的に見てー一般的には集水区域の仏いかつ，急な山腹に発生するが， このたびの災

古では末曽有し）栄I:l]か風化の進んだ花飼岩地倍に集中しただめ， Iい淫流に直撃的！1位化を起こし

甚大な被宮をもたらしに。

砂防設消の被古状況は第 2~ 1 1表のとおりである。
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第 2-11表砂防設備の被害状況,三-□；｀｀――--．＿ i 渓流設備□/[～?iーロ「↑:""'[ロ口I 庁町ー「：／~
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がけ崩れの被害

本県は， 風化花闘岩地僭が多くいわゆる真砂士と呼ばれる地質が 75. 1パーセントを占めてい

る。真砂［は水を含むと崩壊しやすい性頁を打しているが， このたびの災害では梅雨期の長雨に

よ勺地山が飽和しているところに今同の豪雨が降り，各地て多くのがけ崩れ災害か発生．した。 ま

tこ， 今且のかけ崩れ災害は， 家屋の密隻した沿岸蔀て多発しており， その規模は局所的であるが

突発的に家屋を間撃したため， 多くの人的被害をもたらした。

がけ崩れ（人身， 家屋被害を伴うも 0)）による被害状況は第 2- I 2表のとおりである。
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第 2-1 2表 がけ崩れ（人身，家屋被害を伴うもの）による被害状況

地 区 名 被害発生日時 被 害 の 状 況
m-

呉市西鹿田 1丁目 10日 仕宅一部損瑕 1口

II 広町南横路 1011 II 1 I/ 

ff 阿賀町原 15班 10 // ” 1 // 

II西谷町 6-7 10 // II 1” 

II東畑 5地区 10 // II 2 fl 

II伊賀谷地区 10 II II 1 // 

／／警固屋 2丁目 93 10 // 4時 住宅半壊 1” 

II西町平地区 1011 511 住宅一部損壊 1// 

II西愛宕上地区 1011 411 /9 1” 

II巾畑向川地区 1011 II l II 

99 吉浦東町 24 0 10 II 5時 II 1” 

II西三津田町 5-1 8 IO 1111時50分 II l II 

ff西鹿田町 1丁目 5-6 lo”12時 ん’ 1 // 

II下山田町5- 1 0 12 // II 2 // 

／／冠崎樋守 12 II II l fI 

”阿賀町大上 50 9 8 1211 II 2 // 

II西辰川町 lf目1-3 l 1211 ” 2” 

II西辰1!116 6 12” II 1” 

”西教寺下地区 12 // II 2 II 

II新畑 13 0 12 II II 2 // 

II大入温田 12// II 1 II 

II 警固屋町 16丁目 12// 14時 住宅全壊 1 // 

II 広町塩焼 13111211 住宅半懐 1戸 一部損袋 2戸

河内町字山① 11 I1 7 II 住宅一部損瑕 l口

II ② ll 11 7 II 
’’ l” 

// ③ llll 711 lI 1 II 

II ④ l l I1 7 II I/ 1 " 

／／ ⑤ l l // 7 II ‘’ 1 // 

‘‘ ⑥ 1111 7 // ‘’ 1 II 
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地 区 名 被害発生日時 被 害 の 状 況

河内町字山⑦ 11日 7時 住宅一部損壊 l戸

II 小田 1211 7 II II 1 II 

東広島市疑屋町貞重① 11 II ll 11 II 1 91 

II ② 1 1 /／ 1 1 /I // 1 II 

II ③ 11111111 II 1 I/ 

II ④ 1 1 II l l II II l II 

：東広島市高屋町造賀① 1111 5時3彰｝ んI 1 // 

II ② 11 II 1111 II 1 II 

福富町上中野 11 // 611 II 1 II 

I 東払島市尚序町孟兼 12/／ 14時50分 住宅半壊 2 II 

安芸津町木谷 10 II 3 II 負傷者6人 住宅予2 壊壊 1戸 一部損壊 2戸
// 2 /I 

本郷町上北方宮地川 1111 4時30分 負傷者 1人 住 宅 全 壊 1戸

府中市荒谷日進 11 II 7 II 死亡者 2人 ” 1 // 

II 西山 1111 7 // 住宅半懐 1戸

II 番蔵 1111 7時 5分 住宅全壊 1II 

上F町有福 1111 8時 負傷者 2人住宅全懐 1戸

甲奴町大谷 1111 811 負傷者 2人 任 宅 全 壊 7戸住宅半懐 2戸

II 本郷板屋 1111 8時30分 死亡者 1人 呉 傷 者 1人仕宅全瑕 1戸

加計町丁川 ll rt 22tl 30 II 死負亡者者4人人 住宅全壊部 2戸堰
傷 2 II ー 損 2}ゴ

II 道 _J口 11 // 7 II 30 II 死亡者 1人住宅全壊 1戸

豊平町中原 1211 211 30 II II 2 // II 1 II 

福山市加茂町北山 11 // 7 II 3011 負傷者 2II II 1 // 

広島市高賜町矢口 12/1 2 II 住宅一部損壊 1戸

音戸町坪井地区 1211 3 // ‘’ 1 // 

五日市町殿山 11 // 191/ II 2 II 

束城町久代 11 // 負死亡者者 3人 住”宅皐壊壊 7戸
傷 111 6 II 

豊栄町安宿 1111 7時20分 住宅一郭損壊 1戸

II 吉原① 1111 6 // II 

” 
” ② 1111 611 II 

” 
II R 11 II 12 II II 

” 
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1 地 区 名 ーロい噂I-t日時 l
| 

被害□--------—•-----------
；罰栄町能良① i l li- （）崎 I rll定哨祖員壊 1口

I II 

Jヽ"u-
J

一ー、/
 

ー

・,
 
．．
 況

②
 

・1 ・l I1 6 JI II 1 /J 

” ⑰ 11 // 6 // II 1 // 

” ① ) ] II 6 II !| 住宅半壊 1 II 

骰栄虹乃史 1 l // 5時50分住宅一部損懐 lII 

” 
~女-··伯皐＇ 1211 12時 II 1 // 

袢｛］可机渡竹中 12 If 411 死亡者 1人行宅全壊 1戸

十日市町□東 l 111 3時25分 II 1 // 任宅半壊 lII 

庄原市 t•9本村 l l 11 4 11 30 11 ff 2 II 住宅全壊 2II 

尾道叶直江 ］ 11 I120時 l住宅半壊 lri 
只市1り手 1丁目 11 // 13時35分 負傷者 3人

-

第 4節 商工業関係の被害

商T，業関係の被害額は，約 70憶円に達し，その内訳は―［業 23憶円も布業 3::i憶可， その他14

億円となっている。

被害は， ・―ーご次市, I主原市を中心とする備北地域のほぼ全域にわたり，特に三次市の被実は県下総

被害額0)6 6 羞を占め，なかても—・ミ次市の被害客釦のうら， 商業の被‘，号額iよ49. 6 %に及んている。

商t業関係の被害状況は第 2- 1 3表のとわりである。

第 2-1 3表 商r．業閲係の被害状況 （単位：下fil)
1 ， 一

「-；：町島木］：J□□〗:::□二□□〗□1
ニ原 市 2 I 823 I 2 I 833 

福 山 市 1 686 340 I l | l,380 1 I 
l 3 4 

2,406 

府中 th ， あ，076 5 2,157 28,233 

二次 r fi 260 1,375,890 I 1,130 2,3OO,780 300 | 968,085 I 1,690 I 4,650,755 

庄尿市 37 245,213 53 109,2791 8 1 13,099 j 98 I 367,591 
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工 業 商 業 その他 計

君市 9J田村一名村 ト1被菜災所＃数5 被（胆害17t,11'l' 0 
被業災所事数 被（推害計額） 業被災所数事 被（捕虫計額） 闘喜 被（推害計額） 

17 8,8391 I 9 11,014 31 37,263 

I I 布野村 4 12,832 7 1.7， 00 1 1,288 12 15,820 

作木村 4 4,260 65 8.3,7凶 30 14,154 99 102,118 

吉舎町 15 43,9匂 70 76,166 18 21,126 103 141,219 

三良坂町 14 aJ,776 36 19,512 訊 11,224 74 51,512 

双ご 和三 郡町

225 3 l | 

10 5,669 3 7,560 13 13,229 

西城町 75,626 144 132,642 8 26,943 175 235,211 

東城町 13,004 'Z76 64,012 131 58,977 432 135,993 

口 和町 ， 5,011 26 18,510 35 Z3,521 

比和町 5 11,406 43 20,291 3 3,264 51 34,961 

小 計 603 2,263,574 2,530 3,321,155 680 1,448,292 3,813 7,033,021 

疇 業 3 10,600 

合 計 603 2,263,574 2,530 3,321,155 680 1,448,292 3,816 7,043,621 

蝕鉱業は市町村別に分けることができなかったので一括掲載し fる

第 5節 農林水産業関係の被害

今回の豪雨による農林水産業関係の被害は戦後最大のものとなった。

すなわち，豪雨が中国山地沿いの山間部に集中したため，山地沿いの領斜地域では山崩れを伴っ

た大規模な被害が随所に発生したこと及び下流平垣地域では各河川の異常な増水と堤防等の決壊に

よるはん濫によって，河川沿いの農地，農業用施設等は壊滅的な被害を受けるとともに，農作物，

家畜水産物及び林地，林業施設，林産物等も甚大な被害を受けた。

最も被害の大きかったのは，農地の流失，埋没及び水路，頭首工の破損等農地・農業施設関係で

l 1 3億円，次いで林地の崩壊，林道の損製等が40億円，水稲・野菜の流失，冠水等による農作

物が 30億円等で，その被害総額は約 20 5億円に達した。

被害は県下全域に及んだが，県北部地域の被害が大きく，特に江の川水系流域一帯の被害が激某

で，三次市，庄原市，東城町，吉舎町，高宮町，千代田町等 12市町村において 5億円以上にのぼ
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る被害を受けた。

農林水産業関係被害の概況は第 2-1 4表のとおりである。

第 2-14表 農林水産業関係被害(J)概況 （単位：千円）

□！農- 作

分 慨 要 被害額
rrrr•m 

農作物の流失，埋没，冠水，浸水等

物 水稲 13, 4 4 6 ha, 野菜1,0 7 8 ha,果樹65ha I 3,015,605 

「芸作物 30 3 ha,飼料作物 44 4 ha 

農産物処理加工施設，育苗施設，家畜市湯，農機具，畜舎等の

流失，損壊 ！ 

！農業施設 317,978 

共同利用施設 72件，非共同利用施設2,1 2 4件

牧野施設 49 ha 

農地の流失，埋没，士砂流入及び農道，水路，頭首L， ため池

農地會農業用施設I等の損壊 11,319,652 

農地 2,51 1地区，農業用施設 10,467地区

家畜の流失，死亡，疾病等及び畜産物の損失

家畜・畜産物
I 

乳牛 21頭，肉用牛33頭，豚2,2 3 8頭，鶏 53,0 0 0羽 73,462 

！ I 
牛乳 20 1 t，卵 3,3 0 0 kg 

淡水魚，養殖物の流失，養殖施設の破損

水産物及び 鯉稚仔流失 6,500尾，かき流失 1,5 5 0千枚， 117,291 
水産施設

茶殖池欠堰 6件， かき筏破損 56台

治
山］！治山施設 17カ所の損壊流山

3,644,230 

山腹，渓流崩媛2,1 8 4カ所

林道施設 35 6カ所の損壊

林 道 278,292 

橋梁 12カ所の損壊

I苗畑，苗木，特殊林産物，木材，木材製品の埋没，流失，損壊

林 業 苗畑 22 7件，特殊林産物 43 4件，木材閑係89件 563,026 

その他 67件

林遣 26 7カ所， 山地崩壊 49 5カ所，立木 11 0カ所

営林署関係 1,154,997 

冶山施設 20カ所， その他 5l力所
．． 

計 20,484,533 

-57 -



1 農作物の被害

悶王！午尼匁豆）位斐旦了しむ も大善く，阻下水稲作付正誓の 3割吐くの 13, 1 4 6 haが流失，埋

使，豆水害による餃古を受け，被古額は l8億4,4 (9) ［） )J卜月にも翌 1ヽ ,・,次いで野菜の 1,0 7 8 ha 

1億7,3 0 0 Jjl月，神臼都のこんにゃくをtよ•{1位とした「芸作物の 30:3ha, 2倍 5,700万円の

被害か大きく．農作物全体で l5, 5 0 0 ha, 的 30億 1,6 0 0万円に及ぷ被古を受けた。

地域別にはエ尺を中心とした胤北地域の破霊が大ぎく，三次ffl,！壬！泉市，束城町，西城町，吉

書訂， そ良坂町，高宮贔］等でばそれぞれ 1億円を超える被曹を受けた。

悶行物の披害状況は第 2- 1 5表のとおりてある。
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第 2-1 5表農作物の被害状況
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水 稲 野 菜 果 樹 工芸作物 花 き 桑 飼料作物 その他 計
市町村名

被害 被害 被害額 被害 被害 被害 被害 被害一 被害 被害
面積

被害額
面積 面積

被害額
面積

被害額
面積

被害額
面積

被害額
面積

被害額
面積

被害額
面積

被害額

五日市町 5.2 337 

I 
5.2 337 

廿日市町 2.0 117 2.0 117 

湯来町 230 7,644 14.8 10,450 10.0 5,000 47.8 磁．094

佐伯町 l.0 1,258 1.0 1,258 

吉和村 l67 881 16.7 税 1

能 美町 3.0 3,600 3.0 3,600 

沖美町 0、1 6 0.1 6 

大 柿町 0.4 29 0.4 29 

60 

加計町 144.6 叫，428 38 4 529 t.6 291 6.0 3,663 0.7 157 191.3 29,068 

筒 賀村 9.0 3,710 3.5 7,000 0.5 500 13.0 11,210 

戸河内町 50.7 9,057 5.2 7,896 0.2 60 0.3 500 56.4 17,513 

芸北町 1725 14,963 89 1,788 29 192 183.9 16,943 

大朝町 52.1 12,012 7.0 5,703 59.1 17,715 

千代田町 190.9 33,000 15.5 9,500 22,6 5,050 29.0 230 258 47,780 

豊平町 150.9 26,040 7.0 5,430 40 2,100 161.9 33,570 

吉田町 315.7 31,990 7.4 7,684 0.2 90 0.6 1,100 323.9 40,864 

八千代町 117.2 660 1.5 90 4.4 1,350 0.3 2,100 123.4 4,200 

美上里町 234 0 23,660 4.0 1,978 238.0 25,6お

高宮町 900.2 155,232 46.0 6,900 3.0 300 36.7 6,460 0.4 お0 122.0 4,023 26.0 ll2 1,134.3 173,587 



甲田町 458.3 
盆知1I 19.l 6,400 0.4 2,330 10 210 o 1 I 71 I 478.9 37,641 

向原町 149 0 12,460 2.6 1,600 151 6 14,060 

黒瀬町 26.0 807 

! 

26.0 807 

I ＇糾寓町

20.0 621 02 177 20.2 798 

豊栄町 lH5 10,775 l.0 224 0.1 300 1.5 90 2.5 50 148.6 11,439 

大 和町 3的．o 15,836 0.5 560 1 l 885 400,6 17,281 

河内町 55 839 0.1 22 0.1 18 5.7 879 

本郷町 お．o 462 25.0 462 

安芸津町 13 6 1,0祁 12 5 1,845 0.5 2.172 4.5 378 3 1』1 5,431 

161 

安 浦町 20.0 581 O.l 120 0.1 628 ⑳ .2 1,329 

川尻町 0.5 40 0 2 

80 I 
0i 362 

I 
0.8 482 

豊町 lI 10 5,495 1.0 5,495 

大崎町 10.0 554 10.01 554 

東野町 0.5 14 1.0 1,295 1.5 1,309 

木江町 0.5 2,434 0.5 2,434 

御調町 6.7 484 2.4i 1 1,200 9.1 1,684 

久井町 泌〇 852 26.0 852 

甲山町 104.7 16,855 1 9 1,079 23 印 0| | l.0 53 109.9 18,487 

世羅町 438.8 65,250 16 196 0.5 400 3A 495 2.0 珀 05 65 452.8 妬，442

世羅西町 2876 41,6訊 30 4,860 1.2 1,200 4.0 216 0.5 65 296 3 47,975 

神 辺町 04 180 02 80 0.6 260 



頷

」 凶4

五 I 118 1 18 916|I  I 4 i:II 94。 I I I ! I 恥 lL 47,209 

10501 33,(Y.)61 1901 14，訊01 I I 169J 21,8491 I i 1s1 300 ! 1424 ! 75,485 

I豊松村 5001 150401 1 9 930 1 紀 01 50889i I I 1 849 

I Iりは冒 1620| 

i I I I I I I 8,9521 3 0 4,050 8 01 l7,757 1 1 

I I I ~ VI JU,M~ I i ! I I I I I ! M ~ I 
301 9ool I ! I i 17,;nl 

上下町 30401 j()1.2:lO I 10 6 I 7,360 

, i 1'1  !,  l l760 
! I 却 6| 20 730 :I7 11 2,818 l (）1 

i I 1 | l i I 
i総領町， 2030 96,6001 59(）1 29,72Ui 280 57,OOOl I I ! ！ •. i i o 1 I 30 I 21 o I 536 I I 
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農業用施設（耕地関慄を除く）の被害

農災片J咆設の被害韻ぱ約 3位 1,8 0 0万円で、 隠産物処押加丁悔没，家畜市場， 有綜放送鹿設，

発屯他•i笈等共同利用歴設し）倒壊ゃ浸水による被＇：じか 7 2件・9 7, 6 3 5万[I，1,殴機具，尽舎， 畜舎，

ヒニールハウス翌翡共I叫利用匝設の流失や揖壊による被専か 2,1 2 4（牛， 2億 3,4 0 4万円， 牧

野施没の被害か 48 8 ha, 7 5 7万旦］となっているつ

農業片且阻設（耕地閣係を除く）の破轡状況は， 第 2~- 1 6表のとおりである。

（宰位：千[Il)
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第 2~ 1 6表 農業用施設（耕地関係を除く）の被害状況
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1 三i胄喜被害粕

非共同利用施設 牧野施設 計

三゚cI 1,120 

昇喜被害額 被件宇薮被害額

三 ！総市町領村名9J 1 609 
1 5 420 

72 1,475 0.6 3 204 
73'  

1 377 19 625 0 1 956 02b 1,958 
＇ 
！ I甲 奴 町 1 1,690 86 21,980 87 23,670 

I， 君田村 1 128 12 325 13 453 

布野村 2 1,841 11 662 

I 
13 2,503 

作木 町 10 9,281 92 15,750 102 25,031 

吉舎町 2 321 109 1,740 111 2,061 

三良坂町 1 120 2,300 1 930 1 5,785 121 

双三郡三和町 18 13,130 18 13,130 

西城町 3 2,074 169 21,230 04 1(Xl 閏 23,414 

束城町 1 115 247 10,416 248 10,531 

口和町 2 2,358 210 5,0B 212 7,431 

高野町 2 307 2 3(Jl 

比和町 1 531 145 4,248 146 4,779 

計 7 2 76,359 2,124 234,049 48 8 7,570 24,189.8 6 317,978 

5 農地・農業用施設の被害

農地・農業用施設の被害は県下全域に及んだが，特に戸次市を中心とした江の）［1水系の県北部

一帯の被害が激甚であった3

由崩れや河川堤防の決壊等による農地の流失，埋没，士砂流入等の被害は 2,5 1 1地区， 600

haで 16億 6,000万屯また各河川のはん濫による頭首＿下等河川内構造物は言うに及ばず，河

川沿いの水路，農道等農業用施設の被害は 10, 4 6 7地区で 96億6,0 0 0万円に達し戦後最大

の被害となった。

農地及び農業用施設の被害状況は第 2-1 7表のとおりである。
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第 2-t 7表農地・農業用施設の被害状況 （単位：千円）

農 地 農業用胞設 計
市町村名

地区数 被害額 地区数 披害額 地区数 被害額
巴一ー A•••ー．—→一・T .．・ ・ ・ ・ ・ --~ → 

広 島市 35 20,563 137 202,125 l 7 2 222,688 

呉 市 4 1,596 1 3 6,987 17 8,583 

竹原 市 7 1 6 1,1 3 3 7 1 6 1, 1 3 3 

三原市 4 3,386 99 6 1,9 4 7 1 0 3 65,333 

尾道 市 5 2,083 20 16,983 r← i t J 19,066 

因島 市 1 9 8,359 19 8,359 

福山 市 5 2,8 1 3 374 222,641 37 9 225,454 

府巾市 18 27,640 2 34 159,724 252 1 8 7,3 6 4 

三次市 374 2 9 8,913 750 868,847 1,124 1,167,760 

庄原市 6 1 42,863 857 7 5 0,5 4 1 918 7 9 3.4 0 4 

東広島市 5 1,739 14 1 102,949 1 4 6 104,688 

海田町 1 120 2 1,968 3 2,088 

熊野町 5 1,21 0 14 8,164 1 9 9,374 

坂 町 1 200 1 200 

江田島町 4 7,468 4 7,468 

倉橋町 1 58 6 25 10,20 I 26 10,787 

下蒲刈町 2 993 2 993 

五日市町 4 3,4 7 4 4 3,474 

廿日市町 2 375 2 375 

蒲刈 町 7 2,197 22 16,4 5 6 29 18,653 

賜来町 2 1,602 2 1,602 

佐伯町 2 775 5 5,999 7 6,774 

吉和村 26 4,471 1 3 13,7 4 3 39 18,214 

能芙町 1 24 1 1 9 6,369 20 6,610 

沖美町 5 1,477 5 1,477 

大柿町 1 6 6,426 16 6,426 

加計町 102 131,985 95 146,715 1 9 7 27 8,7 00 
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4 家畜等の被害

家畜の流失，死亡，疾病等による被害は乳牛 21頭，肉用牛 33頭，豚2,2 3 8頭，にわとり

5 2, 9 7 1羽で6,8 0 0万円にのぽった。また，畜産物については，道路の決懐によって交通が

遮断され牛乳，鶏卵，濃厚飼料等の輸送が困難となり 50 0万円の被害を受けた。

家畜及び畜産物の被害状況は第2-18表のとおりである。
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第 2-1 8表家畜及び畜産物の被害状況 （単位：千円）

乳 牛 肉用牛 豚 にわとり 畜 産 物 被害額
市町村名 牛乳 卵 被害額

被頭 圭薮被害額 披頭 宇薮被害 額 量喜被害額 胄喜被害額 その他
被害量被害額 被害星被害額 小計

合計

広島市 117 3,480 2.f 108 肉
108 3,588 

呉 市 10 250 250 
！ 

福山 市 1,100 110 110 

府中 市 200 16 16 

三次 市 15 3,150 452 11,840 
I 

4,250 3,375 2.8 151 151 18,516 

庄原市 5 1,100 2 250 6 240 100 50 0.6 32 32 1,672 

吉和村 ＇ I 1.8 95 95 95 

ー69

加計町 10 30 1,500 300 400 320 132 713 100 18 73 1 1,381 

筒賀村 0.5 28 28 28 

戸河内町 4 500 
| 

500 

芸北町 3.7 202 202 202 

千代田町 300 600 0.1 1 1 601 

吉田町 200 30 300 54 54 54 

八千代町 0.1 2 ， と 2 

麻宮町 1 3 4 lO 1.4 77 77 90 

甲 田町 56 1,120 21 12 1.5 83 83 1,215 

世羅町 700 175 175 

油木町 6 318 318 318 
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5 水産業関係の被害

水産業閲係の被害は，淡水魚養殖とか羞裳殖に関するものが大部分で， その被害額ぱ約 1f窟

I, 7 0 0万円に及んだ。

淡水魚養殖関係の殺害は， 養魚池の溢水による色鯉及び食用鯉の流失によるものが（えとんどで，

被宮粕は 4,3 0 0)ji[I]にのぼり，江のIII及び太田川水系上流の被害か芸しかった。か含養殖関係

の被害は，太田川河い域に限られており，海水の淡水化による種か合のへい死，河川水の急激な

流人による筏の流失，破損によるもので被害額は 7,4 0 0万円にのぽった。

水庄業関係の院害状況は第 2- l 9表のとおりである。
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第 2-19表 水産業関係の被害状況
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6 林業関係の被害

林業関係の被害は全県下に及び，その被害総額は約44億 8,600万円に達した。なかでも [ll

地に起因する局所的な山地災害が多発したことから森林士木関係被害は 39偉 2,2 0 0万円の多

額にのぼり，その内訳は 1l」腹又は渓流の胆壊による治山関係被害が 36億 4,4 0 0万円，林道

関係被害が 2憶7,8 0 0)jn」となっている。次いで，林産物関係の被害ふ木材・木材加工施設

及び木材製品の被害が 3億 3,8 0 0万円， しいたけ，わさび等の特殊林産物関係の被害が 1億9,

6 0 0万P-Jとなっている。

まだ，今回の災害で 1億円を越える被害を受けた市町村は 18市町村に及び，吉和村，湯来町，

船領町，東城町及び比和町の 5町村は 2憶円を越える激甚な被害を受けた。

なお，営林署関係の被害総頷は約 11億(5,5 0 0万円に及んだ。

林業関係の被害状況は第 2-20表～第 2-2 6表のとおりである。
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第 2-20表治山閣係の被害状況
-・ ---・ 

新生崩媛
I ---

箇所数

広島 i「-74

呉市I 13 

竹原市 l 16 

ー原市I7 i 2,900 I I I 
尾通巾

福山市 I sg I 46,336 

府中市 33 182,160 1 

ー・ 次 市 37 9 と9,00{）I 
庄原市 84 1 49757 I 14 I 82,918 I 98 I 132,675 I I I 98 I 

東広島市 ，I J,1so I I I 1 I s,s3o I 10 I s,9so I 21 ],soo I 12 
海出 lllJI 2 I 2,000 I I I I I 2 I 2,000 I j I 2 I 

I I I I I 2 ! 2,000 I I I 
江田島町 1 3 5,47(） 3 

音戸』Il 5 1 8092 1 9()(） I 6 1 899と 3 2.340 9 

含橋町 2 1 599 」 1 2 | 59, 1.； 

200 I J I l 

2 

l 

2 

下請刈町

蒲刈町

五日市町

大野町

ー

2
 

200 

800 

863 

1,200 

350 ぅ，
3

2
 

1,150, 

863 

1,200 

（単位：「I―r-l）

74,000 

132,675 

10,48り

2,000 

5,470 

l 1, 3 3 2鼻

5Y9 

200 I 
1,150 

863 

1,200 



褐来町 2 500 6 
疇 01 I 

8 2 | 

50,300 8 50,300 

佐 伯 町 1 50 1 5,350 5,400 2 5,400 

l 

吉和村 4 1,000 7 211,129 11 212,l四 l l 212,029 

能 芙 町 2 765 

78,100I 1 j I 

2 765 2 765 

大柿町 3 5,600 3 5,600 

| | 

3 5,600 

加 計 町 25 2,700 12 37 80,800 37 80,800 

箇賀村 66 5,000 12 132,000 78 137,000 78 137,000 

戸河内町 88 2,800 
8 l 

82,200 96 
85,000| | 15,950 99 J(XJ,950 

芸北町 4 4,000 

I 
24,000 5 I 28,000 5 お，000

大朝町 36 9,200 l 1,370 37 15,570 37 15,570 

75 

千代田町 65 21,540 11 155,160 76 [77,000 1 77,（）0(） 

豊平町 1
43 34,650 15 149,280 58 I 183,930 58 183,930 

吉田町 5 a,ooo 1 7,000 6 10,000 6 10,000 

八「代町 10 3,000 2 12 14, 100 12 14,100 

美士里町 11 3,000 1 8,750 
12 1 I 11,250 l 2 11,250 

高宮町 12 2,070 10 I 96,630 22 98,700 22 98,700 

甲 出町 8 7,680 2 4,620 10 12,300 l (） l2,300 

向原町 7 5,000 17 5,000 7 5,000 

黒瀬町 2 8(）（） 2 800 

福 富 町 2 1,000 2 1,000 2 1,000 

豊栄町 20 4,000 20 4,000 20 4,000 



新生崩壊 拡大崩壊 渓流崩壊
市町村名

小 計 施設災 合 計

箇所数 被害額 箇所数 被害額 箇所数 被害額 箇所数 被害額 箇所数 被 害 額 筒所数 被害額

大和町 30 18,200 30 18,200 30 18,200 

河内町 22 12,970 22 12,970 22 12,970 

本郷町 7 1,500 7 1,500 7 1,500 

安芸津町 16 9,646 2 691 1 709 19 11,046 19 11,046 

安浦 町 1 336 2 7,63) 3 9,956 3 9,956 

川尻町 1 620 1 620 1 620 

大崎町 3 1,450 1 500 1 1,315 5 3,265 2 1,300 7 4,565 

ー76ー

御 調町 13 4,483 2 800 15 5,283 1 500 16 5,783 

久 井 町 8 4,000 8 4,000 8 4,000 

向島 町 1 300 1 300 

甲 山 町 105 20,000 4 88心77 109 108,'l77 109 108．力7

世羅町 70 16,000 3 74,440 73 90,440 1 200 74 90,640 

世羅西町 75 7,500 75 7,500 75 7,500 

沼隈町 6 5,000 6 5,000 6 5,000 

神辺町 15 26,345 3 7,000 18 33,345 18 33,345 

新市町 17 19,000 17 19,000 17 19,000 

油木町 ， 22.000 1 4,000 10 26,000 10 26,000 

神石町 38 113,533 2 6,000 40 119,533 40 119,533 

豊松村 11 19,000 11 19,000 11 19,000 



神伍郡 15 14,500 15 14,500 15 14,500 
三和町

上 F 町 110 29,000 10 51,000 120 8,000 120 8,000 

総領町 92 257,000 8 34,000 100 291,000 I 100 291,000 

甲 奴町 82 39,000 15 68,000 97 107,000 1 7,300 98 113,900 

君田村 76 38,000 6 32,000 82 70,000 82 70,000 
I 

布 野村 17 14,000 5 24,000 22 38,000， ' I 22 38,000 

作木村 45 19,000 7 32,000 52 51,000 52 51,000 

吉舎町 45 27,000 5 36,000 50 63,00() 50 63,000 

三良坂町 11 17,000 2 10,000 13 27,000 13 四，000

双三郡 ， 12,000 2 10,000 11 22,000 11 22,000 
三和町

ー77-

西城町 釘 19,680 10 78,541 37 97,821 37 97,821 

東城町 82 66,140 11 117,462 93 183,6げ2 93 183,602 

口和町 10 10,765 10 67,847 20 78,612 20 78,612 

誦野町 1 415 1 415 1 415 

比和町 44 29,965 27 188,745 71 218,710 11 218,710 

.` 

且‘r 1,903 1,437,756 13 11,341 268 2,163,443 2,1凶 3,612,540 17 31,690 2,201 3,644,230 
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第 2-21表 林遵の被害状況 （単位：千円）
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首、1 路 橋 梁 計
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第 2-2 2表造林関係の被害状況 （単性：千円）

|LI件ー数埋＿＿没1~流被田失冠害水飴＿＿ 
， 畑

， 市町村名 「施 設
苗 木 計

i ｛牛数被害額 件数 被害額 件数 被害額
t -----

広島 市 7 220 --7(,; 205 7 425 
！ 

三 次市 2 (2) 20 2 20 

庄原市 6 800 (6) 984 6 1,784 

湯来町 3 40 (3) 160 3 200 

加計町 90 2,840 (90) 9,373 90 12,213 

吉田 町 3 (3) 60 3 60 

美士里町 11 40 I I (11) 叫 0 11 280 

向原町 8 20 (8) 165 8 185 

御調町 10 (10) 1,000 10 1,000 

久井町 2 (2) 330 2 330 

甲 山町 1 (1) 39 1 39 

油木町 1 80 (1) 140 1 220 

神石町 10 606 (10) 885 10 1,491 

豊松村 3 12 (3) 17 3 29 

L 下町 10 (10) 100 10 100 

総領町 17 (17) 605 17 605 

甲 奴町 11 (11) 576 11 576 

布野村 2 56 (2) 95 2 151 

作木村 11 612 (11) 1,730 11 2,342 

吉舎町 3 12 (3) 166 3 178 

三良坂町 ， 264 (9) 299 ， 563 

東城町 4 400 (4) 592 4 992 

ロ和町 1 300 1 300 

裔野町 2 400 (2) 560 2 960 

比和町 1 40 (1) 80 1 120 
,．-

計 227 6,442 1 300 (227) 18,421 228 25,163 
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第2-2 3表特殊林産物の被害状況 （単位：千円）

しいたけ わさび その他 計

市町村名
件数被害額

広島市 11 14,＇ 690 14,690 

福山 市 2 2,000 1 1,5 3,500 

湯来町 4 600 600 

吉和村 370 150,000 1 600 271 150,600 

加計町 4 2,370 1 450 5 2,820 

上下町 l 100 1 100 

総領町 1 200 1 200 

甲 奴町 1 40 1 40 

月 田村 2 1,080 2 1,080 

布野村 1 50 1 50 

作木村 1 400 1 400 

吉舎町 1 400 l 400 

三良坂町 3 1,200 3 1,200 

西城町 1 200 13 8,000 1 2,400 15 10,600 

東城町 4 1,250 4 1,250 

口 和町 1 250 1 250 

比和町 3 1,000 6 7,500 ， 8,500 
I n- r ャ―-~•----

計 36 24,330 394 167,000 4 4,950 434 1%,280 
-・ 
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第 2-24表 木材関係の被害状況 （単位：千円）ロ``［ し木材製品等 丁――己I --「―—---—• I ―,  | 

第 2~25 表 森林組合の被害状況

（単位：千円）

邸 I咬宮額

I 
1 1 1 

2,608 

高宮町 1 27 0 

作木杓 I 2 I 799 

L 口［三和凪」］ l I 358 

5 I 4,035 
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第 2-2 6表営林署関係の被害状況 （単位：千円）

王161 t8,988 聞 ＂ 土その他二十
営林署別＼ I箇 害額箇所数 I 箇所数I! 被害 I被害額

li晶営林署 I 1(I()，373 I I I ! I 5 I 3,106 I 59 I 122,167 

三次営林署 I 20 72,701 126 176,450 107 5,522 20 92,000 21 | 5,608 | 294 | 352 ＇ 281 

西条営林署 I 71 2,828 2・ 14,629 lj 517j 101 17,974 

ご磁ロロニ〗＿＿； 49ml 
24 I 3,855 I 580 I 662,'ZiS 

I 261 10,026 I 20 I 92,000 I s1 I 13,086 I 943 I 1,154,997 

召



第 6節 医療及び保健衛生施設の被害

病院等医療施設の被害は禁東北部を中心に 37施設， 2億9,5 9 3万円にのぽっ fら特に了次市

においては 23施設（病院 5，診療所 18)が被害を受けた。被害の内容は，そのほとんどが施設

の 1階部分の天井近くまで浸水したことにより，医療用機器医薬品等に被害を受けたもので，入

院患者には異常はなかった。

医療及び保建衛生施設閑係の被害状況は第 2-2 7表，第 2-28表のとおりである。

第 2-27表 医療施設の被害状況

（単位：千円）

区 分 施設数 被害額

病 院 7 172,937 

一般診療所 22 9 6,04 0 

歯科診療所 7 21,650 

助 産 所 1 5,3 1 0 

計 37 295,937 

第 2-28表 市町村清掃施設関係の被害状況 （単位：千円）

し尿処理施設 ごみ焼却処理施設 火 葬 場
市町村名 被害額計

箇所数 被害額 箇所数 被害額 箇所数 被害額

~`-
ーニ： 次 市 1 3,477 1 5,305 8,782 

庄 原 市 1 732 1 108 840 

加 計 町 1 1,334 1,334 

筒 賀 村 1 1,197 1,197 

千代田 町 1 1,825 l,825 

神石郡三和町 1 210 210 

東 城 町 1 8,110 1 2,141 10,351 

比 和 町 l 406 406 

計 5 13,726 5 10,713 1 4OO 24,845 
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第 7節 電気及び水道関係の襖害

1 電気関係の被害

今回の豪雨により電力設備にも大きな被害を生じたが，特に水力発電所の発電機が浸7kし，復

旧に長時間を要する甚大な被害を受け， また配電設備などの流失も多かった。

(1) 水力発電所

ァ 異常降雨に伴って計画洪水量以ヒの出水となったため，被害発電所は 16箇所に及び， そ

のうち熊見，打梨，亀山発電所の 3箆所は，いづれも発電機が浸水し運転不能となった。

ィ 異常出水により発電所の護岸が破損し，屋外機器並ぴに鉄構の笙礎が洗堀され被害が大き

くなった。

ウ 浸水により電気事故が誘発され，火災となり被害を増大させた。（打梨発電所）

(2) 変電所

河川合流点などでは異常増水による浸水で配電盤，開閉装置等の監視制御部分が機能喪失し

たため供給支障を生じた。

(3) 送電関係

洪水による支持物の傾斜，倒壊と電線の断・混線事故が発生した。

(4) 配電関係

支持物の煩斜，倒展流失と電線の断・混線事故が 7月11日23時頃から盟北一楷で急激

に続発し，翌 12日8時に 1よ二次市，加計町を中心とする広域な地域にわたって最高 62,000

戸(40回線）が停電した。

(5) 通信関係

配電線被害に伴う添架電話の不通と発変電所の冠水，浸水により通信機器に被害を受けた。

電力関係の被害状況は第 2-29表，第 2-3 0表のとおりである。

第 2-29表電力関係の被害状況 （単位：千円）

区 分 概 要 被害額

水力発電所 打梨及び熊見，亀山の各水力発電所の主要機器が水没し，連転 559,600 

不能となった。その他水路破損等。 計 16箇所

変電所 構内浸水，土砂流入等 計 10箇所 5,300 

送電関係 鉄柱倒蝦等 計 4箇所 16,900 

配電関係 電柱の流失，倒壊，折損，配電機器の流失等 計 67箇所 100,600 

通信関係 通信機器冠水等 計 2箇所 2,100 

計 9 9箇所 690,500 
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第 2~30表停電状況
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期日

月日時分 1地 区1康 丙 停電戸数
～月日時分

・一—---••-•--•---..—----—•-•--+---+ 
7 / l l 3° 1 5 I 

~ 1 3° 0 0 ／ ！ 西城町 Illl崩れにより電柱 1本倒堀'

□121ー：／□ーロロ［ロロ/□電柱62:：1:
1 7° 0 0 I 

庄 原市 1 II I」，電柱 3本飼壊
II 

、'/

570 

990 

l,200 

8
 

一

、

扇

i

壊

柱

本

柱

個

―

電

[

_

°

電

本

3
 

-！
I
 

[
-
I
B

幻 [
I
f
i

：
二
.
-
〗

U
l
J

一
ロ
ー
ロ

□II

」
I

I

I

I

[

I

I

L

I

I

」
If

」
II

山崩れにより屯柱 6本頷斜 120 

1,200 

2,090 

” 

l,090 

1,100 

800 

410 

980 

200 
' ..—~—--• ~ ---•--- --- -----• -----------• -•匹・・・一~

I/ 2 2e 4 0 / i呵月噂路決壊により電柱
~ 7/  1 2 1 0° 4 0 ／ 束 城町 I2 5本流夫倒壊

, _.• ---•…···· ••----
17/12 1° 441 

~ II 1 6° 3 Q / 
庄原 市 1化崩れにより電柱 2本倒壊

ピー,---------·~·- -―-------------99 "’"～ --—•• 
; /f ~ （）らJ3~3 _1~ --――-II •[l.j崩れにより砂 3 本埋没 I

／―'“ーロ―-［9:18 4ロー／／」1；i:二
II II 電柱6]

本流失
9 m 

i 山崩れにより電柱 2本倒駿

—~ 
山崩れにより樹木倒壊裔正

，混線
――リー
河川適路決壊により電柱 5
本流失倒壊

山崩れにより電柱 6本折損
倒壊

160 

570 

1,230 

450 

480 

250 

940 

1,610 

530 
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期
月日時分

～月日時分
・~ ~ ~ 

7/11 21°39' 
~ 7 / 1 4 1 8° 1 5, I加

2 2° 5 2' 
~ 7 / 1 4 1 6° 0 0' 

23° 00' 
~ 7 / 1 3 1 4° 1 0 / 

2 3° 2 5 / 
~ 7 / 1 2 1 9° 3 5' 

2 3° 2 9 / 
~ 7 / 1 2 1 8° 3 1 / I芸北

2 3° 4 3 I 

~ 7 / 1 3 
| -U  

II 2 3 ° 2 1 1 

~ 7 / 1 2 1 2° 0 9 I 
I広島

23°・49' 
~ 7/12 11° 41' 

21° 37' 
~ 7 / 1 2 1 5° 1 1 / 

I ー…ー，

7 / 1 2 l 3° 4 1' 
~ II 

間
区 因 停電戸数

／／ 

II 

II 

原

II 

6 ° 0 0, 

II 

地

計町 I
河川道路決壊により電柱 a 

1 8本流失倒壊 --」
II 

--1,810  

II I 
i 1,000 

II 

” 

II 

2 0本 II

II 

1 3本 II

550 

II 

涜来

” 8本 II

町 I山崩れにより樹木倒壊高庄

断線
．～ • -

町［̀li道路決壊により電柱
ロ本流失倒壊

巾
-i河］1|横断電線増水により流

木接触断線

II 
180 

500 

II 
500 

1,110 

” 
II 

II 

II 

14° 301 ” --」--P
二次市 熊 見 （ 発 ） 浸 水 及 び 送 電 線

15° 07'~I支持物倒壊
吉舎町，総領町

□:：亨
1 9° 4 5 I "木村，高宮町

1,110 

II 
II 

河川道路決壊により電柱reJI 
壊

180 

I 
" I 600 

II oo 
～ 

3 5 I 

II 

II 

II 

II 

II 

0 ° 3 5 / 
~ II 

0° 3 5 / 
~ II 

0° 3 5' 
~ 7 / 1 5 

2C 0 9 I 

~ II 

9,160 

II 2 ° 0 9' 
II 

7 / 1 1 2 0° 5 5' 
~ 7 / 1 4 

” 6,366 

II 

// 

15,900 

2,860 

1 5° 4 s, I 東城町 I送電線支持物倒壊

神石町

1 5° 4 o, I油木町 I II 

1 2° l O' 吉和村 1打梨発屯所停電事故

4,220 

2,000 

530 

計 81,050 

2 水道関係の被害

(1) 水道施設

上水道 6施設，節易水道 13施設が被害を受け，その被害額は 39 6万円となったっ

被災施設のうち，加計町加計筋易水道，内海町田島簡易水道，甲奴町甲奴簡易水遵，及び府

中市父石簡易水道は浄水場への土砂流入による披害で，その他の施設については道路の決駿に

より送配水管が流失したものである。
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水道施設の被害状況は第 2-31表，第 2-32表のとおりである。

第 2-3 1表 七水適施設の被害状況

巾業者名
訂画給水 計画 実給水

被害額 断水地区
人 口 給水量 人 ロ

三次 市 25,00人0 7ltj,5／0日0 9,31人3 55千0円 粟屋地区

竹原市 35,000 15,700 26,266 80 下野町，東野町，
福田町，忠海町

府中 市 29,700 1 0,4 0 0 19,7 6 5 2り0

広島市 36,000 16,200 21,6 4 0 90 可部町

，本郷町 5,500 825 4, l 3 1 5 0 I I II 木々津地区

東城町 6,000 2,4 0 0 5,651 40 

計 1 37,200 53,025 86,766 1,0 1 0 

第 2-32表 筋易水道施設の被害状況

事業者名
計画給水 言一「 画 実給水 被害額 断水地区
人 口 給水塁 人 口

4,60人0 成7／6日0 1,73人8 加計町
千円

加計670 

内海町 2,300 207 1,201 832 田島

戸河内町 2,000 300 1,1 l 6 468 本郷

甲奴町 500 75 283 38 2 本郷

湯来町 950 150 340 80 久日市

比和町 700 1 5 2 505 45 比和

西城町 2,300 5 l 5 1、950 30 西城

甲田町 1,800 343 2,059 40 甲立

高宮町 35 0 90 241 50 JI I根

府中 市 1,300 195 236 154 父石

向原町 1,700 333 1,4 7 1 30 向原

河内町 3,000 543 2,800 20 下中河内

双三郡 800 1 9 0 1 8 5 7 0 板木，敷名
三~和町

吉舎町 2,000 5 1 0 1,678 80 ・土コ企ロ

~-

計 24,300 4,363 l 5,8 0 3 2,9 5 l 
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(2) 工業用水道施設

いl．い 1|東部 T〗業用水置及び沼田川工業用水道の 2 杷股が被害を受け，その被害額は 5 6 5万

円となった。

C) 太田川東部上菜用水道

豪雨により河川流景が異常に増え， Cのため河床が約 0.9 m堀さくされたため，取水口の

水位が低下しポンプ井の水位が十分に確保できず半鼈程度の表ンプ連転しかで含なくなり水

凰の確保が困難となった。

〇 沼田）｛ I‘"•I.：業用水道

豪雨により沼田川本流が増71くしたため，本郷町取水場内に降った雨がT事中で設備が末完

成のため内部に侭留し排水不可能の状態となり，低地部の沈砂池局辺に集中したほか，可月[

水位の上昇により河川の溶透水を加え水位か上昇し，沈砂池ロータリースクリーン洗濫用モ

ーター及び巻上用モーター各 2台と印婢盤 4国か冠水した。

また， "./乳fi宮沖町で配水菅rp1,2 0 0'//l茫（鋼管部）布設箇所で盛七部分が含水し荷霞が

増大して基礎工が押出されたた臨栢ブロ）クが延長 25 mにわたって崩れ，更に旭道市裔

須町 0)尾道隧道」ご市用道路兼管罪用選路の路側積ブロ y クの砧礎馳盤が洗堀され積ブロノク

廷長 8切が崩壊した。

rこ業用水道施設の被害状況は第 2-3 3表のとおりである。

第 2-33表 工業用水道施設の被古状況
1マ ←・ー・…•

計画給水呈 1 被害額

230,000印 I-3I 3,850 r-,g 
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第 8節 鉄道・電信電話の被害

1 鉄道の被害

今回の豪雨により各地に線路流失，切取崩駿及び築堤崩坦等の鉄道被害が発生し，披害額は約

6億 4,90 0万円：このほ＇った。特に，芸備緑福塩線，二江南綜及び可部線の被害が大きく， 7 

月 11日4時に三江南綜か不通になったのをはじめとして，各線が相次いで不通となった。

鉄道の被害状況ぱ，第 2-3 4表，第 2-3 5表のとおりてある。

第 2-3 4表 鉄道の被害状況 （単位：千円）

区 分 1 般 害 頷

山 陽 本 線 i 13,920 

巳9’̀“ 線 14, 7 4 7 

士
備 綿 306,589 字

江 南 線 87,889 

可 部 線 7 9,8 1 7 

福 塩 緑 146,3 8 3 

叶 6 4 9,3 4 5 

第 2-3 5表 鉄道の不通及び開通状況

路 線 数 区 間 不通 日 時 開通 ti 時

芸 備 線 中竺田～志和ロ 7 / 1 1 8 : 5 0 7 / 1 1 1 7 : 3 0 

志和口～井原市 II l O : 0 0 7 / 1 3 l 9 : 4 5 

井原市～向 原 I/ 7 : 5 5 I II 1 9 : 4 5 

向 原 ～ 吉 田 口 II 1 0 : 2 0 II l 9 ; 4 5 

甲 立～上）11立 7 / 1 2 8 : 0 0 7 / 1 7 2 1 : 3 0 

K川立～志和口 II 8 : 0 0 、I/ 2 1 : 3 0 

志和口～西三次 7 / 1 1 1 4 : 0 0 7/ 2 3 1 9 : 0 0 

西三次～三 次 II 1 1 : 2 0 I I II 1 9 : 0 0 

八 次～神 杉 II 4 : 5 0 7 / 1 8 1 0 : 0 0 

塩 町～備後庄姐 ” 5 : 0 5 7 / 2 2 2 0 : 0 0 

備後庄原～比婆白 II 5 : D 5 7 / Z 7 1 8 : 2 0 

比 婆 ［ 廿 ～ 小 奴 可 // 5 : 0 5 8/1 6 : 0 0 
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路線数 区 間 不通 日 時 開通 日 時

芸備線 小奴可～束 城 7 / 1 l 5 : 0 5 7/29 1 9 ; 0 0 

二江南線 二 次～船 佐 II 4 : 0 0 9/  1 6 : 0 0 

船 佐～式 敷 II 4 : 0 0 9/2 0 6 : 0 0 

式 敷～口 羽 II 4 : 0 0 1 0 / l 6 : 0 0 

可部線 河 戸～今井田 ” 8 : 2 5 7 / 1 1 1 7 : 0 5 

今井田～永 内 II 8 : 2 5 7 / 1 7 6 : 5 5 

坪 野～加 計 ” 8 : 2 5 7 / 2 8 1 9 : 2 0 

加 計～吉 居 II 8 : 2 5 7 / 2 9 4 : 4 0 

山陽本線 白 市～入 野 7 / 1 2 1 5 : 5 0 7 / 1 2 1 6 : 4 0 

備後赤坂～福 山 7 / 1 l 1 0 : 0 5 7 / 1 1 1 4 : 0 5 
、0••

福塩線 福 山～府 中 ／／ 5 : 0 5 II 1 8 : 0 1 

府 中～中 畑 ” 5 : 0 5 7 / 1 2 1 1 : 0 0 

中 畑～七 下 II 5 : 0 5 7 / 1 3 2 2 : 3 0 

上 下～塩 町 II 5 : 0 5 7 / 1 8 2 0 : 0 0 

2 電信堂話の被害

広島電気通信部管内の通信施設は広範囲にわたり甚大な被害を受け，被害額は 3億 3,0 0 0万

円に及んだ。なかでも県北の中心である三次電報電話局は，電力設備と通信網の要である本配線

盤・試験設備等が浸水 (1Z日3時5Z分，水深 2m以＿I::.)により機能を停止した。また庄原・

東城電報電話局をはじめ，電話交換業務委託局及び無人電話交換局も基幹通信伝送路等の切断に

より， 2 1市町村の 36局が孤立し情報通信手段が断たれ，被害地域におけるり障加入者も7,749

加入者に及ぶ大被害を受けた。

通信施設の被害状況は第 2-3 6表，第 2-3 7表のとおりである。

第z-3 6表 電信電話回線の障害状況

復 旧 状こ 回線総数 障害累計
7月 13日 7月 20日

市外電話回線 19,887 1,198 36 937 

市内電話回線 252,123 7,749 1,269 2,676 

電信回線 622 27 1 2 

四回復状況欄で未回復分は8月 12日までに全部復旧
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第 2-3 7表通信設催の被害状況

---, 

種別 被害項 目 被害数量 接 要
.彎.．-

電 柱 1,355本 三次局の被害割合 3笈

線
裸 線 6 7.5 km 

S D ワ イ ヤ 5 0.8 k房 三次局の被害割合 1篤

路
架空ケ ープル 4 1.0 km II 1 1娑

， 

I地下ケ-7"ル 3.7 k房 II ← ？ィ/0 

宅内 電 話 機 3,706個 iI ＇ II 5 2 % 

上 マンホー）レ 2 1個

木 管 路 3 6 2 m 

ii 電 柱 168本 1

建設 I i架空ケーブル
4 3 km 

L S D ワイヤ

事
電 話 機 22個

受電設備 1式 三次局の被寅割合 10 0菟

電

整流装醤 3個 ” ヵ
電 池 63個 ” 

i ， 交
試 験 台 4席 II 

配 線 盤 35本 II 

音声機器装鴛架 3架 II 

換

磁石式交換設備 6局

電 電信設備 9架 三次局の被害割合 10 0 % 

信 各 種座席類 l 1席 II 
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通信施設被害概要図
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第 9節 文教施設関係の被害

贔内の公立学校の被害は県北を中心に小学校 44校，中学校 23校（分校を含む）， 託等学校

2 0校（分校を含む）に及び， その被害額は 3億 2,3 0 5口円に達した。 また，県内私立学校閣係

等の被害は学校数で 16校（大学， 高校，［中学う

うた。

このほか社会教育施設及び体育施設も 21（牛，

幼椎謁各種学校）， 被害額は 6,793万円とな

2,3 8 8万円の被害を受けた。

文教歴設関係の霰害状況は，第 2~ 3 8 表～第 2~40 表のとおりである。

第 2-38表 公立学校関係槌設の被害状況

被害 の 内 容

（単位：千円）

岐害額

2:30 

H2m) 

安野

修 道

殴賀

戸河内

-----

ド」：妙流人流矢

西 条 ” i東 広 島 市 47. 1. 13 1法面崩壊（
, ＼＼ 4 0 m 

L 2 o m 

I 
吉原 FL 賀茂那豊栄町 47. 1. 11 I屋体床ヒ浸水

宇山 FL 賀茂郡阿内町 I47. 7. 13 i法面崩簸 (fl1 5 "l) 
L 5和

47. 7. 11 i床巳受水30濯

床f・-．浸水

沐上浸水 40 cm, 

建物没水，

土砂流人

7. 10 !法面崩壊（
H 1 0 m 
L 2 5 ni) 

7 l l 
，褒山崩壊 (W24 m, 

. II I粕水施設破捐

7. 12 i 校舎全壊，給食調理室倒瑕，
失

7. 11 !士砂流入

がけ崩れ (W2 Om, 

がけ崩れ (W1 7. 5 m, 
上砂流入

47. 7. 10 I がけ崩れ (W1 1. 7 m, 
建物大破

松原

雲月

JII迫

壬 生

豊平東

翌平南

二 成

日比崎

II 

II 

II 

II 

／／ 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

f/ 

ill県郡）J「Iご十町

尾

II 

II 

山県郡戸河内町

II 

山県郡芸北町

•• 

,
 

7

7

7

 

4

4

4

 ＇ 

町

町
H

F

 

5
 

―
―
 

~
 

代

豊

郡

千

II

郡県

県
山

山

” 
追

II 

市

47 

/I 

II 

II 

” 

／／ 

II 

フェンス劉懐

上砂流入， 設備破損

H 1 5 m) 

備品流

Hl 5 m) 

H 1 6 m) 

Hl 2.4m) 

5,750 

2 2.l 

3,770 

l, 350 

909 

1,573 

L302 

347 

647 

478 

115,070 

825 

4,100 

620 

2,064 
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学 校 名 設 直 者 被災月日 被害の内容 被害額

大田小学校 世羅郡世羅町 47. 7 11 校地流失， ブロック壁倒壊，床上浸
667 

水

坪生 I/ 福 山 市 47 7. 12 校庭地すべり 1,283 

道上 I/ 深安郡神辺町 II 法面崩壊 (H4m, L 2 0 m) 570 

草木 ／／ 神石郡神石町 II 
法面崩壊，痕壁倒懐，校庭流失，設

3,591 
備流失

神石 I/ II ／／ がけ崩れ，甕堅倒壊 3,500 

相渡 II II fl 山崩れ水源池埋没 137 

豊松 II 神石郡豊松村 47. 7 11 屋内運動場床面沈下 300 

河内 II 二 次 市 47 7. 12 床ヒ浸水 80 C111, 校庭泥士 35 cm, 
3,265 

建物泥士 15 cm 

三~次 II II II 校庭冠水一部流失 271 

三次西 II fl II 校舎床卜浸水 3m, 設備流失 3,487 

十日市 II ff II 
校舎床上浸水 2.1 m, ヘドロ堆積50

16,407 
直施設設備の破損流失

粟屋 ” 
II ／／ 

校庭冠水 85 cm, 体育館床ヒ浸水25 119 
cm 

和田 II II II プール用ボンプ，井戸流失 50 

届 II 庄 原 市 II グランド土砂流入，鉄さく倒壊 970 

七谷 fl II II 士砂流入 122 

板橋 II ／／ II 法面崩竣 (L1 3 m, H 3 5 m) 598 

東 ” ” ” 
法面崩壊 (L1 0れ），学校路路肩

1,725 
崩壊 (L1 o印）

吉野 II 甲奴郡上下町 II 校庭流失 651 

亀谷 II 甲奴郡総領町 47. 7. 10 
校地地すべり (Wl5 m)，校庭土

555 
砂流失

君田上 ” 双三郡君田村 47. 7 11 法面崩披 20吋 512 

敷地 II 双三郡吉舎町 II プール用水井戸水位低下 181 

八幡 II ”’ II 
校舎床＿I::.浸水 5OC11I，校庭泥上堆積

5,696 
1 0 l'llJ 

三良坂 II 双三郡三良坂町 47 7 12 揚水施設流失 388 

仁賀 fl II II 
水道パイプ流失 15 0 m, プール側

1,034 
墜倒壊 25m
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学 校 名 設 置 者 被災月日 被害の内容 被害額

東城小学校 比婆郡東城町 47 7 12 士砂流入 690 

久代 ” ” II 法面崩展 481 

帝釈 II II II 給水施設損壊 529 

水後 II 庄三原次市市学校組合 II g告沐上浸水 1o~, 校挺冠水'° I ！ 1.070 

件 中学校 広 島 市 // 法面崩壊， フェンス倒壊 2,400 

立ロ 一戸 II 安芸郡音戸町 47. 7. 11 運動場應華破損 3,406 

黒涸 II 賀茂郡黒瀬町 47. 7. 13 塀倒壊 (z1 m) 438 

安野 I/ 山県郡加計町 47. 7、11 床e浸水 (40 cm)，校庭冠水 2,520 

加計 I/ II ／／ 土砂流入 267 

吉田 II 麻田郡吉田町 47 7. 12 床I::浸水，土砂流失 1,102 

御調 // 御調郡御調町 II 法面崩製（ 1,4 3 5面） 2,360 

世羅中学校
世羅郡世羅町 47 7. 11 校地士砂流入 214 

大田教場

世羅西中学校 世羅郡世醤西町 47 7. 12 運動場士砂流入，流失，排水路埋没 520 

油木中学校
神石郡油木町 II 法面崩壊 1,051 

新坂教場

豊松中学校 神石郡豊松村 47 7 11 槃壁崩壊， フェンス自転車固場倒壊 2,680 

三次 II 次 市 47. 7 12 校庭冠水，塀倒壊 269 

十日市 II II II 
床七浸水 15 m， 上砂堆積 3~4cm

15,145 
施設・設備の損壊

塩町 ” II II ゲランド上砂流失 4,52.5 

甲奴 ’’ 甲奴郡甲奴町 ’‘ フェンス倒壊 (140m) 1,408 

布野 FL 双三郡布野村 II 
上留士羽痙壁崩壊 (L3 5 m, H 

1,800 
7. 8 m).:±：砂流失

三和 II 双三郡三和町 47 7, 11 上地流失 427 

作木 II 双三郡作木村 II 施設・設備の浸水，流失 39,798 

土ロ 企ロ f/ 双三郡吉舎町 ” 自転車蓋場・焼却場流失 961 

三良坂 II 双三都三良坂町 47. 7. 12 校地士砂流失 1,280 
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学校名噂笠者 i門□［被害の内容

小奴可小学校 I ＂婆郡東城町 1-47 712 かけ叫

比婆郡口和町 147. 7. 11 I士罪崩壊， フェンス倒壊 (25 m) 

I I 
”！庄原 I 

i 
十日市共同調理場 1一三 次

小・中・共調小計

| l 
沼南扁等学校広 島 県 I47. 7. 9 実習地の法面崩壊

I 

I 

i 47. 7. 9 ! 

II I校地の法面崩壊

I // 

被害額

口和 II 

庄原

音 戸

りn角i

II 

II 

因島 II 

油木 II 

三次 II 

賀茂北 ／I 

世躍 ／／ 

世藉高校大和分校

佐伯高校吉和分校

千代田届校
豊平分校

吉田扁校高宮分校

上下高校総領分校

大崎高等学校

大崎高校下島分校

呉工業高等学校

庄原実業 II 

庄原実業高校
比和分校

西城商業高等学校

// 

II 

／／ 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

” 

’’ 

” 
II 

II 

II 

‘’ 
II 

II 

II 

// 

II 

II 

” 

” 
II 

II 

II 

II 

II 

” 
II 

II 

” 

” 

床上浸水及び土砂流失

校地 0)法面崩椴

II 

1運動場の法面崩壊

I 
校地の法面崩壊

II 

II 

” 
II 

‘’ 
法面の崩壊により校舎破損及び上砂
流入

校地の土砂流失

実習地の法面崩壊

校地の法面崩壊

実習地の法面崩瑕

運枇場の土砂流失

校地の法面崩壊

1,090 

3,097 

2,693 

l,404 

278,960 

161 

707 

12,792 

1,080 

3,484 

3,990 

2,211 

909 

3,333 

832 

3,081 

1,747 

2,242 

151 

2,514 

0

1

3

7

 

6

2

7

2

 

0

1

3

7

 

9

9

9

 

1

1

1
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口尾道ろう学校，且：

合 計

麿 者 I被災月日 I 被害の内容 被害額

島 喋 I47. 7. 9 I校地の法面崩壊 575 

44,090 

3氾，050

第 2-39表 私立学校関係施設の被害状況 （単位：千円）

種別学 校 名］設 醤 者 1I 被災月日 1 岐害の内容 被害額

学校法人 3,500 I一次中央幼稚閑 三次伊逹学閑 47 7 12 沐卜浸水

幼 .—- 宗教法人
4,037 二次清心幼椎園 ヵド）汐広島司教区 II II 

稚

十日市幼稚園 常光純乗 II II 2,712 

園

三次幼稚園 明山晃祐 II 床下浸水 I 

゜I I福山暁の星女子 学校法人 ： 
校地法面崩娘

i 
中学校： 中 学 校！i福山暁の早学院

II 70 

盈進昼等学校
学校法人

47 7 10 II 14,317 
直． 盈進学園

等
北 JII 丁業 学校法人 47. 7 11 隣地がけ崩壊 2,594 
高等学校 北川学園 I 

I学 ノートルダム清 学校法人
47.7.13,校地法面崩壊 300 

I ，： 心女子裔等学校 た—屈松清心学園

校広島城北 学校法人
47 7 12 II 2,500 

扁等学校 広島城北学園

1 ：大 安田女子大学
学校法人

If II i 4,600 
安田学園

学 広島経済大学
学校法人

4711~13 II 30,000 
石田学園

県立
広島農業短大 広 島 県 47. 7. 22 II 800 

大学

三次女 f 財団法人
47 7, 12 床ヒ浸水 1,000 

各 Ii専門学校 巴峡学屎

種 山田服装学院
財団法人

II II 1,000 
山田学函

学 高陽庇業
高場清一 II II 500 

専門学校

校
堀汀女学院 堀江 コユカ 床下浸水

゜
II 

計 1 6校 ／ / ------------ 67,930 
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第 2-40表 社会教育及び体育施設の被害状況 （単位：千円）

施 設 名 設箇者 被災月日 被 害 の 内 容 被害額

粟屋公民館 三次 市 47.7.12 床下浸水 (30傭），設備の流失 1,312 

粟屋公民館

” ” 設備の流失 316 北 分 館

十日市公民館 fl II 床J:::浸水，設備の流失 1,018 

河内公民館 II II 床下浸水，設備の流失 828 

西城町
西城町 II 施設の破損，設備の流失 153 中央公民館

！ 

敷信公民館
庄原市 II 施設の破損 9認七谷分館

東城町中央公民
東城町 ” 

II 717 館菅地区館

大田公民館 世羅町 47. 7. 11 床上浸水 149 

七塚原青年の家 広島県 47. 7. 12 法面崩壊 565 

広島県立図書館
／／ II 図書の流失 345 （巡回）

市営陸上競技場 c三次市 47. 7. 11 土砂流失，泥土流入，備品損壊 2,730 

市営庭球場 // 

” グランド流失，備品流失 634 

市営水泳プール II II グランド浄化装置，放送備品使用不能 737 

市立体育館 II // 床上浸水，設備備品の損壊 8,367 

市営野球場 II II グランド破壊・流失 1,135 

稲荷町堤防外
II 

” 運動場全体の破壊流失 1,4町運 動 場

町民プール 加計町 II プール側壁損壊 519 

町営プール 吉舎町 II 浸水，浄化装謹使用不能 329 

スボーッセンター 西城町 ／／ 一階浸水，施設設備使用不能 920 

町営グランド II II 土砂流入＾痕壁崩壊 416 

高蓋グランド 三和町 II 痙壁決壊土砂の流失 342 

計 2 1 レ ---------- 23,887 
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第 10節 公國施設の棟害

比婆遁後帝釈国定公隈の帝釈峡地区，瀬戸内海国立公國の宮島地区及び県立自然公園の山野峡な

どの公園施設の被害は 7,8 6 3万円に及んだ。

なかでも帝釈峡では大規模な山腹崩壊が発生し，その崩士により探勝歩道が埋没，欠壊し被害額

は7,1 0 0万円に達した。

公園施設の被害状況は第 2-4 1表のとおりである。

第 2-4 1表公園施設の被害状況 （単位：千円）

公 園 名 地区名 市町村名 被害の状況 被害額
冒•

瀕戸内海国立公園 極楽寺 廿日市 車道欠壊 309 

” 宮 島 宮 島 崩 七 1,394 

ff 神峯山 大 崎 車道欠壊 541 

西中国山地国定公涸 三段峡 戸河内 歩道欠壊 1,368 

県立自然公園 山野峡 福山市 護岸欠壊，公菌道欠壊 2,778 

比婆道後帝釈国定公涸 帝釈峡 神石東城 崩土，歩道欠壊 71,054 

II 適後山 西 城 公園道欠壊 300 

県 民 5) 森 六の原 II 崩上，公闊酒欠壊 889 

計 こ二こ --------- 78,630 

-101-



第 11節 都市施設等の被害

都市施設等は 21箇所， 4, 0 8 7万円の被害を受けた。

都市施設等の被害状況は第 2~ 4 2表のとおりである。

第 2-42表 都市施設等の被害状況 （単位：千円）

都 市 公 協l 防 空 壕 排土事業
計

市町村 名 県 関 係 市 町 村 関 係 市町村関係 市町村関係

箇所数 被害額 箇所数 被害額 箇所数 被害額 箇所数 被害額 箇所数 被 害額

広 島 巾' 1 3.29 6 l 3,296 

呉 市 7 5,674 3 2,348 10 8,022 

ー1021

府 中 市 2 l,9 8 8 2 1,988 

神 辺 町 1 13,618 1 13,6 18 

竹 原 巾 1 4,470 l 4,470 

次 巾 I 57 0 1 570 

廿 日 市町 1 1,344 l 1,344 

宮 島 町 1 7 60 1 760 

加 計 町 l 3,004 1 3,004 

福 山 市

西 城 町 1 980 l 980 

作 木 村 1 2,818 1 2,818 

計 1 760 14 30,960 3 2,348 3 6,802 21 40,870 



第 12節 公営住宅の被害

市町村営仕宅 17 6戸が被害を受げ，被害額は 3,5 6 3万円となった。

公営住宅の被害状況は第 2-4 3表のとおりである。

第 2-43表 市町村営住宅の被害状況

市 町 村 名市 ， 戸 数 世 帯 数
,— m冒

-- 次 4 5戸 4 5ロ----

吉 企ロ 町 1 4 8 4 8 

君 田 村 1 0 ， 
千 fl:: 出 町 ・1 4 1 3 

加 計 町 3 3 

総 領 町 1 0 1 0 

神 凸 町 1 0 1 0 

広 島 市 3 6 3 6 
---~一—••一·ー· • • • 

五t 1 7 6 1 7 4 

第 13節 主な被災市町村の災害発生時の状況

被 害 額

1 0, 1 2 5 千PJ

3,4 8 8 

1, 2 6 4 

7,000 

9, 3 0 0 

7 6 0 

1, 1 0 0 

2, 5 9 5 

3 5, 6 3 2 

今回の災害で激甚な被害を受けた主な市町村の災害発生時における状況は次のとおりである。

〇三次市

7月 10「l

9 : 0 0 降い始めからの総雨量 53 0笏l1I。

1 5 : 4 0 沓ヶ原ダム予備放流を開始。

1 7 : 0 0 第 1非常配備につく。

7月 11日

0 : 0 0 西城）!I())水位が警戒水位 (3.1 Om)を突破して怠ヒ昇を始めた。（建設省三次水

位観測所）

0 : 3 0 裔暮ダム予備放流を開始。
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1 : 0 0 水防本部を設置し第 2非常配備につく。

2 : 1 5 市街地の内水排除のため北溝排水ボンプ場運転開始。

3 : 0 0 災害対策本部を設磁。

3 : 2 5 十日市町ド原でがけ崩れが発生し，住家 1戸が全城っ 1人死亡。

5 : 0 0 江の川の水位が瞥戒水位（ 8.8m)を突破し急上昇を始めに（建設省尾関山水位観

測所）

馬洗II［の水位か警戒水位 (4.8m)を突破し急上屏を始めた。 （建設省南畑敷水位

観測所）

7 : 0 0 十日市町下原一帯が浸水したため，消防団貝等を出動させ救助活勤を行った。

7 : 4 5 北溝排水ボンプ場が浸水し運転不能となった。

8 : 0 0 粟屋町で附近の水田を見に行った老人が行方不明となった。

9 : 0 0 降り始めからの総雨景 26 3. 0荒凡

西城川の水位が下がり始めた。 （建設省三次水位観測所）

1 0 : 2 5 災害救助法を適用。

1 0 : 3 0 各河川のはん濫により災害が全市に広がり，市の関係者だけでは対応で合なくなっ

たため，知事に対して自衛隊の災害沢逍を要請した。

1 1 : 0 0 江の川の水位が下がり始めた。 （建設省尾関山水位観測所）

1 1 : 3 0 三次町に避難準傭の勧告をした。

馬洗川の水位が6.5 2 m （今次災害最麻水位）となった。 （建設省南畑敷水位観測

所）

l 5 : 5 0 自衛隊が到着し，堤防の補強1 孤立者の救助等応急活動を開始。北溝排水叔ンプ場

を応急修理し，排水を再開。

1 9 : 0 0 西城川の水位が再び急上昇を始めた。 （建設省三次水位観測所）

2 0 : 0 0 江の川の水位が再び警戒水位を突破し急上昇を始めた。 （建設省尾関山水位観測所）

2 1 : 5 5 ―竺次町に避難場所を広報して回る。

2 3 : 0 0 馬洗川の水位が再び警戒水位を突破し急上昇を始めた。 （建設省南畑敷水位観測所）

2 3 : 3 0 北溝排水ポンプ場が再び浸水し，運転不能となった。

7月 12日

0 : 3 5 熊見発電所の浸水により市内全域が停電となった。

0 : 4 0 三次町に避難命令を出した。

1 : 2 0 十日市町に避難命令を出した。
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2 : 0 0 西城川の水位が 6.6 m (今次災害最宜水位）となった。 （建設省三次水位観測所）

西城）I）で舟 1そうが転覆し 1人が行方不明となった。

2 : 2 5 ．．三次電報電話局の浸水により通倍が途絶した。

2 : 3 0 十日市町において上新町堤防，西町堤防の 2カ所が決壊して市街地全域が浸水した。

（避難者は，市内全域で 29カ所， 1 0, 6 7 3人）

江の川の水位が13. 2和（今次災害最高水位）となった。 （建設省尾関山水位観測

所）

3 : 0 0 馬洗川の水位が下がり始めた。

4 : 0 0 十日市町で 1人溺死3

5 : 0 0 日下町で 1人溺死。

5 : 5 0 卜日市町で住家 1戸が倒壊し， 2人死亡。

9 : 0 0 降り始めからの総雨量 44 1. 0万河。

7月 13日

8 : 0 5 市街地の水が引いたため避難命合を解除℃

9 : 0 0 降り始めからの総雨鼠 507.0mm。

7月26日

1 7 ; 0 0 災害対策本部を解散。

（中国新聞 7月l2日夕刊）

三次市民，濁流の中，深夜避難

9日の砕り始めから 12日午前 9時までの降雨量 43 0ミ＇）。記録的な豪雨に見舞われ，県

下最大の被災地となった三次市は市内を流れる馬洗川や西城JII(J)はん濫で全市水びたし。一時

は35メートルを越す濁流が渦巻き， 3階建ての市役所(+日市町）も 1階部分が完全に水没

した。

雨の小降りとともに 12日午前 9時ころから水位は徐々に下がってきた。しかし，全市停電，

電話線もはとんど不通とあって被害の詳細は不明だが，少なくとも 2人か死亡， 1人が行方不

明になっている。

広島県北を襲った集中豪雨は 11日夜から，更に弥くなり，河川の水が急増，三次市十日市，

三次両町の数箇所で濁流が堤防を越えて，市街地に流れ込んだ。

このため，中心部全域が床ヒ浸水，約 16, 0 0 0人の住民は 2階や屋根裏に登ったり，市役

所などに避難した。

同市十目市町京薗寺地区では家ごと馬洗IIIiこのまれた家もあり，目撃した小学生は「その家
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の母親らしい人がカキの木に必死にしがみついて助けを求めていた」と懲ろし心を語していた。

まだ，逃げ遅れた市民は，いたる所でがいタオ）いやホウキを振るなとして救援を求めていた。

陸上自衛隊第 13剖：［月（広島県安五i勘毎田町）から粕 55 0人か永野広島県知母の要請て11

t」夜から相次いて］・[ITi；こ出虹 rti民の救出ゃ且糧（乾パン），水などの梢給作業に刀たった3

汁19大］を流れる濁流は 11日庄午す苔からいった八減り始め，避難していた人たらも自宅へ府

り，家財遺具の黙罪流人した上砂の掃除にとりかかっていた。ところかI,.」日夕方から1釘］は再

ぴ強くなり．水位が急激に上昇し始め， 1/iJ『午罰巾にも危験になった三次1町専法寺の内城）11が

はん扁し巾内に流入したので，二次占水防．本部は 12日午前 0時40分ぅ こ．一次町仝域 (2,l・ 4 6 

世帯， 6, 8 3 1人）に，続いて飼 1時20分， ．t-日市町 (2,8 0 6堂惜， 9, 0 8 0人）にも避

難命合を出したっ

由民たちは， ビ）いや各学校，礼苓台茫ある神社へ急いだ。 li,J0時 40分には市内全域が停電に

なったうえ， 3時罰には堤防を越えた水が市街地へ流れ込み，適路に濁水があふれた。腰まで

水につかり，家族 3 人で市役所へ避難した•十日市町， 竺姐佐々木チズエさん (52)ば「急に

増水し逃げるのにせいいっぱいだった。この分ではもう 2陪まで水につかっているだろう．う全

然眠れなかった」と不安そうな表情。

十日市町大杓ではL砂くすれで 2人が埋まり，救助に行った自街隊員が 12日午前 5時すぎ，

身元不明の男女 2人の死体を発見した。

市内にはいる道陀は前日から寸断され，雷話も［i]日午前 3時前に切れ）水防本部にはいっさ

いの連絡かはいらず， 市は文字通り孤立状態になっている。

〇庄原市

7月 10日

1 7 : 0 0 降り始めからの総雨禄 62. 5 mm。

7月11 El 

1 : 0 0 丙城川の水位が警戒水位 (3m)を突破し急卜昇を始めた。 （広島旦庄原観測所）

4 : 0 0 災害対策本部を設質。消防団に警戒体制をとるよう指!J心

5 : 0 0 降り始めからの総雨槃 19 2. 0虚。

5 : 3 0 本村川で衷由が幅60 mにわたって崩れ牛舎が押しつぶされ， 1人が士砂の下敷と

なり死亡。また，この牛舎より 50 mの所にある仕家 1Jゴが半壊し， 1人が行方不明

となり 1人が軽傷を負った。

6 : 1 0 本村町で警戒中の消防団旦 1人が本村川に転落し行方不明となった。
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6 : 3 0 屯話同掠が被災し通信が途絶した。

7 : 0 0 消防団長及び各地区の区長に対し1 牡ぷ鸞よ I)避難命合を出すよう指子した。

7 : 3 0 ム杓町に中表地区に避難命令を出した。

8 : 0 0 西城川が減水し始めた。

l 7 : 0 0 降り始めからの総雨覧 26 1 5立。

1 7 : 3 0 酉城川か再び増水し腎戒水位を突破し，水位が祖L界を始めたへ （広島県庄頑観測

所）

2 0 : 0 0 西城川が1まん濫し，高松，）甘手町など各池で床じ，床下浸水の袖害が続虫した。各

地区消防団を通じて避難命令を出した。

7月 12 H 

1 : 0 0 西城川の水 1〗'i か 6. 2 m (今次災害最闘水位）となっ・は （広島凩庄原観測手）

3 : 0 0 団城］1］が減水し始めた。

3 : 0 5 災害怠助法を適用。

5 : 0 0 降り始めからの総雨竜 39 3. 5 m叫

L谷町て衷山か崩れ仕家 1戸が全壊し， 1家 3人が生苔坪めとなった。 2Aは潰体

で発見したか 1人は行方不明。

9 : 0 0 災害救助対策会議を開催。

1 0 : 0 0 市長災害現地視察。西城川の水位が警戒水位以 Fに下がった。 （広島県庄原観測所）

l 3 : 0 0 西城川が再び磐戒水位を突破した。 （広島県庄原観測所）

時問不明 川北町万能ため池が満水となり，堤防が決製しド流0)水田や民家に流れ込んだのを

始め，各地のため池で堤防が決壊した。

1 5 : 0 0 西城II]が減水し始めた。

l 7 : 0 0 降り始めからの総雨鼠 39 8. 5繹。

7月 13日

5 : 0 0 降り始めからの絵雨畠 401.5mm。

6 : 5 5 区長会及び市議会災害対策緊急協議会を開催。

7月31日

1 7 : 0 0 災害対策本郭を解散3
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（中国新聞 7月 13日朝刊）

孤立地区が続出

庄原市では 12日午前 2時ごろ，市内を流れる西城川が，麻松， JII手町など各地区で決瑕，

国道 18 3号線と県道を洗い流した。特にIll手町では濁流がどっと流れ込んで 40戸，約 1DO 

人が孤立， 7時間後に救出したのをはじめ，麻町など孤立地区が相次いでいる。庄原署と市消

防署は，危険個所の 17地区， 1 6 D世帯 (70 0人）に避難命令を出し， それそれ安全な楊

所に移動させた。

午後からは同市川北町万能ため池が満水となりせきを切って下流の水田や民家に流れ出した

のをはじめ，各地のため池で堤防が切れた。庄原署は，付近の住民に早めに避難するよう呼び

かけている。 （以下略）

Of乍木村

7月 11日

1 : 3 0 災害対策本部を設賞

2 : 2 0 消防団に対して水防警戒に出動するよう指示。

6 : 0 0 江の川が増水い危険水位を突破したため，港地区の住民に対し！日三次高等学校，

役場等へ避難するよう避難命令を出し fら

7 : 3 0 江のIilがはん濫し，各地で浸水を始めた。

9 : 1 0 江の｝110)水位が 12,8 m（推定）となり大洪水となった。このため低地郭では，住

家の 2階部分まで浸水したのを始め，江の川沿いの住家は殆んど床 l:::.まで浸水した。

農協の有線放送施設が水没し全村放送不能となった。また＂一音部地区を除いて電燈及び

電話も使用不能となった。

被災者に対する炊出しを開始。

1 0 : 2 5 災害救助法を適用。

1 1 : 0 0 江の川の水位が下がり始めた。

1 7 : 0 0 県七木事務所より再び増水するとの連絡があり， このころより再び降雨が激しくな

った。

1 7 : 1 5 第1次洪水より更に水位が商くなると判断し，直ちに住民に対し再度避難命令を出

した。

1 8 : 3 0 江の川が再びはん濫し，浸水家屋が出始めた。

2 0 : 5 0 使用可能な電話回線も被災したため，通信が全く途絶し孤立状態に陥った。
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2 3 : 0 0 村役場庁舎 1階が水没したため，対策本郭を附近の民家ヘ一時移動させるとともに，

庁舎 2階に避難していた披災者を屋根伝いに高所の民家へ避難させた。

7月12日

2 : 0 0 西野地区でがけ崩れが発生し， 1人か上砂とともに作木川に転落し行方不明になっ

f’ ~o 

3 ; 0 0 江の川の水位が 15 m (推定，第 1次洪水に比べて 2m裔くなる。）となり大洪水と

なった。

5 : 0 0 江の川の水位が少しづつ下がり始めた。

9 : 3 0 自衛隊の災害旅遺を要請するため，職員 2名を了り次市へ屈遣した。 （県道大田三次

線が各地で寸断されているため布野村まで徒歩で行く。）

1 3 : 0 0 自衛隊到着，直ちに逍路等の応旧復lHを開始。

7月31日

1 2 : 0 0 災害対策本部を解散。

（中国新聞 7月14日朝刊）

孤立の作木村にはいる

そこには倒壊した家屋，床卜まで上砂に埋まった家一ー過疎化のうえに豪雨禍の追い打ち。

無残に打ちのめされた村があった。

麟作木一一布野村にはいる手前，約 6キロメートルの地点でプッツ＇）断ち切られていた。

作木川の激流がえぐりとったものだ。応急の板木が渡してある。すぐ足の下を濁流が渦巻いた。

村役場のある中心部，災害対策本部の設けられた役場近くの民家の壁には， 2階の窓あたり

に濡流に洗われた跡がはっ含りついている。

「水道はとまり，電話も不通，道路が寸断され，全くの孤立です。復旧見通しば今のところ

ついていません」と話す田久和武夫同村助役の顔は暗い。

増水した作木川と汀．の川はまたたく間に川沿い地区を襲った。被害の最も大きかったのは下

作木港地区。家屋があちこちで倒瑕している。

どうにか倒壊を免れた家の中には七砂がいっぱい。壁は落ち，家財道具はほとんど濁流にの

まれ，やっと立っているといった状態の家が多い。
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0加 計 町

7月 1o Fl 

1 7 : 0 0 降り始めからの総雨塁 81. 0対凡

7月 11 11 

2 : 0 0 道之□地区の井手ケ平町営住宅団地の住民 (14戸）に対し浸永0)危険が牛じたた

め，加討小学校講堂へ避難するよう避難命令を出した。

2 : 4 5 消防団員に対し警戒出璽』を指ホした。

4 : 0 0 災害対策本部を設醤，

5 : 0 0 降り始めからの総雨扇 15 2. Om凡

7 : 3 0 遥之口地叉でがけ崩れ（経さ 3Om, 幅 20 m)が登生し，住家 1戸が全睦して 2

人が生埋めとなった。直ちに，消防団貝を出動させ 1人を救出したか l人は死亡した。

8 : 0 0 道之口地区井手ケ平町営住宅Fll地の避難住民を没水0)危験がなくなったため碍宅さ

せた。

1 7 : 0 0 降り始めからの総雨犀 23 7. 0 mmo 

2 1 : 0 0 追之[1地区井手・ケ平町営住宅団地の住民に対し，ャ月度避難命合を出した。

2 1 : 1 5 河川沿いの危険地域住民に対して避難命令を出した。

2 l : 3 0 道之［］地区で1廿沖波が発生し民家 1戸か全壊3 避難中の 2人が流合れたが，水防作

業中の消防団員が救出し病院へ収容した。

2 l : 3 0 町内の太田川，滝山川， 丁/11, 西宗！！I, その他中小阿川がはん濫し，堤防の決壊，

家屋の流失，浸水が相次いだ。

2 2 : 0 0 消防団の水防活動及び警戒を強化するとともに住民に対し安全な場所への避難を指

示した。

丁川地区で大規模な山崩れ（高さ 10 Om, 幅 20 0 m)が発生し， 2口が埋没全

壊し， 3戸が半懐した。直ちに，消防団員を出動させ 3人を救出したが，残る 4人は

降雨が激しく 2次災害の発生するおそれがあるため，止むなく救出作業を中止した。

2 3 : 0 0 降り始めからの総雨量 271.5mm。

7月 12日

1 : 4 5 災害救助法を適用。

5 : 0 0 降り始めからの総雨景 36 9. 5111震。

6 : 0 0 「)li地区の行方不明者捜索のため消防団貝に出動を指示した。消防団貝，地元民が

協力して捜索活動を行った3
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8 : 3 0 災害対策太部会議を開催。

1 0 : 4 V ]川地区 (i)打！jぷ明者 1人を遺体で発見し収容した。

1 1 : 1 0 ]――Iii地区の行，t）不明者 2人を遺体で発見し収容したっ

1 7 : 0 0 降り始めからの総雨羅 41 6. 5 m宵．J

7 fl l 3日

8 : 0 0 前日に続き「！1［地区の行方不明者の捜索のため消防団貝に出動を指示した。

8月26日

l 7 : 0 0 災害対策本部を解散。
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第 3章 防 災 体 制

第 1節 概 要

本県における防災体制は， 県防災会議の作成する県地域防災計画を某凋として，次のように県防

災会議と国地方公共団体及び公共機関等の防災関係機哭により確立されている。

県防災会議は本県における防災行政が総合的かつ計画的に行われるよう県地域防災計画を作成し，

その実施を推進するとともに， 災害が発生した場合にわける情報の収集災害応急対策及び災害復旧

に関し， 防災関係機関相互の連絡調整を図るため県に設置されている。

また，防災関係機関は県防災会議において作成された県地域防災計画を基本として，

災業務実施機関としての災宮対策に関する実施計画を策定し，いったん災害が発生した場合には，

相互に一体的有機性をもって的確かつ円滑に対処し得るよう｛本制の整備を図っている。

以上の県段階における防災体制に対して県下各市町村においても県に準じて，

設置し， それぞれ作成された市町村地域防災計画を基本として， 市町村単位の防災体制が確立され

てし＇る。

これら本県における防災体制は第 3- 1図のとおりである。

それぞれ防

市町村防災会議を

第 3~1 医 本県における防災体制

指
定
地
方
行
政
機
閲

中国管区警察局， 中国財務局，中国地方医務局， 中国四困農政局，

広島食糧事務所，大阪営林局，広島通商産業局，広島鉱山保安監

督部，中国海運局，第三港湾建設局，広島陸連局，広島空港事務

―

ー

[
9

（
防
災
関
係
機
関
）

ロ
所， 第六管区海上保安本部， 広島地方気象台，

電波監理局，広島労倭茎準局，中国地方建設局

中因郵政局，中国

県災害対策本部
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関
日本国有鉄道広島鉄道管理局，岡山鉄道管理局， 日本電信電話公

係
指

社中国電気通信局， 日本銀行広島支店， 日本赤十字社仏島県支部，
定
公

機仕9 ヽ

日本放送協会中国本部， 日本適路公団大阪管理局1 日本通運株式

会社中国支店，中国電力株式会社
関

関 広島ガス株式会社，広島電鉄株式会社，福山通運株式会社，願戸
係

内海汽船株式会社，株式会社中国放送，広島県厚生農業協同組合
指
定 連合会，福山瓦斯株式会社，芸刷パス株式会社，芸北交通株式会

j 
地 社，中国バス株式会社，西鋏連輸卸広島支店，山陽トラ）ク株式

方 会社，芸備自動車株式会社， t：：おの海運株式会社，株式会社マッ
公

ダ運輸広島広島テレビ放送株式会社，社会幅祉法人恩賜財団済
共
機 生会支部広島県済生会呉総合病院

関

第 2節 県の防災体制と活動

1 防災体制

県は県民の牛命，身体及び財産を災害から保護するため，関係機関及び他の地方公共団体の協

力を得て県の地域に係る防災に関する叶画を作成し，県内の市町村及び指定地方公共機関の処理

する事務又は業務の実施を助け，かつ総合的に調幣する貴務を有している。

したがって，基本的には県防災会議において作成された県地域防災計画を基調としながら，更

に具体的に「広島県災害対策運営要領」を定め，県の各機関の防災体制の基準あるいは市町村と

の連絡調整， その他具体的な運用について定めている。

この中で，災害が発生し又は発生するおそれがある場合の防災体制としては， 「注意体制」，

「跨戒体制」及び「非常体制」の 3体制に区分して対応することとしている。

〇 注意体制

気象業務法に基づく注意報が発表されたときとるもので，情報収集及び連絡活動を主として

行い，状況により史に贔度の配備に迅速に移行し得る体制である。
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〇 警戒体制

気象業務法に某づく警報が発表されたとき又は発表前であっても災害の発生が予相ざれ瞥戒

体制をとる必要があると総務部長が認めたと合にその指ふによりとるも 0)で，清報収集，連絡

活動，災杏予防及び災実応急措骰を実施するとともにぅ串態0)推移に伴い[[lちに非常体制に切

り替え得る体制てある。

〇 非常体制

この体制は，災害対策木部が設置されたと合の体制てある。

災害対策本部

災害が次の各号のいずれか］に該壻し，かつその彼害が祖当大規模に及ぶおそれがあり，かつ

これに対する総合的な対策を講ずるため，特に知事が必要と認める場合に設屈する。

ァ 災害か 2以上の市町村の区域にわたって発生し又は発生するおそれがある場合

ィ 災害による被害に対し，災害救助法による救助を必要とする場合

災害対策本部の組織系統は，第 3-2図のとおりである。

また，災害の規模その他の状況により，特に現地での応急対策が必要であると認められると含

は災害対策地方本音いを設磁する。

水防本部

気象台から暴風雨，大ii]，商湘，洪水警報又は建設省と共同て洪水警報が発せられた場介， そ

の他知ボか必要と忍めたときは，十木建築部に水防本部を，各上木（建築）事務所及び広島港湾

中務所に水防地方本部を設i酋する。

ただし，災害対策本部が設固されたと合は，災害対策本郎の所轄に属し，水防の有機的一体性

の確保に努める。

水防本部の組織系統は第 3-3図のとおりである。
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第 3-2図 広島県災雲対策本部組椴系統閃
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2 災害対策本部の活動

日本海をゆっくり南下していた前線は，太平洋裔気庄の急激な衰退に伴い， 7月 9日夜から10

口未明にかけて中国地方を通過し，沿岸部を中心に強い雨が降り始め， 1 0日3時 10分，広島

地方気象台は大雨注意報を発表した。

これと同時に県は注意体制に入り，関係出先機関の長及び市町村長に対し防災体制の強化を指

示した。

雨は 10日夜半から一段と激しくなり，県北の江の川， 西城川，及び馬洗川の水位が警

戒水位を突破し危険な状態となったため， 1 1日7時大雨洪水警報の発表と同時に県7M防本部を

設置するとともに注意体制を警戒体制に切り替えた。

その後も降雨は続き，三次市で馬洗川が決蝦するなど県北一帯でこの豪雨による被害が相次い

で発生したため， l 1日l0時25分，県は，：：：次市，吉舎町，及び作木村に災害救助法を適用す

るとともに，同日 10時 40分，県に災害対策本部を設詈して非常体制に入った。

被害は，その後，更に拡大し県北一帯を中心として，県下全域に及んだ。

災害対策本部は，被災地における情報の収集，被災者の救援，救護，被災施設の応急復旧など応

急対策の実施について，県出先機関及び市町村に指示し，また自街隊の災害脈遣要請，防災関係

機関との連絡調整を行うなど，総合的かつ一｛本的な応急対策の実施に努めた。

また，災害対策本部は災害対策を強力に推進するため，次のとおり本部員を現地に旅遣し，被

災地の調査及び災害応急措腔の総合調整を図った。

なお，災害対策本部は 24日l7時に災害の応急対策がおおむね完了したため解散した。

0被災地調査および災害応急措置の総合調整

7月 11日

副知事は，県北地域特にて次市を中心に馬洗Il!，江の川の水位が急l::昇し堤防を溢水するとい

う情報に接し，急きょ，二次市長と連絡をとり同市へ急行し， 1 3日まで引き続き具の出先機関

を始め，市及び水防関係団体並びに知事の災害派遣要請に基づいて出璽｝した陸上自衛隊第 13師

団による避難，救助活動及び応急措醤のための活砒等について総合調整を行うとともに近隣被災

町村の実情調査を行った。

7月12日

商工労働部長を三次市に派遣し副知事の現地における総合調整の実施を補佐せしめるとともに

引き続き県北地域における被災状況の調査とその対策を行った。

7月13日

知事は，県警察本部長とともに被災の大きい県北地域の各市町村の現地調査を行った。
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民生部長，農政部長，衛生部次長，農政郁次長，教育委員会事務局次長等を高田，山県地域あ

るいは県北地域に旅遺し，被災の実態ぱ握とあわせて，災害救助物資の給与，水稲，野菜等の生産

対策，畜産対策，農家の被災者対策，防疫対策，被災教育施設の応急措圏並びに指導をそれぞれ

行った。

7月 14日

知事は前日に引き続苔芸北地域の被災状況の現地調査を行った。

教育長及び林務部次長を三次市，庄原市に限遺し，被害状況の現地調査を行うとともに今後の

対策を指示した。

また，民ft部長及び衛生部長を裔田及び県北地域に派遣し，被災地の応急対策について指示し

た。

7月15日

知事は，自衛隊のヘリコプターにより庄原市，竺次市，比和町，君田村，布野村，作木村，総

領町の現地調査を行った。

また公害対策局長を県北地域へ派遺し，防疫及びごみ処理対策について指示した。

7月 16日

知事は，前日に引吾続きヘリコプターにより油木町，神石町へ，副知市ば，加計町，戸河内町，

豊平町の現地調査並びに町村の関係者を激励した。

また，農政部長，土木建築郭長及び農政部次長を県北地域に脈遺し被災地の応急対策について

指示した。

7月 17日

知事は，建設大臣を三次市へ案内し，被害状況を説明するとともに援助協力を依頼し，副知屯

は，作木村，高宮町の現地調査並びに町村の関係者を激励した。

7月18日

農政部長を，農林政務次官の県北馳域の視察に随行させ被害状況を説明するとともに援助協力

を要請した。

民生部長を県北地域に沢遺し，現地における救援活動等について指導させた。また民生部次長

を厚生省へ被災状況等説明のため上京させたく〉
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7月 19日

副知事は，戸河内町，吉和村の現地謁査並びに町村の閃係者を激励した。

また，民生部長を芸北地域へ，林務部次長を神石地域へ派遣して被災地の応急対策について指示

した。

7月 20 f_ 1 

}木建築部長を福山地区へ，林務部次長を備北地区へ，士木建築部次長を加計地区へそれぞれ

脈遣し，披害状況の現地調査を行うとともに被災地の応急対策について指示した。

7月 21日

土木建築部次艮を衆議院災害対策特別委員会の視察に随行させ，被害状況を説明するとともに

協力援助を要請した。

また，林務部次長を昼田地区へ旅遣，被害状況の現地誠査を行うとともにその対策を指示した。

7月11日～ 21日

今回の災古の特徴の一つとして，追路及び通信施設の破損壊 I•こより多くの町村が全く孤立状麿

におちいったので， これら町村の被災実態を緊急には握する必要があり，かつ連日の災害応急活

動に困ばいしている出先機閉を応援するため本庁から職貝を急脈し，災害の実態は握と応急措賞

を実施した。

なお，災害地（主として竺次市）への災害復旧機材の輸送及び救怠医薬品，食糧，衣料品等の

生活物資輸送の円滑化を図るため，県知事及び県公安委員会は災害対策慈本法第 76条に基づく

災害応急対策緊急輸送車両の標章及び証明雷を第 3-1表のとおり発行し，調整を図った。

第 3-1表棟章及び証明書の発行状況

発行者 発］；：～～：日 7/14 7/15 7/16 7/17 計
- ～ 

県＂市町村 1 1 4 248 5 2 60 4 7 4 

国 鉄 200 1 20 1 0 0 4 20 

県 現 地 200 1,500 500 2.2 00 

般 - I 24 16 40 

小 計 514 1,868 576 176 3,134 

県委公員安会 般 等 1,671 

合 計 4,805 
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災害後の防災体制の整備

今回の豪雨に対する防災体制についてぱ主原市ほか 15市町村において通信が途絶したほか，

災宮対策本部に対する市町柑，関係棧関及び住民からの情報あるいは問い合せが殺倒し災害対策

本部ぬ気象情報匂伝迅災害渭報の収累防災活動の指示などに支障を恙たす等災害対策ピ多く

0）関起を残した。

このため， 県ではこの災害の尊い教訓を生かして1 防災体制の強化を図るためl 次の措醤を行

っr、•O

〇 附和 48年 5月に「広島県災害対策運営要領］を改正し， 県下を 14ブロ・ノクに分けて主要

出先機関にそれそれ災害対策支部を設置し，管下の百町村における災害情報の収集0)一元化を

図るとともに必要な応急対策を実施させることとした。

〇 災宮の長期化に対処できるよう災害対策本部の事務局に絵括班，情報班及び連絡班を設け，

分掌事務の単純化によって混乱を防ぎ，迅速な情報収集，適切な命令，指示の伝達を図ること

とした。

また，実施部では，県民からの災害に関する問い合せに対応するための窓口業務を広報班に

分掌させるとともに，新たに救授物資，防災資機材等の輸込に必要な交通規制，逍路規制及び

迂且路の指示等を所掌するための交通輸送班を設習した。

更応，災害時紅おける道路交速の円滑な確保と救援物資，防災資機材等(/)緊急の輸送が円滑

に行われるよう交通対策；計歯Iとして， 「災害時における適路交通規制及び緊急輸送確保の手引J

を作成した。

〇 非常事態における通信手段の確保を図るため，昭和 48年度を初年度とした 3カ年屯業（総

［費 21億円余）で，防災行政無線施設を整備し，県の出先機閲は勿論のこと，国筈0)主要な

防災関係機関及び県ド各巾町村との無粽による通信網を確立した＂

5 水防本部の活動

7月 10日3時 10分に人雨注意報が広島地方気象台から発表されると同時に上太建築部同III

課，迅路維持課をはじめとする本庁と各土木（建築）事務所，広島港液事務所の出先機関に水防

準備班を置き水位，潮位，雨霞及びダム状況，その他水防に関する情報を収策し，関係機関に情

報を通報するとともに水防本部設饗の準備を行った。

7月 1 1 日 7 時大雨洪水警報の発表と同時に土木建築部河川課 1•こ水防本部を，各士木（建策）

事務所及び広島港湾事務所に水防地方本部を設置した］

水防本部は，各水防地方本部に対し，水防資材の点検と水防警報を行う河川について水位の上
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昇及び危険の状況に応じ，適切な指示がとれるよう距導するとともに道路，河川，砂防施設等の

災害及び交通規制の状況を速やかに報告するよう指示した。また， ご次地区の河川の水位が七昇

し始めたことに伴い，万年上のう 1万枚を三次地区へ輸送し，二次土木建築事務所管内へ河川課

戦員を実態調査のため旅遣した。更に，各水防地方本部において河川の警戒水位の突破並びに溢

水及び道路の交通不能の箇所が増加し始めたので，厳重なる署戒体制と適確な措招をとるよう重

ねて指示した。

7月 12日災害対策本部の要請により，三次地区等へ吠等 4片9,200枚を輸送した。また県

営東山住宅に崩士が生じた0)で， これの復｛日を行った。

なお，三次，上下土木（建築）事務所管内の被災状況調査及び技術援助を行うため，本庁事務

職員4人，技術職員 4人を 2班に分けて沢遣した。

7月13日6時 55分大雨洪水誓報は解除されたが，被災の状況，河川の水位等諸般の状況か

ら水防本部をこのまま仔隧することとし，誉戒体制の継続を指示した。また，三次地区へ万年上

のう 5万6,500枚を 3回に分けて翰込したのを始め，で次水防地方本架の連絡用自批申を確保

するため車両 10台を移送した。吏に，三次土木建築事務所管内の被害状況のは握と緊急連絡を

とるため，商田郡甲田町を中継点とする無線機を設置し，本庁及び＿口次士木建築事務所の職貝各

1人を中継点（甲田町公民館）へ配磁した。

7月14日現地調査のため道路維持課長，河川課長を吉田，三次，庄原， 卜］下地区へ沢遺した

のを始め三次，庄原，上下地区へ本庁及び戸原士木建築事務所から現地誨査の応援のため識員を

旅遺した。

二次市災害対策本部ヘダンプカー 16台， ショペルカー 3台を移送するとともに布野村へ仄

1, 0 0 0枚を輸送し，加計水防地方本部へ万年土のうを 2万枚，広島水防地方本蔀へ 1万枚，庄

原水防地方本部へ 3万枚，吉田水防地方本剖へ 1万枚の輸送を行った．

7月 15日，災害復旧上卓の応援のため，本庁及び沿岸の各＿t．．．木（建築）事務所から1::.下土木

事務所へ 5人，二次土木建築事務所へ8人の職員を派遣した。また，緊急汽定事前誤査，現地調

査（落橋調杏，電気被害調査，都市施設調査）のため，それぞれ建設省阿）I［局防災課芳賀資定官，

上木建築郁長，道路建設課長，道路建設課職貝，営紹課眺貝及び都市整備課職員が庄原，加計，

三次及びl．．．下地区へ赴いた。また，庄原水防地方本部へ麻袋 3万枚を，縣官町へ収を 8,0 0 0枚，

吉田水防地方本部へ臥を 1万枚輸送した。

7月15日12時，雨屡及び河川の水位等の状況により水防本部を解散した。

なお，広島県が使用した水防資材の状況は第 3-2表のとおりである。
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第 3-2表 県水防資材等の使用状況

資 材
“ 冒ヽつ

臥 万年土のう ビニール袋 杭 麻 袋 縄

上木事 単
数量

単
数量

単
数量

単
数星

単
数量

単
数量務所名，，位 位 位 位 位 位

加計 枚 1,0 0 0 枚 10,930 枚 I 本 1I 枚 kg 

吉田 II 13,721 II II 7,000 II 90 II 720 ” 375 

西条 ff II 1,000 ” ” 
／／ ff 

福 山 II II 11,100 II II 325 II II 

上 下 II 1,930 II 3 2,5 7 0 II II II 510 II 

三次 II 8,495 II 71,0 4 0 II II 224 II 27,400 II 750 

庄原 II 4,970 II 1 9,5 0 1 // II II 12,000 II 625 

計 II 3 0,11 6 II 146,141 II 7,000 II 639 II 40,630 II 1,750 
"~ 

第 5節 市町村の防災体制と活動

各市町村は，気象予辟報の受信のつど，有線放送，広報市等により住民に， その内容を伝達し警

戒を呼びかけるとともに災害に備え体制を強化し，災害発生のおそれが出始めた 10且前後に相

次いで災害対策本郁を設罹し，水防活動，避難の指示，勧告，被災者の救助，救護に当った。

災害対策本部の設固状況は第 3-3表のとおりである。

なお， 7M防団の活動人員及び使用した資材（国庫補助関係分）は第 3-4表のとおりである。

第 3-3表 市町村災害対策本部設置状況

設 屑 解 散 設 窟 解 散

市町村名 市町村名 I1月 --

月 日 時分 月 日 時分 円 時分 月 日 時分

呉 市 7 12 14 : 30 7. 13 16: 10 庄原市 7. 11 3: 05 7 31 17 : 00 

竹原市 7. 10 17 : 20 7 12 18: 00 大竹市 7 11 16; 20 7 13 20: 00 

三原市 7 11 7: 00 7. 13 7 : 00 府中町 7. 12 13: 30 7, 13 8; 30 

尾適 市 7 10 18: 45 7 13 14 : 00 
広島市

7 10 17 : 00 7 13 22: 00 
OO 越町）

府中市 7. 11 6 : 15 7, 13 9: 00 広願 野島｝［旧市］） 7. 11 12: 00 7 13 22: 00 

三次市 7. 11 3: 00 7. 26 17 : 00 坂 町 7 10 16: 20 7. 15 8: 30 
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設骰 解散'f町も］名□[[T時分t□三二[9 →」 9.4 1・ 9月日］祠―□□□時

I 音ー一□五 l ―7 〗]］・ニー[] ]4 i l7 1̀安甫町 17 121 13 3(） ！ 7 1Jl 10 00 

謝来町 7. 12 i s : oo I 7. l 9117 = oo I久井町 7. 11 I 8 : 30 I 7 l 4 ! 9 = oo 
| 1 i 

| 吉和村 1 7 11 20. 30 | 7 3 1 17 00 11叫島町 17 9 10 : 00 | 7 ] 2 24. oo 

，能芙町 178  17 ]0 1 7 11 1 20. 00 1甲山町 7 11 ! 7 • 30 1 7 14 1 17 : 00 
I広島巾 l i l 賃白市町）＇ 7．11| 14 ; 00 1 7 12 3 : 00 世羅町 7 11 1, ： （）0 1 8 31 ! 12 : 00 

蒻塁嘉）I7 11 13 : （）0 1 7 l2 5 : 00 1誓藉也町 7 1] 1 7 : 30 7 14 ! 

Ir• 白
, 1 

{、←；鼠間・)I712 9. 00 1 717 1 10噌 00II神辺町 171  1 7. oo I 7 13 ] 2 00 
」 I ||日加，，1 町！ 712 1 400 1 8 公6| 17 00 |1心悶嘉） 7 ll I 7 00 7 16 1 12 30 

1箇賀村 71019: 00 ! 7 ]5 1 17 : 00 :I贔鸞喜〉 7 1 1 5 : （）0 1 7 13 17 : 00 

I戸亙1内町 7 1j・ I 8: 3o i 7 17 1 17. 00 1噂贔尉 7 11 ! 9 007  14 16 00 

I上北町 17 1l | 8 30 7 20 l7 15 1油本町 17 11 11 00 1 7 25 i 17 00 

l)、朝町 17. 11 I 22 = 00 17. 14123 ; 00 II神石町 17 l l 1 2 ()（） I 8 1(） I 17 00 l 

9 : 00 7 18 i 7 : 00 豊松村!7. 11 I 7 : oo I 1. 13 i 1 7 : oo 

00 7 17 ! l7 00 1岬且喜I71  1 7 00 1 7 13 1 17 0(） 

: 00 ! 7. 20 i 17 : 00 II L 下町！ 7. 11 I s : oo I 7. 19 I 11 = oo 

10 1 7 24 1 5 00 II総領町 7 11 1 8 007  25 1 17 00 

: 00 i 7 20 1 17 : 00 1：甲奴町 17 11 7 : （）0 7 27 5 : 30 

: 00 9 7 19 10 : 00 !！君田村 7 11 1 : 30 7 29 1 18 : 00 
1 

: oo ! 1. n I 9 : oo 布野村 I1. 10 I 11 : oo I 7. 1s I 11 : oo 
i 

; 15 I 1. 14 I 1 : oo II r乍木村 1. 11 I 1 : 30 I 1 31 I 12 = oo 
! I! 

: 00 1 7 13 1 21 : 30 1古舎町 1 7 11 9 : 00 7 25 17 : 00 

I , 30 I 1. n 1 9 : oo 11ーニ良坂町 7. 11 I 7: oo I 7. 26: 17 = oo 

□□5:：71:／□□□ 
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第 3-4表 市町村水防団貝等の活動状況

市町村名
水防活動
人貝

I 

枚

広 島 h
 

ェー

広島市（雀札靡J)

呉

甲

安

尾

福

新

出

芸津

|
1
2
3
1
 

道

山

市

市

町

町

市

市

町

福山市（駅家町）

--l 市

市

町 1

I 

次

加

千

計

代田

J¥ 千 代

町

町

広島市（白木町）＇

瀬町

和

黒

大

主 9知
土 な

臥

晶 野

町

町

324 

26 6 

3,401 

338 

310 

l,O 7 9 

1,265 

2,4 1 0 

3,130 

3,018 

2,807 

205 

1,3 43 1 

212 

231 

452 

1,300 

230 

1,795 

5,730 

6,048 

2,4 2 2 

5

1

6

 

3

9

6

 

3

2

7

 
'

，

 

7

4

 

29 0 

580 

1,007 

1,406 

2,220 

厄年上の

1,2 8 

2,8 4 

4,99 

62 

4 o I 
6,2 1 7 

1,500 

2,3 l 0 

42,358 

5,000 
！ 

15,430 

3,800 

4,4 3 0 

49 0 

3,650 

使

r
 

一
袋
枚

i

ー

”u｝ 二ビ袋
枚

用
祠

資 材

杭・丸太
kg I,$: 

竹
束

む し ろ
枚

圧
弔

f
れ

y 考

600 

1,3 4 4 

1 0 

2,l 4 5 

416 

6

i

 

1

4

 

2

3

 

55 

27.5 

180 

84 0 

6 26 

1,8 0 0 

90 

256 

90 

1

c

J

 

り

J

l

37 

350 

1,170 

499 

2,5 1 3 

384 

849 

160 

14 0 

79 

1, 4 3 3 

929 

3 25 

ー9』

0J-ゥ1

8

6

1

0

 

3

3

3

 

66 

r
,
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ー

28 



．．し『『鴫

水防活動 主 要 な 使 用 資 材市町村名
人 員 臥 月年上の枚う 麻 袋 ビニール袋 縄 杭・丸太 竹 む し 枚ろ

備 考
枚 枚 枚 kg 卒 束

大 崎 町 300 7,430 528 

福山市（加茂町） 454 418 1,450 3 6 2 465 541 78 

神 辺 町 746 2,520 2,89 D 5 0 0 3,575 

府中市（協和村） 24 9 2,616 1,0 0 0 7 5 

総 領 町 500 2,100 6,540 

世 羅 町 800 3,750 10,210 75 80 1 0 石1,430”
板20枚

世羅西町 695 3,160 3,100 24 0 

比 和 町 35 0 5,000 96 1 0 

1241 

布 野 村 582 2,800 584 2 40.8 6 

三良坂町 460 24 6 3,500 184 665 l 4 50 

西 城 町 900 8,320 30 130 

東 城 町 78 2 4,650 730 

計 28,139 61,130 133,078 2 3,0 1 5 6,871.3 1 3,9 1 5 306 88 

注主要資材が 15万円以上の市町村である



第 4章応急救助

第 1節概 要

今回の豪雨により，特に三次市を中心とする県北部一帯の被害は激甚を極めたが，県はこれら市

町村に対する迅速な救援活動の実施を確保するため，三次市ほか 24市町村に災害救助法を適用し

避難所及び応急仮設住宅の設腐，炊出しの実施，被服，寝具等生活必癌品の給与等被災者の救授，

救護に当たった。

一方，知事の災害旅遺要請を受けた陸上自衛隊及び県警察本部はそれぞれ災害派逍部隊を現地に

出動させ，地元消（水）防機関と協力して昼夜を分かたず，堤防の築堤，孤立者の救出，適路の啓

開，救援物資の輸送，給水支援，引水後の流木，泥士の処理，防疫等に献身的な活動を続け，災害

直後の応急措置の推進に重要な役割を果たい物心両面にわたって被災地任民の大きな支えとなっ

た。

また，日赤広島県支部は被災地の医療確保のため救護班を現地に沢遺し，医療活動を続けるとと

もに，国鉄，電々公社，中国電力鞠等の機関においても，全力を挙げて早期復旧に努め民生の安定

を図った。更に， この度の災害では，地元住民の協力はもとより，県北一帯で有線電話匡線が被災

し，通話不能となり，通信途絶地区における被災状況のは握は困難を極めたか県内アマチュア無線

クラプ員の積極的な協力により情報収集が行われるなど官民一体となった応急活動が展閉された。

なお， この度の災害に際して，全国の団体，個人から多くの救援の手がさしのべられ義援金，見

舞金，義援物資等が続々と県災害対策本部に寄せられた。

第 2節 災害救助法の適用状況

今回の災害は，原下全域にわたって，多くの人的被害及び家屋の被害をもたらした。特に，三次

市を中心とする県北一帯は大災害となり， 7月 11810時25分，三次市，吉舎町及び作木村を

かわきりに， 1市8町 1村に引き続き 12日には，庄原市をはじめ 1市10町に， 1 3日には 3

町 1村に合計 25市町村に対し，第 4-1表0)とおり災害救助法を適用して，各種の救助を実施

した。

なお， 1 3日13時30分，県下における住家の滅失世帯数が2,0 0 0世帯（住家の全壊，Y1,半

壊し］床上浸水 1/3による換算数）を超えるに至ったので，法の適用基準を［司法施行令第 1条第
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1項第 1月（注 1)から同項笥 2号（注 2)へ切り換えた。

注 1 災害殺助法施行令第 L条第 1項第 1号

誓該市町村の区域内の人口に応じそれぞれ別表第 1に定める数以上の世搭が滅失したこ

と。

注 2 災害救助法施打令第 1条第 1項第 2号

当該市町村の区域を包括する都直府県の区域内において，当該都道府県の区域内の人口

に応じそれぞれ別表第 2に定める数以上の世帯の仕家が滅失した場合であって，当該市町

村の区域円の人口に応じそれぞれ別表第 3に定める数以上の世甫が滅失したこと。

別表第 1

，住家が滅失
市町村の区域内の人口 1した世帯の

数

別表第 2□/区一域内の人［I

仁

□ □  300,000人以上

! 1,000,000人未満

I ! 1,000,OOO人以上
2,000,000人未満

2,000,000人以ヒ
3,000,000人未満

別表第 3

住家が滅失

I 
市町村の区域内の人口 した世帯の

数

5,000人未溺
| 

15 

5,000人以上 15,000人未満| 20 

15,000人以ヒ 30,000人未満 I 25 

30 

50,000人以上 100,000人未渦 I

ロ門竺ぎーヒ300,000人未満

40 

50 

I 300,000人以上 75 
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住家が滅失
！した世帯の

I数
1,000 

1,5 0 0 

2,000 
．． 

2,500 



第 4-1表 災害敦助法の適用状況

救 助

用
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ー・［
↓
 

時
”"  

ご一 次 ih | 7月11日
10.25 

占舎町
｛ 

｀ 木村
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ニ良坂町 112 15 

神石町•I 13.35 i 
上下町

I甲奴町

I 
1託宮町 17.35

I.::i:.1"f-m1+1T I 千代田町 I23 30 
i 
I 

大朝町 1

I 
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災害救助費

災害救助法の適用に基づく災害救助費の支出は，被害が甚大であったため同法第23条に規定

する救助の種類のすべてにわたって行われ，支出総額は 1億 69 6万円にも及訊被害の状況を

反映して二次市，作木柑をはじめとして県北―•楷の市町村に過去に例のない救助費の支出となっ

た。救助費の種目別内訳及び市町村別内訳は，第 4-2表及び第4-3表のとおりである。

第4- 2表 災害救助法による救助費の種目別内訳表

県 分 計

員数 1実支出額戸；渭いー数実支出額 i胃庫“

-------------+-- 896:-- ＆9三二：75 ~U9v,  

二こ。5 ロニ3ーニ二
ロ□三ロニ
郡

. 3,756 

埋葬］／
--8-J__—―-←一·--+---+--—―-

蹄害物の除去~::ロニロ□□□．．［ー ：□／□三：
□-

災害にかかった
者の救出費

災害にかかった住
宅0)応急修理費

学用品の給与費，

死体の捜索費

＇死体の処理費

i輸 i

人ぅ

法第34条による
補償費

小計（救助費） 17,200,775 j 17」33,221

17,2~1 
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第 4-3表 災害救助法適用市町村の災害救助費涸

困・屎の負担 国・県の負担
市町村名 実支出額

対 象 -額
市町村名 実支出額 対 象 額

広（高尚島町市） 50,105f'l 50,105円 上下町 l,654,488Pl 1,492,468F 

三次 市 32,827,076 31,756,346 総領町 4,985,233 4,700,657 

庄原市 3,674,555 3,674,555 甲 奴町 1,480,868 1,455,544 

加計町 6,814,994 6,750,539 君田村 775,896 708,768 

戸河内町 139,510 139,510 作木村 19,447,093 18,547,562 

大朝町

゜ ゜
吉舎町 6,854,665 6,808,688 

千代田町 2,458,936 2,449,669 三良坂町 3,357,756 3,357,756 

豊平町 44,250 32,310 西城町 2,008,480 1,934,861 

吉田町 148,885 148,005 東城町 2,829,986 2,640,279 

商宮町 4,339,127 3,985,210 口 和町 2,078,470 1,797,640 

甲 田町 1,444,057 1,430,247 比和町 518,372 516,872 

世羅町 924,650 632,350 ！」ヽ 計 l 06, 778,369 102,819,580 

法第34条に
油木町 2,956,778 2,913,538 

よる補償費
188,224 188,224 

神石町 4,964,139 4,896,101 令L.．1 計 100,966,593 103,007,804 

2 避難所の設謹

避難を要する人々を一時的に収容し，保護するため，県下に 35 9箇所の避難所が開設された。

なお，災害救助法に基づく避難所の設毀期間は，原則として 7日間となっているが，三次市を

中心とした県北部の被害が甚大であったため，厚生大氏の承認を得て二次市外 14市町村の避難

所の設賃期間を， 7日間延長して 14日間とした。また，三次市及び作木村について1よ，更に 7

日間の期間延長をし，合計 21日間にわたり避難所を設憐した。

県下の避難所の設翌状況は第 4-4表のとおりである。
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第4-4表避難所の設置状況

市町村名 設個数↓！ 設殴期間 支 出 額 収容延人員
. • ・ー・·—— r ・ ・ ・ ・ ・ ---・”~-~ --• • ------―――・ • • • -．n 

= 次 巾 3 2 I 7月l1「3~7月31日 円
592,098 28,456 

庄 原 市 57 7月12日～7月18目 3 5, 1 3 0 2,0 0 6 
I ナ-，→ヽ． a屯，， 市

4 7月 13日～ 7月19日 4,000 146 （砂陽町）

加 計 町 53 i i 7月］ 2 11~ " 7月18門 1 6,4 5 0 7,051 

戸河内 町 1 l 19,800 7 4 2 

千代田町 5 800 430 

吉 田 町 3 6,800 224 

向丑ぅュ 宮 町 l 9 7月 11 R~  7月20日 59,040 846 

甲 田 町 2 7月12日～ 7月18日 5,000 1 2 3 

油 木 町 7 7f]13[1~7J:]20「--l 40,220 1,244 

神 石 町 1 7月11日～ 7月l7日

゜
235 

_I:: 下 町 4 ” 13,34 0 170 

総 領 町 27 7l]12[]~7「]25 Fl 25,560 852 

甲 奴 町 7 7月11日～ 7月 17 f1 3 8,7 1 9 730 

君 田 村 4 7月l3 I--l～ 7月19 H 2,380 239 

作 木 村 44 7月I1日～ 7月31日 161,368 5,676 

吉 舎 町 l 0 7月 11日～ 7月17 □ 3 0,1 4 0 l, 0 7 4 

三良坂町 24 7月 I1日～ 7月24日 16,770 698 

西 城 町 27 I i 7月12日～ 7月18 Fl 35,160 l,1 7 2 

東 城 町 7 7月 12日～7月24□ 73,870 3,267 

口 和 町 I 1 7 }］ 1 2日～ 7fl 2 o日 31.0 3 3 547 
l ` 9鴫

計 359 1,207,678 55,928 
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5 炊出しその他による食品の給与

被災者の食生活を•一時的に保護するため，県下 2 4 2箇手で，延 54, 8 0 8人に炊出しその他

1こよる宜品の給与が釘われた。

なお，災害救助広に基づく炊出しその他による食品の給与の実施期閤ぱ，避難所の設置期間と

同様 7日間となっているが．避熙所の設憤じ）期間延長にともない， 7「i問ては歿災者の救助の実

施が困難となったので， I辰主大臣の承認を褐て， 7日「閉の期問延長を 2度にわ f：：り行い，炊出し

その他による食品0)給与を実施した。

県下の炊出しその他による食品給屑の実施状況は第 4- 5表のとおりである。

第 4-5表 炊出しその他による食品給与の実施状況

市町 村名 炊出し個所数 実施延日数 給食延人貝 実 支 出 額

二 次 市 3 2 1 8 8日 2 8, 4 5 6 4, 1 5 8, 5 8 7円

庄 原 市 2 3 5 3 1, 0 8 2 1 8 7, 8 9 5 

広（高島勘町市） ゥと 2 l 6 8 3 1, 1 0 5 

加 i | 町 1 1 4 3 4, 1 7 3 6 6 0, 7 3 3 

戸河内町 2 7 5 0 3 5 6 6 2, 3 3 0 

千代田町 2 1 4 3 4 0 8 0, 8 8 7 

吉 田 町 3 6 8 4 17,440 

高 守し1 町 1 1 7,1 6 9 0 2 2 3, 6 6 0 

甲 甘l 町 1 1 5 9 1, 3 3 8 2 5 5,5 3 2 

油 木 町 2 1 3 1, 1 4 4 2 4 8, 3 2 ;3 

神 石 町 2 6 2 1 9 5 0, 2 6 0 

上 下 町 6 l 6 1 6 9 2 2, 8 8 7 

総 領 町 3 3 2 6 7 1, 8 5 9 4 2 7, 5 2 5 

甲 奴 町 1 6 5 l 4 8 9, 2 8 9 

君 田 村 3 4 2 3 9 27,936 

作 木 村 1 6 1 4 1 7, 6 3 9 1,820,528 

吉 舎 町 6 2 7 3,3 1 3 8 0 2, 2 6 5 

三良坂町 1 3 5 0 9 5 0 2 0 0, 3 9 4 

西 城 町 2 2 2 8 1, 1 0 6 2 7 6, 8 4 9 

東 城 町 ， 2 9 5 9 6 291.593 

口 和 IBJ 6 2 0 3 l 2 78,400 

比 和 町 l 1 6 1 l 3, 8 7 2 

計 2 4 2 1,0 9 7 54,808 1 0. 0 2 8, 2 9 0 
9 9言」 9`”'”~~•--・ ・ --・ ・ ・ -・ ・ ・ ・ ・ ・ ----・ •~` 
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4 飲料水の供給

災害によって飲料水がこ渇し，又は汚染し，現に飲料に適する水を得ることが出来ない被災者

を保護するため，県下 7町 1村で延 16,980人に対して飲料水の供給が行われた。

飲料水の供給の状況は，第4-6表のとおりであるウ

このほか，伝染病予防法に基づき，飲料水の供給が実施されたが，その状況は第4-7表の

とおりである。

第4-6表飲料水の供給状況

市町村名 供給対象人員 実支出額 市町村名 供給対象人員 実支出額

加計町 2,865 348,890 円 作木村 395 29,550 円

吉田 町 3,700 1 1,6 0 0 西城町 849 9,000 

甲 田町 4,000 139,340 東城町 1,427 34,660 

油木町 1, 14 4 61,280 計 16,980 654,960 

甲奴町 2,6 0 0 20,640 

第4-7表 飲料水の供給状況（伝染病予防法に基づくもの）

市町村名 供給期間 対象人員 実 施 概 要

甲 奴 町 7/12~7/18 283 上下町からタンク給水

府 中 市 7/11~7/12 236 福山市から II 

甲 田 町 7/12 2,059 甲田保健所のろ過器を使用し給水

吉 田 町 7/12 1,757 広島市，呉市，蘭廿日市町の給水車 3台に
より八千代町 易水道から給水

加 計 町 7/12 1,738 町内の井戸水，湧水等により水を確保し
給水

5 被服，寝具その他生活必幣品の給与

災害によって， 日常生活に欠くことのできない被服，寝具その他の衣料品及び生活必需品をそ

う失又はき損したため生活を営むことが困難な被災者に対し，一時の急場をしのぐためこれらの

必需品を 2市 l7町 2村の5,8 0 6世得に対し第4-8表のとおり給与した。

なお，県からの救助物資0)緊急輸送の状況は，第4-9表のとおりで， これら救助物資のうち

米，副食缶詰等については被災者に対する炊出しとして，毛布，肌着等については，生活必需品

として被災者に給与された。
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第 4-8表 被服，寝具その他の生活必需品の給与の実施状況

給与世帯数 給 与 品 目

市町村名
半壊及び

実支出額
上下作業 炊事用具

全 壊
床1:浸水

計
服

肌 着 毛 布 布 団
セ ッ ト

その他
I 

三次市
円 着 枚 枚 梱 .i,.,e 

40 3,424 3,464 13,483,670 8,454 3,6OO I 6 

庄原市 14 37 51 328,375 36 300 79 32 ， 
加計町 35 127 162 1,016,302 466 573 ]62 

戸河内町 5 l 6 41,400 16 2 

千代田町 16 141 157 849,230 訊
339 I I 

232 140 73 

吉田町 1 
9, | こ

19 81,000 2 36 

高宮町 17 32 49 438,880 354 290 249 

甲田町 1 238 239 526,095 
671 

128 30 225 6 

油木町 l6 15 31 257,400 216 192 

神石町 21 

95゚9 

180 963,272 700 540 80 

上下町 6 6 142,195 53 g 8 6 

総領町 22 79 101 830,832 64 520 17 蕊 5

甲奴町 7 46 53 198,040 24 296 59 19 

君 田村 2 10 12 35,548 17 11 27 

作 木村 34 152 186 1.176,893 700 700 175 l75 

吉 舎町 13 348 361 臨，僅5 63 307 

3臨00I ， 
104 

三良坂町 7 189 196 391,672 13 243 18 

西城町 ， 223 232 762,355 258 31 54 2 96 

東城 IBJ 26 137 246 531,231 53 279 148 20 

口和町 3 13 16 84,057 3 8 5 3 4 6 

比和町 6 33 39 210,000 32 

計 301 5,505 5,806 23,0お，462 552 4,440 12ぷ49 96 4,565 1,090 
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第4-9表救助物資の緊急輸送の状況

| 市町村名| 品名及び数塩 出発 f-i

口 次 叶jゃ↓'毛--布 8-0 0枚，給水タンク-5-個-」------~~ - - - - - - - - -””-- -ユ—L ―7-月--1 --1-日9 

毛布3,1 2 5枚，米 15,000食，乾パン 8,7 0 0食，包装紙

1 5, 0 0 0枚？姑2,06 0束，灯油（ドラム缶） 18本， ，7月 l2日

飯缶詰 12, 0 0 0個
-------つつ 戸^ ”`＂ --------••_ ~つT 、マ言 --. ^“幽—~ ~ ----も ”ロ

7月13日

7月14 0 

ンク 3個 7月 12日

7月13日
- • - - - - - - T - m - ＂9 -`--------“--•一―----T r -」---

7月 14日
ト------------ー-—------→--------__---------~~--~- ~-~-•一一ー一
毛布 47 4枚 7月15日

r-- → T→'』•」,.」r“`

吉田町毛布 2枚 i ， 7月13日

戸1商宮町毛布4 0-•m 枚 ---—-- —•• 7月11日

ト—-------------------—---- ---------
毛布 25 0枚 7月 12日

： m 米--2 L -0 -0 --kg ----? - - - - - - -- - - - ～ - - - - - -―→ -~-- ------| i i -7-月--1--3-日-

I 

i 甲油 木田 ・町町＇ 毛手毛布布布 211~32 枚ll0 枚枚·- ・ . . .•.. ----・・ - -・・ --l l ・1 -777月月月.]121. 4 3 日日R -・ 

神 〗ト9 J I 毛毛:布巾：3j 枚： o 枚 t ' 7 月1 2 日

~••ユ•~ -----T - - - -- mー~~--~---~•一'-口”」----っ_•つ▼•一ユエーー一ー マー-rr• - -」」-
0枚 7月14日
．．＿ー・ー'.一ー―--• • • • ー・--r“T -———· ー ・・・•n • -——· —- ------ ------ -----幽雷~―--• ---
0枚 7月16日

わ—--—---------_ _~～い一

ヒ 7月13日

総領町毛布 20 4枚 7月13日
.•.• ~ - 4 -．-------------U ニ―---▼m▼ mT• 、-~~------------~-.......~ -— `T• - -―→ 
飯缶詰72 0個，副食缶詰 52 8個 7月14日

---•-- -••- T-丁. - - ＂▲凰•」 --っ r - 9 - - —`—~ r - - l - -っ—言ー・｀―—―- ------,一r T - 」---―っョ響警•一
ちり紙 18束，肌着40枚 7月16日

甲奴町毛布60枚 7月11日

君 田 村副食缶詰 24個，飯缶詰 48個 7月14日

作木村毛布40 0枚 7月12日心----T - -」-L マ冨r-- - - - -」-------—っm- マ了 ロ- 」- - - - — -m っ• ---------→ -----......... 
飯缶詰5,1 1 8個

7月 13日
肌蓄 700枚，副食缶詰2,832個，ちり紙 16 2束，みそ 35 Ok'} 
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市町村名 量数ぴ及名心`コr
I
n
[
 

出発口

しょう油 35 0本，砂糖 35 0斤， タオ］レ 35 0本，脱脂綿

! 7月 I4目
1 0 0包， Iiltん 10 2個， ガソ')/ 5 0 4 {，灯油 50 4 t 

； ＿ ＿ ＿ー、バ):~~←_ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿．" -----------------_ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ _ ---_ ] ----＿ ＿ ＿ ＿ _ 

毛布 30(）枚 ! 7月 15 [3 

吉 舎 町肌着 20 5枚，毛布 50 0枚

I 
I―＿三良坂

肌着 60枚，副食缶詰 38 4個
- - - -—• - --巴-．`．～ ｀ - - -

！飯缶詰 63 0個， ちり紙 18束
! ~ - --

町 I毛布 30 0枚
-----、`'-・--
飯缶詰 39 0個，副食缶詰 33 6個

らり紙 18束， 肌若 40枚

u 和 町 1副食厨［古 48個，飯缶詰 96個

比 和 口五丁［五［三―`｀缶詰 96個，副食缶詰 48個

7月11 H 

7月14「l

7月 16日

i 7月 1l日
rm r・m -—• --
7月 14 E:l 
------

7月 16日

7月 14日

7月 14日

6 医療及び助産

朕療及び助産の実施は，災害のため医療機構が混乱し，必投とする医療の途が閉ざされた被災

者に対し，その保護と安令を図る目的で行われ，県下 2市， 9町てJt5 0 6人がその対象となっ

fア~o 

このうち，医療は，外来 47 3人，入院 26人で計 49 9人，助産は 7人であった。

医療及び助産の実施状況は，第 4-1 0表のとおりである。

第 4-l 0表 朕療及ぴ耽産の実施状況

療

人 院 助 産ー□実支出額
期ロく市庄原市□□｀〗□／□□□ll 三〗対 ツニ10

加計町 7. 11 I 6 
I 

i 37,090 
千代田町 ー ！ — 112~1 241 3 I 1.12 I 1 I 103.745 

！ 

E 豊平町 1. 12 I 4 11. 12 ~ 1. 11 I 2 I - I -I 9,150 
裔宮町 1.12~1221 1 J1.12~1.24I 5 I - I - I 139,520 

神石町 7.11 ~ 7. 21 I 
| l 

1 11. 14 ~ 7. 24 I 1 I - I -I 81.560 
! l:. F町 一 1.11 ~ 7. 31 I 2 I -！ -I 63,380 I 

奴町 1. 11 I 4 11. 11 ~ 1. 24 I 4 I - I -i 23s,910. 
城町 7. 12 3 - - - - I 4,130 

11 I 7. 12 ~ 7. 24 4
 

164,320 

47 3 26 7 I 3,826,974 
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7 被災者の救出

災害のため危険な状態におかれた者の救出及び生死不明者の捜索は，第 4- 1 1表のとおり 1

市6町 1村で実施され， その対象人員は 27 5人に及んだ。

第 4- 1 1表被災者の救出状況

市町村名 対象人貝 実施期間 実支出額

庄 原 市 6 7月12日～ 7月 14日 54,000 円

広 島 市 5 6 7月 12 □ a.o o o 
（商函町）

加 計 町 ， 7月11日～7月 13日 184,550 

甲 田 町 2 7月11日 5 2,0 70 

甲 奴 町 2 7月 1l日 15,000 

作 木 村 1 7 9 7月1l 0~  7月13日 48,000 

東 城 町 1 5 7月l2日～ 7月 16日 33,756 

口 和 町 6 7月 12日 13,000 
•一

計 2 7 5 403,376 

8 死体の捜索

牛存者の救出はもちろんのこと，行方不明者又は死亡した人の死体を放置することは人道上か

らも許されず，被災者の救出と合わせ， その発見と遺体の収容が行われた。

死体の捜索の実施状況は第4-1 2表のとおりである。

第 4-12表死体の捜索の実施状況

市町村名 行方不明者 捜索実施期閻

次 市 2 7月12巳

加 計 町 l 7月14日

君 田 村 1 7月11日

作 木 村 l 7月 12日～ 7月19日

東 城 IBJ 3 7月13日～ 7月31日

計 8 
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捜索延日数 実支出額

I 
2 9,050 円

1 6 0,4 0 0 

1 12,600 

8 6,080 

2 7 301,278 

389,408 



9 障害物の除去

災害によって，士石，竹木等の障害物が住家に侵入し，住む場所を失った者が，自らの資力で

はその図復が出来ない場合，その者の生活を保護する目的で応急的にこれら障害物の除去が行わ

れた。

その対象戸数は 50 1戸にのぼり， その実施状況は第4-13表のとおりである。

第 4- I 3表 障害物の除去の実施状況

市町村 名 ・ 対象戸数 実 施 期 間 実支出額

次 市 1 3 l 7. 1 3 ~ 7 2 l 509,211 円

加 計 町 1 9 7.. 1 2 ~ 7 1 6 334,600 

吉 田 町 8 7. 1 7 ~ 7. 1 8 1 6,0 0 0 

甲 田 町 1 7. 1 3 ~ 7. 1 6 31,400 

世 羅 町 1 1 7. 1 4 ~ 7. 1 6 360,000 

油 木 町 6 7, 1 2 ~ 7 1 3 120,000 

神 石 町 2 4 7. 1 3 ~ 7. 2 0 480,000 

上 下 町 2 0 7. 1 2 ~ 7 1 9 386,504 

総 領 町 1 7, 1 6 14,000 

甲 奴 町 1 3 7 l 6 ~ 7. 1 8 1 7 9,0 0 0 

作 木 村 8 3 7. I 3 ~ 7. 2 8 1,4 9 4,9 0 0 

吉 舎 町 6 9 7 l 1 ~ 7. 1 8 1,047,000 

二良坂 町 2 5 7. 1 3 ~ 7 1 8 467,700 

西 城 町 4 5 ←I 9 1 3 ~ 7. 1 6 844,040 

東 城 町 5 7. 1 3 ~ 7. 1 7 58,898 

口 和 町 2 5 7, 1 6 ~ 7. 1 7 479,000 

比 和 町 1 5 7. 1 3 ~ 7. 2 0 285,000 

計 5 0 1 7,109,253 
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10 応急仮設住宅の設薯

応急仮設住宅ば，住家が滅失した被災者のうち，自らの資力では住宅を確保すろことが出来な

い世帯に対し，住宅を仮設して，供与し，一時的な居住の安定を図る目的で県下 lO 2戸が設置

された。

また，入屈世樹に対しては， この仮設住宅が一時的なも 0)であるた欧公営住宅への入居，各

稲公的住宅資金貸付の斡旋等必要な指導援助が行われた。

町

村

町

町

町

e
 

る

坂

ぁ

奴

木

舎

城

で

良

りぉ

甲

作

吉

三

束ロロ
272788[

二[-いい訊
5

二
三
7

,

3

5

6

戸

犬

仮
：
 

置
i

の
急

J
 

”
応
一
旦
」
i
:

表

'
l

も

4

.-住

l
支

一

宝
a厄

4

ー忍
第

応

町

設置戸数

0

2

9

1

4

2

2

-

2

 

1

1

1

0

 

ー

実支出額

3,490,000 円

666,4 lO 

6,926,213 

3,653,000 

1.400,000 

625,000 

679,000 

35,060,375 

11 住宅の応急修理

住宅の応急修理は，災害によって住宅に被害を受けた者が，自らの資力でぱその修罪が出来な

い場合，その者のIl活を保護する目的で行われ，県下 1吉12町 2村で計 27 0世帯に実施され，

その状況は第 4-1 5表のとおりである。

第 4-1 5表住宅の応急修理の実施状況

市

加

千

麻 71,600 

851,625 

-―町村：］竺世叩数
町

村

村

下

田

木

舎 町>
ー二

7
2
6
6
0

1

7

6

 ，
 1 7 

5 

14 

270 

実支出額

75,000 I月

72,000 

6,945,200 

427,400 

728,700 

317,050 

691,000 

14,209,662 

-138-



12 学用品の給与

住家に股害を受け，就学卜欠くことので（（ない教科書や文貝等を失った小学宅，中学生3,756

人を対象応翌月］晶り）給与が行われた。

某教育委員会は，教科用図甚の円滑な給号を図るため [1打ちに各徴育市務所を通じて必要数を

凋査し， 広島呉教科用図香販売会社に対して，その確保と供給について協力を要請ずるなどの

措脱をとり，被災児窺，生徒に対する教科甚の給汀ぱ新学期までにすべて完了した。

学用品の給与状況は第 4- 1 6表，教杞用図蓄（D給号状況は第 4- 1 7表のとおりであり， こ

のうち高等学校生徒に対する教科用図害())給与は，災害救助もいひ遥用がなく単県措翌によるもの

である。また，被災したことにより新たに就学援助が必要となった児蘊生徒の状況は第 4-]8 

表のとおりである。

第 4- 1 6表 学｝甘品の給与の実施状況

小 学 生 中 学 生 計, - . ~ ~ ~ ~ 

市町村名 教 科 書 文房具等 教科書 文房具等
＇ 

支給対象
金 額人数 金 額 人数 金 額 人数 金 額 人数 金 額 総延人数

,~ 

三次市 517,464 円
I勺 円 円

2,630，公52F 783 1,029 1,069,432 313 608,370 543 434,986 2,668 

庄 原 市 11 6旦70 13 l6,1加 5 9,215 8 10.640 37 42之75

加計町 26 15,765 35 39,780 13 29,351 17 22,940 91 1切，836

戸河内町 4 1,310 5 5,900 3 3,450 4 5,320 l6 15,980 

! l -f代田町
28 18,156 223 276,520 4 

6,1898—• , I J 

7 9,310 262 310,174 

豊 平 町 2 14,600 2 14,600 

吉田町 6 3,955 6 7,440 12 11,395 

高宮町 12 7,259 34 71,727 2 4,035 29 80,776 77 163,797 

甲田町 3 811 31 60,760 30 1:J,984 37 49,210 91 124,765 

油木町 2 222 11 11,050 1 2963 7 7,320 21 al,655 

神 石 町 1 761 11 13,640 3 7,36 l 12 15,9印 27 37,722 

総 領 町 8 9,920 8 10,640 16 20,560 

甲奴町 1 1,500 2 3,000 3 4,500 

君田村 1 507 1 1心40 1 1,705 2 2,660 5 6, 1 l2 

作木村 48 34,608 48 59,520 27 58,485 27 35噌910 150 188,523 

吉 舎 町 19 12,423 112 138,408 5 10,208 48 63,756 184 224,795 

二良坂町 29 35,960 32 42,560 61 78,520 

西城町 3 1,551 8 32,895 11 34,446 

東城町 15 46,194 7 16,910 22 63,104 

計 947 621,062 1,620 1,898,006 397 754,445 792 826.498 3,756 4,100,011 
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第 4-17表教材用図書給与状況

(1) 小学校

市町村名 学 校 名 冊 数 市町村名

次 小 1 27 

三次西小 164 総 領 町

河 内 小 60 

次 市 粟 屋 小 33 

十 日 市小 5,583 戸河内町

酒 河 小 16 

小 計
I 

5,983 

高 IJヽ 53 

本 小 7 i 

加 計 町
庄 原 市 JII 北 小 6 

阻 南 ！」ヽ 5 

小 計 7 1 

君 田 村 君 田 小 8, 

作木第一小 80 
千代田町

作木第二小 140 
作 木 村

作木第三小 171 

小 計 3 9 1 吉 田 町

吉 舎 小 144 

吉 舎 町 が、 幡 I」ヽ 3 裔 宮 町

！」ヽ 計 147 

西 城 町 大 屋 小 l 8 甲 田 町

東 城 小 1 0 油 木 町

宮 原 小 60 神 石 町
東 城 町

久 代 小 8 合 計

小 計 78 
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学 校 名 冊 数

中領家小 8 

田 総 小 30 

小 計 38 

戸河内小 28 

猪 山 小 ， 
小 計 37 

安 野 小 46 

津 浪 小 37 

加 計 小 99 

殴 賀 小 33 

修 道 小 10 

flヽ 計 2 25 

/'. 重 小 6 

J I I 迫 Ij ¥ 62 

壬 生 小 138 

小 計 206 

吉 田 小 ！ 47 

船佐南小 1 5 

J II 根 小 61 

r」ヽ 計 76 

甲 立 小 ， 
新 坂 小 2 

神 石 小 ， 
3 8校 7,345 



(2) 中学校

市町村名 学 校 名 冊 数 市町村名 学 校 名 冊 数

十 日 市中 2,885 油 木 町 油木•新坂 OO 14 

＝ 次 市 次 中 184 戸河内町 戸 河内中 40 

小 計 3,069 豊 平 町 豊 平 中 27 

庄 原 市 庄 原 中 6 1 安 野 中 l O 0 

君 田 村 君 田 中 l 3 加 計 町 加 計 中 87 

作 木 村 作 木 中 375 小 計 187 

土ロ 舎 町 吉 舎 中 62 千代田町 千代田中 55 

東 城 町 東 城 中 36 甲 田 町 甲 田 中 1 0 1 
ー・ ・ ・ ・ ・ ・ r--~ ・ ・ --・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・ ・ ・ ・ ・ ・ 」

甲 奴 町 甲 奴 中 1 2 比 和 町 比 和 中 1 

総 領 町 総 領 中 75 合 計 1 8校 4,170 

神 石 町 神 石 中 42 

(3) 麻等学校

学 校 名 教科杏（冊数） 教 材（冊数） 計 （冊数）
~ ~ 

広島観音高校 1 1 1 1 

＝ 原 扁 校 ， ， 
福山誠之 館扁 校 3 0 3 0 

福由藷陽高校 4 2 6 

佐 伯 忌--↓ 校 2 2 

可 部 届 校 1 1 2 1 3 

加 計
商．．ユ

校 6 7 4 7 1 

千 代 田 屑 校 3 7 3 4 0 

吉 田 高 校 1 1 4 1 5 

向 原
贔•• • 

校 8 アi 1 5 

油 木 高 校 1 8 1 8 

上 下 高 校 りん 2 

次
＿商民 校 7 3 1 1 7 9 9 1 0 

庄原格致高校 4 l 2 0 6 1 

東 城 扁 校 1 1 1 1 

日 彰 館 腐 校 2 6 3 4 6 3 0 9 

三次工業麻校 1 4 6 1 7 1 6 3 

神辺工業裔校 4 4 

庄原実業高校 2 0 2 0 

計 (19校） 1,426 2 8 4 1, 7 1 0 
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第 4-1 8表 被災したことにより就学授助を必要とする児窄牛徒数n---□／｀｀｀こに就学援助を

占町村名 1学校種別

I 
学用品費，

小学校

豊平町 1中学校

通学用品晋

I 
1人［

修学旅行費 I校外活動費 I通 学

と
品
品
を
児

こ
用
用
与
る

た
学
学
給
す
数

し
り
通
再
と
徒

災
よ
・
の
要
生

被
に
費
費
必
堂

ー

呼

ー

，

I
・

費

人 人 人 人

i 
1 '1  

i 

小学校 ――〗ロゴ―- 171 
--―ピー―---＿1

昼宮町 1中学校 3 1 i 1 o I 
i 

r]、計 93 I 2 7 
i —• 

l 
2 ! 

i 

！ 

小 計

□― 小学校

I新市町□三三：
Ii小］十

小学校

神石町 1中学校，

小計

i 
I 

1 I 2 I 
ー ー上ーー ・・-・

I '  5 /―□ 
! 1 ~ 

,—9---31――五

2
 

10 

5
 

1 4 

7
-
6
 

1
[
 ロ

校

校

学

学
小

中
市次

□--~ 1 5 

l 

15 

―—+小-小学-計校

庄原市 I中学校

—+i-小,j 、-学-計-校

2 3 

5
＿～
b
 

作木村巳こ三二校
小計

，小学校

西城町 1中学校

,．, 

2-2-3-1-4-8 

ロ1 ! 

3 

□— 
1 1 

4 

東城町

合 計

小計

小学校

中学校

fl、計

小学校

中学校

計

8 

18 

14 

32 

l 1 3 

66 

1 7 9 

19 4 1 0 

2 1 15 1 6 

40 1 9 1 16 
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第 3節 各機関の救助活動

1 医療救護と防疫活動

(1) 医療活動

特に激甚な被害を受げた＝忍次市を中心とする備北地域におけろ被災者の医療救護活動の状況

は，次のとおりである。

〇 某立広島病院の救護班を 2班網成し，待機させた。

その他の県汀病院に傷病者の受入れ体制をとらせた。

〇 県宣広島病院の石護婦を双二中央病院に応援派遣した。

〇 双二地区医師会は：ご次市内の病院等で治療 1こ舟たった。

〇 福島生沿病院は三次市内に救護所を設斜し，二次地区の同和地区住民の治療に当たった。

0 日本赤十字社広島県支部は 7月 1l El県からの要請にもとづき次のとおり救護班を派遣し

t: -o 

7月]5日作木村に旅遺し， 7月 16巳～ 7月18日まで診療に従事した。 （延71人受療）

7月l6日麻宮町に派逍し， 7月17日～ 7月18 Hまで診療に従虫した。

（延 12 4人受療）

作木村及び裔宮町ともに地区住民の医療救助の状況は，ほとんどが切傷，般労し風邪引き

によるものであり，引続きこの災害による医療の必要性がなくなったので， 7月18日

医療班を引卜げた。

(2) 防疫活勤

防疫活砒の対象となったのは， 6 0市町村， 19,885戸であり，次のとおり防疫活動が行

われた。

〇 伝染病の発生を防什するため，住民に防疫知識の普及・徹底を期し， ビラ（後掲資料参照）

を配付した。

〇 伝染病予防法（以下「同訊」という』第 16条に基づく清潔方法及び消毒方法について

19,885戸を対象に実施した。

〇 同法第 16条の 2第 3項に基づいて県知事が指定した地域で実施する鼠族・昆虫等の駆除

を 17, 4 9 0戸を対象に実施した。

〇 同法第 19条第 1項の規定に基づき， 3, 6 4 7人を対象に検病を実施した。

以上の活動に当たって，特に被害の甚大であった三次市外5町村にぱ，同法第 27条第 1項

により，広島県か代執行した。
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第 4-1 9表防疫活動の状況

防疫 実 施 内 容
実施機関名

実施地区
実施期間 対象戸数

そ族
清潔方法 消毒方法

昆虫駆除
検病調査

仏及び島三次艮由 三次巾 7/15~7/.31 9,752 

゜ ゜ ゜ ゜広及び君島田村県 君田村 7/ll~7／お 250 

゜ ゜ ゜ ゜広及び布島野村県 布野村 7/11~7/17 56 （） 

゜広及び作島木県村 作木村 7/11~7/25 850 

゜ ゜ ゜
。

広及び吉島舎県町 吉舎町 7/11~7パ5 1,4 1 6 

゜ ゜
（） 

゜三良坂町 ＝良坂町 7/］～&2  2,011 

゜ ゜ ゜広二郡島県＿一三和及町び双 ーて和町 7/11~7/19 90 

゜
C) 

゜ ゜甲 田 町 甲田町 7/12~7/21 2,366 

゜
C) 

゜
（） 

吉 田 町 吉田町 7/12~7/20 1,295 

゜
（） 

゜ ゜芙上里町 美卜里町 7/15~7/20 26 2 

゜ ゜ ゜ ゜託 宮 町 高宮町 7/11~7/20 951 

゜
C) 

向 原 町 回原町 7/12~7/18 3 1 1 

゜ ゜
ぃrヽ

大 朝 町 大朝町 7/3~7/15 29 0 

゜ ゜千代田町 千代田町 7/11~7/19 1,357 

゜ ゜ ゜
（） 

豊 平 町 豊平町 7/1~7/24 1,958 

゜ ゜ ゜加 計 町 加計町 7/12~7/19 898 

゜ ゜ ゜筒 賀 村 筒賀村 7/11~7/22 6 84 

゜ ゜ ゜ ゜戸河内町 戸河内町 7/11~7/20 1,131 

゜ ゜ ゜芸 北 町 芸北町 7/16~7/18 36 

゜ ゜東（西広条島町市） 西条町 7/13~7/14 118 c: C) 

黒 願 町 黒瀬町 7/13 1 

゜ ゜東（扁広屋島町市） 高屋町 7/13 3 

゜ ゜大 竹 市 大竹市 7/12~7/15 1 

゜ ゜五日市町 五日市町 7/14~7/15 1 1 4 

゜ ゜廿日市町 廿日市町 7/14 8 

゜ ゜大 野 町 大野町 7/12 33 

゜ ゜楊 来 町 粉来町 7/12~7/19 4 1 3 

゜ ゜ ゜吉 和 村 吉和村 7/14~7/18 158 

゜
0 
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防疫
実 施 内 容

実施機閃名 実施地区 実施期間対象口数 そ族口I I 1 1 s6 6 ＂一6u0 ー→I1I ' 一濱潔方怯沌毒方色昆虫駆除検病調森
府 中 9J~ ［I 府久肉 中 9J 

7/11~7/12 0 0 

因 島 市 島市 7/13~7/14 0 0 

久 井 町 井町 7/14 0 0 

甲 山 町 甲山町 7/12~7/18 59 

゜ ゜i 

世羅町世羅町 7/11 ~7/17 26 1 r ¥’ 

゜
（） 

1廿額西罰I・ I ： Ill羅西町 7/11 ~7/19 180 

゜ ゜福山市福山市 7/11 368 

゜ ゜ ゜神 辺 町 神辺町 7/3 50 () C, 

幅（加茂山町市） 加茂町 7/11~7/20 4 8 9 i 

゜ ゜ ゜府 中 市 府中市 7/11~7/20 714 

゜ ゜
（） 

府（協和中村市） I I協和村

1 

7/13 63 

゜ ゜福山市
7/12~7/13 24 

゜
0 

（駅家町） 駅家町

新 市 町新市町 7パ3~7/l9a 573 （） 

゜
(〉

油 木 町 II 油木町 7./11~7/20 1 5 2 ． C) 

゜
し）

神 石 町 神石町 669 

゜ ゜ ゜
こ）

豊 松 村 豊松村 7/11~7/15 1 l 4 

゜ ゜ ゜神 和石 靡
I 

三和町 7/12~7/20 152 

゜ ゜ ゜ヒ 下 町 jこ卜↓町 7/11~7虚 1,630 

゜ ゜ ゜ ゜総 領 町 総領町 7/14~7/251 83 I 

゜ ゜ ゜ ゜甲 奴 町 甲奴町 7/11~7/21 1,5 6 5 

゜
。

゜ ゜庄 原 市 庄原市 7/13~7べ刈 1,736 

゜ ゜ ゜
(J 

東 城 町 東城町 7/11~7/25 4,260 

゜ ゜ ゜
(〉

西 城 町 西城町 7/11 ~7/20 3,364 I 

゜ ゜
C) 

゜口 和 町 口和町 7/11~7/21 345 

゜ ゜ ゜
（） 

商 野 町 高野町 7/15 8 1 

゜ ゜ ゜比 和 町 比和町 7/13~7/20 6 18 

゜ ゜ ゜
'-.r、, 

附贔→篇町州 高陽町 188 

゜ ゜ ゜広（祇園島町市） 祇隅町 7/11~7/15 22 

゜ ゜広（安占島市町市） 安古市町 7/10~7/21 98 

゜ ゜
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施ー束地g町しlび実1(施9~期7/l］閻t9 吏 施

内 容
実他機関名 II 防 対象戸数

実 消潔方法消毒方法
- -」- -

広（佐束島町市） 佐

竹 厭 市 竹原市

しrーIe、— 島 市 広島市 7/12~7/25 2,680 

゜ ゜--l--呉 市 呉 市 7/10~7/15 474 

゜
(） 
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2 警察の活動

(1) 災害時の体制

ァ事前体制と汚動

（万 7月9日夕刻から降り始めた雨は，夜半ごろから，県北部の三次，庄原地区で昂地的な

大雨となったため，同日午後 11時警察本部に災害警備連絡室を設置した。

（イ） 7月 10日午削 3時 10分広島地方気象台から「大酎注意報」が発令されたため各警察

習に通報するとともに警備体制を確立し災害警備に万全を期するよう指示した。

（ウ） 7月 10日午煎 8時，災害警備連絡室を災害警備準備本部に切替え，各警察署に対し災

害準備体制を発令し，次の事項を指示した。

〇 防災関係機関と連絡を密にすること。

〇 気象予報の適知伝達，災害情報の収集と検討を行い必要な対策をたてること。

〇 警備本節の設置と警備部隊の編成を行うこと。

〇 装備器材を点検すること。

国 同日午後 1時40分広島地方気象台の大雨洪水注意報が発令されたため，同日午後 2時

誉察本部の災害警備準備本部を「災害警備本部」に切替え各警察署に「災害警備本部」を

設置し，各警察署に対して次の事項を指示した。

〇 従来の危陰個所にこだわらず降雨撼との関係で実質的に危険性を判断する必要がある

こと。

〇 二菫災害防止措置の徹底を図ること。

〇 早期における避難誘導を徹底すること。

〇 迅速的確に災害状況をは握するとともに報告連絡を迅速に行うこと。

0') 7月11 R午前 7時 10分，広島地方気象台から受けた「大雨洪水警報」を各警察署に

通親するとともに次の事項を指ホし，機動隊 80名を待機させ災害出動に備えた。

〇 危険地域の実態は握と早期避難の徹底を期すること。

イ 警備体制

県磐察本部では， 7月 10日午前 8時広島県警察災害警備準備本蔀を設け逐次体制を強化

して災害に備えたがその状況は次のとおりである。

（ガ 薔備本部等の設置状況

月 日 時 状 況
7月 10日 1 8 : 0 0 県警察災害警備準備本部設置

1 4 : 0 0 
県誓察災害警沸本部設置

" 
警察署災害署備本部設置

7月 l9日 1 8 : 0 0 県及び警察署災害瞥備本部解散
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（イ） 警備部隊招集状況

部隊 般 部 隊

計584人I ' 
紐本部口竺［。動4人口

累 計
般活動

7月10日 1 230人 250人 5 84人

1 1 I 230 1,004 430 1,6 6 4 2,284 

1 2 230 534 270 1,0 34 3,282 

1 3 210 700 180 l,09 0 4,3 7 2 

1 4 120 390 I 6 0 670 5,042 

1 5 75 400 140 6 1 5 5,657 

1 6 60 360 75 495 6,15 2 

1 7 60 225 60 345 6,495 

1 S 48 1 9 0 46 284 6,781 

竺I＿S ［I 43 ］ 1 7 0 40 25 3 7,034 

4,077 1,6 5 1 7,034 

なお， このうち機動隊の出動状況は次のとおりてある。

部 隊 名 出動延人貝

機 動 隊 790 

管区機動隊 662 

第二機動隊 1,466 

計 2,9 1 8 

(2) 警備活動

広島県警察本部の災害瞥備木部は，県の災害対策本部及び各市町村の災害対策木蔀と緊密な

連絡をとり，主として次のような警備活動を行った。

ア 避難誘導活動

警察署長， 市町村長及び消防団長は，危険地域の住民に対して避難誘導などの措置をとっ

たがその状況は第 4-2 0表のとおりである。
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第4-20表 避難誘導の措沼状況

所 鞘署 避難勧芦地区 世帯

次 8,4 l市2町 2村

庄 原 1市3町 7 

可 痙 1市 2町 6 

古 田 4町 2 

ァ氏Cミ9 l市

仏 1市

福 山 東 1市

計 6市11町 2村 1 0,0 

数

6

I

J

7

5

6

3

8

1

 

0

4

8

2

1

 

86 

人 貝

25,076 

2,528 

2,365 

684 

1 0 

25 

53 

30,741 

ィ 救出，救助活動

県北の三次地方では河川がはん濫して濁流が家屋の軒下まで浸7，kし，まだIll沿いでは 1.!」．

がけ崩れによって家屋か埋没するなどの肢害があったので，所轄筈察署ではあらかじめ非常

招集していた全署貝により， り災者の救出，救護活動等に当たった。

なお，特に被害の大きかった二次習には機動隊と救命ポ-9卜など必要器材を派連して救出，

救助活批等にさりたらせた。

救出した人員等は第4- 2 1表のとおりであるう

第 4- 2 1表救出状況

所 轄 署 被救出世帯敷 被救出人員数 従事警察官数
-•• 

二 次 4 1 1 3 1 7 8 ・． 

庄 原 1 1 l 5 

加 計 2 4 8 

府 中 3 1 7 l 6 

計 4 7 1 5 3 1 1 7 

なお，二次署管内の救出活動等の実例をいくつかあげれば次のとおりである。

（ガ 7月11日09 : 3 0ごろ，三次市粟屋町霧の里の 2人が可愛川の増水によって水深

1. 5メートルとなり孤立したため，三次署貝 6人が出動し，水の中にロープを張り 2人を

救助した。

（イ） 7月 11日11 : 3 0ごろ，三次市卜日市町婆豚業の 1世帯 8人とその従業員 4人の計

1 2人が馬洗川のはん濫によって激流の中に孤立し危険な状態となった。このため三次署
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貝 11人が出動し，堤防から 50メートル離れ水深 2メートルの）月の中［こロープを渡し，

口←プづたいに救命ポートを操作して 2階にいた 12人全貝を救助した。

（ウ） 7月11日l2 : 3 0ころ， ：：：：：次市十日市町上原の 1世帯 4人が馬洗川の増水によって

水深 1.4メートルの中に孤立したため， 二次胃且 4人が出動し岸にロープを張りこれを伝

って全貝救助した。

江） 7月11日l7 : 3 0ごろ，二次市卜日市町十日市地区において，馬洗り1の堤防が約

l 5 0メートルにわたって決壊し，激流の中で孤立した者に対して，次のような救出救劫

活獣を行った。

〇 屋根の上から救助を求めていた l0世附 27人を機獣隊員 4人がボート 2隻を使用し

て全員を救助した。

0 2階建家屋のペランダから助けを求めていた 10世帯 32人を機載隊員 4人がボート

2隻を使用して全貝を救助した。

〇 用根のヒから救助を求めていた 4世帯 16人を三次署員 8人がボート 2隻を使用して

全員を救助した。

儲） 7月12日01 : 3 0ごろ， ・ニ次市十日市町胡町の 2世帯 9人か屋根のLから救助を求

めていたため機批隊員 5人がポーートを使用して全員を救助した。

佑） 7月 12f::l14:00, 二次市卜日市町十日市地区において馬洗！l［の堤防が決應し激流

の中に孤立して救助を求めていた 12世得 33人を了一次署貝 8人がポート 2隻を使用して

全貝を救助した0

(3) 災害復旧活動

特に被害が大知かった三次市1ふ市内の浸水が引いたものの市街地は，流木，塵埃等が散舌L

して交通にも文障かあるので，二次市災害対策本部と協議して 7月14日から l9日までの間，

恒 L.｛機勁隊を中心に 90人を投入して市街地の復旧活砒及びこれらの活動に伴う交通整理等を

行った。

なお，警察機動隊が，救護活動及び復旧活翫に出動した状況は，第 4-2 2表のとおりであ

る。
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第 4-2 2表 県薔察機動隊の出動状況

派遺先市町村名 沢遣月 日 脈遣人貝 活動内容

次 市 7 ̀ 1 1 4 0 ボートによる救護活動

4 
7. 1 2 7 6 救援后動II 

広島市（高湯町） II l 2 救 出活翫

＝ 次 市 7. 1 3 8 4 救援活動

II 7. 1 4 8 8 復旧活動

” 7. 1 5 8 5 fl 

II 7 1 6 8 5 II 

FL 7. 1 7 8 5 lI 

II 7. 1 8 8 5 II 

If 7 + I 9 8 5 II 

言、t 7 2 5 

(4) 交通対策

ァ 事館措置

集巾豪雨で，道路被害の発生も予想されるので，各警察署では，道路管理者と緊密に連絡

し，被害箇所を早期には握し的確な交通清報の提供及び交通規制を実施しうる体制で対処し

た。

イ 交通処理

災害に当たって交通警察としては「交通情報の収集，広報」， 「交通混雑の防止」， 「災

害復旧及び民生安定のための資朽物資の輸送援護］の 3点に重点をおいて，次のとおり実施

した。

（オ交通情報

〶 7月 11日から 17日までの間，県警察本節交通企画課に交通惜報センターを開設し，

昼間 9~1 5名，夜間 6名の勤務具を配囲して，交通情報の収集提供及び関係機関との

連絡並びに報遮機関への発表等の活動を行った。

④ 情報は，各警察署からの報告によるほか道路管浬者及び中国 4県の瞥察本部に照会

のうえ，県内の県通以上及び巾国地方の主要幹線道路について収集し提供した。

⑰ 情親の提供は，警電4回線，加入電話 2匝線による直接応答及び自動応答装肘によっ

て行ったほか報道機関へ定時発表を行った。
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（イ） 交通規制

⑦ 災害に伴う道路損壊1こよって県道以J-．で全面通行止 23 9箇所，片側通行 22箇所，

大朋自動車通；行禁止 28箇所，計 28 9笠所について交通規制を行い復 1日迄あわせて順

次解除した。

〇 三次市の災害復日作業に伴い，災害対策基本法第 76条に珪づく緊急輸送車両以外の

車両通行禁止規制を 7月 13日から 17日の間第 4- 2 3表のとおり実施した。

第 4-23表 車両通行禁止規制状況

日 時間 道路種別 規 制 場 所 禁止方向
• - l - --- • - 晏•雫ョ—― - - - • - - -- -• • -9上’”上・ ・ ・ -・ • • ・ ・ -・ ・ 4』•上 4 』

t 

14 : 30 
裔田那甲田町甲立トンネル北口

13日 i 国道 補助規制 .-=：次方面行き
（木） 54 号 広島市可蔀町大林

19: 00 
II 盛陽町深川

--

高田郡甲田町甲立トンネル北口 三次方面行き

14日 08: 45 国適 広島市可部町大林
. I 根の谷境 詞 上

（金） 14 : 30 54 号 補助規制
広島市店陽町深Ill

・l 5日 二次市青河町 三次大橋 三次市内行き
（上） 08: 30 同 上 II 三次町 中 須 同 上

！ l 国道 183号
II 南畑敷町新烏居橋 同 t呵

二次市外固 4か所 屁 上
17日 17 : 00 県市道 補助規制
（月） ロ次市内 10か所

この規制による緊急翰送車両確認証明書ぱ，県知事及び公安委員会（各警察署長専決）

において交付した (9

（ウ） 緊急物資の輸送

県災害対策本部から，三次市災害対策木部等への緊急物資の輸送に当たっては，白パイ

または，パトカーて先導して輸送したがその回数は 4回であった。

切交通整狸

今次災害において，交通整理規制等に出勤した警察官は約2,0 0 0名（白バイ 81台，

パトカ-2 7台）である。

三次市内における交通整理は， 1 7箇所に警察官40名を配躍して行い，作業の進展に

伴い逐次移動し効果的にしかも通行の制限を嵌少限度にとどめるように行った。
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3 陸上自衛隊の活動

江のIll, ！甚洗J1|，丙城月1が合流する＝次市で1よ， 1 1 □早朝から堤防決壊，溢水による艘害が

続出したため，陸上自毎隊第 l3師団長は三次地区へ偵察班 8名を出発させ，二次市との連絡洞

整を実施するとともに， I吋l0時 40分県災害対策本部が設腐されると詞時に第46普通科連隊

の連絡幹部を県災害対策本部へ沢遺し，情報交換及び連絡に奸たった。

祠日 11時00分，県知中から―・三次周辺地区に対し約 20 0名の災害罪遺要請がなされたため，

第46普通科連隊の副連隊長以卜 25 8人の隊員は大型トラソクにボート，救命刷衣等を積み三

次市へ出動したが，低地帯のため，車が通れないのも同市入口の寿橋からはポートで順次市の

中心部に人り，屋上で助けを求める市民の救助ゃ堤防の土のう積に当たるとともに食糧等の救授

物資を急翰した。また，第 13師団の残留部隊は海田市駐とん地て他の地区への出動に備えて待

機した。翌 l2日からも県知卓の要請により順次被災地へ出軌し，出勘場所は 6市町村，出動人

貝は 92 9名，延出亜人貝は 3,4 2 3名に達し災害応急措固をきわめて迅速かつ効果的に行っだ。

な鯰県知事の自衛隊災古旅遺要請状況，陸上自衛隊第13師団の活動状況は第 4・-2 4表，第4

- 2 5表のとおりである。

第4-24表 県知事の自衛隊災害派遣要請状況

月日時 要 請 内 容
l | - -- - --~ 

7)-]llElll時 1 築堤等応急救援活動のため， ・ニ次市及び古舎町に対し，陸卜自衛隊の災

害沢遺を要請。

7月12 [1 5時 1 策堤等応急救援活動のため，吉舎町に対し，第 2次分の陸上自衛隊の災

害派遣を要請。

7月 12日17時 災古状況の凋査及び応急救援活動のため， 1乍木村に対し，第 3次分の陸

上自衛隊の災害派遣を要請。

I 1月 l3日13時 1 日本赤十字社広島県支部からの依頼により，災害救援物資輸送（日用品

セノト 3Qケース）のため，兵庫県伊丹市に駐屯の陸上自衛隊中部方面隊

に対し，大阪府八尾市八尾空港から広島空港まで空輸を要請。

7月 13日14時 1 日本赤十字社広島県支部から第 2次依頼により，災古救援物資輸送（日

用品セット 3,00 0個）のため，烏取県境港市に駐屯の航空自衛隊輸送航

空団に対し，埼煎県入間基地より，広島空港まで空翰を要請。

7月14日 8時 行方不明者の捜索及び応急救援活動のため，庄原市に対し，陸上自衛隊

の災害派遣を要謎

7月 14日 8時 適路の復旧等応急救援活動のため，比和町に対し，陸上自衛隊の災害沢
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時コ
9
[
 

月 要 請 臼 容

7月 l5「1 8時 I陸l:．自衛隊による応急救援活批等が所期の目的を逹したのて徹収を要請，

般災地域の状況調査0)ため，航空自衛隊に対し，航空写真の振影を要請。

第 4--2 5表 砕．l-：自衛隊第 l3師団の活批状況
p--」”~-- -

I 派遺場所 派遺部隊 活動期間 延人貝 主疫な活璽り成果

芝次市第パ｀藝l麟［骸一丁二；言~ 2,2 3 l 孤立住民救出 1,523名

1第 13師団司令部付 傷病者の輸送 44名

第 13施設大隊 堤防補修 570m 

第 13翰送隊 士のう積作成 12,100俵

第 13衛生隊 非常用糧食輸送 18,500食

第 13通侶大隊 道路啓開 500m 

第 13武器隊 給水支援 32 t 

＇ 炊事支援 13,600食

医療用酸素ボンペ輸送

36本

防 疫 4,221戸

I 遺体発堀 2体

遺体輸送 1体

毛布輸送 1,500枚

その他の物資の輸送

吉舎町 第46普通科連隊 7. 11 ~7. 14 9 29 堤防補修 650 m 

第 13師団司令部付隊 士のう積作成 20,850俵

第 13施設大隊 防 疫 886戸

第 13輸送隊

第 13衛生隊

第 13通信大隊

比和町 第 46普通科連隊 7. 13~7. 15 109 酒路補修 90m 

第 3中隊 七のう積作成 6,500俵
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脈遣場所 派遺部隊 活動期間 延人員 主要な活動成果

毛布輸送 150枚

総領町 第 46普通科連隊本部 7. 13 ~ 7 14 1 3 毛布輸送 204枚
！ 

管理中隊 缶詰直輸送 730食

ラーメン輸送 150食

庄原市 第 46普通科連隊 7 14 4 2 I遺体発堀 l体

第 2中隊
冒•

作木村 第 46普通科連隊璽迫撃 7. 12 ~ 7. 14 99 道路補修 45m 

砲中隊 土のう積作成 2,500俵

非常用糧食輸送 6,090食

缶詰輸送 1,632個

その他の物資輸送

4 市町村の援助協力活動

県災害対策本部の要請により，被害の軽微な市町村は被災市町村に対し，清掃支援及び給水支

援並びに災害復旧関係事務を援助するため土木，農林関係技術職員を派遺するなど被災地の復旧

対策に協力援助を行った。その状況は第4-26表から第 4-2 8表のとおりである。

第4-26表清掃支援状況

旅： 遣 日
市町村名 車両種別 職員数 出動先

16 17 18 19 20 21 

ショベルカー 台 台 台 台 台 台 （延人員）
2 2 2 

広島市 ダンプトラック ， 8 8 I 49 三次市

指令車予備車 2 2 2 

呉 市 1ダンプトラック 2 2 2 1 8 II 

II 3 2 2 
竹原市 34 II 

マイクロパス l 
"ト-

三原 市 ショペルカー 2 2 2 6 II 

福 山市 ダンプトラ；；ク 3 3 3 3 28 ／／ 

~ ~ 

府中町 II 2 1 1 ， /I 

広（矢野島町市） II 1 1 3 ‘‘ 
（広顧野島川町市） II 1 1 4 II 
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派 遺 ロ
車両種別

1（；ドロ11 19 20 
員`数I出助先

4 I三次市

音戸町 ” 二I| ＿一I, I, 2 I II 

五日市町 /f I 1 I 1 1 I 6 I ” 
廿日市町 II l I 1 I 1 I 6 I /I 

大 野町 1 // I | 1 I 1 I 4 I II 

・白島町ダプ”トラカロIロI I JI I I I 

6 I ” 
広島市） 3 I II 

（祇面開J □1 l 

3 
合計 I 

指合車予備車等 I 1 I 2 I 2 I 2 

計 I 4 I 26 I 31 I 26 I 5 I 3 I l 8 2 

第4- 2 7表給水支援状況

市町村名 7月11E] 7月12日 7月13日 7月14「1 職貝数 出動先

福 ll l 市 1台 1台 台 台 偉人貝） 4 府 中 市

i上 下 町 1 1 1 4 甲 奴 町

広 島 市 1 2 吉 用 町

呉 市 1 2 II 

廿 日 市町 1 3 II 

＂． 

計 1 5 1 1 1 5 
""―--• • • ~ 
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第 4-2 8表 十木，農林技術蹴貝等の沢遣状況

~~ 9バ•

員l沢遺先 派逍元 職 種 人 旅 連 期 閲 備 考

’止‘t. 巾
-_t．ーホ， 農林 軽四輪 3台

事傍
単車 3台

尾道市 現 業 2 7/20 ~ 7/28 (9日間）
父代

上木，底林：， こ

清掃関係

羹 l1」i1 福因 島III 巾市

2 7/20 ~ 7/28, 7心8~fY5 (l7日間）
2人 2人

士 木 7 7/!8 ~ 7/22 (5日間）

土木，現業 6 
上木 現業 事務

車 l台
大竹市

事務 ｝ /y1 ~8 7/19~20 7/24 現業は輸送関係~. 

I ， 竹原市 士木，農林 3 7／34 ~ 6/12 (20F-]間）

・こ三原市 上 木 4 7/20~7パ31,f}/1~8,侶 (18日間．）

庄匝市
4人 3人

尾道市 七木，農林 3 7/2応 7/26,7/26~811, 8/2~&8 (21日間）
3人 3人 3人

福山市 上 木 5 7/1ふ17/27心4~7/"29,8/,.21～釘お (17日間）
5人 5人 3人

世羅町 三原市 耕 地 2 7/19～砂 (19日間）

---

総領町
東広島市

上木，農林 7/24 ~ 8心 (13日問）2 
（西条町）

吉舎町 廿日市町 士 木 2 7/23~84 (10 El間） 途中で職員交代

・ • ・ • ・ ・ ・ ----・ --・ ・ r • ・ • --・ ·っ・冒~ ・ -・ ---------・ ------―・ -------------• --• • ----• •“ 

西城町 万日市町 I::. 本 1 7/25 ~ 11/4 (11日間）

比和町 海田町 上 木 2 7/~＆ (29日間）

計 5 3 
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5
 

アマチュア無線の活動

この度の災害において，県北地域の三次市， 庄原市，加計町等 18市町村の電話回線が被災し

たため， これらの被災市町村との通信が途絶した。

県災害対策本部の協力要諸を受けた県内アマチュア韮線クラプ員は夜を徹してハム仲間と交信

を続け，現地から刻々と送信されてくる披災状況を，対策本部に伝え，

く貢献した。

被災馳の救援活励に大苔

アマチュア無線による非常無線通信の実施状況は第 4~ 2 9表のとおりである3

第 4~29 表 非常無線通信実施状況

実施月日 実 施 焦 線

アマチュア無線局 (71局）

JA4AHS JA4 
II FTW II 

II QMZ II 

II JDY f} 

FF ouu II 

II OWF II 

II RYZ II 

II XH  ” // K I I ” II SHF II 

II BRC II 

II PZA II 

I/ KZX // 

II KYJ II 

” NYX II 

” A YB  /I 

7月11日 II J M J ” II BLR ” l II J F Z II 

// ICR II 

7 } ］ 1 5日
II KZA II 

II oxs /f 

II KKW // 

II BRY II 

／／ HIK /I 

II CQH II 

II QXD ff 

” 〇じ k II 

II EFS II 

II RT II 

// ESB II 

II RFU ff 

/I ARB /I 

II DEN ” II JIV 

（広島県外の中継局）
JA3YB.F JA3 

局

N
N
J
X
G
J
N
B
O
C
H
S
C
F
B
H
S
J
R
A
E
C
u
N
S
M
P
A
T
N
V
D
L
W
 

W
I
A
L
A
W
S
L
A
V
V
P
M
M
T
K
E
K
G
J
T
Z
F
R
B
J
k
e
R
T
P
S
G
F
 

A
G
F
J
R
O
H
A
N
T
C
R
S
o
J
Q
E
K
T
C
B
I
P
M
y
G
D
O
F
B
I
N
G
 

VAD 

用者

広島県災害対策本部；

ー・ロ次市 ” 
庄原市 ／／ 

油木町 II 

神石町

君田村

布野村

作木村

吉舎町

西城町

束城町

~-〗．良坂町 II 

酉城町保雙折 ． 

I 
広島刑務所 1 

三次拘置所 I 
I.二次家庭裁判所 ［ 

I 
［福山警察署油木派出

［所

i広島福祉事務所

1中国電力條

I全逓備北支部

i全逓備束支部

I福山福祉事
I 

城町中央公民館

日新聞社聡

島テレピ放送卸

田巽便局

利

ff 

II 

II 

II 

” 
” 
II 

1 2 2通

(4 6時間

4 6分）

- 159 -



6
 

その他の救援

(1) 弔慰金の給付

県は，災害によって死亡した者の遺族1ご対して，第 4- 3 0表のとおり弔咀金を給付した。

第 4~ 3 0表
-----

村 名

府

ぷ
四

庄

広

（

加

豊

屁

中

次

原

島

賜

計

平

宮

山

市

弔慰金の給付状況
・冒 → 

｀ 給付額

7

1

5

2

1

 

•••• 

市

市

市

市

）

町

町

町
；
 

視

4
 
7
 

市町
； 

120,000可 ]I神

250,000 

300,000 

30,000 

I 70,000 

130,000 

甲

社

作

西

束

麻

村

石

奴

田

木

城

城

野

町

町

町

人 数
一

-

0

、

3

1

 

給 付 額

80,000 千円

30,000 

30,000 

30,000 

30,000 

90,000 

30,000 

l

i

 

H
卜
俎
” 39 143,000 

(2) 

ア

義捐金・義捐吻資の受入・配分

県の義捐金等の受入・配分状況

今但］の災害に際し，

は第 4- 3 2表，

天型・甕后両陛下からの御下賜金をはじめとして，各都道府県からの

見舞金や各種団体・個人から多額の義捐金及び義捐物資がおくられるなど1

くの救援の手がさしのべられた。

義捐金等の受入状況は第 4~ 3 1表，

全国各地から多

県は，全国各地からおくられた災害見舞金及び義捐金6,］60互余円については， 県費 1,2 

3 7万余円を加えて，被災者に対する災害見舞金及び援護資金として 6,8 3 7万余円，

村に対する災害見舞金として 56 0 Jj肛］を配分した。

市町

被災者に対する災害見舞金及び援護資金の配分状況

市町村に対する災害見舞金の配分状況は第 4-3 2の 1表のとおりである。
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第 4-31表 県の義捐金等の受入状況

寄 金額 寄贈者
I 

生長の家臼鳩 100,000 匿名

愛媛 300,000 エリザペート音楽大学学生会

日本建設業保証広島堂業所

中国電 3,000,000 静岡県

自由民主 600,000 I Iし一証券

中国計算センター

世界救世教

大坦王子

広島銀行

天理教

軍 県

読完連合広告広島支社

日本呑護協会協議会広島県支部

自由民主党広島県会議貝会

中国放送

呉遊技業防犯協力会

東神実業広島営業所

広島テレビ放送

中国地方総合調査会職員一同

向島船集株式会社

栢田 攻

八崎セイ

布芙の会

100.000 II宮島競艇施行組合
I 

100,0(）（)］須谷勝利

ii 
10,000] 口木宝心協会

'I 
3,000,000 ii 
’'1  

千葉県

I 
200,000 Ii 

I 
山製県

100.000 
i l 

,ooo Ii埼予県
! 1 

6,000 II石川県

I 

50,ooo Ii I 山 形県

400,000 !i 
I -

I 
仏島ガス

2,000,000 11 
I宇品西礼会福祉協議会宇品婦人

ノ
，六

100,000 11 青政連広島委員会

s,ooo 11巾困自転車競技会

1,000,000 11 日本自転車振興会

10,000 11 海田屈校定時制有志ー同

1,000.000 11 群 馬 県

2,700 I山陽工業卸従業員ー同

1,1so 11 安芸郡船越町花部婦人会

6,000 11 帝芭広島パス昧女子寮

読売新聞工島販売新聞少年・一託

大阪読売新聞広島西部販売 従
業員一同

日中膝業 ナイト・サロン
ハレム親睦会ー同

日中興業 キャバレーチャイナ
タウン親睦会ー同

4,579 II松岡澄子

・プロショップマルヒロ

10,000 
＂東京都

so,ooo II宮島町総代会・婦人会

ボーイスカウト佐伯第 1団
100,000 

中国電気工事妹研修所-＋同

（単位：円）

メ．古＿ 額

1,337 

10,000 

100,000 

100,000 

300,000 

10,000,000 

5,000 

500,000 

200,000 

200,000 

300,000 

100,000 

100,000 

500,000 

400,000 

974,512 

50,000 

300,000 

2,341 

100,000 

1,723 

33,150 

7,570 

20,000 

5,709 

1,200,000 

159,872 

22,767 

15,622 
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し一＿竺-----]／三；一丁金ー一臨l1 門＿即 者 一・金 頷

1 佐々木銘木店親睦公 6,260 1富山県某業連合会仏島県部会 ［ニ
i毎日新聞村会叶舌業団（忍E) 215,925 !l6w町農文後継名クラプ 1,600 

1 広島県地域婦人団体連絡協議会 9,110,161 I!シアトル広島倶受部 ！ 100,000 

和歌止某 100,000 ！呉市自治会連合会（募金） 1 68,810 

安五郡肉中町住民一詞 1,4%,107 中国新聞社会虫業団（斎託．） 5,724 I 
広島県消防学校職員及び生徒 ＇ i|且:E形見地域始人団体連絡協議公
同 ］（募合）

1,339,731 

広島県消防協会事務局識且廿i!] I 10,000 I! Ht界救忙教大原教会

.142,894 ，東京都

2,726,719 i スプンスデー會アドペンチスト
日本連合伝導部会

100,000 ii広島銀り宇品寮寮生ー頑l
i’ 

117,255 ロスアンゼルス教育視察l:月---•同

1,796,974 ，民主礼会党大竹支部

5, 140 |」
1日本赤t字社広島県支部廿日巾

|i分区
Ii 

謬，017i|！ぷ電鈴が蜂ボウル支配人

280,000 11 広島県内部ホウリングクラブ会

100,000 
参議貝災害対策特別委員調査t11
団艮中村英男

l(）0,000 ：日本社会党広島県議員団

パンコック日立仰只丁場

戻市自治会連合会

広島県じドコンクリートプロ・；；
タ協会

ここ輪明神広島分伺信者--l司

五日市町社会福祉協議会

色橋町立束中学校生徒会

巾国放送（ 般公器分）

朝日新聞採広島支局

旨＂
台
R 本 県

秋 田 県

共青年会議所

佐伯都大野町譲会議員—9 拍J

佐伯町玖島屈人会

西原 労

五日市町礼会福祉協議会

広島商L会議I祈姉人会

広島市地域婦人団体連絡協議会

広島県青年連合会

北泡道

呉市自治会連合会

能美町麻田地区老人タラブ連合
会（料金）

中国新聞社会事業団（斉託）

広島県農村青少年クラプ連絡協
議会（募金）

222,745 11中元孝好

27,800 |I中国ニチィ竹原店
二原スーパー竹原店

13,500 11従業員ー同

22,s20 ii広島媒建設工業協会

500,000 

200,000 

200,000 

27,579 

15,000 

60,6的

35,384 

41,920 

109,237 

20,000 

40,000 

i ; 

144,676 ii公朋党広島県議貝団 1 15,000 

36,000 労働者党広兒県議貝同 I s,ooo I 

20,7001 仏島市地域婦人団体連絡協議会 I5,500,000 

20,000 広島県国民健康保険団体連合会
労勘組合有志・--1月 ！ 6.000 

10,800 広島ロータリータラブ
i広島南ロータリークラプ

so,ooo 11広島東ロータリークラプ
広島東南ロータリークラブ

296,614 広島北ロータリークラブ
；広局西ロータ＇）ークラプ I 1,000,000 

101,500 !I 

100,000 11 

I中国放送
朝日新聞中業会社 I 35,689 

1,000 

36,162 

500,000 
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l1 奇贈ー[~ 1金額奇贈者

翌印業株式会社社旦IマilT；̀：にこニニニ
厚生政務次官 増岡防之 50.000 11 因島ライオノスクラブ

広島県建築業也会 l 500,000 向島ライオンズクラプ

広島県建設業協会連合会 I 500,000 御調ライオンズクラブ

広島県アスファルト舗装協会 300,000 山 賜 ．［ 業

•田泰造

： 中困法面保護協会広島県支部

I II 
広島市仁．保町・作木町町内会

北海道

新 潟 県

富 1.Li 県

中［対工業株式会社従業員ー同

広島商［こ会議f舒議貝懇談会

広島市ハイタク事業協同組合

役員及び従業員・ll'.i]

栃木県

麟ライオンズクラプ t
 

-
1
L
1

口

合 師

200,000 

100,000 

150,000 

70,000 

75,659 

5,000 

100,000 

153,070 

100,000 

61,602,540 

口
す

i

□口

市

市

村

島

町市

広

呉

第 4-32表 （単位：千円）

金 額

原

福 山

府 中

次

市

市

市

市

）

町

町

町

ー薗

市

市

原

島

芸

日

日

安

庄

広

（

坂

五

廿

湯

吉

大

来

和

柿

町

村

町

7

2

4

3

3

5

3

7

4

3

 

9

4

4

1

1

1

7

8

1

 

3

4

8

1

2
 

9

,
 

9

1

 

2
 

筒

豊

吉

両

賀

口河内町

芸北

大朝

千代田

平

田

宮

村

町

町

町

町

町

町

町

代

里
千

土
八

芙

町

57 

1 2 

430 

3,2 1 1 

1 4 6 

6 24 

83 

426 

1,705 

1,096 

442 

30 

70 

1,935 
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市 町 村 名 金 額 市 町 村 名 金 額

甲 田 町 854 神 石 町 2,224 

向 原 町 252 
神 畠 胃 160 

附白 塁 町亨 383 豊 松 村 52 

豊 栄 町 ， 上 下 町 887 

大 和 町 1 5 総 領 町 1,7 1 3 

本 郷 町 70 甲 奴 町 951 

安 芸 津 町 79 君 田 村 581 

御 調 町 39 布 野 村 76 

甲 山 町 1 2 0 作 木 村 3,756 

世 羅 町 433 吉 舎 町 2,094 

世 羅 西 町 1 2 -= 良 坂 町 1,275 

双 ＝ 胃神 辺 町 83 ＝ 和 62 

門加
山

町if 1 6 0 西 城 町 2,522 茂

八 胃 村亨 105 東 城 町 3,025 

州駅
家仕I 

町門 26 口 和 町 548 

新 市 町 233 比 和 町 984 

油 木 町 1,175 計 68,375 

第 4-3 2の 1表 県の市町村に対する災害見舞金支出の状況 （単位：千円）

市 町 村 名 ＾ ．盈

額 市 町 村 名 金 額

附高 畠 町州
2 0 0 吉 田 町 2 0 0 

次 市 /9 裔 宮 町 ” 
庄 原 市 II 甲 田 町 II 

湯 来 町 1 0 0 附白 木島 町州
1 0 0 

吉 和 村 II 世 羅 町 2 0 0 

加 計 町 2 0 0 福 山 市
1 0 0 （加 茂 町）

戸 河 内 町 II 油 木 町 2 0 0 

大 朝 町 II 神 凸 町 II 

千 代 田 町 II 豊 松 村 1 0 0 

豊 平 町 II 袖 贔 靡 II 
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I 

市 町 付 名 金 額 市 町 村 名 金 額

上 F 町 2 0 0 西 城 町 2 0 0 

総 領 町 II 束 城 町 ” 
甲 奴 町 II コ 和 町 II 

君 田 村 II 比 和 町 II 

作 木 村 II 

吉 今に 町 II 3市24町 4村

＝ 良 坂 町 II 計 5,600 

イ 日本赤十字社の義捐金等の受入配分状況

日本赤卜字社広島県支部は法に埜づく救護業務の受託，協力はもちろんのこと，その他義

捐金品の経集や配分，民閻支援団体等の連絡調整を行い救助活勁の効果を上らしめた。救授

物資の配分状況は第 4-33表，義捐金等の受入状況は第 4-34表，義拒金等の配分状況

は第 4- 3 5表のとおりである。

第 4-33表 日本赤・ト字社の救援物資の配分状況

市町村名・--」-I-口用品セ・ノト 毛 布 市町村名 日用吊セ、ノト 毛 市

三次市 5,880 吉田 i!lJ 126 2 

吉舎町 456 9 l 甲 田町 24 5 59 

作木村 60 225 1： 戸 河内町 85 24 

神石町 1 1 9 11 7 豊平町 108 37 

三良坂町 189 4 1 口和町 78 14 

iI 甲 奴町 i I 106 33 ，｝油木町 14 54 

上下町 1 2 I 42 鼠羅町 64 47 

飩宮町 167 49 君田村 29 4 1 

庄原 市 250 133 筒賀村 1 0 1 3 

！ I加計町 1 9 8 72 I 
吉和村 2 1 l 

千代田町 155 4 1 芸北町 4 5 

総領町 83 56 美上里町 6 

ロ』比西 城打I 町町PlJ 

280 54 広（臼木島町市） 4 1 5 

238 1 1 1 向原町 1 3 

1 1 6 1 1 4 広（託陽島町市） 96 
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市町村名 日用品セット 毛 布 市町村名＋I 1]用品セ＂ト コ七z: 布

?仕..i、 市 2 4 福（駅家山l町市） 6 

I 府中町 5 ， 御調 町 ， 
大柿町 10 広（安島芸町市） 2 

神辺 町 2 4 ＇翌松村 1 1 

神三 石和 町郡 1 広島市 l36 

新市町 1 8 8 計 9,3 1 6 1,7 1 4 

第 4-34表 円本赤十字社の義捐金等の受入状況 （単位：円）
心

寄門＿二[/~―
広島県内から寄託された義

額 斎 贈 者 金 額

捐金 2,92.5,546 日赤福井県支部に寄託された義

捐金 77,000 

日本赤十字社本社に寄託さ れた

義捐金 835,000 II 山梨 II 137,000 

日赤北海道支部に寄託され た義 II 滋賀 I/ 101,000 

担金 113,836 
II 静岡 II 178,000 

II 青森県 II 816,025 
II 人阪府 /I 28,616 

II 宮城 II 94,118 
II 和歌山 II 43,371 

II 栃木 II 257,241 
1f 岡山 ／／ l,500 

II 群馬 II 120,000 

” 香川 II 400,000 
II 千葉 II 4,350,981 

” 大分 II 226,795 
ん’ 東京都 ” 1,849,007 

” 沖縄 If lW,659 
II 神奈川 ／／ 250,000 

II 新潟 II 617,000 

II 富山 II 680,000 計 14,211,695 
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第 4-35表 日本方十字社の義捐金等の配分状況 （単位： f月）□町村
名 l 金 額 II 「h 町 村 名 金 額

I 
一ー 一・ • ・―-• r ・ • T ・ ・ r~ ・ ・ ・ ・ -

I 
~a  

I 
J,1"9• 入r 島 巾 2 1 3,1 5 0 安 芸 津 町 9,000 

呉 市 1 1,0 0 0 本 郷 町 2 8,00 0 

原 巾 9,000 御 調 町 9,000 ,-
o--

袖 且I 市 850 甲 山 町 42,000 

府 中 i打 83,000 世 羅 町 95,000 

-- 次 市 6,666,495 世 羅 内 町 3,400 

庄 巧！占Tヽ 市 443,000 神 辺 町 1 1,0 0 0 

広島市（安芸町） 3,0 0 0 福山市（加茂町） 40,000 

坂 町 3,000 府由市（協和村） 17,00 0 

五 L] 「ょ1J一 町 4,250 福山市（駅家町） :~1,000 

廿 日 市 町 850 新 市 町 51,000 

湯 来 町 4 8,0 0 0 油 木 町 1 5 3,0 0 0 

吉 和 村 4 5,0 0 0 神 凸 町 402,000 

A 柿 町 3,000 豊 松 村 11,0 0 0 

広島市（佐束町） 3,4 0 0 神石郡 一ぞ和町 3 4,0 0 0 

II （庭陽町） 95,000 t ・ + 下 町 l 79,000 

加 in・ 町 557,000 総 領 叩 264,000 

筒 賀 村 32,000 甲 奴 町 207,000 
| 

戸 河 内 町 1 21,0 0 0 封 田 村 183,000 

＇ St‘ 
北 町 11,000 i 布 野 村 1 0,0 0 0 コベ

r— 代 田 町 288,000 作 木 村 640,000 

I立’註 平 町 231,000 --9t .... 1 ． - 舎 釘 440,000 

土こ 田 町 l 1 6,0 0 0 -＝.- 良 坂 町 25 8,｛） 0 0 L .. 3 
―-9 

J¥ T—• 代 町 8,500 双二郡 ーここ． 和 町 16,000 

芙 上 里 町 19,000 西 城 町 549,000 

紐t・ ,如．f llfJ 347,000 東 城 町 574,000 

因ユ．j I 涼 町 38,000 口 和 町 116,000 

甲 田 町 228,000 
底--•~ 

野 附 13,000 

臼 木 町 77,000 比 和 町 174,000 

豊 栄 町 2,550 

大 和 町 4,250 計 14,211,695 
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第 5章復旧対策

第 1節概 要

7月豪雨による被害は県北を中心として県下全域に及びその被害総額は 64 0億円を上回った。

県は，被災後直ちに市町村及び関係機関との連絡を密にし総力を上げて，被災地に対する緊急救

援措置を実施するとともに，生活必需物資の供給と価格安定，被災者に対する生活資金の貸付，税

の減免等を実施するなど被災地の民生の安定に努めた。

また，復旧対策を実施するための財政的措薦として 7月 24日に，臨時県議会を招集して，一般

会計補正予算86億7,334万円及び特別会計補正予算 3,9 8 0万円の議決を得るとともに県及び

県議会は政府，国会及び関係機関へ被災の実情を訴え，災害の早期復旧を図るよう要望し復旧対策

に努めた。

第 2節 県・国に対する要望・陳情等

県に対する要望・陳情等

災害後，被災市町村から県に対して次のとおり災害復旧対策等に関する要望・陳情が行われた。

市町村名
要望・陳情の内容（年月 日）

高田郡高宮町 1. 交通通信の途絶による孤立地域に道路，橋梁の緊急復旧をしていただき（昭和47.7 17) 
たし沿

2. 家屋の流失，全壊によって全家財道具を失い，生活困窮している者に対

する緊忌救援対策を指導援助していただき，また，住宅資金の貸付につい

て優先枠を確保していただきたい。

3 轟宮巾学校，船佐東小学校，吉田高校高宮分校は，西田橋，棺原橋，安

作橋，喜三橋の流失によって通学不能になっておりますが，通学路を確保

するため緊急復旧するよう財政の援助をお願いいたします。

4. 農地災害は町内全域に及び，田畑の全部を失った農家，農作物の収穫皆

無の農家が続出しております。農地災害の復旧と天災融資，自作農資金災
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市町 杓名
（年月日）

福山市
（深安郡加茂町）
（昭;f;P477. 19) 

要望・陳＇情の内容

古融資に格別のご配慮をお揺いします。

5. 薗］道急橋梁の被害は，まことに甚大で，町内各処に交通不能筒所が出て

おりますが，応急復旧事業について栴段のこ配慮をおj甑いします。

6. 江の川流域は，全面浸水によって伝染病発生と過労による重病人の続発

する恐れがあり，防疫対策，救急医療対策区こ配慮をいただいております

が， これに要する経四の町吋且主且について特別の措置をわ誤負いしにい。ま

た, JI I根地区は無医地区のため，医菱の確保について抜本的な対策をお原良

いいたします。

7月水害の早期復旧を図るため，困県の援助について要望

神石那神石町 1 住宅及び農業用施殺復旧に対する紺LJ度資金の増額と貸付利率の引きいf
（尼和47.7. 20) 

及び貸付期間延長について

2. 公共施設の復旧，農地復旧．治山事業等の補助組の増加と補助残融資 (J)

長期低利融通制度の確立について

3. 悶林家に対する農業経営資金の貸付限度額の引．上げと利率0)引き下げに

つしヽ て

贔田郡笑．［里町 1 荘田郡美！：里町を 47. 7豪雨災害による激某災害指定地に是非編入して
（昭和477 20) 

し、ただ含たし ‘o

広島市
（高田部白木町）I広島市臼木町を昭和 47年7月豪両による激其災吉指定地に嗣入してくだ
（昭tD47.7. 22) 

さい。

憤羅郡世羅西町 I1 災害的所については，再災害の危険が多いので早急に災害復旧屯業をし
（昭和477.24)

ていただくこと。

2 今まで改良計画年次を大幅に短縮され，早急に全面的河川改修が出来得

るよう特別の予算措筐をしていただくこと。

3 狭隣・惑曲の災害箇所は，原形復 1日でなく改良復1日1こ是非していただ＜

こと。

比婆郡東城町 1 1． 災害救助法による救助の基準を緩和し，合せて文出の限度額を引き上げ
（昭相47.7. 24) 

られたいc

2. 限度額を超えて救助に要した経費及び救助のための経喪て災害救助法の

枯準に合わない経費，特に応急仮設庄宅，障害物除去，住宅の応急修理につ
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I市町村名 I
（年月[.・i) 

; 
； 十一
1,、e- 1 -9 

！ : し C心ヽ

I i 
I 3 

要望・諒情の内容
-

県費で負担されたい。

舟災害の発生を末然に防止するため，

4
 

施行されだい。

由崩れによる災由か予桓される箇所について専門技術者による調査にも

とづく対策を栴立し，早急に施行されたい。

-．3
 

物資の流通を円滑にするため，

河川復i日市業， 治山事業を早孟に

大製卓の通行が確保できるよう，

特に国道 18 2号線，主要地方道庄原東城線の復旧を促進されたい。

1

2

3

4

1

5

6

 

•• 

,
 

ー
）
日

42
 

7
 

奴月
7

郡
即

奴
昭

田
（

•• 

,．
c
 

.. 

8
 .. 

,＇_ 

.

.

.

.

.

.

.
 
i

・
・
'

.

.

.

.
 
.
 

6. 

園県道

住宅及び宅地内へ流入堆積した上砂等降害物の除去に必要な経費を県費

で負担されたい。

7. 災害を受けた庁舎，

旧事業費に対し，

8. 

有線放送施設，磨合物処理施設等公共施設の災害復

県費助成の制寛を確立されたい，

災害復旧事業の早期かつ円滑な実施を図るため，測邑，設計の技術職艮

を増員派遣ざれたい()

，
 

非常災害時における通倍網を確保するため，

信施設を整備されたい。

10 

高田郡甲田町
（昭和47.7. 26) 

2
 

．
 

7

8

1

3

 

県庁と市町柑を結ぶ燻線通

各種災害資金の稗を確保含れるとともに，借人事務丁続きの簡素化を図

り，融通の円滑を図られたい。

公共 i•ー：木施設等の災f昇復 1日の早期復 l日と抜本的な改良

農地及び農林業用施設等の早期復1日と特別助成措麿

農地及び農林業用施設等小災害に対する地方債の枠の拡大

天災融資注による融資枠の拡大及び融資某準の緩和

農林漁業金融公庫法による自作農維持資金（．災害資金）の特別措酋

町が行う被災者に対する授助措囲に対して特別交付税等の財政的援助

措囮

被災者に対する減税措置

災害による町税収入減に対する財政援助の措置

江の）］堤防の早期改修促進

大土III及び本村川の護岸の整惜補強と決壊箇所の応急復旧

戸島川の第 2次改良工事の促進

4. 農業施設災害の早期復旧
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市町付名
！ （年月 [:l)

要望・陳情の内容

~~;~-只')ミ農麟農業施設〇｀｀と財疇蒻
2. /iiJI I I(1つ早期復旧と改修整備

3. 災古復旧補助額と起倍枠の増頷

4. 災害応急措附費の財政援助

5 小河！II (!BJ管理） 0)災害復旧と河川整備の関連的事業の特別財政援助措

直

貫田郡吉田町 1 災害設計について県の積極的指導援助

i （昭和477. 26) 
戸苦2. 火ロ一対策資金源の特別措置

3 単年度においての復旧，特に緊急復I口の大幅な採用

4 小災害（農地復1日，農達， 1BJ道，河川）の全面的措惜

5 がけ崩れ，地すべりの防止対策についての助成

6. 河川改修（砂防河Illを含む。 ）の積極的促進

庄 原 市 1． 早期復j日実現のための特別な財諒的措翌を講じられたい。
（昭和47.7. 26) 

2. 普通交付税並びに特別交付税を，激甚災害市町村に対しては大幅に増額

されたい。

3. 制度としては原形復旧が原則であるが立地条件を勘案した時，再災害の

恐れがあるので査定基準を大幅に改正し，復旧を実施されたい。

4. 災害救助法におけるそれぞれの期間を延長し，なお費用の限度額を大幅

に引含上げられたい。

5. 激甚災害に指定された場合，現行制度を改正し，全額国費をもって復旧

されたい。

6. 天災資金を適用された場合貸付要綱を早期に決定し，借人時期をはやめ

られたい。なわ資金使途に，かんがい用ポンプ設置費を加えられたい。

7. 主務大臣指定災害復旧資金の貸付利率を引き下げ，かつ債還期「閉を延長

されたい。

8. 災害により，流失，へい死した家畜の更新導入のための長期低利資金を

制定されたい。

双三郡吉舎町 1 1． 道路，橋策の復旧を速かにすすめ，交通の確保を図ってください。特に

（昭和47.7.27) 
橋梁についてぱ改良復1日を緊るよう措笞してください。

2. 河川の復旧については改良を加え，再度災害を生じないよう速かに措囲
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市 町村名
要喧・陳情の内容（年月 日）

を講じてください。特に，馬洗／I!(吉舎地区，三直，海田原地区）及びI::.

下／i1，滝川については全面的に改良復1日を行ってください。また，普通河

JIIについても改良復旧ができるよう措醤してください。

3, 耕地，農業施設（井堰，溜池，水路，農林逍）等農業生産基盤の復旧が

速かに達成されるよう配慮してください。

4 止腹崩壊により人家，耕地等に影羅を及ぽすものについては災害復旧事

業として採択されるよう措匿してください。

5. 中小企業のり災者に対して低利融資の方法を講じていただき町工場の操業復

活し，兼業農家の職場復帰を促進し住民の生活の安定を図ってください。

6. り災農家に対して天災融資法に基く資金の融通についてこれが適用措直

を急速に講じ適用基準の緩和を図ってください。

7 農機具の流失等により農業経営に不安を生じているので近代化資金枠を

増大し，利子軽減について特別の措置を講じてください。

8. 教育施設，児童福祉施設，町営住宅等公共施設の災害復旧については証

率補助を適用するとともに全額財政措醤を講じてください。

9 有線放送電話施設の災宮復j日についても補助金支出の方途を講じるとと

もに全額財政措置をしてください。

10. 家屋の修理について特に低利長期の資金を充当するよう配慮してくださ

し‘’D 

山県郡豊平町 1 激甚災害法の指定
（昭和477 27) 

2 県道，町道の交通の確保

3 かんがい用水路，井堰の確保

4. 治山の危険筒所に対する対策

5. 農作物の被害に対する対策

6 農地への土砂流人に対する対策

7. 災害関連上事の認可

8 犠牲者，家屋の破損に対する積極的な授助

9. 財政的援助

10. 再災害の防止対策
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市 町村名
（年月日）

双―予郡三良坂町 1. 
（昭脳7.7. 27)I 

I 

i 

； 

I 

I 

要望・陳情 0) 内容

上木閑係

(l) 今［国特に災害の大苔いl:::ド川，馬洗川の河川堤防の復1日を優先された

ぃ， この際是非河川改良計画を拡大促進していただき，復旧は相当の強

度を有する改良復旧として最も短年度に完了してくださいc

(2) この度の出水により市街地下地区］ 00戸が床上浸水したが， これは

未改良の上流部分の溢水によるものであり，せっかく改良した護岸かあ

りながら多大な損害を受ける結果となったので， この未改良郭分の施L

を早急に実施してください。

(3) 国県消被災箇所は，いずれも住民生活に重要なので早急に，本復旧を

お顧いすると共に， この披災原因は水流の直撃に対して袖めてぜい弱な

部分が多く，特に河川堤防を漿ねた箇所は，破担によって私有財産に多

大な損害を生じ又陪渠部分の排水不良によるもの等あり， これが！原因探

究のlー：改良復旧を切望します。

(4) 町道の被災は，町内各所に生じ [1々 非常な不便を忍んでいるので早急

に復旧が完了できるよう，特に橋梁の両端取付道路の破損等により応急

仮I：市により徒歩交通の可能を図ったが，とを本復旧に採択されるよう

特段の考急をお願いします。

(5) 町道にして山崩れによる踪害七砂の除去，路而洗堀のための上砂撼人

等応よって，早急な機能回復のための車輌借上料人夫臼等について特別

経費を用したものが多いので，県費による助成を考慮してください。

(6) 1級河／！］で国庫補助の対象とならないもの (15万円未満）について

従来とかく復旧が遅延して附近の住民，耕地の所有者に不安を与えていた

ので，今阿ぱ短年に施 ．． Lで叔るようにお計らいください。

2. 農林関係

(1) 耕地の被災は，公共施設災害に関連するものが多いので，同時施Jごで

きるように調整してください。

L口ロ／二三□二三□(3) 浸冠水の水稲については，生産確保，所得維持のため病害虫の一せい
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市町村名
（年月 0)

要望，陳情の内容

防除を無被害田と共に臨時措墜をしたいのでどに要する農薬散布経費に

ついて県喪補助をしてください。

(4) そ良坂町農業協同組合の所有する共同利用施設のうち養蚕施設，行緑

放送施設等について多大な被害を生じたので，之が復旧費についても激

甚法適用措柑として指定をしてください。

(5) 本豪雨による山崩れによって任家被害を生じたもの 5件はいずれも士

盪極めて多く，土留対策を必要とするが1 所有者負担では不可能なので

是非とも遥当な援助と対処を希望します。

更に林道について 33筐所， 5, 2 5 0千円の破損を生じており激甚

法の財政援助適用項目に指定してください。

比婆郡比和町 Il． 激甚災に適用願いたい。
（附和47.7. 28) 

2. 天災融資法の逸用及び水害についての特別処囲を講ぜられたい。

3. 町に対する財政，金融の特別の援助，及び被災者に対する特別の金融措

磁を願いたい。

4. 迅路，河川，水路等で仮復旧t事により処置した褐合，特別の財政援助を

願いたい。

5. 災害査定の早急実施及び早期苔工をはかられたい。

6. 町村へ災害復1日に対する県技術職貝の沢遺を依頼する。

7. 護岸欠壊箇所の水田の流失，埋没を河川護岸rり市に含め復旧を実施せら

れたしヽ。

8. 埋没耕地復旧に対する特別の措蛍を願いたい。

9. 流失，全壊，半壊家屋に対する復旧融資枠及び償還方法等特別な措葉を

願いたい。

10．山林の治山，防災計画を再検討し，総合的計画をたてると共に，早急に

治山防災事業を実鹿せられたい。

11. 災害復旧と併せ，改良工事を検討し，防災的見地から今後の展望に立っ

た復旧を願いたい。

訟奥地山村の過疎地域防災事業を都市近郊と調和のとれたものとし， 上流

はもとより下流地域に災害をもたらさないような処附を実施せられたい。
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陳情の内容

埋没耕地を所有する農民で復1日の意欲を失い耕作放棄をする農地

八軍可部線（ダム建設により県適， 上師吉田線に変更）

佐伯郡古和村
（附和47.8. 4) 

に架かる久保橋0)架換工事を実施せられたい。

土木関係の災害復旧につき格別のご配慮をお願いします。時に，橋梁の

2
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災轡復旧については， 拡蝠分について単独県費助成をご配慮ください。

農林業関係災害復旧について，格別のご配慮をわ顧いします。

水防活砒及び応急対策に要した費用（災害救助法関係を除く）は約 95, 
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山県那加計町、 1
（昭和47. 8) 

?i 

0 0 0干円か見込まれており，格別のご配忌により助成方をお顧いします。

人家とその附属建物の復旧

耕地の復旧

道路橋梁の復IFl

治山，治水対策

河I11, 頭首下の復1日

［わさび」出災害復旧事業に対して県費による助成をしていただくよう陳

情します。

激甚災害の適用町村として指定してくだざい。

公共七木施設，農林業廊設とも政合の基準をヒ同っておりますもぜひ

「激甚災畜に対処するため特別の財政援助等に関する法律」の適用をうけ

るべくご配慮ください。

補助率を引き上げてください。

3. 

このたびの災害で治山事業を要する筒所が多数にのぼり，

を特別の配慮により引き 1・9・げていただきたい。

起債の充当率を引き上げてください。

(1) 冶山事業は災害に関連しておるので起債（一般単独債）の充当率を

1 0 0啜としていただきたい。また，これが不可能なとぎは，昂振興資金を

特別砕で処囲していただきたい。

(2) 漿業用施設， 農地，

この補助率一
5 
10 

林遣事業の災害復旧について起債の充当率を100
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古町村名
（年月日） 要望 陳情の内容

I 4 

i 5 

炭．．三郡月田村 i神乃瓢l護岸改良復旧r:事
l （旧和47.10) I 

岸が極度に荒九集中豪雨は流水の中心を変え護岸の根石が飛散し崩れ呑過で

橋梁災害の補助事菓としての採択華準を緩和してください。

加計町は吊橋の長大添が 6本あり，

能となっております。特別の配慮により補助災害復旧事業として採択して

くださし氾

そのうち 5本が今回の災害で通行不

特別地方交付税を増額してください。

水力発電に伴う流域の変更は， 平常時極度に流量の激減をきたし阿床や護

きない現状であります。多くの人命財産が危機にさらされておりますので速

かに護岸の改良復旧改修の措置をお願いします。

ilI県郡戸河内町
（昭相 48. 4) 

双二郡作木村
I (昭和487. 3) 

2
 

,
 
．．
 
,
 

本町は西中国山地国定公園の中核地で1

西日本最大のものが開発されつつあり，

めの憩村が討画されており，

特に冬の恐羅没国設スキー場は

また， 深人山地区には勤労者のた

父通蟹は年々激増しております9)

国酒 19 1号線の改良整備を早急にお願いいたします。

昭和 47年豪雨による災害は未曽有のもので， この復旧につきましては

ご商配をあずかり着々復旧していただいておりますが，残っております護岸の

復旧及び二次災害の基因となります河／1|堆積土砂の浚渫をお願いいたしま

す。

消路高は農道橋＝国棚々台高としていただ含たい。

なお， 卜点流の港小集落改良事業施＿［箇所附近（現在改良済箇所）につい

ても道路麻を同様以上とせられたい。

2 作木川と作木中学校間に護岸を築造していただ苔たい，阿さは道路裔に

と。

業這その他の工作物等についても十分こ？配慮いただ合たい。

るぺく江退移転とならないよう配慮せられたいと本人より巾

排除には地盤のかさ上げが適当と思われるので引続き検

害復旧及び閲連事業施行による対岸影響地点の改良・補強に
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市 町柑名
（ 年 月 日）

要芋， e 隙情の内容

広島県町村会 1 今次災害を祖甚災害に指定するとともに，語］地激甚災害についても特別
（四和47. 7. 17) I 

に配慮し，町杓財政の兵担緩相と被災者等に対する特別助成の措囮を講ず

ること。

2. 公共上木施設，農地，農業用鹿設，林：地，林業用施設，漁塩等の災害1ご

ついて速やかに緊急杏定を実施すること。

3 被災死傷者に対する弔慰並びに援助については，災古救助法発動の有無

にかかわらず同一の取扱いとし，速やかに某費，［即車による援助措固を講

ずること。

4 大災融資法を速やかに発動するとともに，農林漁業関係各雄の融資制度

資金の貸付枠を拡大すること。

5. 餃災中小企業に対する県及び政府関係金融機関の融賓条件の緩和等特段

の措爵を講ずること。

6． 被災町村の応急資金を確保するため，地方交付税の繰 t・土げ交付，特別交

付税の増額配分，国宦補助金の闘率補助，—一時借入金の融賓等の措固を速

やかに講ずること。

7． 治山，治水事業，砂防事業，河／i［事業，忌煩鉗助崩懐対策屯業等の緊芯

防災対策を速やかに講ずること。

I 絲田郡町村長， ！ 昭和47年度激甚災害復1日事業在定設計書作成費国市補助に対し県費上乗
同議長
（昭和 48.1) Iせに関する件

双ミ郡・了次市 昭和 47年激甚災害復旧事業査定設計書作成費国宜椎助に対し梨費上乗せ
市町村長・同議
長 に関する件
（昭和 48. 2) 

神石郡町村会 I災害復旧「事用セメント不足のため緊急にセメントの入荷対策について，
（昭和48.3. 6) 

こ配慮願いたい。

礫議会委員会の災害現地調査

建設委貝会及び農林委貝会は合同で災害現地調査を第 5-1表のとおり実施し，被災市町村か

ら災害状況の説明，陳情等を受けた。
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i佐藤・-―之

-l::: F班 I堀友良二-"I lflJ 

易所 I 淵 考
I 

◎災害状況報告惹取
口和町，

◎陣情・要望の受理
，束城町

l l ◎災害現地視察

i I 

作太村，
国］ l:: 

町，占舎町

I 

世羅郡担羅町，甲奴郡

上 甲奴町，総領町， J:--→F町 同 t: 

i！ 岡田正勝 神石郡神石町，油木町

屯政卓郎
．--

中本金太郎

大下利 広島市（裔陽町），裔田都

加叶 木山 千之 吉田町，甲田町，高宮町1

I 同 七． 屑l 七．
吉出班 山本義夫 山県郡戸河内町，加計町，

[：ー翌1
常美

U →̀ 

千代田町，豊平町，大朝町

2 政府及び国会に対する要望等

被災地の早期復旧を期するため，知市及び県議会議長は 7月19 n上京し，政府，国会及び関

係機関に対しJ，次の要望書を提出し，被害状況を報告するとともに，災害の早期復旧と財政援助

措置について強く要望した。
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（要望書）

要 旨

去る 7月9日から 13日までの 58間広島県を襲った集中豪雨は県下一円1こわたっております

が，特に，二次市， f上原市，双―そ郡，比婆郡，甲奴郡，山県郡等県中北部全城が甚大な策害を受け

ました。

すなわら，最大雨畠 50 0 mを超える異常降雨は，山腹崩壊に伴う土砂の流失，河］1|堤防の決壊

等により死者 33名行方不明者 6名，負傷者 51名に及ぶ人的被甚のほか，県ド各地において，

任家をはじめ，学校施設公共土本施設，農地，農業用施設及び農林水産物筈に大きな被喜を及ぽ

し，その状況は，別冊資料のとおり現在までに取りまとめたものだけで約 51 1億円に達しており，

今後調査の進展とともに被災の実態は， さらに増大するも 0)と見込まれております。

現在，被災地においては，県，市町村及び住民の総力を結集して応急I：事に汽たるとともに，特

に被宮の甚大な二次市外 1市 23町村に対しては，災害救助法の発動，陸上自衛隊の災苫支援活動

等可能な限り所要の措置を講じて，応急対策に最大限の努力を煩注しているところであります。

今後さらに，台風常襲の時朗を控えておりますので，県は，学校教育施設，公共士木施設及び農

林業施設等の災害復l日事業0)早期かつ完全実施に全力をつくすI祈存でありますので，国におかれま

しても，特に次の各事項について特別の御趾慮をいただ含ますようお顧いいたします。

1 「激甚災害に対処するための特別の財政援助等に関する法律」の適用を願いたいこと

2 「天災による被害農林漁業者等に対する資金の駆通に関する暫定措置法」の適用を願いたいこ

と

5 税制，財政，金融措置について格段の援助を願いたいこと

4 災害の査定等を特に急いていただきたいこと

なお，個別のことについては次のとおりであります。

建設省関係

1 災害復1日工事と改良工事の促進について

災害復旧．工事は原形復1日が原則とされているが，再度災害防止と民生安定を考慮し，改良復1[1

を施行したいので災害関連事業，災害助成事業を大幅に採択されたい。

なお，災害を未然に防止するため，直轄河川改修事業，中小河川改修事業，ダム建設事業，砂

防事業及び道路整備事業等各種公共事業の大幅な増額を図られたい。
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2 都市施設災害復1日事業の補助率の引き上げと堆稽士砂排除事業の採択基準の拡大について

都市施設災害復旧事業については，現在建設省の「取扱方針」に培づき，団庫補助（予算補劫

1/2補助）されているが， これを公共七木施設と同様の凋喧補助率 (2/3以上）とするとと

もに，堆積土砂拮除事業の採択基準（ ｛卦又は 20m以内の堆積」砂量 2,000吋以 J::.)は実清

にそぐわないので，甚準の緩和を図られたい。

3 災害復興住宅資金の貸付枠の拡大と貸付利率の引き下げについて

(1) 住宅金融公庫が行う災害復興住宅資金の貸付限度額は，木造について現行 1戸当り 155万

円であるが，これを 240万円程度に引き l:::げるとともに，幣地費の貸付限度額現行 25万円を

100万円程度に増額されたい。

(2) 災害復興住宅資金の貸付利率は年 5.5パーセントであり，新築の場合の利率と同率であるの

で， これを 3Iゞ ーセント程度に引き下げられたい。

農林省関係

l 農林漁業金融公市資金の融賓について

(1) 自作農維持資金の確保について

災古賓金の貸付碑及び融資限度額の拡大と甲期割当について配慮願いたい。

(2) ＿じ務大臣指定の施設の災害復旧資金の融資について

被害農林漁業者等が早期に経営衣定を図れるよう特別の措習を講ずるとともに，融資の限度

額の引き上げと，貸付利率の引恙下げに特別の配慮を顧いたい。

2 借入資金の償遠期限の延期等について

被災農家がすでに借り人れている資金（農林漁業資金，天災融資法によろ経営資金，農業近代

化資金）の償還期限の延期並びに利子の減免措置を講ぜられたい。

3 水稲共済金の早期支払について

被災農家は，水田の埋没，流失等により決定的な打撃を受けているので，共済金の概笥払を早

期に実施されたい。

4 農林業改良普及活動四の増頷について

介lii]の豪雨による農作拗等の被害対策については，被害状況のは握と，農密な技術指導を行

っている。このため，当初の活動叶画より多額の経費の支出を余儀なくされているので，災害対

策指導など平年度を上回る活翫費に対して特別の助成を願いたい。

5 農作物等の応忌対策について

河川のはん濫により浸冠水を受けた水川に対して行う水稲の緊急共同防除事業（稲白兜枯病
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等）並びに被専地域における水田及び妍地の野菜作等に対し，その再屯産を確保するための種子

代写応祖対策に多額の経費を必要とするので，これらの費用に助成措闘を溝ぜられたい。

また，しいたけf生産施設復i[］及びしいたけほだ木流失に伴うほだ木新規造成に対しても助成措

席を講ぜられたい。

6 米生産調整梃励消助合について

被災地域の米牛竜調整協力農家に対する奨励補助金は，早期にその全額を概算払いするよう措

置せられたい。

7 家畜の防疫対策について

今位］の被害地域は，畜舎等の汚染により家畜伝染病発生の懸念があり，緊急予防注射及び畜舎

消毒に多額の経費を必要とするので，これらの費用について特別の助戌措磁を講ぜられたい。

8 家冷導入に対する援助について

今li」]の災害により，家畜が流出した事列が多いので，被害農業者の家畜補充に要する屯業費に

対し，特別の援助措爵を講ぜられたい。

9 治山事業採択｝杞ビの緩和について

本県においては，花向岩の特殊七壊がほとんどであり，地勢が複雑で小渓流が多いため，小規

模災害か多く，現行の採択基準では［日の助成による復日箇所が制餞されて県の頃独事業に対する

依存率が商い。したがって，今回の災害復旧については．採択陸準の綬和及び団地ごとに数箇所

を］箇所として認められたい。

10 木杞関係位1面組合の共闘利用施設の復I[］に対する助成花ついて

中小介業等弔業協同組合法に基づく木材関係協同組合の共同利用施設の復l日に対し， 「農林水

咤業施設災？噂［旧屯業費［母靖硝助の暫定措買1こ閲する法律 jの助成措翌に準じた楷憤を講ぜられ

たし％

11 復l[1ふし林に対する助成について

り災造林地を復旧するための磁林市業については，拡大造林と同積の助成措囲を携ぜられたい3

厚生省関係

1 賃，厨：救劫江による救助費可の限度額及び負坦率の引き上げについて

仝い］の褒i:［による沼訂誓対しては，県下2市23町村に災害救助法を適用し，それぞれ応急救助に努めている

か，災害救助法に見づく救助費用の限閉領の範囲内では，救助‘用が不足するため．多額ぴ鼠費継ぎ足しを必要

とするものと思われるので，この際，この限度額及び臼担率を引彦上げるよう措翌せられたい。

2 ド「［｝｝史4資金G)貸付枠の噌額について
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今回の豪雨により苓支害を受けた低所得世帯の家屋笠の復旧を伺進すろとともに生汚の安定を

図るため，［月庫補助金の交付について，特別の措置を講ぜられたい。

3 社会屈叶施設災＇；昇復 1日費国ポ負担．の確保1こついて

今回の棗ri]により社会福祉施設紀相当の被苫が癸生したので． この復1日費同屯負担分を確保し

早急に復1日頃業ができるよう措置せられたい。

なお．隣保館の災害復旧についても国庫補助の対象と含れたい。

4 生活保護法による被服費等一時扶助の国堕負担金予定額の特別増額について

般保護世惜の般害についてぱ，それぞれ応急救助に努めているが，災害救助法適用地只ぱもち

ろん，他の地区においても多数の被害世帯を出し，年度当初予定額では到底これに対応で合ない

ので，国庫負担金の増額の措逍を溝ぜられたい。

5 牛活保護怯の特別基準の設定承認について

今回の豪I'卜］により餃災した被保護世帯の住宅維持費等については，知市承認の限度照の範囲内

では維持補修等かで合ないので， 「厚牛大臣による特別基準」の設定承詔について特別の配慮を

願いたい。

6 母子福祉資金の貸付枠の増額について

今回の豪雨により母f世帯の家屋に相当の被害が発生しており，この補修菩等の貸し付けを緊

急に行うため，国庫貸付金の増額措習を講ぜられたい。

7 寡婦福祉資金の貸付枠の増頷について

今［月の豪雨により寡婦世帯の家屋に相当の披害が発生しており，この補修費等の貸し付けを緊

急に行うため，国庫補助金の増額措賞を講ぜられたい。

8 同和地区に対する特別措固について

今回の豪雨により被災した同和地ヌについては，地区のおかれている劣悪な立地条件等にかん

がみ，災害復［日について採択甚準の引き下げ等特別の措直を溝ぜられるとともに，被災生民の自

立についても格別の配慮を願いたい。

9 水道施設の災害復I日に対する国岨補助の特別措翌1こついて

今回の豪雨による水道施設の被害は甚大であり．復旧工事には多額の費用がかかるが，水遺施

設の復1日は，住民生活にとって当面の急務であるので．これに対する国庫補助条件の緩和，補助

率の引含 j-：げ等特別の措置を講ぜられたい。

10 災害廃羹物処理ギ業及び廃棄物処理施設災害復旧に対する国喧補助の特別措置について

災害に伴う廃棄物処理は広範囲かつ多量に及び，この処理経費は市町村財政を大含＜庄迫する

ので．国庫補助条件の緩相，補助率の引き上げ等特別の措質を講ぜられたい。
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また，廃宝物処理施設等の災害復1日｛とついても急を要すろので可宝補助条件の緩和，補助率の

引苔上げ等特別の措芦を講ぜられたい。

問境庁関係

自然公園施設災害の財政援助措置1こついて

今！：J］の豪町により，［叶T.: ［呵定公園内の施設に桓崎の被害が発ttしており，これらの施設は吋

によって設置又は助成されるべき性格のものであり， これか復1日については国において積極的な

財政援助且冒りを講ぜられだい。

文部省関1系

1 災害復旧費に対する財政措囲前びに国暇補助対象事業の拡大について

(1) 今位］の豪雨により学校及び社会教育施没は大合な被害を受けていろが，これらば—時たりと

も放閥できず，速やかに復旧事業を実施したいので，これに伴う十分な財政措溶を講ぜられた

し‘
゜

(2) 本県は地理的条件により法面の広い学校及ぴ社会教育施設が多く．このため今団も多くの被

r；1戸を受けたので．災害を未然に防仕するための防災T．屯を国庫補助事業として採りあげられた

し‘
゜

2 被災した学校及びネl会教育施設の設備屹びに児章生徒の学用品等の購入に対する財政措匿の抗

大について

(1) 今回の被市は，夜間における急激な増水による床卜浸水が多く，設備，学校用昂等が流失し．

又は使用不能となったボ例が葬常に多く，今後の運営に支踪を含たすので，これが財政措四の

拡大を図られたい。

(2) 災害救功法適用区域の小，中学校の児章生徒の学用品等は法の適用により給与ぎれるが，法

適川区域外の被災児ボ，牛徒も同様の取り扱いとざれたい。

また，学用品等の給勺最裔限度額を引き上げるとともに，高等学校生徒についても同様の取

り扱いとされたいっ

画商産業省関係

1 中小企業の被災者に対する政叩資金の枠の拡大と長期（氏利の融資の確保について

被災地区の中小企業者に対する災害復旧資金として長期低利の資金を供給すろために，政府

系統金舶機関の貸出粋0)拭大，貸出期闇の延長，貸出限度額の引差七げ及び貸出利率の引含下
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げを図るとともに，中小介業信用保険公市の県信用保訓協会に対すろ芍別貸し付けの実施，て

ん補率の引苔上げ及び｛呈除料の引合卜げ等の特別措憐を講ぜられたい。

2 裔／変化資金の貸付け祖合等に対する救済措置について

点万度化資金の餞付け組合等に対し，麻度化資金の据置期巳月の延長，利、自の支払免除若しくは支

払猪f,¥l応びに災害復旧費に対する貸付率引含上げの措競を講ぜられたい。

自治省関係

災害復1日に要する経符に対する財政援助について

県及び被災市町付は，被災公共施設等の復1日に巨額の経費を必要とするため，多額の財政負担を

余儀なくされている。

また，被災者のうちには税の減免，徴収猶予などの措立を要するものがあり，このため財政収入

も相％減少することが予測され，特に窮迫した市薗J村財政にあってはその打撃は極めて甚大であろ。

よって，も甫訪金の沿j9年補助適店などの措営はもちろん，地方債及び特別父付悦の増額配分並びに

普通交付税の繰いf交付など，積冷的な財政援劫措閤を頴いだい。

政府及び国会調査団の災害現地調査

この度の豪面による被害調査のため政府，国会及び閃係唸関から次のとおり災内調杏団が脈遺ざ

れ，県及び被災市町村から披害状況の報告をするとともに，被災地の早期復旧0)ための援助窃力甥

請を行った。

（災害涸杏団）

7月14日

7月17日～ 1 8門

7月l8日～ 19日

7月 20日～ 21日

7月23日

7月25日～ 26日

7月26日

田巾龍夫自由民t党幹市長代理

木村式雄建設大五

森下元睛農林政栴次官

衆淡院災害対策特別委貝会

（高田富之団長ほか 3名）

参議院災専対策特別委目会

（大谷藤之助t,且長ほか 3名）

自由民主党災害調査団

（古酋雷四郎［月艮ほか 3名）

山下徳夫厚生政務次宮
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5 激甚災害の指定等

6月 6[]から 7月 13日までの断続した豪雨並び1と台風 6号， 7号及び 9号による災害について，

政府は 8月 16日の閣議において，これらの災書を激甚災宜に指定し， 「激甚災害に対処するため

の特別の財政援助等に閃する法律」の適用を決定した。また，苑災農林漁業昔の経営の安定を図るた

め， 6月及び 7月の豪雨等による災害について IJ:災による肢害農林漁業者等に対する資金の融通に

関する暫定措質法」が滴用された。

激応災害の指定状況及び天災融資法による融貪状況は第 5-2表及び第 5-3表のとおりである。

第 5-2表 激四災害の指定状況

□/"＇t[l47年8月17日

［政令番号；；｀｀ー五―~i

I 
|―—｀ャ· • -----

激 甚 災害 LL召fl147年 6月 6日から 7月 13日までの断続した豪雨並びに同年台風第

, 6号，台直第 7号及び台風第 9月による災害

——-• -------| --―-- --
適用すべ苔措買 第 2 章 公共土木施設災，；i聞復It.-il1業埠にi閲ずる待別財政援助
I - ----! 

：第 5 条 農地等の災害復1日市業に係る補助の特別措置法

第 6 条 農林水産業共同刊）月施設災害復旧市業費の補助の特例

第 8 条 天災による被害農林漁業者等に対する資金の融通に関する暫定措

賞の特例

＇ ］第 10条 土地改良区等の行なう湛水排除｀柑業に対する補助

第 12条 中小企業伍用保険法による災冑関係保址の特例

第 13条 中小企業近代化登金等助成法による貸付金等の償遠期間箕の特例

第 l5条 中小企業者に対する資金の融通に関する特例

1第 16条 公立社会教育施設災害復1日事業に対ずる補助

第 17条 私打学校施設災害復旧事業に対する補助

第 18条 日本私学杭環財団の業務の特例

！第 19条 市町村が施行する伝羹病f防事業に関する負揖の特例

I第 20条 母子福祉法による国の貸付けの特例

第 21条 水防資材費の補助の特例

第 22条 罹災者公営住宅建設事業に対する補助の特例

第 24条 公共十木施設，農地及び農業用施設等小災書に係る地方債の元利

補給等
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龍氾の指定により木県に対しては次のように適用された。

項 日 適 用 状 況I虎地等災害復1Hrれ業等［ー一丁五「 l暫定法による

1 0)補助の特別措置 ／・サリi[［：I対象屯〗:) 補 助(f冒

農 地丁ロロここ：9[□／392

□□ 

激甚法による
補助額

(fPl) 

1,532,731 

9,213,461 

60,732 

10,806,924 

農林水産業共周利用施I 対象 暫定法による 激じん法による
I ，設災告復1日事業費0)補種 別施設 対象弔茉費 補助額補 助 怒
助の特例 数 (ff'!) (ff'!) （「月）

共施同利用紐奴 6 s I 7 6,3 7 2 I 3 s I 6 5,4 1 6 

公共士木施設，農地及

，び農業用施設等小災害

Iに係る地方債の豆l]補

I 
給等

公共t木施設災実復旧

屯叉等の特別財政援助[

I I I ［月！i首補助額内訳

1種 別 1市町 i 一般負担率激甚法によ
i村数 1 (.ff'[) による補助 Iる財政援助

I額（阿｝
！額（かさ上
1額）（呼

市町村数 ー『― 37市町村

T―［こ：5F円

，地方負担額

（呵｝

公共｝：木 I 4 1 I 6 708 989 5,765,554 534,888 -I 1 408,547 施設 '’ 

L-
I災害関連I1 4 753,957 376,978 252,779 

叶 I s s ! 7,462.946 I 6,142,532 I 787,667 
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※ ：―激紐災寅に対処すろための特別の対政援助等に明する注打」

この怯律は災害対策雄本法に規定する苫しく激誌である災実が発牛した場合におげる国の

地方公共団体に対する芍別の財政援助又は被災者に対する特刈の助成措囲について規定

第 5-3表

番

天災融資法による融資状況

龍記の指定により本県には次のように融百含れた。

農業
--

2 3市

4 5 4,5 0 0下肛］

第 3節 県議会における審議の状況

災害直後の 7月 24日臨時県議会が招集され．災主閣係予算をはじめとして防災対策．災害復

旧対策等の諸問題についで慎重な審厳が行われた。

その状況は次のとおりである。

（昭和 47年 7月臨時会会議録より）
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西田修一議長開会あいさつ

一言こ、あいさつを申し tげます。

本日， 7月苺時会が招集されましたところ，議目各位にぱ，おそろいでご参集を賜わり，県政の

ため．まことにこ1中蔓にたえません。

さて，今回の苺時会においてご審議願います案件は，先般の 7月豪雨により．県下各地に大惨事

を招含ました災害に対処するための補正f算であります。ご案内のとおり，今次の豪雨は県北地域

を中心に猛威をふるい，本県の災害史ヒ、最大の被害をもたらすとともに，多数の犠牲者と罹災者

を出しておりますことは．まことに痛恨の彦わみであります。ここに衷心よりご同情由し上げろ次

第であります。ここにおいてぱ 1日も早く被災者の正常な日常生活を確保するとともに，迅速な

復旧対策を溝じることが，被災地県民の顧望にこたえるものと存じますので，慎軍と審議のヒ，適

正妥当な結論を得られますようお願い申し1一＿げる次第であります。

なお，この機会に，と報告申し七げてお苔たいと存じますことは，今次災害にあたりまして，議

長がとりました処窟についてでございます。時澗の関係t:，ほんとうに簡単ながらご報告巾し上げ

まして，こ珂解を得たいと思います。こ厚知のように，災古喝時は， ちょうど全国議長会の会議が

ございまして，私七京いたしておりました。まだ会議も始まらない朝も早く，知事から，すぐ屑っ

てもらいたいという連絡がこぷざいましたので，急遵全議に参りまして事情を話し， ＇］刻新幹線で濡

ったのでございますが，災害によりまして，福山地区からは汽卓が不通になっておりましたので，

福山市長さんのご好意を受けまして，自動屯乗り継苓て急崚帰ったような次第でごぎいます。そし

て17 Elからは，木村建設大出がヘリコプターで災害地をど視察になりますので，私，知屯ととも

にヘリコプターに乗りまして，窄から災害地をつぷさに凋行いたしましたが，その激甚な災害に対

して，ほんとうに残念に思うと屁時に，罹災民に対して深く同清をいたしたわけでございます。

1 9 Hには知市と・・叶者に上京いたしまして．時の人でごぎいますので．藤出参議院褪員にお願いf打

し上げ，各省に連絡をとっていただきまして， 1 1時から 3時という短時問において，ほとんどの

大臣あるいは政務庁官等に広島県の災害の陳情を申しヒげ，そして力強い激励のことばを受けたの

でございます。［印t:，大蔵，農林．建設，総径，防衛庁等の大臣はもとより，翌日の 20日ぱ 10 

時 40分から宮房長官， 1 1時から絵理とお日にかかりましたら，むしろわれわれ以卜.に力強い激

勃のことばを受けて，意を強くして扁って，この予算と取り組んだわげでございます。そういう意

味において，皆さん方の息に沿うべく，議長（まこの対策には生命を賭して努力したと考えておりま

すけれども，遺憾ながら 10 0彩皆さん方のご期待に沿い得たかどうかということについてぱ，蓋

問を持っているわけでごぎいます。しかし，こういう大宮な災害でごぎいますから，今後とも議会

の皆さん方と強く手を取り合って， 1日も早く罹災民に安心をしてもらいたいという意味において．
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最終的な予算はまた1月ませんけれども．知事にお頓いを申し上げて，本日の県会を急ぎ招集してい

ただいたわけでございますので，ど理解を賜わりまして，先ほど申し七げましたよう 1ご，適茫妥・‘竹

なる結論をいただきますようにお願いを申し上げて，ご報告といたします。

これより 7月疱時会を開会いたします。

永野巖雄知事提案理由説明

本日 1ふ臨時県護会を招集いたしましだところ，議貝各位にぱ，ご多忙のとこ芯ご参集いただき

まして，まことにありがとうこ言います。

この度臨時県議会を招集いたしましたのは，今団の豪雨による災専閃係予算の議案1とついて，県

議会のご審議をお願いするためでこざいます。

ご承知のとおり，去る 7月 9日から 13日までの 5[］間，三次市など県北部を中心とする断続的

な集中嶺雨により，県下全般にわたり大きな被実をもたらし，死打 32名，釘方不明者 7名のぽか

多数の負傷者を出し，また，家屋，学校等の建吻をはじめ，農業｀林業関係その他各団公共施設の

被害総頷出現在取りまとめましたところでは，約 42 1憶口liこのぼってわります。この度の災害

による犠牲者に対しまして，衷心より哀埠の意を表しますとともに，多くの破災者の方々に対しま

しても，心からお見舞しヽff-Iし上げます。

なお，この度の豪雨による災害に対しましては，天屯，屯后両罪下から，合っそくご救悦金を

こ、` 下賜いただ叔， ここに県民とともにつつしんでお礼巾しヒげるものであります。

更に，一般有志の方々をはじめ，各方面から，見舞い合及び救助物資をいただいております。こ

れらのご厚情に対しまして，探＜ ！啓謝の意を表しますととも犀そ 0)ご趣旨IC沿って，被災者の方

々へ災害見舞い金としておi普りしたいと存じております。

今団の災害にあたり，県といたしまして1よ，南ちに災害対策本部和設苔するととも i乙特に被害

の大合かった：戸次市など 25市町村に対しましては，災害救助法を発動し，救助活動紀つとめろー

方，屹「自衛隊の灰遺を疫語するはか，渭及び市町村，その他閤係機関と緊密な連係を保ちつつ，

各地の災害固所の応急工事を行うなど，所要レぅ措i―性を講じて．これが対策に努力いたしていると

ころであります。なお，上木，農林災害復1日につきましては，他県から技術醐貝の応援を得て，早

朋復IHをはかりにいと考えております。また，国に対しましては，災害の早期復1日と財政授助措既

について要辺いたしておりますが，特に激甚災害に対処するための特別の財政援助等に関する法律

並びに天災による袖書農林漁蔓者等に対する資金の融通に閣する暫走措賞止の適用について， これ

が実現を強く働叔かけているところであります。

さて，ただいま提出いたしました災害関係の補壬予算について， ご説咀申しヒげまずっ
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まず，災害復旧事業につ沢ましてぱ，現段）秤において一応見通しを＼tて，十木，耕雌，治由，教

奇施設「関係等の災宝復1日費及び吋II！災害関連，砂防災害関連，緊急治山，林地崩梱防廿市業関係'S序

の公共事業費を予算汁上することといたしておりまず。また，国の補助事業に採択されない詞IIj災

害闇連，砂防災害裳連弔業並びに急匝斜地対策，地すべり対策及び小規模崩慇地復旧事業を県単狼

で実施いたしますとともに，河川の埋没t砂の除去等に要する維持修繕費を追加ifl:::することとい

だしております。なお，公共士木應没災害復1日弔業につきましては， ti1期復旧をはかるため， 2 1 

億 7,2 0 0万「月の伯径負担行為による予算措殴を講ずることといたしております。

次に，一般の災害対策1関係の経費といたしましては，被災者へのた苔出し．被服， 寝貝その他

生活必；芍品の支給及び仮設住宅の建設等災害救助費，水防資材購入告，被災した裔等学佼生徒に対

し，教科書を給勺するための経費，浸水家屋の消毒等に要する経四及び災害金融相談所の運営費な

どを計上することといたしておりますほか，災害援護資金及び住宅資金等の貸付を行うための世

僭吏生資金，母―f•福祉資金を大幅に増釦するとともに，被災者に対する立ち 1[i り資金の融通制度を

設けることとしております。

また，保育所，児咽館等社会福祉施設に対する災害復旧費補助金及びし尿， ごみ等，廃菜物の処

理9H業に対する単県補助金をJtJ::ーいたしておりますほか，被災無医地区の巡同診噸を実施すること

といたしております。

中小企業の金融対策といたしましては，県費預託による災害対策特別融資制度を設け，融密ワク

1 0億円を確保するとともに広島県侶用保証協会に対する特別損失補償を行うことといたじま

すほか．中小企業近代化資金1こより建設した施設の災害復旧に要する資金の助成措匿を溝ずること

といたしております。

農業災害に対する金憩対策といたしましては，天災による被害農林漁業者等に対する資金の融通

に関する暫定措酋法が適用され次第，犬災咄資法による被害農業者に対する経営資金の単県継ぎ足

しによる利了補給を行うことがで含るよう，債務負捐行為の予篇措置を講ずることといたしてお

ります。

また．農業近代化資金助成法に基づく曲査に対する追加利子補給，広島県信用農業協同組合連合

会等が実施する農業経営貸付金に対する利子補給及び広島県農業信用基金協会に対する出資を行

うことといたしております。このほか，農業共済保隙金を早期に支払いするための貸付金，水稲の

病害虫防除事業及び農作物の種苗確保対策事業に対する単県補助等の措腐を講ずることといたして

おります。

この結果，今同0)災害関係の一般会計歳入歳出予算補正額は． 86億7,3 3 4万 6千円となり，

累計頷は， 1,6 3 8憶 33 2万 6千円となりました。この財源といたしましては，国庫支出金
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5 3憶 51 2万 1千円，財政特別準備珪金の取りくずしなど繰入合 10億 1,4 2 2万 5千P3,諸

収人 7億 3,2 0 0万円， 県債 16億 2,2 0 0廿円を充てることといたしております。また，

特別会計は，ここ会計で歳入歳屯予算補正額は， 2, 9 8 0 Jj円となり，累計額は 12 4億 6 1 8万円

となりました。

何とぞ慎遁こ審護のにこ可決くだ含るよう希望いたします。

平）1|昌三議員質問

今次，県北—•"••潜を襲いました 7 月豪雨によりまして，死者 3 2名．行方不明 7名，負傷者 51名

また家生の全壊，半壊，浸水など，罹災itt滞数 19,800 廿僭，—+木，農林，水序業，その他，被

害唸額 42 0億円，おそらく本県付史以来の大惨禍を見るにイ5りました。私ぱ，ここにつつしんで

自民党県会議員会を代表して，とうとい人命を矢われた方々及びこ`‘遺族に対しまして，弔意を表し

ますとともに，多くの罹災者の野さまに対し，心からお見舞いを申し l-こ if，一—-日も早く生要に立ち

直られんことをひたすらお祈りいたす次第でございます。しこうして．水禍の爪あとは，見る影も

ない惨吠そのものでありまして，罹災苔の多くは衣食住の本拠を失い，ぽう然自失のありさまでこで

ざいましたが，県崎月はじめ，官民各位からの力強いご支授，こ→協力によりまして，ょうやく牛気

を取り哭し，再度の牒城復｝情を目ざし，＼＇［ら七がろうとしております。知弔はじめ，関係胄局にお

かれましては，今次臨時県会にお合まして， 8 6億余円の晶加を見ておりますか．今後も引合続き

格段のご配意，ご援助あらんことを強く要請いたす次第であります。罹災地域の復輿対策並びに産

業振輿対策につ叔，今後のこ方針をまず伺いたいと存じます。

さらにまた，この度の災害にあたりまして，陸 t子．自衛隊第 13師[5_fjにおかれてば，数次にわた

り，延べ人員 3,700余名が現地に出動含れ， F月のIt]，危険をおかし，昼夜を分かたぬ積極果敢な

行動J]で防災活動に協）］し＇たたきましたことは，関係市町村及び罹災者ひとしく唱謝，感激したと

ころであります。ここにあらためて感謝と敬尊の誠をささげるとともに，この際， これを要請され

ました永野知ボ］）ご所感を承りたいと存ずる次第でございます。

ざて，まず第一・-1こ．防災．水防両討的」についてお尋ねいたします。備えあれば憂いなしのたとえ

もありますが，災害が起iきてしまってからでは， もうおそいのであります。でありますから，災専

対策基本法第 1条におきましても，困い『応ドに国民の生命，身体及び財席を災害から保護する日的

をもちまして，特に防災計画の作成，災宙予防などを強洞していると思う次第でございます。今回

の災害ぱ，広島県北部に記録的な豪雨をもたらし，江川水系．太田Ill水系，翡梁川水系の内陪山閻

部が，河川の1よん檻，山崩れ，がけ崩れ，橋梁．家屋，田畑の流失，遺路，鉄酒，通信施設の損壊

など，大災害をこうむったわけであります。先般，県において策定された広島県地域防災計画並ぴ
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に広島県水隠？I-l面によりますと，おお行ね大都市中心に了防対策の市点が管かれておりまして，山

閤部市町村のそれがなおざりに含れてはいないかということを私は案ずるものでございます。この

際，防災叶両並び1こ水防汁両を再検吋いたしまして，県ド全域．全地域にわたりまして，水防叶両，

防災叶両の行き渡ろようにこ’配慮いただきたいと思うのでございますが，これについてのご所見を

承りたいと存じます。

また，今回県のとられた緊急措四1こっ沢ましては， 「7月豪雨災害の状呪及び県のとった措跨」

という報告書を拝見しますと，今次災害の特徴の 1つとして，道路及び通信施設の破損壊により，

多くの町村が令＜孤立状態におちいったとし，陪；こ孤立町村に対する被害実態のは握，自衛咲，機

動隊の出動，防災穏材，援助吻資の翰遠など， ことこふとく後手になったことが，あたかも不可琉カ

0)ごとく認め含せようとした形跡があります。双．了郡作木村のことふ罹災裕 2日目にして，自衛

隊の連絡班によってようやく実慇が判明した実例もあるのてこ噂fいます。かかる緊念かつ応負措

四について．今日いかように1丈省しておられますか，お伺いいたしだいのでごぎし、ます。防災無線

の設消について會 このたぴ調食四 14 0万円を含十卜しておられますが，中討各某はすでに設殴済み

で，活叶jしているにかかわらず，本県だけが今日までおくれをとったのは t 県の防災行政に対する

熱忍が足らないのではないか。設附対象は累の出先機関だけにするのか，あるいは全市町村をも対

象にするのかQ これらの構由についてお伺いを且1し卜.げます。

質間の第二，治水対策と災;Jr復旧についてでこ，.ぎいます。中国の占いことわぎに．水を治める者

はよく国を治めると申しておりますが，今次災害の大合な要因は， f叩II行政のおくれであることば

明白であります。したがって，治水屯業のおくれは災害を大きくし，災専が人合ければ治水市業を

おくらぜる因果関係にあると存じます。本県河川は， ー級， ＾．級河川を合わせて 2,90(）キロ，そ

のうち，攻修を要する詞川が 1,86 8キロに対し，詞／ij改修の実禎は，実にわずか 17 3キロ，

9％にすぎないのてごぎいまして，遅々として進んでおりません。この度， 7月の災害は全国的で

あり， この醗，仝［剌知事会として，治水：予算の大幅増額連勁をする必要があると忍いまずが，知噴

の所見をお伺いいたします。まに隣県島根県にお含ましても，川本町をはじめ，大災害を受けた

のでございますから，この際こそ，治水対策のため，防災ダムの建設を話しかける必要があるので

はこゞざいませんか。

次に．災苔復旧についてお尋ねします。今回丑卜されました七木復l日―予芹ぱ，災害額の 35彩．

ずなわち 48億2,700Jj閂及び債務負担行為 15％すなわち 22億円としているのでございますが，

実質的に 2カ年復旧の方針をとられたいのでこぎいます。まだ，これと関連事業を並行させまして，

根本的に改良，復日等をすべ合であると存じますか，県のこ＂方針を伺います。

質問の第 3. ダム放流についてであります。去る 7月 1l日夜から 12日末明にかけ，中国電り
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の汀＇［；，噂 i. 「；［Iの 3ダムから一斉放流を行った限， iii門,,Ji1:::/i月「「J̀, ! i', 1 ;！]， 1＿八I,＇し，！； ［ ii[ 9‘'！j 

し）各罷；こわ羨，ましては，家怜：じー）流央、全 1'均， 1人 1 又（よ几ド i'交水をしたこと｛こ •C ）ヽ， J’＼梵―-ある

とい）！阻ヅー）は·i 力＼こ~うごうと[·がってしヽる 0）でこ‘・点し、生すャダム楳！＇i C見，‘↓．：こ岱＇又し fとか， そうし―．冗

し、とかしヽうことは訓1ごtヽ たしまして，人闊尊屯の時;-t只おさ tして． fiむl_IJ木J）こ(})見じふ悛丸―，さ

せるとし‘うことは， 主ことに［！『イし（ごそぐわ心c,+11J:t1伶，tことごごぎし、ます 卜流1,tl＿せか！にい）性IIl，

にさらされだ以．i-9. 県としてこれを黙認することは許され勾し、と {fじ支―:t ,II; ; 1 !,-i9:B 5 2芯；ご ・tる

沿］月I1奇雌苫 0)洪水．凋冷指ぷ権に対し，県知 'JJ ょ I) 適切八~る廿·§ll'：i ・や，，翡ずべく臭，計し「こことかある：）で

ごさ＼、まし tうか。お和1,.、i, だヽしまず(} :・ttこ． こ0)際，箕1・!11ょ：Eliこ対して，；叩II誌uー） ・-陀改IEと現

けダム罰＇疇柑・!！の変史を吋／ l|管理者に速やかに伎表ギベぎてあると考えるか，このI['｛ごつし＇て．

知1；い）ご冗斤見を1底りだt，と存じます。住没）Jりii， 人［月；！ I水系豆））11,:;]＇「G'.}j,)）兌 t}［月！ダムし•-)印fi:fJ！恥＼

(j)だめ．篠城t支＇立を入州ば政心し， illli区対しても，そ U).＇忍［東のも［ iり，ヵ＇なぎ 31・ fこ：：： l]．［I〈Ujでごぷ，,ヽ

よず)り;，そり）1/＼］容はし‘:;,か忙もじ）てあ J fこ力 h どし、うことを巳ーダ）遠がにれ{,9lし＼し、，どし支ず ，t t.:'ii『ji

i i, i{｝ i i (l t.[ U)！ ！ 1 [ i,・li [,: ！]のタム投19］に拭！94 iる＇、ド L9!l (/)<,［；・； ：：・＇）し‘し J~) ｛叫！91, f、なをし、ij、上う・:とら

え，し、力、上う iこ拍性さ il・J:うとするの力、 お名え力、あiI I i, 1•I'! t~ ヽだし、ビ（「し f t"， 

『i間1;)~り 1, 罹実者の援倦措料にマC) し\-c i; ！ 1 [・ ¥ (‘だしま t、}悶仄(tl I I誓し） ＼ l ・i＇［失！．"冴 1危

名ばことこ‘・,:'::< ！沿叶，＼や設而渇戒を流入：く{i'1心'.;(ノ・ 文r・ •こむ：iど{!')： --〈 1！二＇マヽ；） J,＼ぅ<-・［；； ［さござ

、`まず，そり）波『況li;t ，県 Q) 翡青応わぎボしても、［＇｝又役l 係し＿舟！•I[ ＇,i;―T'k立 l().．ri (） ｛），¥ ;99 9l }レ，

1 2 0 {(』ti「LI名り文屯．l1冬て怖',1げI数 3,！） （） （） ｛]， 5 4俯：:'Iと見．＼＼．t:!t -cーし、ー、93しー）＇ここざし ‘t.-i． こり）I匁

の）99『}，，i!―；ご Lり， jこ心＇！ー部， 脱j]父`9ffi，嘉1j 」 fj•1月ih［心！周菜力各神．9社'i,がt}9 _i，'応，>JI没ih'| l, 1,'' ,‘,11 -r--； -L ；ごな

り，罹及名も付眉を閲くことでこざし、ましょう し力とし， i］,）―iC・） ［崎，｛．t ii―々,~ I,てI!i合；；，匁する

ことが直例でありまず，融tt1i f分{i l立大限に住；令をあ！f, 資や内クにこらす）!IL i責心i.[＇,1; f-',1[i ! ilざ

ズitこし、ことを悛噌しヽだします］史に，県の代¢fりの甜Iじ，贔い．視池指導f本H!；)[{f,`r―9 9ルァどえは， 1冷

［内働，出先閲応．）祈，伎育に＇）しヽ て、方叶かあれ！． f，hlし'tこし、と｛（じまず，1

買間0.）匁15, I知町付財政援助にマ）：ヽててあります0 こ(,●)！見；）＇応，りは，過疎化記悩む： I|閉JIh ;:『Itt1ご

心し、中［ちを加える納史となり， 合、行ぷ tこに窮．iと：J だII-： I:i「'し！ilfJ欠； •t ，し、 9：：',‘よぎび l,• ［ ＼も ・J)となるこ

ど力;);仕l点オしもす―つ <iこ‘；じ束［且，1；リに-)し~ヽて， 翡［八tし＼ t, eけく 2II] 2 311J f~「;て-「!!’] |]し， 叉がi1j月に

刈）しだこと ii不↓9,1 i豆）ウし、てありまず＾県は 4i],ifl卜）！如妙刈臼令し・,}ali ！しァ'，'iiIi：汀ふ¥,aif ・i,：:，'、)t, ;, i)、あり

tず刀 b9 91i[ iりびiご吐，l，r「hL I J t ］じ）激1'↓友，1：已．へむ）改i'1山 iLどぶ＇よビ巧― こつこぎ',¥ -t 「9、 屯＇［見，ミ 1::),t•りに

尉らし， どの料：隻り）見込みカピ）し、ごしヽ るり）てあり主す力.,,詞し＼だ［．ヽ も v)―．：ごぎ： ＼ t r— f.'ー：；， 賃＇古~

教助生の適・i[]は受げなかったのでごぎしヽますくずれごも， 災＇， f只、、〉は↓L• I 、t ビし I, 、こ ·s＿ろう•ここt・し、 t こ

この場合，激枯災4栢．）、U)．適iiJを受けな：fむ1・t心らな，、田村が伐？てし、ると，！9＿i]：'‘全す （こ!=文_:i.[＿『
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叫廿いているところで{,t, lt婆鳴；•;［野町，その他；ごもあると存じますが，そうい弓坦墳につきまし

ご， 県豆）i Jぎ';irl fヽこり姐；店が＇りまししヽ 0)でこ＇ざ｛．ヽ 玄ずが， ご見瀦を伺t‘’’こし、と（fじます。内；こ，祈だ

に広島巾へ合{}fしたなり虞lぱ， 災内敗肋仏¢)忍ilJを受itることかてき f.［かっだ勺こうしヽう広．り茫合{)f

をした場合につ lヽて1よ．行が1こ名',［ド rる必位かあるのては汀し、かと行じ麦すか， こオしにつ tヽ て県の

見解をfn］し、文す。

以 f・,．数且ll にわたりまして，お綽口をし ‘fこしだ次 In-〈•ありますが，芳ずらこ，災内は店•｀れたこ

ろによれると月1しておりますが，本旦iごお＆主しては，忘れなし‘うち化すでにやってきてしヽるので

こ・-ぎし、ます。悦来，仏和鼠ぱ災内の少t［し氾見てあろと riわれておじ占ずげれとも， この水内のおそ

ろしさをt山 し，速やかなるりぷビ地の複刊と樅災者の女＇｛・主の兄年もたらすより阻叩 11)

の格疫のこ配慮をし、たに善たし、ことを含頷し，化の四I片・]を終わる（勾第でごぎ` ．1,,ます。

大下利ー議員質問

私{t, ll本・fI一公兌県会議員1、J1を代長しザこしまして，買間をいだし京す。

具体的な買間 1こ入ります他に，今 IllJO) 児常な出 l心ど1•i 区よって． とうとい人命を森われ， 瞬 iこ

して水魔の蟻関~となられ文した死者 3 2名ャぅ岬ぶに対し，氏いよりと冥福をお祈 r） tヽtこしまずとと

もに，こ遣族の告さんに対し ここにつ-)し人でオ翫ゃJ士をIIlしtげます。まだ，今次災Ji・rによる

5 1 名の巾町ふ｝行な•はじめ，家ヂの流久，倒次，［2ik, lIl t]|g)＇は;jくなど，多く（）樗笑者の特ざんに

t寸し．心力'i・！お見翡fし‘を ii Iし！ ~． f ます 99 まだ．しt·I·t にわかil tしても， ぐんじ茫'Iと詞廿ij｛こ，永［野紅l5 fi 

を先況l化， 災，鰭対策ト；，；砂を誡叶ざれ，賃古芯助；よ砂魯Iilをはじめ，粒］）月術：戸）密匂喩込，［l衛隊の

災害派逍製諮，給水J)応泣措：t：，＼防疫，合袖対策，史にぱ激甚焚，｛［仏， ＼ `i峠独訂枕~し）邁[Il など．応

急対墳に不眠イ孔人で祁jJされ点した閃係者各位0)こ労，’l冒こ対し，深見なる敦ほとり如恥）心をだずる

次第であります。

さて，今次笈'1・［は，戦後牡人の 50 0ミリに及ふ豪1、打を県卜各地にもたらし，被害総箱も 42 1 

憶円にのぽる史日紋翡の岐士をもたらしたとパわれております，摩寺に，今次災tどの特徴は 災害没

助誌の適川巾町Iヽ］か25市町討に及んでしヽる’Jずだか小すように，仏範Jf]で， しかも県」との過疎池賊を

中心に発生しているたけに，これら被災：地の悩みは深刻かつ濯人であります。私たち社会党県会議

且L，月ぱ，災害発生と I;i]時に，直ち応渦杏il1を珈成し，数班に分かれて咬災地の実情調査を行い，・

その魂斉結果を取りまとめて．よる l8 l]，永野知市に要咆淋を捉出しだところでありますが，そ

のおもな内容ば，二次市をはじめ，災害地を滉察し，そのもユぎんな況吠に接して，治山治水計両を

抜本的に再憶；寸し，県民の人命，財立fを守ることを加位として

1 治山，治水，如J/1l改修什両を内険討し，早泣に実他「ること
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2. 坊屯者に対ずるゲち直り登令（こつtヽ てふその慇間を大幅に全笈印し，菜如吝ずろこと

3. 農業．「ずliい合足者に対ずる緊氣救済についても， l．ii．某琳ぎ人亡しを含めて措沼すること

などか，そのおもな内容であります。永野知市におかれましても．これら殷：見地のなまの声1こ・ト

分に耳を頑けられ，勇所をもって渚池策の実現に位位されますよう，まず冒頭に要戸いたす次第で

あります。

質問の第 1は．罹災者の敷済対窟についてであります。その 1つぱ，低所得者を対汲とする立ち

直り資金についてであります。昨 i―1之），滸明によりまずと，憤附史1・資金（i)うち，災＇；片悛獲資合 15 

万［［］，生業な常むだめに必要な資金 20万：lj' 住宅の増改策，舷張に必要な資金 30 ]Jm]などを年

利 3？るの間利で融賓し，積栂的に低所得府の救済に％たる冒の況明がな含れたところでありますが，

しかしながら，永野t1]＇-l立）こうした社も災者に対するあだたかし渭訊ヽやりも，叶―!！の況明を聞しヽた限

りでは．実際にはそ 0)趣旨が・i・-．分に生かされなしヽ合ら l'があるし巧でばないてしょうか。たとえば．

只市を巾心とする 42年冗，りの湯合には， 4：1ヽ 舌保護庄咽所f[}額の 3倍を適］］ §れてし、る区もかかわ

らず，介叫｛よ 2,5倍（こeii彦ドげられ，そのため応，実＇夜には {1，1ーりたくても惜りられなし遠支災者がか

なり出るこどが予想されるからであります，，なぜならば，私の試算したところにしりますと， 2.5

伯を滴用し，法定持鵞を含めた月収頷ぱ、 3祓地てある次市や庄頑市で， 88,200円． 4級地

てあるその他の被災地でぱ 79,421可， これを実際のF取り組に由してみますと．ー一次fi．庁原

市では 75, 0 0 0円，その地の技災地では 67, 0 0 0江］となり．これを 42年災拉仕汗―［市の場合と

比穀してみますと，呉市の場合には， 2級地の 3f音滴）甘であったために，これを現時点で推計する

と．月収は 11 2, 6 8 4円手取り額は約 95,800円となり，今団の場合．級地と倍率が同時応11

＆下げられたために．約 2万円から約 3ゲ月適用範尭が引き下げられることになります。このこと

を参考までに，県の職員に当てはめてみますと，只市の湯合には，仔蛉 50歳で課長クラス程度ま

で適用されたものが， ―ご次巾や[1鳴仇打では＇卜齢 43栽で係長クラス程度まで，その他の被災地でI±

打吋 37歳で・一般の町1和護にしか忍1}されないことになります。 [n]じように災実を受け．令く同

じ制度を利用するのに，このような・不斗＇等な投し、かあってよしヽものでありまし Lうか。私どもば，

制度による級地の矛がある以t:.倍ヰくを 3倍から 2.511¥-に引きドげるのでばなくて．むしろ逆に．

倍年を 4倍か 5倍にり 1含七げることによって．適弔条件を同じにすることこそ，被災者に対すろ具

の援護措閥ではないかと思いますが．知りiのこー｀所見をお伺いいたします。

2つ目は，罹災者に対する資金咄行制度についてであります。たとえば．住宅罹災者に対しては．

仔宅合融公主の災ぐ；昇復輿資金が 3年間如ぽ置きの 18年憤退て．穀高 15 5万円まで借りられるft

組みになっています。まだ．農業足す；者や中小企叢者1こ対しては，「ii]栄社や県信連，一般の金融機

閃からの特別融資かf定されています。これらの制度に対して，県として（ふ被害者のための単狼
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主 ぶ卜IE’ 上ト、99,: ： ri-i, j : （`i,: 1,＇； -9rl, ＇！{．せるだダ） UJ枝白芥在~，馬'(L i11Jと力 bしてし、ただー｛ナなし．，だスぅ

ガ入[; ¥,＇」・,;・マふ；’9[i, 9ー冒'~―:'”,4, ；. : 9 J? - ;； iごi、,t ¥、 i，し＂tj「il.：ご J・）ことを察知さオ1，杜ご入，e；w・rしし一

)J占一］，し{-」，サ＇．：．［するとしユ t,;←る ！ L ： 9': ；'.」．:)J) r [: fl:. ＿い，1兄I,9 : i 9 ・、§),i,t,，11 ; f行0．）ぇ；i［t．；と， i＇： ·々~と i.[,·：〗’’上し，汽

オ1-Ci』＼る：： ← ＇言であ f1まぷ力・亀， 靡名[[ Cり（もり月11こも l1{，怜［力'6')f)， まし c• や．J {也店［力;らり）1，しt悶も＇り[ IIヽ；・'̀9 -• L-
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t‘’! ]）げにはいかなしヽとすれぼ． この際，災内復IHを 111も早く軌叩こ屁け，艘焚地の国1.i：を安定さ

ーするためにも，蚊低必佐限度の安因を且やか忙t竹貝するなどの措i性をとるへきてはなし、かと思い

ますか， 月］：ードのこ所見をお和］しヽ し、たしたしヽ と思 9ヽ ます。

質間の第 3は，災汽時における注絡体制についてであ灼ます。ばうまでもなく，災古発！「時にお

げる最り屈）芸件は，止確な情報を速やかに収集し，的陥f［指？］くによって＊ ［阻りな合を期すること

てあ｛ー）まず。今日の場合は， iよだして県としての連絡指導．l閂題はなかったのかどうか。たとえば，

殷0)出尤機関相 IL間の横の述糸名はうまくいっていだのかどうか，私tこちがある町村で且接見， 又

は聞いたところでは，県のそれぞれの出先が詞じ情報を収集ずるために，人れかわりりちかわり訪

れ．かえって町村の市務が祖砧Lしたという語を聞含ましたが， これら U),9,11については，災害本部の

もとに，郡］1位に文部を設け，情報収集のための窓［］を—•木化するなど，今後改汎の全地かあるの

ではなしヽでしょうか。なお， 1作li(J）羨明によりますと，災夷用の・！艇綜設備を設i悦するために，今同

新たに凋査四を1;t-i：されてし、るところでありますが，本年度じゅう検訂するとし、うことでなく，速

やかに調査検討を行し、，｛・!仄のイ、安を解消するためにも，秋の台風シーース．ンまてには間に合わす

としヽう哨向的な取り糸Iiみをすべきであると思いますか．今い］の災：t:巳古躍したアマチ 1 ァ無線の紅l

繍化とあわせて， l.fl'｝｝じ）こ頂` 所見和）斥勺たし、と存じます。

餃後に，太fll/II水系の災＇；じふめくって，中国＇，村） Jのダム放流に関して買間をし、たし主ず。すでに

紐没省の様城専門宜が来旦、し， 定の結諭を出されてし＇るようてあ｛）ますが． この砧東につし‘て，

蓋わめて深しヽ疑念を持つわけであります。内門官¢)，凋内結史によりますと． この度匂災d1_1..；（ふ領1•[i

の激し合によるもので， ダムt怜（＇「によるものとは認められなかったとしヽうことでありますが，現池

てはダム共犯説などとし、うものではなし＼むしろダム --l_-：犯説・だと，―;し叱！］ってわり主す，．，そのために，

社会党県会議具tllはよる 7月 20 IIと22 [],現地識督を行しヽましにが，その結束，建設省 iヽり門

官の調査につt‘て，次の諸，tりに疑怠をり含めたわけであります。

その第 1氏は，粧災 J,11i昇）状況てあります， 1町―＼月局，吏に消防団の枠ぎ A.0石［f五によりますと，

Ji叫祖J叩醒詞）地点から見て， 5 0セノチなしヽし 1メ・ートルに及ふkl名のような洪水が押し寄せて

t、ることであり度す．3 •こオ l i iダムケ トの瞬間的な閲扉などを1凧因とする見方にHJJな給拠を信え

るところでありよす。

第 2点は，降1-fi}.iり）判｝誓てあ 1） ます。汀岩ダム l.ー＇流の古和町役場の，記録により主すと， 7月 11 

日午前 9時から和 l2↓ lff fii」 9 時まての降 I•！判｛は 2 2 1ミリてあります。過去の例に比ぺて， この

蜂1:I」！社て人災；どか起こる状況とは考えられまサんっ

第 3i.¥i（ふ 7月 2i [ l新団記者会見て発表含れた専門官の湛・青報告書の資料ですが，これと私ど

もが人fュした資料の数仙が最も 1且娑な時り月で芯しく異なってしヽることであります。私どもが人干し

た巾［．軋電打加叶9程JJ所が戸河内 1町に提出したダム雪雌実絨表並びに中国地建同/11管固課豆）
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宝絨表の賓料によりますと，立岩ダムの貯水位ほ， 11日21時から 22時の間に 48センチ下

がっているのであります。このことは，放流麿が流人f社を苫しく l•:l叫っていることを示しており，

流域のはん濫時と合致するのであります。被災住民がダム災害であり，人災だと，深い疑念と憤

りを持っているのも当然であります。県としては， この了［岩ダム過放流問頴Iこついてどのような膊

斉を釘い， どのような見解を持っておられるのか。知事の明確なご答弁をお願いする次第であり

ます。

次に，ダム操作並びに防災体制 Lの問因についてであります。中国電力，広島県．中国地建．町

などの閲係者に通知，通報 l-：の適切な措四かとられていなかったことが，今[ii]の災害を大苔くした

と思うのであります。特に， il]部町 t：流の区械を洪水警報区域として受け持っている県竹1月の臼任

ば，「t人てありますく，また，．視行法によるタム操1年規程では．利水じ不必要な水は直ちにド流へ放流

することになっています。これでは下流住民は常に水害の危機にさらされていると五’っても，決し

て過員ではないと阻います r つまり，利水ダムであっても，洪水時には治水の役割りを持たサるよ

う， f伽放流及び財水のあり方について再検討されるべきであります。特に，吃岩ダムの操作規定

にいう，設計洪水流址が毎秒 70 0トンであることに問題があるのであります。河川法の改田並

ぴに防災体制について，知屯の明確なご見解をお個いする次第であります。

以 Lで私の質問を終わります。

迫千代子議員質問

質間に入ります前に， この度の嚢雨によりまして，たくさんの犠牲を出含れましたが，その当市

者とされましては，ほんとうに哀愁の巾に沈潜していらっしゃることを思いまして，心から哀怖の

怠をささげ， ご遺族に対するお慰めを昨1し卜げたし、と思うのでこざいます。なお申し七げたいこと

は， 7人の不明の方がある。しかもその中にf供さんが 1人おります。その千供を持ちます家族の

痛みというものを考えると合に，函がうずくような気持ちがいたします。

哀てもさめても，行くえがはっ叔りするまで心おさまらないものであろうことを思いますと {1.,

現地の方々，また当屁の皆さま方が必死になって捜索していただいていることはよくわかりますけ

れども，なお卜分なる継続したど捜査のほど，心からのお願いを込めまして，ごあいさつとすろ次

第でこさ` ざいます。

すでに前のお 2人が詳細にわたりまして， この度の豪雨災害につきまして．ご質問あるいはこ

要唱をなされ，ぽとんど十れり尽くせり 0)惣がこさ｀ざいます。私，巾し上げることがなくなったよう

な気持ちもいたしますけれども，あと，落ち穂を拾うような気持ちで，女の目から見ましたところ

の多少の残余を質問させていたた含ます。どうぞじ分なると答弁をし、ただ呈たいと思います。
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烹ず復1日対宝につぎましてIJ, すでに巾され主したけれども， —•言てして 1打し支ずならば． Cの

度の災由復！I］は，！泉1臼復Illとし＇うよ hか，むしろ災害建設，災 tヽ んかえ Chiと芥ず＼く． この際．

度とこ 0)罹災を緑り凡くさなし、とし＇うような姿勢をもってやご．，てし、ただ，〉だし、｝ ー：：：・オl(：： ＝） l‘てit, 

こまか9,}l｛本的なこともこぎし、＇とすけれども．時間もとり：主― tu・）て， 也ぎ主す。

それから．宅地心成の邸渾なる監督指導につし‘てでござしヽまず。こればすでに令j日の新閲などで

恨泊されてお 1)ますが．実は叔のうも，私の衿”-4くから己斐のはうを見ておりますと，そのと叙 2,

3人おりましたが，あの宅地迅成をしましたあとが， きのうのあれだけの風で1戌臣を守てているので

ござしヽます。それを見ましたと恙に． もしもうちょっと長く [:l]が続いたならは＇，広島市も満足でい

ることはできなかったんだなあというととを与りで話し合って，身をすくめたのでごぎし、ます，，どう

ぞ：）ら化厳国なる造成の監督指導をやっていただぎたい。この＾けをつけ加えておぎます。

危i毎区域の点検は厳 t［に研究してやってほしい。私がこの度ジ次に 14日に入りました打且巾は．

下代田町の八印というところに春木という小字がこ，.ざいますが，その春木の堤防が切れた。その叫

私の母りました自動中の沌転手含んがその坦域の人であぅて，あの堤防が切れたのは胄然てある，

占老の持甜りにritJ~ヽて自分は女Il っているか，し、ま堤防が築かれてしヽるけれども，あの堤防の切れた

ところはもと川であったAだ．あれにまっすぐに水が流れていたのであって， 1甚罪がな含れてある

人たというようなことでこざし、ましたので，まず現．「也を見ておきたし、と思いまして，人ったような

ことでごぎし、ます。これらぱ． もうす~でに塊斉されて t ，るだろうと思います。そうしヽうふうな 1 「i小

詞I1 ：としヽ うも 0)につ苫ましても， 十分なるこ研究和な含れまして，対処していただ苫たし＇，蕪卜］の

日応， IざJナだれや 名もなぎ［ドの おそろしき としヽう句かござtヽ ますが， この度こそ， それ

をとIIXにばっ善り見ttてくオlだとしヽうような気持ちが＇ Jヽだしてお 1)ます。

その次には．防災対笈に段．！する問題てこ‘．ざ t ヽます。これもすでに，i•しヽ尺くされておりますけれど

も，私ここて気がつきますことは． i：師タムはすで紀ぞif呑れておりますけれども． ド釦・llとか灰

塚，また議長かよく話しておられると判いてしヽる比相ダムなども．凋青に入ってはいるようでごぎ

いますが， iiJ及（い述やかにこの調否を終わらせて笞『されることを希沼しますっ今日は．その地域

住民の人々もタムに対する坪解が非常に進んていると閾t，ていますので， この機会をはずさないよ

うに若『されたらと思いますが， こ意見を承りたいと思います。

次に，教済対策につ苔ましては，生（占再建がまず第••でこ噂紅、ます。ご存じかと思いますけれど

も，いまなお作木村においては, 5カ所に分かれて］ 4l人の方が集団七舌をやっていらっしゃる

ようてございまして，仮設仕宅の討唐iさえもできておりまぜん。吏に申し上げてお含たいことは，

惰f久任宅を建設することにつ含まして．悶地でさえも利f補給をしているのであるから，人間の{t

む住宅建設につ苔主しては，せひ利f補給の道を開いて仕しいと胆うのでこ｀ざいますc いかがお考
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えになりますか． Cl軒見を承りたいのであります。また，冑ち直 h資合の配虐につ沢ましても 0 fこ

だ了［ち！t'！り資合をやるだげてなしに，「壻時（こ喘業じ）あぅサんをして．叫舌0)忌欲を久わせ勾 t、よう

にしていただ合たい。役IFlに追われてしヽるだげてなしに，棘業のあっサんをあわせて行い， た＜

ましく立ち 1-．」かることがで羞るよう [fIlの通った行政をしてし、ただ善たし、と思し、ます。やっていらっ

しゃるそのことについて，承りたし、と思しばすc

次は母子家喧，ど人家腐につ合夜して， 1且帯更！！資合の利率を，般よりも下げていただ苔たい。

傾人財呼のことにつきましては．すてにお話がありましたので，省きます。

ごの度の災害に対し．し雙のとられた措囲について，私感謝したいと思うことは，見舞合の問題で

す。 46年の 7月 1日から施行されましたこの見舞金制度が大幅に引き｝ュ．げられまして，罹災者に

とってはまだI・分とは五えないでしょうが，佃児に対しましては， ] 0万円が即られ， I1計主体者

がなくなった場合は， 5万円が賭られる等，あらゆるあたたかい配慮かな含れたようてこざいまし

て， これは心から瑾謝r・llし卜げた tヽ と思っております。

次に， 4番fiには，通伝網の将猫についててこゞざいます。これもすでにご質開になっております

が，すでに防災無線につきましては， や算か糾まれてし―ヽるようでごぎいますけれども，具体的だど

うしヽうふうになされようとしているのか， しろうとにでもわかるようにこ説明していただ入たいと

思し、ます。ただこれは災害のと合だけてなしに，平時にも活ftlぎれたいものと思います。咋夜もお

そくこ次から屯話が人って言てしヽわく，県に対する自分らの笈求として，第 1がダムの閥遁ー一こ

れはすでに笠fii]済みゆえ．私は触れません。この度の災古について， もっと敏述に知らしていただ

けふ まだ通知か明確に来ているならば，私tこちは瑚トーにあったもの全品をぬらさずに済んだし，

士た避難することができたのです。通報は何を；こいているのかわからないのてす。いつものように，

外で宣伝カーが宜伝しているような点であったので，内容はひとつもわからなかっだ，そのために

包いもよらなしヽ大きな災古を受けた，だから，ぜひ梨の指導によって， rh町村におしヽても地域地域

にまで雌｛，；網を t・分に設匹させ．そして行政か町の裏通りにも．あるいは由麓iても通じろようなあ

たたかい行き届いた施策を考えていただ含だい， これは市町村の問題かもわからないか，県の行政

指導あろいはまたこれに対する経費の補助を考えていただくならば，感舟jtごとしヽうような切唱の市

が出ておりました。これにつし‘て， どうしヽうふうにお考えになり主しょうか，ぉ吋れし、グします。

次は罹災者の救済資合閏度の活fi1促進というようなことにつ苫ましても，ずて：こ珀者の買胃］にも

ったと思し、ますが，私もぜひお否ね申し i• If tこし、と思ったものですから．同じ貫間をiじねておきま

す。

第 5番目には，防疫，保健の対策1とついてでごぎいます。だまたま災害地は， ご存じのとおり．

仰床地区が非常に多うこ、ざいまして，....番 f•供さんたちゃ弱いど人だちのだめに心汽しており主し
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たか． きtうの新聞にも穀打せられてお h、ますように， 2 2日に作木村に疑飢が採i]が出たようてす。

こオしばすでIC1 5日にも：I lてし、「こようてこぎしヽます。また， ．．次にお 9ヽ ても， ど女か疑似亦粗i]にな

-）たようでごぎいます。これはだまたまよく淵べてみると，陰性であったかに判合，ほっとしまし

だが， ぎょう報iti含れて tヽ たものにつしヽては， まだ判 flJJ しヽ fこしており•ませA 0 そう tヽ うふうなもの

か出てぎ｀ますと，それでなくても；むしんでわりぎ、す人々が，その・トさらに出い打ちをかけられると

いうことはたまらないことてあります。衛生部l又｛ふ災害か起きますと［国時に規地に行っておられ

て，ほおを格とし， Hをくはませて走り 1rl1ってしヽらっしゃし、ました姿に，私もあちらで公いまして，

心から硝謝した次第でござしヽますか，以11り40年． 42-W度にありましたような災沢後砂防疫．保

鯉としヽうような対策を）紐礎としヽtこしまして，現時，点におきます災’内に対する見通しとこれに対する

対策は， どうし、うふうにやぅていらっしゃるのか，ぉ呼ねし主す。こまかしヽことを叶」し f・ーげますと．

外At方のおしめの閥粕から， tヽろしヽ ろこ‘‘ぎtヽ ますけれども， もう時間も参りましたのて， これくら

しヽに食ぜてし、ただきますが， どうぞすべてのことが，政治イく｛，iを招き，牛活箱欲を久うことがなし‘

間に，がくこの復Itlを進めていただくようわ願いする次第てござし、ます。

終わりにだりましたけilとも，この大焚＇古か起こりますと「 n]的に．灯叩はじめ闘「］罰fi,そして各

部に，各沼，課り）／Jj• か現地にはせ参ぜられまして，必クしになぅて働しヽてし＼らっしゃる姿を見て，

ほんとうに「を合わせたしヽような気持ちかし＼たして，心からの憶謝をささげるものでこぎし、ますっ

と同時に，私が一次の合「叫舎あるいは市役所に参り夜すと，県の職いか必夕いこなって夜を巌して．

わがうちが災内にあっている，それなんかもほっておぎまして，自分がおれば， tこんすの 1つも片

づけてやることがて互るでしょうが，それ食えも佑てて，不眠ふ休で1動いていらっしゃる姿を見ま

して，はAとうにありがたいと胆ったのでこざいます。これらにつきましても，趙過勤務『・‘りとか，

ある tヽ はまた公務災内で失し、ました物資としヽうようなものにつきましても， l分ご考慮tヽ ただける

とも且、ます。もちろん治通し）灯＾「l¥］ワクとは別に，それらを越えて． t 分なる措附をしてし、ただ ~tこ

し、と思 tヽ ます，，しヽかがお考えになりまずか， これもわ仕rJ苫してお，ヽだし、と思う U)てこざし、生す。

たし‘へI¥tll雑心ことでござし、ましたけれども，以 lをもって，私り）買間を終わらせていたださま

す。

三好壮市議員質問

今詞の大災内による 32名のとうとい犠牲者に灼し．表心より哀悼の，ばを表するととも 1こ，被災

者の力々に対し， Jいからお兒舞いを由し卜げろと同iJ行に， t1夜献身的な活躍を含れている第 1線の

職liの方々，吏に救援にこサ,t)J を 1•I易オ）っ＇，具民各 iりに，心から曹謝巾し l· げるもじ）てあります。

さて，今次大宴害ぱ，今後の治虞；十阻！i,復lfll:i:！『1i，地城開発，防災体制など， fi政 1ぃ：者閥氾吋ご
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:士・` ;,“ナ）し＇）貨 ,rだ教訓在残し-し―く，！ 1ら巴し， 9□ 1 ：！ ［、 し＼ tこ］！ら O)！,； [＇［直：こ-‘し＼ての靡汎 itざて't; ＼， 

9 • d 9}9, 1・・9て付，iピなすべ<. },1，-Jt ：上ト !. ;．- 」•.ー：し 'i i { : ;、！i＇ヽ;人： I―・i,'.. ’•:),:.-—, 直 [,‘i ．へ；了し~）；r/〈！斉． I心

Iし）I入”,['. iこ山［1〔J)総jJや鈷li ，；・1'，こ':J ・'.,●鴫・：し―臼り，支｝ し↑―ぅ 1.＼ ＼. 9 ’i 〗．閤．幻；；ぃ］［、―；一ろも¢)iごし

： t) （＇［＇［叫をし＇だしー［す。

Jム[:,1 ]11ヽ｛t, こうした緊急’ll i’／戸｛ご＇！ ！，9, ・j, 9 9-9 (J i 9, • ＿し―ぎふ '.11「Vー」｝［『＇f-‘-あ：，Iざ‘t,＇息11 i i.t＇:＇i: 9 9 F 9 ：ご，平方；

し・，―へ')1 -Jターなどを駆使し、一咽甚I閉't,.； il, f!，ri ii) （見察ど的足者，t激励さ，！したこし{i． とれ！・!ど

力k.n,［！坦殴災名0)復Illへ(f))]のざ苔えと，』S●●，だこど心＼と思うのであ i'JAc:ず：、こオi：ごlしし， J且｛，，団の遼

吃り）だめ連絡[)心汀， 正確なが）｝：！カゾ、「～ぎ八＇か、＇「こごと 1.tt‘＇どもりだし、り）：どしても， 各：h先魂閏

し！）誓，名：f[ J士係，行に激誌地へし）店tし） Lり 1 「も乃 I’r,1• ;a 9:¢)'，‘t這心か 1t lごも 2!!てもいかったら， 史に救

援{1、；!i!;も雌切ftfi『!'1’i力）とら i・t r -u)―ご{tなし＼；§ヽ、こ I1］し．支了し．＇， n．勾らなし、())で皮 IJJ.す。僻迎こう！IIJ付0)i'f 

｛ f:者は，あil(Iと0)大災江［を受(f, 1ゞく心すすぺふ：し11らなし、＇史信て．私＜＼もも l2 ! !「II叫j＜．こ iぅ激姑

地を祝察し、たし，現地の山i「ドカヽ ら [J¥:・ | i l.i音iこ；1j{,';,11名名紐じ）叡囁｛し’9)il’'匁『1. ：t } (＇-,rr.1，1）・:t ！し｛笈ふ房貸く求

ダ） （ーし、{,1こもカンガヽオ）らーず， リ，［しI)1:li‘;,；i： i t 1’l.［＇： I Hカン、Iじる .tぅ｛ご八` らな,tオIぱ沖：てくれま→ナん． 屯(L,

帖点li力b ij• くし、どわしかりを受 (f 芯など·[ 1がし、てわりまずi,F一．は， r 一ci)際， こうした文古に対処する

ため (.i)村！！L'.J;f(-J心}.l.LI・」'1；所導 l'義 iご賃し， し」49Lt いパ処 '19,’必•と 1 Lる休占！予確］・韮，＼ぎ―・ヽ ーあると峙える力；．

9月lF l ; U) l,） ; i，↓ U) ｛ tしな．ーt.；＂；ー］し―ヽし、;'.'.I_.点―．；

沿 2、9い1i, tり111'h:'{に灼ずる、：fi: 1 4、'i':1とこ'、,:・!:打！!(,;1lfj}［しG)1,・'，1 ：出さあり tす3 1••sl {I 9名札']―て(t, 9 

f匁1111~ l!i々 しく，・， t)1か；ってt,;, t • t t，，こ グi! ： 1 :,―：こi:2 () I:;り＇ら I1、!！,］[ ！ 1 1 ;: i・) 1 6()名ガヽ

動し lざt1, 1 |) | Ji v')）ミ』＇｛t，凋介，；tif {）:：，「i[r l」{・・琴刀；： l．9ー～一；｝り仁9・t 支f‘ー，桐島，｝蔚，fl,改域， 「が．げ．0)9

県ヵンら．枝陀職Ll 3 6名の屈追を求める Jji, '）ミ'.1;｛匁I!lf討I汀い祖1it ，：~を民叫 il!｝，; l'，l・しfり消i(ご・月，正する只罪

は， ぎわめー［魯切f［迅岱t-（あります＜，しかしれ＇［こ心） f'，！度Ci)f/，1約` ご主か柑 tヽ切tl~ るかと思うのてあ

りまずし， 次 II1の祖訊＇があまりにも人ぎガベ： fこだけに，他の局図I'ヽ ］に災害の大きかった附杓Itおろ

そかに Il..—＼ズし、るいてはなしりか，こ ft らし）町い·t ，認恥：！Jllえて‘0)賃，i［て， 史に拍！ltかか1「るがこ`

とく， 人「イ、）I]｛で1:'<i土心れ＼―);い ・t、「 fしiii i • Li汀；上i!-f,' ：ナ→悴ぅて｀国，糾I~の[1iぱともあれ，市町

ゎt1 ’l i (-’）し 9-で1・[， tヽ§ffご i}• T. i’ ント・’J、’悲力，．＇t払＇さ； fi,‘・ヽ‘’上，•し、し こ9マ＇［こ！Ji)え[, 閻容のイ、土＇，労務

者のイ‘};a．忙 9:＇［［う i: •もかせだし． ,11 (::'＇且 ii'!i t, i；りしてら貨三•咋虎］ろ卜 . l：匁詞

Ii「｛て 1i—,• l, l { l 1 iー，ー！；且[-: i l.1 1 {、f, I-]，il |―「「 J’li { t ;：ヽ勺，＇，’;：オ;.i'芯・史．,.··,,-:,,·':こ f ト．＜．し•-)―、―あ；｝主すう ！ノだ

がって，防古の少なし、沿岸胄'-!)ヽ らの揺cl. ！仄泊し）＇,•！：,·し―青ど． •り；釘！• ll'l } ＂, ／勾とう，岱C:：,・'見：ア＿りした1，(；,f i, 1 

両．建，ふ文者の地域的紅iil'Lli柑を [Iて． I ：91｝豆） 1［)（iを1tかるダヽ ．ぎと苫え乃か， こiI,ごー')e、-[i :l巾(J)

ご所見を伺いたし噂）であります。

次に．教育施設の骰＇，じぱ閻校 68, 中予':30. 小学校 21カ所となっており， i『にT代i・l1小学佼
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｛ ［ピi:i穀と l'う熔!だ-:_:'あり主―r,9 lt ：こ， l,j;I冒,:..］鴫、1<i ：： ：；る竹；，＇；ぬ tL1 「•;；1, L;｛}＇，い！ 9 :ャ．），了,し• I、{，[［］:’I l不芦旦：こ

八 r・-) C t、るも (j)しt. 卜［！ヽ'-1'数1―-C) : t→ろも J)．ど打i,i.:ぢ；il ［す,,だまだオ各校しも＇ Jょ1ヽ',J¥i l.： (: !，へるので．

糾学店］まてに授叉可能な状徳に復ltlし八．it i しはパら八し、と名えろ力:,各iシ「之 •J) fP,.!_ ｀ I，＇い［， l:具体的な

災It 1 L]| ！Lti，！こ一：）し＼て， 敦合1又り）1,Ji i9 lげ）｛ tどをオ・;1]，J t、L,fこし、し．）てあ 11オす' ;} !.:. ;j.ふ11・;;校'i心所の学II I 

品の固t人に・―-）tヽ ては，江の適片jiこことって， あるf'i:il』と給含オl乃こし：となる力：` • （-、よ忍］月］1―It戊外の児辛

/i徒に一｝しヽ ても， 1/i]様の招附を，謁ず乙必使力あると巴し b主―・［力入、山］叫；「I―こ雇＇，哨・す乙考名はだしヽ か，

あわせてわ｛，r］しヽ を＇・ヽ だします

弟 4点； ：t 応勾 {·l•宅対沿 1 こ＇ー）し‘てお (n] tヽ を（ヽだします。{l'むり）糾'•I 9, I t ・、ド妙： 3 3 7, ‘I'冴I7 2, •--

部餃・『い 54 2, I木j・浸水 8,6 5 8 I iUー）多ぎに改して t_; りよす •C .'.ヽ宍由な 1・今'「IIごと C)・c入・tしても，し‘

まだに家旱流矢， ii]i品力〉ひとし＼ f”ダ） iこ， i i l i 1iL l l ]', t・・とに 37 0名力，｝怜対してしし乃f[ | 9: ［→ 9あります。

今詞担小された住宅 (j) 応紅；杓助費は 2 俯~ふ（） （） （）り！りて，そ豆）内容は l.1〗h,;：',l{ i t'l合 ()I'い）建設，

7 5 0 I i ~)'v)!. L'心＼杞笠！1l't'r．し尺‘ ――しーし、ご~;〗， こ{i―s -i, ：―ど、／·)．めて，青泊(••I,91 し， ＇，し:・.;;,バi―;1ー，「9ー、．，）;(_苔ろ力りどうカヽ ，

{ tなぱだ疑i.','［各抱くもり）＇しあ打主す 各li i臼li ：い，l,・＇，」と t; ｝・1こだえてし＼る、う・どうカヽ，その閃定の恨

拠{.,ご-・)!, ¥―ご， tl i i良i心ご●＋＇心見［ C ・) : : l：ふ；，•i, I :、． i,、}--し、＇，＼―ヽ m→あ i)主ず．, ::_;/lVi/j:りしこ、！木 i・浸永以卜：

豆）f皮［！，？」家片！，t窮j1り！ i<ー，や．，．':.象'.,！ e) i[｛，1,'.、..• :• (. tと．ヤ＿ろで・,．'白． こぎ且↓aJ 9「，；心＇： '.li渭し｛ご麻ま

っこ：ず、らも¢；り）， ！白信サ 2「i「I朽宴：U i •もぃ·)，｝; •1 「 II ： ↓JIてナ！，L:t'｛さ H¥-l'るこ::, ::c、Iliド［名 1、t1,i ，ど A ど f•

がマ．）しヽ叉し、なし＼ビ），りb丈帖てあり[-1)'ト以:1{,i,'」；多‘;¥v・)「9・［地てあり， そIン）i ] l ; ：ほど I,1ど骰1：がなか

ったので，安価てl!t的合でぎる柏附をと ii 芯り）てはバ〗＼かと考え芯が，才），t1 オ） i l {9) fI ・,f[ ! -｝くかすこと

6）て合なし費類のけ，；鯰・;f向をどじ）ように廿！進されしうとする 0)か。［且itもー＂＇と利＇｛ h厨印こ税．f才になっ

て対迎すべきであろと思うのでありまiが，紅l'JiC)こ所兄を伺 tヽ「こし，＇「）てありオす c

最後沼：こ，過疎地における飩災者の柏済についてお碕ねいだしまず，岐災地が由間駕であり，過疎

地であったために，夕し打， 1̂Jくえ不明者かど人．妍女 fに多かったことも，；恐峠地(})大きな特徴で

あり， これら過疎地の災只ほど悲惨なもの：ょありません。集団的に欠古を受げた恕巾部と丸に対照

的てあります。部巾部の災内に対しては，食糀の補恰，救閲物資苫各地からあたたかしヽ撹，獲の手が

芹し伸べられていますが，先祖に来の水田を流久し，ぱう然自J人して tヽ る過疎地の各人たちには，

しヽまだに救担の「は伸びていなし、。それは家屋0)担生がなかったためか。しかし，どし、たる農民た

ちは，わしら百奸はこれからどうして生＆てしヽくのたと，（i:ft， ヽて訴えてし―＼ろ匂てあります。これら

の力々の殺済第につしヽて，お考えを介i)し、だし＼じ）てあ I)ます [9

この閉J；姐に「周叫して．各地に地盤の直（オ＇1,畠災，「1:ずぺり芍 [J)f良［かあり，叶ITも最も災内の激

!しlと¥{Jilズ，Il• l,;！ i t1人久｛閑町此、業 1）を人外 7! I ・，, !'） ［＇・、ヤも—ノて 9,/」l' ）〔、i`J.:Ji見；； ｛，ll l，だし；Ci)でありま

-「 J 傾＇「； ’Jヽ）、っこ lO i I全i1名fi ＼しだ介 Ii, 』＇：iず―-・、 1.,, I尻！；）どり，i.、主｝上ト i.)・I l ; l'・し i・,:）， 1; fl家Ci)！の人

--'.;O:', —• 



｝へう'々-1 (―’ど的・(［; t:」，;．＇1じ，姐：地が広範にわたって蘭＇直し，その年は Iメート）しから

I :1 メ——卜！しもあり． i寸「·冒1 (,} i店「）＇(;)出裂 u-1i1,i:11) セノチ，深さ 3 メート）し｛、ブも及び， 'l~I 『 1'1本にその，t

弓なftt切ヵ；・だ↑＼ •も， l -一・9 : J」'J' 蒙i] `  i)~ 火， 4気斗、；ごもそ豆）罰地｛よ「か々 （：：和jt~ 、 C わり， I J•也力，約 5'

6 ()セ/f-もだぎ出し―こ^ ししるし）てあり，t,「」£こい）ti地を背にしこ． t¥芯， l)合！し見）家しー！よ，玄閉にば亀

裂が'.iし， i!J-II fLし製か）、ぎくな、こJてし、る］ f 1ltu)罰屈部溶．叶I央0.)1,1-板は合掌りちにふくれ！：がり，

ふすまも ji）]かなし、" l 9 II宅C辺くの佑欠所に避帷してし．、たが，翡；1の釘が時を刻むたびに門怖恨

か陪し， ,-.,IQ'・ i、1-J来たし＼ためだろうと， t・,'口）ても俎対ti{;：tlを招えて， Ilを追って出る地ずべりにお

びえてし、る 0)てあります。史に灯II地を罰む如,,や由迅もわそろしし、まてに附裂と忽斐で寸断芯れて

おり．何とか安心して{iめるようにしていただ合「こし、と．什民It凸をふるわせて訴えております。

知巾ばこのよう「［丈吃ビを知っておられるてし k うか，お伺し、したし、。まだ，地域｛：「民の不安在 1「l

もり＇＜ 因｝豆） t.:め． これら 1i『改． 咆ず／くり々りの応匂対策を立てるべきと考えますか． Hllり）こ項斤兄

を伺＼、たしヽ u)して・あいます，9

以 1をもって，質問を終りますが，［ふ化豆）骰災名に対し， Lい「あるこ芥弁を期待するものであり

ます。

永野巖雄知事答弁

ただし、ま平川議且をはじめ， 4議目の各（もから，災内嗅穎に対ずろど買問をいただいたわけてこヤ

ざいます。枯礎的に詞じ上うな観点から (J)ご質疑が多かったこともございまずので，はなはだ詈縮

でございますが，仝＇直間につぎまして，基礎的なこ答弁を私からさせていただき，個別じ）と質疑に

っ含ましては， t奸系沼仕・いいからの答弁にゆだねることをお詐し願いたしヽと存じます。

まず，基礎的な閻組といたしまして，今回の災害にかんがみ，私ども知＇μ蔀局はもとより，公安

委貝会及び教育委員会所簑の各機関も令）Jをあげてこの問穎に対処したわけてこ、｀ざいますが，結

果的に見まして．機構自身の問組，準備の問題，史には具体的な災古に対処する活動の方向の問題，

施策の問題等につ¥まして，多数の反省を迫られる・[h象が多々あったことを率直に反省をいたして

いるわけでございます。そういう意味にお含まして． 一段落いたしますれば，基礎的な問題ぱもと

よりでどざいますが，個別的な対象，方式の問穎につきましても，教訓と申しますか，先・厚IIと申し

ますか，それを集めまして，そしてその結果，各部の防災対策はもちろんでこざいますが，全般の

問祖といたしまして．水防計画あるいは防災計画等につきまして，改定，補強を加えるものは加え

ていきたい，このように考えております。平Ili議貝の，水防計画，防災計両を改定する意思がある

かということにつ含まして．し、ま filしl-．げたことでこ‘‘答弁にかえさせてし、ただ苔たいと存じますっ

それに閃迎いたしまして，自衛隊 13師団の活動を，知1iとして，どういうふうに啓党をしてい
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る力，どしヽ うこ・どに-)ぎましてit, ご指埼のとおり．吟！：目附ば、•]） 1 3 ¢ [ 1 ;1 ［ごだし、ヘl1_t；古けぷ・して

し、た「ごし、 i:｝） I・ f -（こさし）オ~―f,, 1 3月tl卜1i：こふiカヽえ・l,・まして /J, l':主主―こ、も梵，1;::y」'［系1、一＂．）ぎ f`しては．

召か 9,C) i f i抄佐，ずに出く応じて tヽf．て「立、て，畏殴忙骰済捐忙iをと J --9" t ¥＇: f i疇＂こし，＇ビ・!) : t (ユごぎ＇•‘

ます J り‘i11「も， 1;［白i1 ：も訂！し C, 文「ビわ I•1 ；以且＇ i」!勺招｝]'~し（： （．ヽ釦：-~':' :_'.') ::化， I4 [ [ 1: C),_―; i,. 

八• I j、命． tl { ffり'II',9打1ご念く救t)t l「こと 111し：t-；ヵ"• fり＇！ ！ズ屯）「： Lーし、 . .-)」］］ ~-(;f.J!i,',: —- ;:.，［’'） f:,J 9，ヽを

1ifi 逮し，感身•I ：こだえなしヽどころてこ`‘ぎしヽまして， 凡投 1東 t，たしましだi名,:トマ＿， 、':°':国＇；＂！存 il };'1¥にt}

しまして．議iくともどもと 1s)あえすIJ)附忍を｝くしたところでござし、オ、ず

そ0)、点に関辻し、tこしまして，各袋日の且辿区）こ四間；：：土かっがわ｛｝てこ．9 : ：、支 ・F.）9, ；ぶ『茫'l;l'i 

にお l.tる閏附収庄 0)間迎につ入虔して，牛尻ご．幼文雙t線の設恰'iの閉l梵tFi: ：， 1ぎ字C !. (, ご淡蘭ノtし、

ただし、たオ） i tでござし、ます。県にお；；；ましても，過よ飢111]か防災翡噂］） f ii:：1,'，＇:！ ]t (.i [) t: lて〉［し、

るわ{fでござし、ますし，坦介にわぎましても，テレメーターふfi]iil tるむ豆）， ちるし 9(t ウム巧し •II：り

及あふしヽ it'；且とは恥())内部内の！11林大＇）ミ iこ対処するだめ())[f］く）ロ fii［忍叫 'I,、:,,;―,{―ー， 刑＇りlj!'.:.', 1;/_, ・;: :::, 

条見存i見｛こ栢：一）てし、;)も§)． fr tヽし｛よ[,1 H II I i lいもし）｛ tあろ；I)Itここ-・ぎし、 tt,：) ,̀ '1、I'1-1兄わし~＇，だし t

しt:Li) i i, ［見↑般にわたる，県のじ'};11，{ i'九樹閉はもとよりで＇し- 9・ざし、 tず力;,；；¥i.t, Lぅ・サや芯なう

ば，少なくとも令1h町村())役場との辿絡ばぜひとりたし、と見｛っており tず・，ご U)I,1』に-)ぎ屯してrt,

地形じ）憫印I文び率 11りに中しまして，以廿i]は通常I心にも慮店り）叱絡があ、[I) ［くなか， r昌合に it, 

I!清豆）？ ［政連糸名にもかなり使ったわ Itてごぎtヽ 主すn.t見{1（こむぎます：：，い｛「名l,i]Iか II’I接9|〔かで

ぎるとし 1う紅味で， どうしても屯活にだぷ勺か;r, Iごti:7), ．また．そオ―l力9;[1然パこととも思オ）れろi:i 

Itてごゞし、主す r．した力:tヽ まして，ふだん使:/)心し＼［樟，1]をし、さとし‘うとぎ iこ，イ・1効；；憎罹1ごfl動ぷ9 !！1] 

仕する／t:ダ）には． どうしたらし、tヽ かどしヽ う肌礎I？りな叫凶カーありまして．和、!'I身＇ こい1,'ili，直に＇）ぎ主

して＇［真 1じであったJ)は， まさにそ t1 カ・即 j!I であ—.) fこ1)1 }てこざ` 、し、主す。[,「I身， 1if!（及1111条恥序，，＇｝，’'［し

てニ｝；らオlる飢に， 1！り扱個人的に伺ったこしもあろ 0)-l-ご` さし）ます；り;, t、t.t ＼平方）こi疇い合す'J-, -c J, 

られる且し'.',賃，じ間にそ iし力り爵確に軌し‘cil常に役に〈［った，ぜぴや 1.It：主えピ 11ー，てし‘「マだ！;'だ

方！i，1日均II'、］，見(i)紆験て1i ;少なくて， どっ心に使うのl.=l:八カとなかも，すかし lヽ， だi’）よら，沙 t.9、しービ

めたと{t, iず） g・1か，づくる以！．ば根本的に上く，説杏してつくるべきだ，そうズ＼‘し、と．， e囁＇，をす ’fっ

てし‘るとしヽうだけで心味をなさなしヽ場合がかなりあるよとし・ヽう忠tiをしヽ ただtヽfここビもあ打まして．

慎車にかまえてしヽtこわけでこざしヽますが，考えてみますると 1鴨；；；h馴）」i[凡か苫しく． tだ似＇『し万 1,.'，l

題合につぎましても [1i]様で，臨時此急的に使うとしヽうことであ-)ても，｛I'；力に[1 1•IJ tる税枯かわそ

らくできるのではなかろうがそうしヽうことで，今ln]は栢怖的に和h町日を打1「に苫えてJ＊たし、と

思っております C， ただ，この問題は，受け人ttの市町村とよく打ち合オ）せ・iしでみ心し'':し、： tな’→ • 

わ (t でこ‘•さ｀、しヽますが， それより先に， どうしヽう系列の屯波を分1i， どうし，うふ＇〗にやっ fこ 9) • 

-205 --



そのネットが張れるかという予備，―；f恥序を今同こ提案由しtげていろわけでこ＼ゞいます。ご指袴のと

おり， これば匂ぐ閥韻であるわけてござし、まして，）ぐ栢急この結果をまとめる上うに督励した lヽと

思っております。

そのほか，埜礎的な問題につ蚤まして，：れば平川議員からでこぎいましたが，災害復[fl令般を

大体 2カ年註両でやろようにというご指培だったかと思いまず。昨日の全貝菱員会て給務部長も説

明申しましたとおり．その方式でやってみたし、と思っております。したがいまして，今次 35％の

予算のはかにf責務負担をこ＂提案申し卜げておりますのふまさにその趣旨で，本年度叶 ・lに50形仕

卜げてしまうと tヽ うことを目梗に努りいだしまして，明年度は残りを全恕片づけたい，それだけの

心がまえと且］します恥態勢でこの処憤に当たりたいと考えております。

それに関迎いたしまして，各議員からこ指廣があったわけてごぎいますが，討じ復旧をやっただ

けではだめな個所がかなりあるのてはなかろうか，そういう地区に関しまして！ふこの機会に，少

々の災げfてはびくつかなしヽ，いわゆる改良復1日をずべきだと 1，ヽうこ指摘をいただし、たわけでござい

まして，私どももぜひそうしたいと思っております。総£里大臣，建設大和も，ややそういった性格

の話をしていただし、c わり•ますので，県と（ヽ·たしましても，そういう苫えで臨主なければ打らぬ憫

所か多いと思います。まだ，そういう趣旨で，関連屯業といたしまして，料1‘月の予箕を乍変ご捉窒

巾し七げてしヽるわけでこざいますっこれはそういった心がまえで折衝いにしますが．偲々の災害代

定の某団に乗せると忍．これば保せてもらわないとぐあいが悪いわけでこざいますから，その杏定

官と接触の際の某礎的な県の心がまえとして，ご指摘の点を l分分尊董と巾しますか，配慮して＼片た

ってい合たいと考えております。

災害対策の問題に閲連いたしまして，多数の議貝からご指摘いただ叙ました閥題の 1つが，個人

災内の救済の問頻，それに関連いたしまして．経済的な貸し付けの場合の金利及びその対象等の閻

題につ含まして，いろいろなこ意見をし＇ただいたわけでございます。 ・tit惜更！［資金のワクの問類に

つ蓋まして，と指袴のとおり，生活保護i去の指定を受ける者以外の対象に対しまして， 2{意円の積

み増しをこ提案巾し上げているわけでごぎいます。いわゆるボーダーラインケースというのはどこ

を線にするかというのが．必ずしも法律的に極まっているわけでもないわけでございます。一般的

に，大体生活保護世帯の収入の倍くらいまてが．一応そういう線と考えておられるようでございま

す。今鳳それの 2.5倍にいたしましたのは．別に，そういう意味て確固たる理諭的根拠があった

わけではこ゜ざいません。確かに，呉の場合は 3倍にいたしましたが， これはあの当時に比べまして．

生活保護世僭の基礎的な月収か最近だいぷ大含くなっているわけでございまして，大卜議員からば，

具体的に県庁職員の場合の例をとられて，こ指滴いただいたわけでこぎいます。私の受げた報告が

あるいは調査不十分であったかと存じますが，大体，広島市は今ini例（こなりませんでしたか．！；［島
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（：叫 □ごぱ，県の料「剖長と課長の憫ぐらいまでばしヽくだろう，逆に，；•うと， その程度しか笥狂ぷよ

l I 討↑':もらってわら Y-l どしヽうことになるのでこ—‘ぎしヽますか， ・次の場合でも，課長莉佐と課氏クラ

スじ）忙lば人るし')-（i iパかろうか。 f取り 96・ (） 0 0円和嗅，税り1き「取りてそのくらし、の数字・ ~＂・・。

ちょっと数『{t;{iうかもしえしませんが，かなりの数字になってくる。ポーダーラインケースとし・ヽう

ことて，殷どして粒棗体；打に入るというのてあるならば．県の係恥になるが課i又帷佐になるかし

れませ f凡が， そのクラス支叉豆少なくとも対象に人るか人らないかの境になるならば そのタラスま

て瑣からボーダーラインケースと tiってよし、かとうかとしヽう問題もござし、ますが， そこらまで救え

ればし、いかなとしヽうことであったわけでございまずc これはもう-—がヅん私のほうでも勉強し、たします。

そじ）げか， ．各大きな議面になりました「閉加の 1つが，中電のタム1芍州の間困てあったわけでこで

ざし＼主す。こ訴知り）とお勺．この閥題は非常に大さな料尉韻てあり．私か話題に出した［関係もあった

ようてござ 1， まヽすか， i見地へ凋行に見えました建設人［いが，が急現地へ炉叫＇位）隊直を命ぜられ，

こ甘沖汀）蒻誡山「！＇］官の中間報告 [fJf［レヤートが発表され，私もその発表的にボったことは1i［でこ•·

ざt、立す。この＇｀り門官の中間報告と巾しますか，その時）互における絵括的な這見は，ダムの様｛『自

身応！｝りしては，少なくとも払律的な心1又はなかったと忍められると tヽ う趣冒に酔せられだわけでこふ

ざし＼主す，「：だし， これはあくまでもダムケートの投竹自身0)閑虞Iてあろわけてこざしヽ哀して，そ

，.,）夕 l.、vボ足りふするとしヽうことに1附迎してのt責報しiやにつしヽてば，かな灼リ）欠恥が，忍められるとし‘

ギ＼叩；―．：fぢバ 't;t lし一こし‘だと見I＼し＼ ［す「， E~して， ＇だに打求 C’/）|!ij祖と由し皮・atヵ,,()わし）る利1k専門のダ

~］、も [~1 ・卜 iナ利'i！年『）に招｝Jずべぎ―である，そうし＼う綜てじ）打11¥-只すかずろよう打東，閲係者で寮り合

コー［努りす、＼ g -cs-あるとしヽうす行摘も→1.｝，りilえられてあうたオ） （tでこざし、オす。私自£.j-, ＇、り門的な

直嶺力;乏しし、わけでこぎしヽまずので，現時点にわ函ましては．雁然たることはi[iしかねるわけでこゞ

ざし、主す。中屯のタムサイトにわし‘て，積廂的frダムの投WI規程の仕反かあっだとは，蜆時点、にお

し1て1よ名えにくいわけてこ‘‘ざいますc ただ， C--指摘を待つまでもなく，況時点において利水専門の

ダムであるからといって，治水に閣して山任分担をたてまえとしないということがあってし＼、かど

うかとし、うことは．これは屯大な疑間であるのみならず，根本的には，やはり某礎になる河川法の

改叶.:J)間違］に持ち込むべ合であると思いまして，こ 0)月木に竹われます全国知市会に，私がぜひ

この間搬の捉町はいたしたいと苫えているわけてこ‘ざいます）まだ量 /11]川法の問函が基礎1こ村ると

存じまずか，以煎ても規状0)ダムのffE『規程と iilしますか，採什規程を白していける範囲があるの

てはばかろうかとしヽうことにつぎましては，より的笠な情報連絡を要惰する， また情報連絡の強化

を含めまして われわれといたしましても・十分検討し，和］月！管FI！者である建設大臣及びダム所有者

てある中屯に対しまして，主張すべきことは花脹し、提町すべ合ことほ提甲したいと考えておりま

すっ ii1J.lIi法の 52 条，いわゆる河川管理者の和罰の緊匂命令の連用の問題につ~苔ましては，私も大
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ト議且と令＜闘意見でこ゜ぎいますので，将来，これがもっと置敢にと咋Iしますか，大閻に河I『I脊理

者として，ダムの設洲者に対し，＇れ航の拓導を怖化されるよう， これは仝［日的門題であると「百］時1こ，

地）し地建に対しまして，腐清すぺ・きも 0)は混請してい合だいと考えております。私といたしますと，

結怠から印しまして，中電0)ダムの問題に［関しましては，視時，点にお義まして，非常に不弱なこと

か多し‘;/)(tてこゞざし、ます。それの妍用につ§まして． I分努力しなければならぬ面も多しヽし， また，

テータ fl身につきましても， 1分険けを加えなから結諭を出していぎだい，坦防点にお Bましては，

そのように考えている次第でごぎいます。

闘 J杓災',9位）罪穎1てつきましては，率li'［Icfllしまして，激姑災の適用は市町村が対魚になりまし

て，県は財政規模寡0)閲係からし刈ヽまして，且忍に適用になる可能料が非常に少なし、わけてこ→ぎtヽま

しそれから，巾町付につ苔ましては，激甚災の指定をしてもらえることはまず確かてあると確信

し、たしております，先般，議［ぇと「nji(l， l息いだし哀して，各閲係者に要出し）だしましだ隙も，そ

i l、L,I'」しよう汀心，1e1；；，四じ-・) (tる発， 1をしてしヽ たたしヽ たす） ！ 1てこ,.ざしヽますぐ， tこた，県はち Kっとむず

ヵ）しし）ようでこざし、ます力｝ら，むしろ，災'9月復1[l t'.I £]に関しましては，財政的には，巾町村は井常

に什刊打＼「場｛’-立ち， I!T［はJI常につらし、立場 1ご＼L[ってしヽ ると t，うことが1.：虎0)ところであるわけで

ごさしヽ 克す。

概肛白村こ答弁はこの朽度に点せてし、ただ苫まして，再度補足することがあればいたしますが，

他は閲係，；が1)1[ io)答弁にゆだねたし、と存じます。

木下成史民生部長答弁

叫長且から，飩災者のÌrち卜がりのために，百合の貸し付けだけでなくて，酷業のあっせん等の

捐沢を悶じたらと..;,)か， こう tヽ うご買間でこさざLヽ ました。こゾ谷附り）ように，令加10)破災者のI.fち lこ

かり:)ためには，資釘l'9]ftも ttL活だけでなく，屈の広い援助あるいぱ指導の活動が必要であること

i,t 1|l J-まてもこ`＇ぎ，.(¥ませ A.，そり）だめに，平素から市町村の各社公福祉竹砂爵合に，困りごと，心配

こと Ni淡19/iを立岱し．ヽ．ナーしまして，戊生委員の灯々が巾心になってi11i動し．、「こだしヽてしヽるわIJてこ、`ぎしヽま

すが，今[:1|U）くj：古にあだり主しては，特に， こ IJ) 応1• 佐いの fi 々の活和］を強化し｀ヽだしだし＼このよ

うにゾえもし（，各加打I'J；朽，Il)fふ迎じて，巡I「l]の心虻こと相談所内を開侑してもらうように指導を

し¥tこしてしヽるところでこざしヽまず。その 閑といだしまして，職史等のあー＂せんが必要な場合もあ

，•>）＇）かと也し、ますか，！［｛本的な＇）臼＇りにつきましては，牒業安定機関宮にお［頸し‘をして，実恒をいた

寸・-―とになろうかと見且、ます，しヽずれに tヽ だしましても，資金的心援助だけでぱ八シくて， 1’}舌の立

・c,白しあるしヽば作業J）ウち II11'｛）のための幅Jムtヽ 如紐舌動を実弛ずろつもりでおります。

そオしから付 J＇あろし＼はど）、家院に対しまして， 忍めのこまかしヽ ！1囚援助ふす，ミ苔てばなかろうか，
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その一・閑どして．世麿更It資金の利了の引ぎ下げ等も考えたらどうか， こういうご提言でこざいま

す。今：[ii0)的災昔の中に，かなりの数の母f麿僭あるいは老人世惜かあるわけでございます。私ど

もといたしまして（ふ先ほど申しいf表した各種の福祉活動を特にこうした気の出な方々のために，

伯令1[lりにi［点的な配慮をするように指導をいたしているところでこざいます。

それから， ・ミ好議貝からもご指摘のございました僻地の老人の方々の問題苫につ善ましては， ど

うしても自力でゞrち卜がることができない方々のためには，一時的に現在あります老人福祉施設，

特別錠護老人ホームとか．義護老人ホーム等に定貝を曹i定的にオーパーいたしまして，収容いたす

方法等も考慮いたしていろところでございます，うなお， ilt柑屯生資金につきましては，と案内のよ

うに， 3%という利子をお邸し、いたしているところでございますけれども，この利予は，現在とっ

ております制度融賓の4]の最低のものでごぎいます。と l,iJ時に，どうしてもこれの支払いがむずか

しいという方々のためには．憤還の延期なり，あるいは免除の方法も溝じておりますいかつまた，

災害のと吾には，指え樅き期「／［通常 6カ月を 2年に延期するといったような方法も講じております

())で，こうしたことから考えまして，一応 3％程度の利［負担はやむを得なし、のではなかろうか，

このように考えております Q

それから， 好議目から仮設住宅の建設が現在の計画で足りるのかどうか，こういうご指摘てこ~

ざいました。こ案内のように，応急仮設住宅の建設は，当面，住宅を失った方々が本格的な住宅の

建設ー一｛届人什宅の場合あるいは公営住宅の場合も含めまして，本格的な仕宅を建設されるまでの

閻の応祖的な措箆といたしまして， 2年を限って建設すろものてこざいます。また，応急修団につ

きましても，住宅を乎壊された場合に，伯］とか了を加えれば，とりあえずの日常生活は営むことが

できるというふうな場合に，日常生活．上必要欠くべからぎる部分に限っての応急修岡を行うとい

う内容のものでございます。これからの建設あるいは修叫のワタにつきよしては，国の某準として

は一，兄被災数の 3割以内ということに相なっているところてこざいますが，県といたしましては，

今次の災寅0)甚大さにかんがみまして，この基準の限度を吏に引合」．ーー：げるように国にお願いをい

たしているところてごぎいますが會そういった見地から，現在，県で予闘をわ！顧いいたしておりま

す (___0)l 5 0}こ—i あるいは 7 5 0戸という数は，因t]の基準にこだわらないで予算措許をしたい，こ

のような気持ちで措憤を行ったところでございます。なお，現行のところ，市町村からの希望数

をとっておりますけれども，いまの見通しでは，大｛本この範囲内にとどまるのではなかろうか，こ

のように考えております。

萩原幸雄副知事答弁

中小企業あるいは農家に対しまする融窃制度の金利の問題についてのご指摘がこ＇ざいました。県
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が用託をいたしまして，協謁を受けてやります金町につ苔ましては， 5分というぞ指袴がございま

したか，銀り，相／［銀行につ差ましては 4分 5屈．｛」用金I車等につきましては，4分 5控なしヽ し 5分，

姐J廿祖合につきましては， 4分 8i甲なしヽ し 5分という敬字で現在考えているわけでございまず。申

しl-＿けるよてもござしヽ衷せんか， それぞれの機悦］のコストから考えまして，やむを得なしヽ， このよ

うに考えておいますつなお， こ参考まてに印し上げますと，政り連］関係の金融概関の合麻」は 6分 5:．璽

てこ｀、さし、ます。それから．近県の例を中し上げますと，島根虹は 6分 51甲，山［］は 5分，岡山は 5

分 4阻， こういう状況でこ＂ざいますので， ごf承原負し ‘fこいと思います。

それから，県信連，「ri]栄社の夜合についてもお話がこぎ＼噂したか，農協系統の資合は，ご案内

のように，定期性の貯金か井常に多く，金利か諮うごぎいます。したがいまして，結局．フストが

それだけ翡く村るとし＼う特殊な巾情もござし、ます3 今日，両連合会とも贔準金利 6分．これを県の

利［補給て 5分ということにいたしておりますか，そういう特殊屯清がこゞざいますので，この点も

こマ・「解を願し＼・「こし‘と訊訊、ます。

それから，料を例にあげられまして，物価のご指榜がこざいましたが，こういう災由時に胄然予

恕含れ，史すことは， fい古物資あるいは複旧査材崎について異常な的値を呼ぷわけでございます。し

たかいまして，去ろ 14日に中人の名館をもちまして，商［会議所あるいは商 L会．あるいはそうい

う生活物資または復1日資杞等の業者あるいはその［骨体，．芯市町村艮あてに便乗偵＿l・-．．げ等のないよう

に厳，fなけ意を晩起しております。と「司貼に，物価桔報の連絡を名市町村にたのんでおります。な

ぉ．＂りの場合て亡ぎいますか． ちょうど材料になりますわらが，ーバ0時期はいつも，t匂くなるわけで

こ苓いまず。と同時に，悦火が現在嬬境側でございます。そうしヽう且常に立ずし、時期にこの災害が

ぷっかっております。しかし，それはそれといたしまして，非常に大賢のものが要りますので，各

巾町村｝ミからの殺請があれば，他県産のものをあっせんするという体制をとっておりまして，現に

作木村につ苫ましては，尻賀県から 60 0攻あっせんをいたしまして，送っております。今後も，

そうし・ 9う巾町村か出てまし、れば，そういうあっせんの努りを含せるつもりでおります。

竹下虎之助総務部長答弁

叩 II議貝から市町村財政のことについて．いろいろとお話かごぎいました。先ほど知市が答弁い

たしました上うに，災害救助払の適用地域外の町村につきましても，大体私のほうでいま試箆して

おりますところでは，激甚法の適用はあると確信いたしております。許日副知ボがこ’説明いたしま

した県卜の災害状況の公共t：木施設の表の中に，市町村の公共｝：木施設の被害を一応62億とぱ握

しまして，これを—'応市町村別に上木のはうで出しておりますので，それをもとといたしまして，

％該市町村の標準税額と今回の公共l.：木胞設の被害頷の 20%とを比較してみましたところ，大体
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4 0ばかりの市町村にわいて 1よ，市町付工屯に激甚茫は適用になろという結要が出ておりますっし

たがって，註野町などの例のこ指操がこ・.、さ＼、ましたが， t-分適用になるものであると，われわれは

考えております＂それから，すでにこ存じいただいていることでこざいますが，激甚法逸用になり

ますと，災，~{れこつきまして 0) 補助 0) か含 l．げ等が大幅に付われるわげでこ‘｀さ＼、まして， ー例をこ‘̀

紹介いたしますと，比婆部の比和町等におきましては，速常0)場合でごぎいますと， 3分の 21 す

なわち 66 6 %は国 1由補助でございますのが，視在県のはうへ報化いだだいております被害があっ

たとすれば，かさ上げの結果， 9 9. 1羞まては国麻補取でし‘かれる。少ないところでも 66. 6 %, 

すなわち 3分の 2助成が 78. 3％程度まで因韮補助対象になるということになりますと，町村の負

オ日分というのはかなり軽くなります。あわせまして， 市町村負担につきましても， 9 0閃ないし 9

5弧は地方饂においてこれを措置し，災害復I[］事業倍につ含ましては，そ C)措酋額0)-m利償遠費の

9 5啜までは，普通交付税におきまして，元利償還する制度になっておりますので， 市町村の財政

事情等を考えてみました場合，災害復旧につ合ましては，かなり手母只惜鱈督がされている。われわ

れといたしましても，個別の市町杓ごとの資料の整備かつきましたところから傾別に C.•相談に応じ

まして， r分なる財政措翌1こつ叔まして， ご協力を印しi：げる所存でこゞぎいます。

それから，大ド議貝からお話がこ’ざいましたが，県庁の蔀貝0)問題でございます。昨日の全員委

旦会にわきまして． 「他県から 37名応援を求め」というこ説明を申し上げましたが，史にふえま

して，他の都道府県から 4 3名応援をいただき， 吏に，県自体の職員につきましても，被古の少な

かった地域へ，けさ現在 18 7名臨時に応援をさせる所存でございますっご指摘のように，増貝と

いうことも一方法でこざいましょうが，やはり年度途中でとざいまして，新規の採用，なかんずく

技術職員の新規の採用等につきまして，かりにいたしましても，時間的な問題等もこざいますので，

なれました眺員を臨時にそういった措證 1こよってまかないたいと仔じております。あわせまして，

こ指摘0)ように，職貝の健康管理につ苔ましては，十二分に配慮をいたしたいと存じております。

それから市町村振興資金につきましては，明年1 年度末になりまして， 当該年度におきます市町

村の財政寄要と，それから起憤，特別交付税等の状況を見ました上で，なおかつ当該年度の財政慮

要をまかなえないといったような段階区なりましたら，考慮いたしたいと存じております。

三好議員からお話がこ｀ざいました市町村の技術職員の関係についてでこざいます。いままで本県

の場合， こういった措磁をとっておりませんでしたが，今回県が音頭をとりまして，沿岸部の災害

の比較的少なかった市町村に応援を求めまして，現在まで0)ところ 39名，呉市，福11!市， その他

の市から被災地へ対して技術職員の応援を出すという確約を得ておりまして，現在般災地の市町付

の技術職貝がどの程度足らないか，あるいは応援を求められるかということを地方課のほうで幣理

をさせておりましたが， この程度一応哀まりましたので，必要なところへは市町村同士の応援とい
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うことを籾めて実施してみたいと存じております。制度といたしましては，地方自治法に規定して

おります尿遺職員の制度を， そのままで行いたいと存じております。

以t:でこャざいます。

湯沢信冶衛生部長答弁

被災地の防疫，保健衛生対策について，迫議貝から特にご指摘がございましたので，お答えした

いと思います。

被災地の防疫，保健衛生対策については， これまでも昭和40年あるいは 42年等の知見を十分

取り入れて検討してまいったわけでこざいます。ことしは 6月に，保健所， 市町村等の防疫担当の

職員を集めての研修にも，災害防疫をテーマといたしまして講習を行うなど，準備をいたしてお

りました。ことに衛生資材の確保の問題，緊急時の出動体制等については，多少の準備をいたして

いたわけでこざいます。ただし実際に発生を見てみますと， それに即応しての適切な対策をとると

いうことは，やはりかなり困難がこ一｀ざいまして，今回も，特に寸断された通信あ之いは路線等のた

め，状況のは握が困難な事態にあり，私どもも異常な困難を来たしたわけであります〔，三次方而に

つきましては，あるいはこみの処理の問題，あるいは各地て水適が臨時的に断水をしたという問題

等もありましたが，防疫対策については，自衛隊あるいは県瞥の機載隊等の応援，各市町村の葬常

な努力， それから私どもも 7, 8カ折の無傷の保健所を載員して応援対策をとったりいたしますな

ど，諸般の情勢から作業もかなり進捗を見てまいって， i1ドのところは，お話がありましたように，

口次，作木等で疑似赤痢が 3名発生した程度でございます。しかしながら，過疎地域 ことに無医

地区的な場所が多いのでこざいましもなお私どもも今後とも卜分に健康管理体制については強化

策をはかっていかなければならぬ， こういうふうに考えております（、特に， 日赤の救護班が作木あ

るいは裔宮に出ましての知見に照らしますと，被災地ては住民の方々が相ュlti不良な環境のもとに作

業に従事されたり，あるいはお年脊りの方が多数避難所等で悪い生活をしてまいっている， こうい

ったようなこともございまして，非常に疲労こんばいされたようなこ様子があるということで，県

病院等からも旅遺の予定でこさいますが，医師会，大学等の枯力を得まして，無沃均区， ことに被

災地0)医療確保のために，特に 30カ所程度緊忌に巡同診療を実施しようと，すでに本日から出て

まいっているわけでございます。このために，住民の方々の健康相談，診療活動に予算も計上をお

匿いしているわけでございます。伝染病については，今後ともなお十分な配慮が必要かと存じます

けれども，いままでのところは，かなり順凋1こまいっていると申しLげることができるかと思いま

す。
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滝巌農政部長答弁

先ほど三好議員からご指摘のありました庄原大久保町の地すべりの件についてご報告いたします。

裏地におきましては，畑 1町歩1こわたりまして亀裂が生じておりますけれども， とりあえず庄原農

林事務所におきまして，応急手当を行っております。応急工事といたしまして， 上流部の流水を

別の谷川に流すという手当てと，厖裂部にビニールを被覆したというようなとりあえずの手当でこ+

ざいますけれども，＊＇情から見まして， これは根本的な対策が必要と見られますので，農政部だけ

ではなく，今後林務部，士木建築部と総合的に地すぺり対策として取り上げるように，現在検討を

しているところでごぎいます。

とりあえずこ涅託廿申しヒげます。

佐々木司郎教育長答弁

二好議員のご質閂にお答えいたします。

ご指摘がございましたように，小中学校，謡等学校，また， その他の社会教育施設等につきまし

て， 1 4 0カ所にわたって破害を受けたわけでこ｀ぎいます。その中でも最も被轡の大きかったのは

干代田町の壬生小学校でこざいます。この被害の状況は，全壊した建物一むね， l, 1 7 4平方メー

トル， それからまた，半壊いたしましたのが 1むね， 4 9 4平方メートル， その他床 l•．̂浸水等があ

るわけでございます。この復旧措置につきましては，残りました校舎を利用しますこと， これはも

ちろんでこざいますか， とりあえずプレハプの建物を建てまして，二学期から最」小限の施設を確保

したい，かように考えております。その他，祈奇等学校等につきましても，被害を受けたところがあ

るわけでございますが，建物の使用にたえないようなところ，これはやはりプレハブで—-J応い合た

いかように考えております。

それから，災害救助法か適用されております学校， これば小中学校につきましては， ご案内のと

おり，教科書，学用品等無償て交付されるわけでこざいますが， この適用を受けない地域につ含ま

しては， 市町村の教育委員会に， それぞれ教科書並びに学用品等を市町村で配給されますよう連絡

をとって，すでにそういうふうに措置されております。屑等学校（こつ苔ましては， これは教科書が

災害救助法の適用にならないわけでございますが， ご案内0)とおり， これは今回予算の中にその措

囲をしていただいているわけでございます。

以上， ご答弁いたします。

永野巌雄知事答弁

中屯のダム操作の問題及びそれに関連いたしまして，冶永ダムの建設をしたらどうかというこ質
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問に対しまして，明確な答弁をしてなかったと思いますので，捕足させていただきます。

結詭から申しまして，中電の今位］のダムの採作につきましては，乱といたしますと，親状にお合

ましては，藤城専門官の意見が重大な参考になるわけでこざいますか，先ほど由しましたとおり，

専門官の判断の要旨は，今回の現地0)災害は降雨の激しさによるもので， ダムの操作によるものと

は認められなかったということでございます。現時点におきまして，私のはうの専門的な調査が並

行しておりませんものですから，私として， これをくつがえすに足る確固たる発言をする自信がな

いというふうにご理解願いたいと思います。ただし， それはそれといたしましても，将来利水ダム

にも治水の点仔は当然分担してもらうべ合であるわけでありますし，また，先ほど平川議員が例示

されました備北の地区に，治水をおもにして＿楊合によれは利水を乗せるという感寛でのダムの建

設というのは，いま淵査続行中でございます。これの詰めを一日も早く話めるように急ぎたいと思

っております。

平岡博議員質問

ただいま知事さんから，各会派の議旦に対して，ご答弁があったわけでございますが私は事後

対策ということがユ番大切ではないかと思います。過去に例を見ない大きな水が出たわけでこ’ざい

ます。ただいまも，水の覇が人きいのでという答弁が妓後にございました。なお．汀のIii水系が

1 5 7の河川数を持っているウそうしてー級河Illの広島眼内における延長が約2,4 0 0キロである。

その中の 1,1 0 0キロを持っている河川が， この度集中豪雨にあって荒れたわけでございます。

そういった閣係で，広島呉の 3割に及ふ流域の水を受けて立ったのが作木村でございます。いろい

ろ新聞，テレピ等で皆さまご存じのとおり，作木村はほんとうに今後どうしていけばいいかという

非常な苦しみと召いますか，放心と言いますか， そういう状態におちいっております，私たちは二

度，三度と人ってみましたが，特に 40年の水害から 6年しかたたない今日でございます。 20年

水害から 40年水害といえば， 2 0年あったわけでこざいますけれども， 日本の経済0)伸長，文化

の伸長に合わせたかのように，災害も 6年目で 20メート）レ以上という 40年を上国る水位を持っ

てきたわけでございます。こういった時点に立ちまして，先ほど島根県との折衝等についてお話が

あったわけでございますが，私は利水，治水ということぱございますけれども，治水を主体とし，

なおかつこの治水の水を利水に変えて，やはり他へ変更させなくてはならない，戸河内ダムでいろ

いろ云々されて含ました問題等を繰り返してはならないかように考えているわけでこざいます。

江の！1|水系の水量洞整ぱ， この機会をはずしてはないと，私は考えておりますので，ほんとうに郎

向きにやっていただきたい。また，去年行政機構改革特別委員会が設匿されました当時，的確な

る情報をつかみ，的確なる処麿をしていかなければならないと，情報無線の問題も出ました。知事
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含ん（ふ慎重過ぎたというふうに且われますが，広島県が初めてこの無線へ取り組むのではこざい

ません。あくまでも他県でやられている行為てこざいます。それを，市町目と連係を保ちながらと

ぉっしゃられましたげれども， こういったことは，県が先頭に立って， ます出先機関との調整，連

絡，加え [[ii」確なる指ホをより旱くしてやることか，地域住民へのサービスである勺かように考え

ます。そうしますと，市町村と Lミ々と；ゴうのでなくして，•特にこの防災計両等については，消防防

災課と連係をとってやらなくてはならない。そういうところへは当然艇線を屯県費をもってすぐや

るべきである， かように若えますが， もう一度知事の姿勢を伺いたいと思います。

なお，激甚災につ合ましても，総務部長が先珀草！1|議員に詳しく答弁されておりましたが，激其

災を逗用してもらうと，財政の苫しい十町杓が助かることぱ当然でごぎいます。特にこの機を逃が

さないように，市町村を助けて， よくしてやらなくてはなりませんうこれがいわゆる県行政であり

ます。 この度も人災かあるいは大災かという問題がありましたが） ｝ドが甫々には，住民のいろいろ

な苫清，公害問題等， さまぎまな問題が起含得ると思います。こうい・ったことをまず受けて立って

いるのは市町村長， 巾町村袋会の漆具である，私はかように考えております。それをわれわれがど

うパックアソプしてやって，政治的に紹決してやるかというの力←番大切ではなかろうか，かように

考えております。特に今［日］の災杏の処近につきましては，県も総力を結集されて，市町村の手の足

りないところ，技術の木熟な点につ吾まして，応援を人れていただいていることにつきましては，

衷心より感謝を申し上げまずが，更に今後もそういった法律を網羅して，市町杓が成り立ちます

ように， また， より過疎地域にならないように知中さんをはじめ限：竹島の—そうのと精進をお願

い申しt．げまして，私の質問を終わらせていただきます。

小島逸雄議員質問

大卜議旦の質問に関団をいたしまして，時間の閃係．七，ダム問題に限って質問をいたします。

知事 0)答弁をお聞合いにしますと1 建設省絲遣の専門官の巾間報告の延長応すき＇ない。被災者を

持つ広島県の県知市として， もう少し積極的な姿勢を示していただきたいというように思うわけで

す。知事が各弁されましたように，建設省の専門調査官は，この度の災害は降雨の激しさによる

ものて，ダムの挽作によるものとは認められなかった， こういう報告をしております。これを受け

て知市は答弁されているわけてありますが， この嵌告の内容を見てまいりますと，災宮の実態，災

害の原因究明を留意しないで， ものさしを，あくまでも人命軽視，企業サイドで作成をされたダム

操作規程に罹かれていると思うのです。その結果何を招いたか。治水面か全く熊視を含れ，利水オ

ンリーに考えがしばられ， ド流住民に必要以上の被害を与えていると思います。こうして，申し上

げましたように， ダム操作規程そのものが判類を多くかかえているわけでありますが， このダム操
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作現程そのものに対しても，知ボぱ，挽作規程の遵反があったとは考えにくいと答弁されていろの

でありますc、大ド議旦も指摘しております中国屯jj加計電力所の資料にも見られるように，災害を

未然に防ぐ予備放流がなされていなかったこと，更には，放流量が流人鼠を上同ってはならないと

いうようになっているわけでありますか，事実は流人はを i揺った放流罹があるということであり

ます。具体的には， I 2日の午摂］ 1時， この時間僭が 55 lトンに対して 74 0トン毎秒流出して

いるわけであります。 2時においても， 4 4 22トン毎抄流入しているのに対し， 4 9 3 8トンを

流出しているわけであります（）また， この資料を見てまいりまして， どうも私ども理解に苦しむの

ふ貯水位と流入嬢と流出聾 これは相哭閃係があるにもかかわらす，実は ll i1の 9時から 10 

時に向けてダムの水位が 48センチも下がっている。ところが，流人景がたくさんあるにもかかわ

らず，流出鼠がないのてあります。流出以かないのにダムの水位が卜がっているというのは一沐ど

うし＇うことでありましょうか。このように， 下流においても 1メートルに及ぶところの瞬間洪水が

あったとか，あるいは専門官が資料として出している問題点について，特にー，問題になった時間帯

の貯水位，流人隠放流鷹 これが極めてあいまいな資料になっているわけであります。知屯は答

弁に自伍が持てないというようなことでありましたが，自信を持っていただくためには，やはり

現地に行っていただ＜， そして実態を見，住民から聞いていただ＜， そしてまた， 卜分なる資料の

点検を願いたいわけであります”これまての調費をいろいろ指摘をいたしましたように，多くの問

題点がありますが， このように，県民の不安を取り除いて，今後の防止対策に災害の実態と原因

を県自体かあらためて調査すべ含だと忠いますが，知屯さんの考え方を聞かせていただきたいと思

います。また，河川法を改正するというこ姿勢でありますが， これは大切なことであります。河III 

法を改正して抜ム的にこうしたダム対策をとるということは必要でありまず。しかし， これは園に

芳望し，国が改正するかどうかにかかっているわけでありまして，あまりにも時間かかかり過ぎる

内容ではないかと思うのでありますc いますぐにでもで彦ること，県自体がで含るものを，県はな

ぜ考えないのでしょうか。県がいますぐできるとするならば，貝体的には，中国屯力と県がダム操

作に関する防災協定を締結することにあると思うのでありますでしたがって，そういう防災協定を

締結するという考え方，防災協定を締結するという検討を，今日進められるかどうか，知屯のご所

見を承り，質問とさせていただきます。

永野酪雄知事答弁

最初に，平岡議貝の関連質問にお答えいたします。

備北の江の川水系のt一悦流各河川におけるダムの建設の問題につ苔ましてぱ，平！II議員にご答弁申

し上げた趣旨に尽きるわけでこざいますが， いずれにいたしましても，治水主体のダムにすべ含で
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あろということは確かだと君います。その段階であるならば，建設省はもとより，関係住民， 更

には島根県も， むしろ柏極的に分主［［金を出してもらしザこいとまては昌わぬにいだしましても，何ら

及対はないと{jじます。「こだ問迎は， この機会1こ，僅後の沿岸部の水・不足との閣連で，利水を考え

るべきかどうかということでごさいますが，利水を考えるとすれば，島根県側の了承を得なければ

ならない点があるわけでこざいます。ただし，いずれにいだしましても，ダムの技術的な調査一＿

・-［箕等を巾心とする凋査は，ぜひとも急がなければならぬと思います。 —就も早く県のやっており

ますもじ）は詰めなければいけませんし，馳建の淵査を急いでもらうように努りしたいと思っており

ます。

それから，防災無線の問題につきまして，いろいろご指摘があったわげでございます。こ指摘

のとおり，県の出光とし）連絡1こつ含ましては，県が自分で考えてやるべきものはやっていかなけれ

ばなりませんが， 市町村につけるとすると，やはり甫町村が受け入れ体制をつくってくれなければ

いかぬわけでございます。 その意味での連絡と甘］し」；：げたわけてこゞざいます(3

~•,．般の巾町村に対する災害の復興体制に対しまして，尻が引含続恣より強力に支援しろというこ

指小であったわげでこざいますが，全くそのとおりであると考えております。

小島議且0)タム問姪1こら宮ましての関連質問に， あらためてお答えいたしますと， ダムの操作規

程自身が，実質的にはかなり O)部分が防災t品定なわけでこぎいます。これを離れての酎独の防災協

定とし＇うことは，訊律的にも実際的にも，私は意味が少ないと思 t、ます。したがいまして，先ほど

＿•-番般初にご答弁いたしましたとおり，律怯諭以外ては， この捏杵規程目身の改定を申し入れるの

が一番筋てはなかろうかc これは予備放流等の問頓も含みますが，やはり迎紹通報の間迫も，被苫

の局限には非常に軍大f-tことてあると思います。実際閂頴といたしまして，現状におきますと，ぃ

ろいろな未解明の間題が残っているわけてこふぎいまして，私回りくどし．＇答弁をし、たし玄したが，趣

旨は， この専門官0)』恥査報化について，私が仏島県の責任苔として，姐から， こんなも u'.)はだめだ

と合う自州は， もちろんなしヽわけてございます。建殺人臣の特命によって出出された建設省の水理

i＿木の専門家の意見でごさ＼、ます。それはそれなりに私は評価しているわけてございます，うただし，

それが即終局的に私0)， と申しますか，県の意見だとしヽうわけてはこ~＇ざいません．（3 私自身は戸阿内

町及び加計町には行っておりまして，坦地の河川U)1痰実ぱよく知っているつもりでこ●｀ざいます。市

町村と屯｝」会社， 更に屯力会社と県との連絡通報かとうであったかという点につきましても，ま

だ麻見が分かれている分野がある＜らいてとざいまして， もちろん県といだしましては， この洞脊

は県の行政自身といたしましても，詰めていかなければならぬ問題がたくさんあるわけでございま

す。その意味で，慎軍に詰めと実態の濶合はいだしてまいるつも 1） てこざいます勺
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西田修一醗長閉会あいさつ

以卜をもら度して，今期臨時会に提出ざれました案件ぱ， ここに令部を議―『いたしました。会期

ぱ•日でありましたが，緊急退要なる災虜対策に僕］する議案審議いたされ，迅速円痢な結謳を得ら

れましたことは，各位の格別なるこ沫青励のたよも 0)てありまして，深く感謝いたす次第であります。

某｀り局におかれましては，臨時会招集の趣旨にかんがみ，適切な災古対策を早怠に講せら訊，県民

の期待にこたえられますよう希苧いたすところであ t)ます．，

これをもちまして， 7月臨時会を閉会いだします。

（参考）

建設雀腰城車門官の調査報告書原文

「田相 47年 7月豪附 1 と太田川水系のダム投作について

わたくしはこの1庄建役大臣の命を受けてダム操作と災宜の囚果関

係を湖杏にまいりました3

l 9日・ 20!]・21日と 3日間に亘って資柘と現地を調任した

ところ， この度の災害は降r和の激しさによるもので， ダムの操作に

よるものとは認められなかっに逆に消かてはあるが洪水を調節し

たもの，或いは河川水位のI責をゆるやかにしたものもあった。

この度の 般住民の問には，ダムに対する不安感があるが，中国l

電）」し）通知の表現技術の欠如にあると思われるので， →目の指導を

することにしている。

又，発電ダムを洪水濶節ダムとして怖く料望が出ていろが，今後

中国電力は一層恰水に協力したいと申し出もあったので，充分検討

して指導してゆ苔たいっしかし，発電を目的に作ったダムであるた

め，洪水調節ダムと構造が異り，木格的な洪水凋節を望むのはむり

で，やはり安定した治水弔業を進めるのが防災体制の本筋で，太田

川水系についてはすて1こ温井ダム＊吉和ダム等の調査を進めている。

・............町．．．．....................................................................................: 
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第 4節 災害関係予算措置

県ぱ，被災後直ちに災寅の早期復1日を図ろため， 7月24 日に臨時県議会を招集して，—9般会汁

補正f算 86億 7,3 3 4万6千円及び特別会計補正予算 3,99 0万[I]の予算措囲をするとともに，

以後昭和 50年度までの各年度にわたって，第 5-4表のとおり総恕 58 2億3,3 8 5万3丁門の

予算措置を講じた。

第 5~,1 表 年度別災専関係予罪措置状況 （単位：千円）

事 業 名 4 7年度 4 8年度 4 9年度 5 0年度 〗十 摘 要

l 災害金融-相談所運堂費 II 
・ ・ • ・ - ------m ~ r ・ ・ ・ -・ ・ ・ ·—---- -------------

638 638 

二次合同庁舎等災害復 12,748 12,748 
旧費

災害対策費（防災総務 2,066 2,066 
費）

I 防災行政無線設憶調行 1,400 1,100 
費

i ＇ 

防災行政無線製伽費 ， 
476,515 1,211,760 446,128 2,134,433 

災害応急救助費 2あ，206

I 
225,206 

災害対策費（災轡救助
84,266 84,266 

費）

災害救助基金積立金 44,904 44,904 

529 529 

16,906 16,906 

16,577 16,577 

6,288 6,288 調査技術対策

農業施設災害特別資金 22 22 
融通対策費

農業災害資金融通対策 448 448 
費

災害経営資金 307 307 

共同利用施設災古復旧
69,272 69,272 

費

農業共済金早期支払資 12,000 12,000 
金貸付金

病害虫緊急防除対策費 20,000 20,000 膜熱費補助

農作物再生産対策費 1,759 1,759 種苗費補助
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第 5節 地方税の納税者に対する救済措置

被災しだ納税義務者に対する地方税の減免，納期限の延長又は徴収猶予については，地方税法，

県税条例及び市町付税条例の定めるところによぅて，

なっているが， 今位］の災害による地方税の減免等については第5-5表及び第 5-6表のとおりそ

れぞれ措賓された。

第 5-5表 県税の減免等の状況 （単位：千円）

i

項

納期限0)

廷長等について

罰［已：期限ロロ

徴収猶予
たもの

呵r

徴収猶予状況につ t

賦課決定の延長につ

減

の

免

状

措

況

翌

に

つ 、`．＂ 
て

第5-6表

個

人

弔

業

税

咤動i

動
不自

Il 
数 税 額

3,2 4 9 1 1 9,0 8 4 

！ 
延長され

1 2 7 31,658 

7 6 1 5, 7 8 8 

1,022 1 5,5 2 3 

第 1種事菜者 1 3 9 I ， 2,3 4 5 

第 2種事業者

第 3種事業者 I 3 1 1 2 

取得税 7 2 7 

車税 6 5 208 

市

町

村

市町村税の減免状況

固定資

県及び関係市町村において措翌されることと

（単位：千「り）

市町村民税

町
数

市
村

減免額 町
敷

市
村

減

市 1 1 16,787 

町 村

1 0 

25 2,671 38 

計 36 19,458 48 

産税 蔀市討画税 園民健康保険税 計

免華
市町 減免額

市町
減免額 減免額

村数 村数

8,638 1 14 25,439 
．．．． 

4,378 1 4 7,053 

3,016 1 14 1 4 32,492 
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第 6節 商工業関係の復旧対策

商L業者に対する復l日対策を次のように行った。

1 融資制度の倉lj設等

0広品県災轡対策特別融資制度の創設（昭和 47年 7月臨時県議会）

（目的）

昭和 47年 7月以降の豪札］による被災中小企業者の応急の資金を供給し，速やかな立ちじり

を図ることを目的とする。

（予算額） 500,000 千戸—]

（融賓粋） 1, 2 0 0, 0 0 0千戸l

（融資対象）

県円に屯業所を有し，田和 47年 7月豪雨により災害を受けた者及び 8月以降の豪雨により

災害救助法0発動された市町村の区域内にポ業所を勺する被災屯業者で常時使用する従業員の

数が 20人（商業又はサービス業にあっては 5人）以卜EC)）小規模'fl業者並びに事業協詞組合，

介及組合，商．lこ糾・合及び鹿店街振興紐合（以下「事業協ltiiJ組合等」という。

（融資条件）

ァ 資金使途

ィ 融資限度

ウ 融資期間

エ 貸出利率

オ返済力法

災害復Illに必要とする迎転賓金

2 0 0万円以内

事業協同組合等にあっては 1組合 50 0万円

3年以内

年 45%~50%

6か月据惜後割賦返済

（）巾小介業災古対柔特別融資制度に係る特別損失保障（昭和 47年7月臨時県議会）

ァ予箕額 2 2, 0 0 0 f口］

イ期間 47 ~5  5年

〇商I：組合中央金限の災害融資1こ係る利子補劫

ア予算額 4 8年度 72 3千円

4 9年度 8 2 5 // 

5 0年度 6 1 1 ff 

ィ負担割合 国 65羞，県 35 % 
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2 金融相談所の開設

災宮発生後直ちに被災巾小企業者の速やかな吃ちl—+ hを図るため，現地における被苫状況のぱ

脚に努めるとともに現馳における貸付即決方釦による菌時金融相談所の設置を計画し，次のとお

り実施した。

C僻j設に伴う打合会 (7月 14 El) 

広島遣茸Iふ県政府系 3金融機関及び侶用保証協会の幹部職貝を招集し，被災中小企業者

への積疫的な融資を要請するとともに融資に対する措置， 日程，会場並びに醸貝の舷遠につい

て協議した。

0開設し」時及び場所

最大の破害を受けた●ー万次市を宅体として被災地械の中核的市町 8か所を予定し， とりあえず

7月 18日から 14日実施することとして，！（lちに現地商「会議所又は商t：会及び市町村に対

しこの旨を連絡し，被災者への同知徹底等について描）Jを要詰した。

5 金融機関に対する協力要請

災害発生後直ちに政府系 3金融機関，｛川「保証窃会及び民間金融機関に対し，被災者の金融上

の惜固1こついて次のE旨により協）］を要語しに。

（） ［広島県県柑禎託融資；机j~斐J O）十分な！i5)廿

（）審査「続の節略化等による融資の迅速化

ァ 災害関係の融資について

災害の状況，応芯の布要等を批案し，特別の融資制度による貸出し及び審杏手続の節便化，

貸出し 0)迅速化等被災者の使宜を考慮し，適切な措閥を講じること。 （このことについては，

各金融機関において，今［月の災古に伴う特別滋資制度を割定し被災者に対し速やかな融資

を行っている。 ） 

イ 拍貯金の払虎及び中途解約について

預金通帳，届出印鑑等を流失した被災者に対し実情に即した預貯金払渓の利便措囲を溝ず

ること。また，被災名において事情止むを得ないと認められたと叙は走期預金等の中途解約，

又は崎該預貯金等を指保として貸出しに応ずる措圏を溝ずること，

ウ 手形交換等について

手形交換又は不渡処分等についても適宜配慮すること。なお， この件については 7月 12 

日～ 31日の間の手形袂済分については， 8月 5日まて不渡処分の猶予をおこなう旨金融機

関から [E]答があった。
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4 中小企業嵩度化資金の貸付等

(）；刷変化資金のt翡退期惜lの延艮を 3件行った。

0既貸付対象施設が被災を受けたものの復旧1こ係る高度化資金の貸付を行った。 （i {牛， 2，-1-09千

fJJ) 

第 7節 農業・水産業関係の復旧対策

1 腐作物等の災害復1日対策

農作物0)披害は県下で約 30偽円 1こ及んだが，特に水稽，野菜， こんにゃく等の煎寅が大苔く，

被災後直ちに市田村，農社，隠林直務所及び農業改良普及所等塵l係機芙聡力をあげて点噌世の配布，

緊忌防除等の応急対策を行うとともに， 県費による次の復1日対宝を講じた。

(l) 病甚虫防除対策

冠水した水棺に病害虫の異常発生かf恕含れたので， 市町村，農t品，病←［．堕虫防除所及び農業

改良普及所等により共同防除を指導するとともに，冠水した水稲の白菜枯病，いもち約及びア

ワヨトウを対象とした農焚菩を助成し，防除の撤底を図ぅ tこその実施状況は第 5-7表の

とおりである。

第 5- 7表 病害虫緊怠防除対策ii業実廂状況□□ /--"1三＿史！龍農※数t·—防 /i業四ー［瓜五）］｀二
広腿市］ 2 5 9 ha, 1,22 ]仁1] 2,358,lOOflJ 可2,358,100'" I 708,000' 

・―竺，：泉「tsI 7 8 1 3 27 1 6 5 1 0 00 i l 96,800 

i感迅「H | l 1 I 1 l 3 I 88,200 I 24,900 

囚島市 I 2 I 5 6 I 1 1, 2 o o I 1,s o o 

！ 
福山市 1 1 o I 6 6 o I s 6 o,o o o I 2 7 3,2 o o 

府中市 4 3 I 2 ::i o I 3 s 1,0 o o I 1 o 7. 1 o o 

三次市 2, 1 6 o I 1,0 4 6 I 2 2,9 2 6,o o o I 2,2 9 2,0 o o 

庄原市 4 4 4 2,0 8 6 4,2 7 7,1 80 i l,1 1 0,0 0 0 

i 

東広島 I↑「 5 9 7 2,441 I 5,7 7 s,2 1 6 

I'  
1,494,800 

i 易来町□]―--L__-～ー：：

30 0 l 50,000 40,000 

1 7 0 342,000 1 10,000 
_.  -—鴫 rc^
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丁
□―-------------
i巾町付

| 
＇す・・ --．-••一· ・・ • +-
I I 

1 -i・ ! ！ ！/ I t l | ] | 
和野付 1

I 
作木村！

古舎 IIIJ I 

三．良坂町

双――：三郡

ニ和町！
］ 

西城囲J ! 

東城町

[1 和町

高野町

比和町
---

升

(2) 農作物生咋対策

野共， こんにゃく及び繭牛汗被災農家が再牛札を打うに必伎な柿苗を 1r•I{9月に導人し·，速やか

に農業経菌の安定を図るため，種苗購入四として県費1こよる補助を打った，

その実施状況は第 5-8表のとおりである。
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第 5-8表 農作物生産対策事業の実施状況

L ！＇ 野 笠 中 業 塁 （a) 事 要 筏 (rJ) んのうち県費補助金 （千Pll 
市町村 一こんに 桑 飼 ••-野---菜-．＿..-ゃこ•―ん-く--•一に·--·T］-桑 飼 科ヽ~ 叶 野"菜'』 こんに 桑 飼料 計

ゃく 作 作物 ゃく 作物

広 島巾 858 1,457,967 1,457,967 476 476 

庄原市 158 I I 56,230 74,000 BO,230 18 25 43 

加 ii十町 150 150 331.soo 337,500 I 112.s 112.5 

主t←1ヒ薗J 600 600 24{J00 ' 24.000 8 8 

12281 

千代田町 370 370 133,100 133,100 44 44 

豊平町 482 482 133$40 133,840 44 44 

吉 田町 480 I ： I ! 480 J3-0;JOO 1'lO,100 43 43 

贔臼町 so so 112,soo 112,soo I 37 s 37.s 

向 I泉町 260 260 69,420 69,420 23 23 

油 木町 295 60 355 150,450 135,o00 285,450 50 45 95 

神 凸郡 300 300 153000 153!)00 50 50 
:•；・和町



『・ •一冑…冑—--・---

Ii「町村

1 1野
I 

屯 業 祖 (a) 

こんに
ゃく I 桑

総領町 ~1001 i I 1,2401 n1,6001 56,400 
I. I. I I 

！占舎町 I2.6501 I 60i I 2,7101317,7001 1135.000 
| | 

i i ! 
1．．退坂町 I 1001 1 10 ! 

! I I 

7101 210.0001 I 22,500 

I豊松村I I 2'51 I I 2951 I ISO,'SOI i ． 
作木村＇

I ! 1 
i 152 l 1521 I i 3112,O001 

l i 
こ郡 I I 
相 町 3001 I I I 3001 120,0oo1 I I 

I I I I I I I I I 
下町 I I 100 I I I 1001 I 72,oool I 

I 
! 72,0001 | 

， ， 

肛城町 1 | - 301 -I::I 129,60(）［ ーロ／
,O00 

朽
木

料
物

計

屯
7

こんに
ゃく

業

桑

~“----

費 （円）一丁――こ「）うち

1飼 料I ―--―---

作物
計＿ ！ HI土：戸戸

228,000 

452,70(） 
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0
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+Ol! 土-I-不57 
ゃく 作物

17 74 
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7.5 I 77 5 

50 50 

114 114 

40 I 

17 

22.5 
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(3) 防疫対策

被害を受けた地域に家畜伝染病が発生ずる恐れがあろた紅家畜保健衛生所が中心となって，

浸水した畜舎（牛舎， 豚舎，鶏舎）の噴涵消毒を実廊するとともに，

は， 炭疸病及び気腫疸の発生を予防するため予防注射を実鹿しだ。

被宮を受けた牛について

その実弛状況は第5-9表

のとおりである。

第 5-9表

市町村

！ 

広島市

尾酒市

福山市

三次市
I 

庄原市 i
I 

I 加 計町 1

戸河内町

千代田町

l 

豊 平町

大朝日］

筒 賀杓

甲

吉田町

家畜防疫対策の実禎

屯 業 筐 屯
r

業 費
9 - - - ..  ＿ 

予 防注射 畜 舎予防注

IA~~ー／三二三
頭r----1面丁～―-—-日

4: 

2i 

3 

296 

畜 舎
芸
ロ

- l -00-~0—-• 
頭

4
 

20 

20 

4

5

1

2

1

8

2

5

 

田町

麻宮町

芙上里町

世羅町

甲山町

神石町

豊松村

油 木町

甲奴町

上下町

3
1
8
3
5
1
3
2
2
3
8
3
0
2
8
1
4
1
7
1
5
8
 

頭

8
 

28 

21 

6

3

2

5

6

8

0

8

5

4

6

8

5

3

0

5

0

 

1

2

2

2

4

2

5

1

3

5

1

1

1

2

1

1

 

48 

41 

0

8

4

3

1

1

3

6

4

8

3

7

7

0

8

 
公

5

9

4

4

2

3

3

1

8
 

2

2

3

4

7

1

3

9

 

67 

1

8

5

0

 

3

1

1

2

 

28 

18 

66 

34 

72 

射

腫疸

280 

1,400 

1,400 

280 

350 

840 

1,260 

1,750 

210 

1,260 

2,450 

910 

1,540 

2,660 

2,100 

1,960 

980 

1,190 

1,050 

560 

円

400 

1,400 

1,050 

800 

1,150 

1,100 

1.250 

2,300 

400 

1,000 

2,900 

750 

1,700 

2,800 

900 

950 

650 

1,000 

150 

500 

消 毒
一

円
3,280 

1心40

2,460 

242,720 

54,940 

25,420 

14,760 

12,300 

16,400 

22,960 

14,760 

820 

54,120 

820 

22,880 

59,040 

円
3,280 

1,640 

680 

5,260 

245,170 

56,020 

1,500 

1,940 

27,930 

18,810 

12,910 

18,660 

5,350 

24,620 

18,000 

5,450 

3,820 

57,030 

1,6況

3,010 

24,080 

50,100 
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2 農業共済金の早期支払対策

水稲の流失埋没て収穫皆無となった農家に対して，農業共済糾合及び共済'Jl業実施町村ぱ，共

済金文払見込粕の全額又は 7割の仮渡しを行った0 (通常は，収穫後祖害額を確定して共済令

を文払う。 ） 

如こ，県は， この似渡しが早期に行われるために連合会保険金仮渡し額の一部］， 20 0万円

を無利臥で）よ島県農業共済組合連合会に貸し付けた。

農叉共済金仮渡状況は第 5- 1 0表のとおりである。
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5
 

農漁業者等に対する経営事業資金の融資及び利子補給

被苫を受けた股業者等に対し，経営の安定及び災甚復1日の促進を図るため， これらに必要な資金を低ぷリに融資した。

その状況は第 5- l 1表， 第 5-1 2表のとおりである"

第 5・-1 1表 災古対策農菜金融制度
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(2) 農業他設災内特別資金及び農業災害資金
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第 8節 林業関係の復旧対策

（） 森林組合等に対する林業災害資金の利子補袷

被害を受けた森林組合及び森林組合連合会が災害復1日のために貸り受けた資金について利子補

給を行うことにより被災組合の利子負担の軽減をi几＼経営の安定と災害の早期復1日を図った。

その状況は第 5- 1 3表のとおりである。

第 5-1 3表利f補給実施状況

組 合 名 融資額県利チ補給額

作木村森林組合 3,0 0 0 l O 3,3 9 4 

西城町森林組合 4,0 0 0 1 3 7,8 6 2 

二良坂町森林糾合 1.100 36,647 

布野村森林組合 3 0 0 10,073 

I 古舎町森林組合 3,200 107,482 

双三郡二和町森林組合 1,700 57,052 

1 6,4 7 0 560,926 

第 9節 電気及び水道関係の復旧対策

1 電気関係の復1日対策

今回の災害に際し，中国電力卸で 1ふ各店手で店所長を本・部長として災害対策本荒を設け，社

内紐織をあげて復1日対策を実施し芦

その状況ぱ次のとおりであるさ

0 江の川沿いの送電線用木柱が銅壊し僻電となった。このため豪雨の中を仮復1日に全力を思<

し，三次市，二良坂町，甲田町，吉田町方面て一戸一灯程度の電力を確保した3

〇 三次市内で江のIllを横断している配電線が 17 o mにわたり断稼した。増水と急流のため舟

による作業が不可能な状態であった0)で，検討の結果，三次消防署へ「救命索発射機］でロー

プによる仮横断作業を申し入れたところ快＜承諾され， 7月15日ロープ渡しに成功し，事後

の作業は極めて順調に進んだ。
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O -—・：次市内は多数の家屋か車まで浸水したため，濁水が干いても憾電火災等の危険が予思さ

れ点灯不能の状態であった。そのため，被災者に対し，電気設備の点検，電気使用ヒの注意に

ついて PRを実施した後， 7月 13日から 14|］にわたって，了次市災害対策本部と連絡をと

りながらーロー[]の臨時k]の点灯を行った。

〇 佐伯郡古和村に供給している打梨発電所が浸水し連転不能となった。このため，岡1!1支店か

ら移翫発屯機車を借用し，悪路の中を現地に運殿し，既設の配電線へ接続し送電した。

〇 浸水した発電所ぱ，先に屋外変電設備を応忌復1日し，早期送電に努めた。発電機ほか浸水し

た機器は，取替又は修理を要し， 9月中に仮復旧して運転を廃始した。ただし，亀止発電所は

廃止に決定した。

2 水道関係の復1日対策

L水道施殺及び簡易水道施設については早期に給水を実施するよう応言復1日に努めるとともに

第 4章第 2節 4で述べたように飲料水の供給碗保に努めた、う

一方， r業用水道事業に対しては，次のように復旧を図った。

〇 太田川東恕工業用水道における太田川河床低ドについては，安芸大橋上流 5011!地点に捨ii

による堰を設けて水位のl:-：界を図った。

〇 沼田川工業用水道における災杏箇所については，モーターの巻苔かえなどを行い直ちに復

旧を行った。
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第 10節 鉄道及び電信電話の復旧対策

1 鉄道の復1日対策

(1) 広晶鉄遣管理局

仏島鉄道管理局では， 7月9日20時 57分に三江南線， 7月10日8時に可部線が連転規

制（徐行）となり，各所で被内の発生がf想される状態となったので） 7月10日16時から

全管内で災害警備についた。

7月11 f―l 4時に 1よ， 二］［南線，長谷～船佐間で切取崩壊が発生し，続いて各所で災専が発

生する状態となったので，直ちに，同局災苫対策本部を設腐し， l心急復j日作業を急ぐとともに，

ィ＜通箇所は，自動卓による旅客輸送を行った。

被害が甚大であったため，復［日は困難を極めたが， 1 0月1日三江南線の開通を最後に，全

線か開通した。

欽姐の線別！ふ急・復IU状況は，第 5-1 4表のとおりである。

なお，主な被災線の状況は，次のとおりである。

〇広備線

7月 l1日4時50分ごろ：・そ次～八次間 86K300m付近で土砂崩製が 4箇所にわたり

3 0 0洲発生したのを始め，各所で災内が発生した。

7月11日23時から 24時の間蚊大時肉屈 41 7/17/1を記録するとともに，馬洗/!I堤防決壊

のため， ＇•[次駅構内は貨車の床 F まで，『ti 舎は軒まで没水するという悪策件の中，復 1日に努

め，四道＜～志和地間 92 K 1 0 o m~  5 o o叩間の切取崩壊を鮫後に 7月23日全線開通

したC,

0 ..—：ー n. 南線

船佐～所木間 10K472m~lOK546mで約 70 8吋に及ぶ築堤流失を始めとして，

各所で災害か発生し， 7月14日13時 15分には電話不通となり，連絡その他に困難を極

めたか， 9片 lH, ニ一次～船佐間， 9月 20日．船佐～式敷間 1 0月 1日，式敷～口羽間

の間通により全線閲通した。

° "]部線

7月11日8時25分ごろより， 日］部～三段峡間で各所に災害が発生し，特に加計駅構内で

は，ディーゼルカー 4圃が転倒，脱線，流失するという事故が発牛した。 7月29日，加計

～上居間を最後に全綿開通した。
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第 5-1 4表 訊迅d)線別応忌・浅1日状況 （単位：「月）
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(2) 岡山鉄道管理局

岡山鉄道管理局では， 7月9日夕刻からの崇雨による被害を警戒していたが，

同B6時に，同局災害対策本部を設逍し，鋭恵応急復1日に努めた。

被害が甚大であったため復旧は困難を極めたが， 8月 1日去備線，内名～比婆[_[」間の開通を最後に全線が開通した。

7月 1l日になり各所に被害が発生する状態となったので，

た区間については，代行輸送を行った。

鋏道の線別応急・復I[l状況は，第 5--1 5表のとおりである。

第5- 1 5表 銀道0)線別応急・復旧状況

この間運転休止となっ

（単位：千f・ll)

，ょ 1

竺-t-幅塩線 I芸 柑j_＿竺99-- ！ 

一門・ 応 ?―-•--l_-＿竺9 --•Iート~J/J心 急 復 1il !二t、--

金額件数合鳳件数金額 I件数金額件数金額件fx:l金

2,sos 1 20 1 11,311 1 21 1 52,626 1 20 1 45,Ro9 I 1 s 1 91,113 ! 41 

―•「―•-- •• -^̂ 9 - --

60 I I I 4 I 2,8841 5 I 10,989 

i’  

1111 I ー-1 ――--ロ--・ !—- i ——ー·l__ ．I_.
/］：： ]:： ：: _5:：t_．44丁［ロ

1,360 I 1 I 10,200 I 1 I 207 j I I 2 I 1,567 I l I 10,200 

三ーニ・ロ・ニ：ーロ7 :：-51-7]□3:口]:：I-I~：：；
3,7381 43 I 53,9531 43 I 92,4301 12 

山 i易 本 互
a

区 分 ＾ムヽ、しrh” 急 復 急 復 1日

ー

2
4
0
ー □/: 

築堤崩壊

{̀ I金＇ 

ー

額

53 

件数

ー

~
 

•r-1 

.
9
 

2,506 3
 

ッ、1 945 7
 

3,889 

線 路 浸
I 

水 9
J
 

2
 

111 

金額

I--
13 1149,547 

5 ] l{），989 

上し・土砂流人

f 
綜路・道休流失

7
 l,720~—-止~2●●● ••••-· 

額

60,173 

件数

6,585 15 14,358 8
 

8,（）4(） 

2,320 6
 

6,776 4
 

2,350 

上留壁変状

1'  
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2 電信電話の復1日対策

日本電信電話公社中国電気通信局では， 7月11日朝から電信電話設備の被災壻報が入り始め

たので，直ちに，中国電気通信局・広島電気通惜音B.広島都市管理部・広島搬送通信部・広島無

線通佑部並びに広島管内の被災地城管轄の電報電話局にそれぞれ災害対策本部を設賞し，災害に

対処するとともに，中国電気通信局災害対策本部は，次の応急復旧方針を被災関係機関の長に指

ホし，復旧措樹の徹底を図った。

ア 被害局所に対しては特設公衆電話を設蓋し，公衆通信サービスの提供に配憲すること。

イ 局内自動交換機器等のうち， さしむき原状復 1日困難なもの 1ふ手副交換機器等の代替機によ

り措圏し，応急サービスの確保を図ること。

ウ 線路関係は被害調査を早忌に実施し，災害規程に定められた復1日順位で緊念を要するものは

応急措翌を講ずること。

工 復旧計画に際しては，被害の教訓を生かし極J)防災設計を行うよう配意すること。

オ 復旧用資材については事業品，整理品等の利活用を図ること。

力 緊急措買としてLリ搬築線機による救済用回線の作成を行うこと。

キ 移動屯源車，発動発電機による倅電局の救済措磁を講ずること。

その後孤立局が続出し孤立特に至る通信伝送路並びに加入電話の応急復i日のため，特設公衆電話

及び市外通信設滞の応怠復IE1をTZ-6 8 nJ搬無線機 (3同線用） ・TZ-403¥i]搬無線機（

2 4回線用）による同線作成をはじめ応急用市外ケープル等の投入を行った。一方， 7 5局所に

及ぶ停電局に対しては，移動電源車並びに発動発電機による電源供給を打い迅速・的確な電伯電

話回線の復1日で孤立の解消を図り災害の拡大防止及び公衆通信の確保に努めた。なお，孤立局の

復旧状況は第 5- 1 6表のとおりである。

第5- l 6表孤立局の復旧状況

―--T― 
市町村 1局名 1加入数 1

市外
1 1 回線
I ~―-→ 
i 

1塩

；秋町 1 9 4 i 1 5 

二／←（：r9/：こ
復旧日時

7/13 17: 45 

II 

／／ 

□土Fコ 企仁 9 I 2 8 o I 
4 1 

吉舎町

田 I 4 o I 4 

り屈口和 I2 o 4 I 1 9 

II II II 

II “¢ ” 
II II II 
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＇荘‘t]tl'’↑ j・仕勺l: 1 1 3’ 

詞,: ・,打状況 I i及!fl日時

7 / l 31  7 : 1 5 

5 Vll 9 : 5(） 1文換機冠］応ケ-ブル降註[ | 7/14 15 : 37 

0 : 45 

7/］ 4 l 3 : 45 

IIi - -77//1 13 17 :45 

. ・;次局電加断による TC 3 13:00 

局と）孤吃

J'./13 17: 45 

長時 2 17 : 40 

)t. 3 13 : 00 

C 3 17 : 45 

2 : lg j訊貝 2 3 : 55 

I ? l 3 l （う： （）（］ C 3 17 : 45 

旦呂 ＇ 

11 3 1 3 : （）0 
7 /1 :l 17 : 45 

I’ 
-, __ --:, " ------—•i l — : :； 

I/ 
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□-Il／ □i11:竹 to

I油木町：ロロニローー一ーロI:.:: 
和 1 686 60 7/12 5 : 0 5 ' I I  | 7/13 20 : 00 

•一―•-----

I 
-":―| r ーで

根 I 3 0 I 9 I 7/11 8 : 00 I // I 7,/11 l 7 : 30 
.． 

山¥ 1 5 I 1 5 I V12 7 : 05 II I t12 2(） ： 00 

80 | 4 1 □2 _0二5ーニ， ＇） レ三/卜/|7/12 l9 35 

第 ll節 その他の復I日対策

1 住宅対策

住家の被害に対しては，第 4章第 2節 10, 1 1で述ぺたように災苫救助法に某づく応急

仮設住宅の建設，応急修理を実施したが，更に広島県災害公営住宅建設ボ菜補助金交付要綱（施

行H 田和 47年 10月 3El, tこだし 47年度分の補助に適用）を創設し， 市町村が災内を受け

た仕民の住宅確保のために行う災古公営住宅建設事業に要する経費について第 5- 1 7表のとお

り2市町に対して 37 4月円の県費補助を行うとともに， この芸綱を 49年度に改iEして市町村

が災古復旧を促進するために行う小集落改良住宅建設事業に要する経費についても第 5- 1 8表

のとおり 1村に対して 99 1月円の県費補助を行った。

また，広島県災害住宅復旧資金貸付巾業補助要績（施打日 昭和 47年10月 3日，ただし 4

7年度分の補助に適用）を創設し，同和地区において災害をうけた住宅の復1日のためにに期低刊

の「災瞬宅個日資金」貸付事業を行う市町村に対し貸付資金の 1りを補助し，災古復旧促進とあわ

せて居住環境の整俺改善を図った。その実施状況は第 5- 1 9表のとおり 10市町村に対して

1,4 6 7)j円の県費補助を行った。
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第 5-1 7表 災害公営住宅建設事業県費補助状況 （単位：千円）
----

市町村名 種別 構造
建設 補助対象 国庫補助

超過負担額 県費補助額戸数 総支払額 基本額

三次市 2 種 筋 2 1 2 戸 16,524 13,911 2,613 2,110 

高宮町 II II 5 6,701 4,518 2,183 1,630 

』r 1 7 23,225 18,429 4,796 3,740 

第 5~ 1 8表 小集落改良住宅建設事業県費補助状況 （単位；千円）
f-

事業内容 1 補助金額

小集落改良住宅，商易耐火構造二階建 I 9,914 

第 5~ 1 9表 災害住宅復旧資金貸付事業県費補助状況 （単位：千円）

昭和 47年度 （県費）
施行主体

貸付件数 貸付金額 補 助 金

＝ 次 市 6 17,500 
I 

4,375 

庄 原 市 1 3,000 750 

加 計 町 2 3,400 850 

吉 田 町 2 2,700 675 

綺． 宮 町 2 4,500 1.125 

上 下 町 2 6,000 1,500 

甲 奴 町 1 2,000 500 

作 木 村 1 1,700 425 

吉 舎 町 3 9,000 2,250 

束 城 町 5 8,900 2,225 

~t 25 58,700 14,675 
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2 世帯更生資金等の貸付

I 

具1ふ披災者の白立更生を図るため，世帯更生資金，母子福祉資金及び寡婦福祉資金の貸付原

資の増額を行うとともに新たに災害立ち直り資金の貸付原資を予算措置し，県社会福柘協議会

を通じて被災者に対し，災害援護資金，住宅資金等の融資を行った。その状況は第5~ 2 0表の

とおりである。

第 5- 2 0表 世帯更生資金等の予算措置状況 （単位：千可）

区 分 当初予算措置額
補正後の

備 考
予算措置額

世帯更生資金の貸付 55,000 225,000 貸付事資業を行う県社会福祉協議会
ヘ原 として莉助

I l.m寡婦・幅福祉祉斑資—命の貸付 .＿↓ ， 
90,000 94,770 

．～一--- -

金の貸付 28,0 Z 5 48,025 

災害立ち直り資金乃貨付

゜
250,000 貸付巾策を行う県福祉協議会へ原

資として恙資
．．． 

計 173,025 617,795 

3 慄立高等学校の授業料の免除

保護者等が災害を受け，著しい損害を受けた者で，学費の支弁が困難と忍められ，かつ教育上

特に必要と認められる者に対し「県立裔等学校授業料の減免及び徴収猶予市務取扱要項1（印祖

3 9年 2月 8日実歴）により，次の第 5- 2 1表のとおり雙業料を免除した。

第 5-21表授業料免除状況

由 請 件 数 1 7 5 

免除期間 (1年又は 9月） 2 7 

免除

1件数

（ 6月 ） 1 3 2 

計 1 5 9 

非 認 定 件 数 1 6 
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4 私立学校に対する助成

私立学佼の災害復旧工事費に対して，次のとおり助成を行った。

こ）私立学校建物その他災害復旧費補助金（国頃補助金）

対象咬 5校 補助金額 4,6 l 4千円

〔う災害復 1日費補助金（県費補助金）

対象校 4校 補助金額 2,300千円
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第 6章 公共施設の災害復旧事業

第 1節概 要

破災後， l百ちに十：木，耕地，冶I・・!」，教育施設等の復旧事業，：十両を笑宗し，国の早期百定を受け迅

速に事業を実施し，被災地の早期復l日1こ努めた。

しかし，災害が大規模であったため，査定設計茸及び実施計画書等の作成に当って，技術喘貝が

大諒に不足するなど困難を極めた。このため，他県から技術啜員計 53人の応援を得るとともに，

．：二次．庄原， l-ード各上木（建築）事務所1こ災害復「日課を，加計，占田J)L木事務所に災害復1日係を

それそれ新殺し，また災害復！日に従出する職員についても，農政部 2人，林務部 9人，土木建笥部

4 2人の，H53人の増貝措置を講じて，鋭怠，復l[l事業に取り組んだ。

今同の災害復旧市業では国の補劫市業に採択されない詞）］災害関連Eμ業，砂防災害関連事業，

小規模刷壊地復旧ポ史等についても県単独で実施するとともに，災害復1f1関辿屯業及び災：内復！ll助

成中業等を含めた大幅な改良復It]を図り，再度0)災害防止のための措置を溝じた。

また，災，・ピ復1[］1i業全般につしヽて 2~3年計1!t1]によ h早期完「に努めたが，昭和 48年太の石油

危魂の影評を受けて，復！fl,；1仕：は人揺に遅れ，復I[］事業は閉和 50仔度ですべて完fした。

第 2節 農業関係の災害復l日事業

1 技術職員の応援

農地，農裳用施設関係は般害地罠数約 13,000, 披害額約 113億円に及ぶ大災害となったが，地

域的にみると二次市，庄原市を中心とする県北部．神石町．油木町を中心とした県北東部及び下代

田町，豊平町を中心とした県北西部に集巾したことから．市町村の技術職且のみでは・舟定設計杏及

ぴ実施設且書等の作成が困難であるため，被害が甚大であった市町村に対し屈醗目を技術援助のた

め沢遺した。

また，被害があまりに甚大であったため，県内職貝だけでは十分な撹助がで合ないため，他只に

応援を依頼し，宮山県から 2名，石川県 2名，愛媛県 4名の応援を得た。

なお，県t地攻良事業団体連合会も全面的な応援体制を撃へ関係市町村からの設計委託に応じた。

その実績は第 6- l 表及び第 6~2 表のとおりである。
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市町村

第 6-1表県技術暇貝の応援状況

応援職員数 延日数

広

福

叩

島

山

中

次

市

市

市

市

庄原市

吉和村

加叶町

筒賀村

戸河内町

芸北町

大朝町

千代川町

豊平町

吉田町

八下代囲J

美士里町

甲田町

扁宮町

安芸津町

川尻町

甲山町

世絣町

世樅内町

2

3

5

2

2

9

9

1

1

1

2

4

4

4

2

3

3

5

4

1

1

6

2

 

1

1

1

1
 

2
 

220 

258 

202 

4

3

2

5

8

5

3

9

3

8

 

数

ー

2

1

貝識接応

．
 

町

村

町

町

町

町

村

和

村

□い
町

町

下

領

奴

田

一ご郡

町

一

海

隈

辺

石

松

石

市

一

内

円

神

・

神

豊

神

K

総

甲

君

，
 

.

，

i

,
 

5

5

9

4

3

2

4

1
 

2

5

9
 

延日数

s 1 11 布野村，

4 3 11 f乍

6
 

木村

吉 舎 町

ニ
□

1

1

|

1

・

・

；

2

6

6

5

1

ー

8
2
6
8
2
4

3
 
3 ! 

2

2

4

2

2

8

5

7

1

2

2

 

1

1
 

268 

0

5

4

1

7

3

6

7

4

8

0

6

7

7

6

9

4

0

3

7

4

6

 

2

9

2

4

0

3

3

2

1

1

1

2

6

9

4

6

2
 

4

1

1

2

3

1
 

3,153 
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第 6-2哀 県外からの応援

只 名 I 応援先市町村 ＇応援人旦
I 9 - →9-- --」

宮山県 点城町 2 

石川県 神石町， 2 
！ 

翠媛阻［ 古舎町 I 2 

” ●●マ一良坂町 I 2 
.....．．．．.．．... 

:;I I 8 

2 農地・奥業用施設の災害復1日事業

廷ヒ］委

1 4 4 

146 

122 

122 

534 

農地，農業用鹿設の被害は戦後蚊大の規模のもので，これの復i日に‘片・たっては，文字どうり官民

ーー一体となって復It1tこ：りたっだ。

笠災{fi後は，たまだまその時期がかAがい用水を最も必要とする時期てあったことから，被災殷

叉用施没0)うち，かんがしヽ［「］施設について歳切な応魯「事を史施すろためC)処買ふ、軍叫lりに行った。

また，地ヌ別の復旧11業四の杏定を 10同にわたって受け附和 47住 12月に令地区を終「した

が．そ 0)査定給額は 12,978件， 113億 8,800り旦Jとなり， 膨大な，:｝i業悶となっ文'.n

復旧事業ぱ，「月の復旧進度計i面に合わせて附和 49年度までの 3か仔・：とし早期完了1こ努めたが，

建設――lー．rドの忠激な増加に対ずる建設業者の絶対数の不足に加え，昭和 48叶度末の（ヽわゆる石泊危

撓によって建設資材が極度に不足するという胃常な＇れ態が発りし，；十両した復 IH退度が大幅に遅れ

て当初計両どうり 3か年で完了することが困難となったので， ilfl利］ 50年度までの 4か年に延長す

るとしヽう異例の措置をとって復旧事業を完fしだ。

今『］の災害が激甚災害に指定されて，復旧市業に対して底率補助が適％ときれたこと，また再災

害を防ll'する見地から関連・［事をとり人れたいわゆる改良復1日．叶両が大幅に採択含れたことぱ今同

の災害復旧事業の大令な特色であった。

復旧事業の市町村別復![]状況は，第 6-3表のとおりである。
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3
 

農業用施設（耕地関係を除く）の災害復1日事業

農、〖椀閲組合及び同迎合会等の所有すろ家畜内場，農業含室，共同通信施殺及び発電施

設等の被害は 30粗合， 6 4施毀に及んだ。

般災後，直ちに応急修理，通信確保を指導するとともに應林漁業災害復旧巾業により被害抱

殺の復1日を行い．復＇日費総額は約 9,700万円Iこ及パ，

を受けた。

うち約70夕らの 6,540万円は国庫補劫

この事業の補助率は，復旧市業費が 10万円以下の部分については 40%, 

る部分については 90彩（いずれも国岨負担）で，

第 3-4表 昭印 47年度農協等共同利可施没災害復［日吠呪

1 0万'T]を超え

その実績は第 6-4表のとおりである。

（単位； fl])

事業 t

広島市 i安佐町農業沼同組合

I 
三次市］ ：三次市

i 
I ！ 

市町村 体

II 

// 

II 

II 

” 
II 

II 

II 

II 

I/ 

／／ 

II 

II 

” 
II 

／／ 

II 

II 

II 

施 殺 名

共 同

；農業貪由 (2カ所）

初

轡

I共

発

！配

II 

広島県経済農業協同

組合連合会

II 

II 

f/ 

II 

給

飼

食

と

家

家

給

ず

］
 

rT~ な

r
，・

肉

畜

同

通信施殺

り脱穀場

果

通信施設

電

電

由

料

、y,

畜

畜

市

施

施

施

合

市

場

虹
9むく

設

設

庫

利用施設

場

場

繁殖施設

II 

双三畜産翌業'

I協同組合連合会 I・家
庄原市 由内西農業協同組合 1共

吉・□□□：業倉庫 (2カ所）

油 施 設

畜 市 場

通信施設

業 倉 庫

電 施 設

査定額 復「日額 うち国庫補助合

3;210.000 3,655,310 2339,o00 

149,000 219,750 60,100 

336,000 339800 252,400 

189,000 199,420 12]」00

5;558fJOO 6,496240 4,952,200 

1;572,000 1,623280 1,364/300 

127,000 150f)00 64,300 

493[)00 509,200 393,700 

496,000 504,560 396,400 

1[312,000 2,795,000 1580$00 

259,000 259,000 183,100 

2,636,000 3,129,000 2,322,400 

1277,000 1,277,000 1/)99,300 

1.049,000 1J 20DOO 894,100 

322,000 350;:JOO 248800 

372,000 431000 284800 

105{)00 105,775 44;500 

239,000 395,095 133,600 

6;2,13!)00 6,500[)4 0 5,541,700 
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461.000 
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うち国軍補助金

204,700 
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4236,700 
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市町村 事業 主 体 施 設 名 査定額 復 1日領 うち国直補鼠喘
~ビ~ 9い

1 作 木付 作木村應業泣同組合 給 油 施 設 698.ooo I 7 41,4 787 57 8;20 0 

吉舎町吉舎町 II 農 業 倉献 150,000 152,000 85,000 

II 装 蹄 施設 171,000 204[)00 103;)00 

町西城町 ，074,000 2」30!)0 0 1,721,600 

町吏城町 115,ooo I I 1201313 s3,500 

II,148{JOO  1,194,000 983;200 

PIJII 比和町 531,000 597,000 127"00 

,1 75,000 97,004,429 65,417,000 
・ --・ • ・.．＿ ~ ＿ _ •—--• • ---• "” ー・• ・ • ・ • --------・ ----------・ --・ • ·―·ー・▲•』•・ •ー·~響＿＿ ＿．＇ ｀ •心 'J・ •ー·• ・―・ -----.. , 

第 3節 林業関係の災害復旧事業

1 技術職員の応援

森林上木関係被害は，被害総額 39億 2,200万円に及び，しかも地域的に県北蔀，北東部，

西北部に集巾したために，これらの地域では，関係農林屯務所の技術蒋員のみでは．現地濶舟

計面壽及び設計・古の作成が困難Iとなったため林務部の令組織をもって当該竹菓にあたるととも

に，被害がわずかであった地域の森林上木関係職貝を災涛激甚地に応援のために緊芯に底遺し，

災害復旧に当たった。

しかし，道路瑚の寸断により現地凋杏は困難を極め林務部眠員のみでは，短期間での対応が

ィ泣J存Eになっただめに，他県に技術職員の応援を依栢し，早期復i日を図った。

その応援状況ぱ第 6-5表のとおりである。
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第6-5表 他県からの技術 職 貝 の 応 援 状 況

9囮9ご． 名
応̀ ；援;先五―冨一・-→[-応・ 援人員

延日数

新 潟 7桂1iヽ 庄原 2 1 2 2 

曖 媛 県 二次農林事務所 3 9 3 

北 海 消 可郭農林中務所 2 1 2 2 

栃 木 県 福山農林事務 所 3 1 

計 ーしし 8 3 6 8 

2 森林組合所有共同利用施設の災害復i日事業

森林組合及び森林組合連合会が所有する共同利用施設の被害ぱ． 4宕林粗合の 5施設に及ん

だ。

災害復1日は農林水産業共同利用施殺災害復旧事業により，復旧頷約 54 0万円で復l日を行っ

た。その状況は，第 6-6表のとおりである。

第 6-6表 森林組合共同利用施 設 災 害 復 旧 状 況 （串位：下川）

市町村 屯業 1：体 抱設名 査 定 額 復旧額 国う宙ち補批令

ー一二次市 広島県森林組合連合会 木材集荷施設 2,608 3,295 2,297 

扁宮町 裔田郡森林組合 木材加工施設 270 293 193 

作木村 作木村森林組合 資材倉庫 539 1,100 435 

” 
II 樹苗牛産施設 260 274 1 8 4 

口和町 口和町森林組合 II 358 431 272 

計 4組合 5施設 4,035 5,393 3,381 

5 林道の災害復1日奉業

今同の災害は，県北山間部を中心にした集中豪雨による災害であったことから，山閻部に開

設されている林酒は多くの被害を受けた。

集中豪雨がもたらした異常降水により，路屑，測溝，憶梁の欠壊，路面の流出及び山腹の開

壊に伴う崩tによる団没等によ h交通不能あろいは交通困難箇所が多発した。

林道は，木材搬出に利用されるのみではなく，由村地域に於ける交通手段として不可欠なも
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のであろため，林渭の餃災箇所は早為に復：日することが必要と；芦れろことからその復1日に努め

たところである。筏叶日は，労務資吋，犯I：業者の不足等の困難な条件のFで．昭和 49年宕ま

でに，ごく一部を除いて復1日左完「した。なお，今同の災害が激甚であったことから林道災害

も激拮災宮に指定芯れ復―!『l作業に対し．ごくー翌の地城を除いて大部分は闊率の国車補助が適

用され，地元負担か舒減された。

復「日作業の実施状況は第 6-7表のとおりである。

第 6-7表 林道の災害 復旧状況 （平位；下円）

定屯業翌 4 7 
I 

口一
市町村名 筐所数 粁 ！ ［ 4 8 4 9 5 0 計

島 市

．． 原 市

尾 酒 市

福 且I 巾

府 斗！ 市

＝ 次 市

庄 頑 市

五門市町

湯 束 町

吉 和 付

大 梼 町

加 ] f 町

筒 賀 村

戸河内町

丑・」・.．- 北 町

大 朝 町

千代田町

豊 平 町

1 5 

2 

2 

1 1 

12 

1 7 

1 3 

1 

10 

30 

1 

23 

7 

1 l 

1 

3 

5 

6 

15,7 5 

3,3 6 

84 

7,7 9 

5,8 7 

17,84 

1 l,3 7 

30 

3,6 7 

23,1 0 

1 8 

2 0,4 8 

13,48 

1 0,4 3 

45 

2,9 8 

3,81 

4 6,1 l 7 
； 

1,11 o ； I I 15,461 

， 3,309 

878 256 1,1 3 4 

2 4,921 533 8,181 

6,596 

8 12,939 4 2 4 15,581 

8 1 3,1 1 7 1 4,1 8 5 

8 298 

1 1,6 8 0 3,881 

2 4,9 6 l 1 8,2 0 3 29,636 

i i i 212 
212 

2 5,2 1 8 3,5 8 8 9,232 2 4,4 1 0 

15,207 

1 4,266 

4b4 454 

140 4,059 4,199 

5.09 0 5,090 

2,557 6 8 2 3,239 

885 1,060 1,945 

1,373 1,373 

7 1,464 356 2,447 

゜
384 1,573 8,227 
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市町村名 II箇所数 合定1戸業費 4 7 4 8 4 9 5 0 と享9．， 「

甲 f11 町 1 338 342 342 

河 内 町 3 4,256 260 4,372 4,632 

御 調 町 1 200 226 226 

甲 111 町 1 306 525 525 

翫 羅 町 3 896 1,286 1,286 

柑羅西町 5 2,521 740 1,065 996 2,771 

沼 隈 町 1 1,591 2,110 2,110 

新 市 町 6 2,886 522 2,200 383 3,105 

神 石 町 10 7, 161 5,537 ],9 9 9 7,536 

豊 松 村 4 3,646 856 2,902 3,758 

神石郡．三和町 1 1 5,269 3,447 1,825 5,272 

上 下 町 2 1,533 1,606 1,606 

総 禎 町 3 1,237 195 1,304 1,499 

甲 奴 町 5 6,731 6,680 6,680 

君 田 村 1 2 6,555 5,530 920 6,450 

布 野 ・ k I J ] 2 7,902 4,120 3,042 1,l l 8 8,280 

作 木 村 1 3 14,616 l 2,853 2,501 l 5,354 

•I1-二---- 含 町 7 4,572 2,733 2,228 4,961 

三．良坂町 ， 3,999 3,207 755 3,964 

西 城 町 20 10,859 4,035 2,3 1 4 6,553 12,902 

東 域 町 18 12,483 3,639 6,1 (．) 6 6,062 15,807 

口 和 町 7 6,682 1,172 1,324 4,616 7,1 1 2 

比 和 町 28 1 5,133 7,357 6,9 1 1 2,027 16,295 

i -f 36 8 278,292 116,996 1＇10～ 0,648 84,928 9,232 I i I 3 11,8 o 4 
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4
 

冶山関｛系の災害復旧事業

今「；l］の災古は，釦中豪雨がもたらした異常降水が詩丙となって，地理的に崩壊しやすい花凋

岩からなっていること等が要因となってill腹あるいは1災流の前貨包か名発した。特に，従来1じ腹

崩鳩笠のIl]地災害の発宅がみられない地域において多くの1月暖あるいは双流の崩壊が発牛した。

山腹あるいは渓流(I)崩壊地は 院を除いて，次期出水により抗大崩壊が発生し，再災害をも

たらすことから，特に人家等に危哉をもたらす崩壊地については緊言に，緊急合什l,1i葛林地

崩壊防）上事業等で，

1日に努めた。

4 7年度中に復l[］を実咆し， その他の箇所については復｛日治ll」を打業等で復

治1"[]歴設の被災箇所は， 8箇所については公共土木桐役災害復廿11いどで復旧を実施し．他は

維持修繕寸i業で復1日を打った。

復1日中業の実施状況は第 6-8表から第 6- 1 2夫のとおりである。

第 6~8 表 冶山哭係の災宣復 IH状況
（単位：千ド］）

4 8年度

事業名 ， 
筈所 ］―・事費 箇所

冶山施設
災害復IH

施設維
持修繕

4
 

15,210 

4,000 

緊忌・

役旧治il」

崩

止
地
防

林
壊

0

0

0

 

0

0

1

 

2

.

0

4

,

 

3

0

5

b

 

1

3

1

 

3

1

5

 

9

-

1

,

l

 

8

0

8

3

3

 

3
 

4

4

3

 

3
 

2
 

53,000 

小規模崩
壊地復It1

計

2
 

11 

80 

46 

279 

418 

-．L1噂口！肝
10,458 

4,98 o I 

676,220 

63,0001 
: 

上ポ費

250,196 

1,004,854 

4 9仔度

2
 

56 

1 7 

90 

165 

5 0年度

所箇
,r~• 

。，
 

5
 

，
 

7
 

ー

壮

•「 '1it? 箇所

8
9
5
2
9

〗
4
ニ

2

3
 
＇ 

9

8

1

2

8

-

1

4
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0

8
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9
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i
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ー
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．
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7
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7
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'

|
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,

＇

’
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6

7

.
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6
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4
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9
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7
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1

 

1
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「市費

43,258 
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第6-9表 四和 4 7年窄市町付別冷由関係災古復門状況
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第 6~ 1 0表 昭和 4 8年 度市町村別治由関係災害復旧状況

（弔位；千円）

沿山施設 施設維持修繕 緊急▼復旧治由 林地崩壊防 l十 小規模崩壊地復旧
市町村名

箇三］．I:屯費箇所 l: 1i費 箇所 T 屯費 筒所 ―I_： 市 費 箇所 ...I―ーボ費

I 
広島市 l 120 1 6,440 2 5,020 1 2 14,505 

りヽi 市 l 125 1 6,360 7 5,453 

竹原市 I 2 4,931 5 6,650 

二原市 I 2 10,640 1 7 18, 457 

厖 酒市

l l 

4 氾， 440 3 4,040 29 17,965 

福山市 I ， 5 34,230 5 5,692 l 9 17, 131 

府中 市 4 31,880 1 2,270 6 8,126 

ー：．次市 i I 
1 3 12,935 

庄原 市 2 27, 330 2 1,784 4 4,120 

東広島市 1 612 

府巾 町 1 2,330 

汀：田島町 3 3,630 

音バ 町 1 5,658 1 87 1 1,610 

負橋 町 1 414 

トー猜割肝J

I 

1 2,700 

浦刈 町 1 580 

渇来圃J

！ 

2 15,500 1 96 

佐伯町 1 7,240 1 540 

吉和 村 1 8,130 

能 芙町
I 

3 4, 80] 

加計 町 2 10,770 4 1,952 

筒賀村 1 526 1 7,480 2 3,279 

戸i可内町 1 4,800 2 15,030 1 2,650 

芸北 町 2 48,590 

大 朝 lBJ 4 3,940 

丁代川町 2 51, 740 3 4., 489 1 1,736 

翌 V 町 788 4 46,790 6 7,670 
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治由 施設 施設維持修繕 緊急曹復旧治由 林地崩壊防止 小規模崩壊他復！日
市町村名

管所 ], ~#符 --l: 4i費 管所 工事費 箇所 ［ 箇所 工事菩

吉田町 1 276 

高宮町 2 1,065 

甲田町 2 3,193 2 4,900 

向尿町 1 2,125 

黒瀬町 1 1 2,980 

福窟町 1 5,620 1 492 

豊栄町

I 2 

3 1,889 

大和町 8,000 3 675 

河内町

［ 

1 4,580 1 595 

本郷町 1 500 

安芸津町 3 筏， 560 1 3,095 1 509 

川尻町 2 933 

豊浜町 1 5,460 1 1, ::i98 

大崎町 7 3,749 

東 野町

1 1 

73 5 3，叩6

木江町 1 4,050 

御調町 l 8,990 5 5,230 

,,1島庸I 333 I 
甲山町 1 2,780 8 7,510 

世羅町 3 20,160 12 7,500 

棋躍西町 1 4,360 2 1,450 

1 l 
L 266 ＇ i 

内 海町 1 7,373 

円 隈町 2 22,000 7 5,723 

神辺町 1 1,890 4 4,128 7 8,220 

新市町 1 5,140 3 3,563 

油 木町 1 1,500 

神 石町 1 378 3 18,650 2 2,097 ， 7,385 

翌 松杓

一
I L 5,360 
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！ー9 F町

捻領町

甲奴町

打田村

作木村

吉舎町

治山施設 抱設維持修繕！緊急・復l[1冶1且 林地崩壊防廿 小規模崩壊地復日

h"甘］名二ロ―五l笥□［，1I ：費•L.f舟所．l·L 専費I一箇所・「一［：屯五十員―I―-—f□
神石郡 I -9が～一［一—----丁--＋-「--+-
三和町 l ii ! ; i II i I 1 I 4, 250 

1 2 I 19, ooo I I I 

1 2 1 29: 660 I I’  
I I l 3 I 30, 860 I I I 6 

1 

7 

7 

2 1 三良坂町

双―77＿郡
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箕 6~ 1 l表 昭和 4 9年度市町吋別治山哭係災芦復 l[1状況
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治山施設 緊忠復lfi冶III I 林地崩聰防止 小規槙崩壊地復旧
市町村名

市費 I！， 箇 所 丁：事費［箇所 箇所 1I ．工事費筒 I・：ボ費

犀富町 1 5,374 1 138 

喋栄町 5 3,352 

大和町 3 2,931 

河内町 1 14,210 

本卿町 1 2 6, 11 0 

安芸汽町 4 2 6,6 1 1 5 5,362 

豊 町 1 8,730 

大崎町 1 400 

東野町 1 950 

tit羅町 1 27,880 

内海町 1 6,170 

沼隈町 2 1 4,1 1 0 

油木町 1 16,710 

神石町 2 9,830 

七下町 1 1,524 

総領町 1 41,180 2 1,806 

甲奴町 2 11,098 4 3,095 

君田村 1 839 

布野村 1 9,4 1 0 

作木村 4 2,3 5 9 

吉舎町 4 1,276 

ープ良坂町 1 215 

西城町 3 2,411 1 645 

東城町 2 24,790 5 7,355 11 7,990 

口和町 1 59 

屁野町 1 1.450 

比和町 1 5,140 3 8 03 3 535 

計 2 17,590 56 668,038 ] 7 I 17,423 90 78,066 
→ m ・ • --・ ・ --- ---·—―『←--・ • ----・ --------・ ~ m ・ --・ ・ ・ ・ ・ 
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：箕 6-1 2表 ［四利15 0 年度市町村りIJ 音：！」閉笑災害~復旧状‘1‘兄
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第 4節 土木関係の災害復9日事業

4 7年発生災害復旧事業については．その発生以来，民牛の安定と公共の福祉を確保するため毎

年度の建設事業の執行方針においても最優先として意欲的に執行に努めた。特に災害が激甚であっ

た関係からして再度災害を防止するため河川改良を基本とした災害復旧関連事業及び災害復旧助成

事業を多く取り人れ，きめ細い将来に対する配慮を図った。

災害復旧の進渉であるが，発生以来単発災害は 2箇年，災害復旧関連（助成）事業ぱ． 3~4箇

年で復旧する計画であったが， 4 8年 2月以来のセメント不足， 1 1月からの未曽有の石油ショック

に甚因する建設資材，労務不足のため復旧進渉に多大の支障を来し， 49年度に一部繰越を余儀な

くされたが，県はt屯による河lli汚濁問題，請負業者の選定等数々の悪条件を克服し，早期復旧を積

極的に推進したところ， 4 9年度からの国の総需要抑制策のための事業量の減少からか復旧が予想

以上に進渉し， 4 9年度は災害復旧助成事業の一部を除いた単発災害復旧事業．災害関連事業とも

おおむね完成し， 5 0年度は用地補償等の未解決のため所定のエ期がとれなくやむを得ず繰越した

工事と災害復旧助成事業を完成した。

1 技術職員の応援

公共上木施設の被害は． 13,260箇所，被害額約 33 9倍円にのぽる大規積なものとなり，

災害査定を受けるに当っても，技術職員などの所要人員の確保に苫慮した。

このため，県下の 13土木（建築）事務所のうち．特に災害の激甚であった加1t，吉田，三

次，庄原及び上下の北部 5事務所に応援体制を計画し，県内の他事務所から 79名を派遣する

とともに，幸いにして他県から 37名の応援を得ることができたので，これによって所要人員

を充足し，早期復旧を図った。

他県からの技術職員の応援状況は第 6-1 3表のとおりである。

第6-1 3表 他県からの技術職員の応援状況

1県 名 1 職員数 延日数

県福ー島ロ県99 6 

延日数

1I 宮城県 1I 3 93 126 

I i 180 茨木県 3 I 117 

千葉県 i 4 156 栃木県 3 I 11 7 

愛媛県 6 234 石川県 3 I I 1 7 

和歌山県 3 11 7 計 73 1,257 
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2 改良復1日事業

改良復1日市業は，被害が激某な場合，個々の原形復旧のみでは，事業の効果がおのずから屈

限されることとなるので．このような場合，未災笠所も含めて更に安全度の向上を図るために，

{r定計画等に基づき，改良復i日を行う弔業であり，この度の災害復旧事業には， J（福にこの改

良復旧事業の制度が採択された。

参考までに，この改良復旧巾業の制度についてみると，全額災害復旧費で改良復［日を行う一

定災と，災害復旧費に同程度の改良費を加えて改良復1日を行う災害関連事業があり．下図のと

おりである。

［一定災

改良復旧事業

）
 

愛橋

棗
撚

賂消

盟

）筐
怜

’

• )̀'

f 

宰

海

＇ 

海

凰
洵

月
．

河

問砂

J

I

(

可

事

9

`

｀i` 

ー

［

,
_
（
‘
 

~
し

河

事

但

[

-t~ 

(

J

.

 

事
村
~
f

.

 

旧

．

［
 

県

市

業

r
.
.
|

」

事

業

成
弔

助
連

胆
関

復

害

害

災
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業濱沌閃害災

約昭対l5 0 年度より災害特定関連事業（河川についての県丁ー：事，市町村工事）が災害•関連

事業のなかで，制度化され 49年発生災害より適用されている。

(1) 災害関連事業

この事業は，河川，海岸，砂防，道路．及び科末喬愛の災害で，被害が激甚であり，原形復1「l

」；Cドのみでは再度災害防止に十分な効果が期待で全ない湯合．．．貨定の計画により改良t屯

と，災害復旧＿［事を合併して庶行するもので，総1i業菩のうち，災涛関連菩の占める割合

が原則として 5割以下であり，その頷が 20 0万円以tl憧円未満て，投資効果が大きく，

上下流に悪影圏を与えないことが・-・般基準である。

この制度により昭和 47年発生災害では，県了事て河川事業 32河川及び砂防事業12

河／）I, 市町村―工事て西川屯業 29 mJ/iiが採択＄れ，昭和 47年度から， 3カ年汁画で復旧

した⇔その年度別執行状況は第 6-1 4表のとおりである。なお，河川等災害関連事業諸

元表（凋査時）は第 6-1 5表のとおりである。
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涼6~ 1 4長 4 7年発叶災害関連打要絵括表 （年度別執行状況） （単位；丁円）

！ くく 9
(） 9 2 6 6 5 1 

|．）、 95 1,5 1 1 I 2,2 5 8,5 7 4 
←―—プ｀――.. ＿_ _ ＿＿ _ • ------------—-----•- ---—f------—--―--•一―"．“m-

［入 91 ［閃＿ー 83 5 6 3 5 : ： ：ャ11 4 8 9 7う[1り55 
叶 il,7 8 7. 1 4 6 1 3,4 0 7,5 5 0 

--―-----―---＂-・・”― -l _ -•—---．i. ---------・--"——-— ’――-----―--
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(2) 災害復旧助成1i業

この出業は，県が管印する詞／II及び海岸の炭実につしべて．呵甚が激誌であり，災害復［日のみでは十分な効果が期待で合なし 1場合， ー）と

の計両による改良1事と，災害復IU［事を合併して施行するも 0)で，総弔業費のうち，災害復lH助成費0)占める割合が原IllJとして 5割以

Fであり，その頷が 1位円を越えるもので投資効果も人きく， I:卜流に悲影得を与えないことか一般某準である。

この制度により昭和 47年発生災害では，県［：中の河川1i業 6/pj/甘が採択され，昭和 47年屯から 4か年討両で復1日した。その年度別

執行状況は第 6--1 6表のとおりである。なお，河！II災害復旧助成＇肛業社両諸 Jじ表（調査時）は第 6-~ 1 7長の 1~ 6 0)とおりである。

第 6-l 6表 昭和 4 7年発生災害復 1[]助成屯業総括表 （年度別執行状況）
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第 6-1 7表の l 'inJ JI I災害復旧助成事業計画諸九表（調査時）
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5 関連，助成事業実施段階における諸問題

(1) 実施計画の基本方針

河川の災害復旧事業を実施するに当たってほ，河適の肱幅，堀削，第堤方式を採用し，特に

河道の低下を計るため，在来の用水固定堰を徹去することとして，ポンプ揚水方式，可動堰皮

び堤外水路による上流からの取水方式に改善した。また，人家連担地区など要防護地域は完全

堤防方式にし，その他の地域は，背後地幣裔に合せた護岸方式にすることを基本に計画した。

(2) 早期着Tーの方法

主たる被災地が県北部であり，この他域は冬期積雪により工事施Tに支障が生じることで，

特に奨約を急ぐ必要があり，設計に当たってば，設計コンサルタントを利用するとともに，異

例の方法として凋査設計を実施単価に組みかえて人礼英約し，これと並行して用地補償業務を

進めることにした。

(3) 請負業者の選定

北部の 5七木（建築）屯務所でば，災害復旧エ屯のみでも平年時の事業塁に匹敲する事業量

となり，地元労務者のみではこれが処理で苔ない実情に当ったため，特に，災害復旧助成事業

に限り，大部分を県外大手業者に発注することとし，労径者は県外から導入するものに限るこ

とを槃約条件として入札等を執行した。

(4) 資材不足等による工事の遅廷

田和 48年 2月頃より，石油危機に端を発して全国的に，セメント及び鋼材等の賓材不足が

顕苫化し，このため年度末の追い込み期に入った助成及び関連事業にもその影郷が現われ始め

た。国並びに県の関係各機関において出公共事業とりわけ災害復旧事業は最優先で必要資材

を確保するための諸般の対策がとられたことにより，この問題も一応の解決をみるこどがで合

た。ところが，資材不足が解消してー一段落したころには．農繁期に入り，・各建設業者とも季節

労務者の帰省などによって，更にい打が進まないという事態が惹起したまま，雨期に入るとい

う苫しい時期が続いた。

（5) 契約吏改

昭和 48年度事業においては，石油危機に起因したセメントを含む資材不足や物価の高騰，

並びに労務者の不足等により，入札を執行しても不落札がでるという不側の事態が続出し，当

該年度内に一部分の執行が不可能となって，繰越をせぎるを喝ない状態によ¥なくされた。

この対策として， 4度にわたり，労務菩及び資材費の｛直しりに対する契約更改を行って事業

の進捗を図った。
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(6) I事によろ町II庁蜀

資材不足，労務者不足等T車椎行中に氾t'tt：：問瞑も点ることながら，直接， t事に起田する

問題として，河川の水質汚濁の問題があった勺占くから各水系の水は清澄であることに上って

上水道は勿論のこと各種の用水に使用含れており，淡水魚特に鮎の放流等には最適として広く

利用されていた。災害復IH［中は短期間にー［中を完了させる必要があるため，鮎等の漁期であ

る2月～ 9月にかけても丁市を実施せざるを得ない状況であり， これがため各漁業一俎同組合写

から町IIエ項に伴うにこゞりに対する不満の宙が表而化して苔た。

これに対して県は，各分野にわたって原因調査を実施し，災害復旧事業等の施工方法につい

ても種々検討を加えるなどして，沈澱池の設逍と沈澱促進剤の投与，仮締切［法の完全実施，

河床整理など汚濁源となる＿［中の漁期をさける t事丁程の涼討などの汚濁防止対策を実施する

とともに，河川の荒視を強化して河川の汚濁に伴う被害を最少限度に食い止めるよう努めた。

第 5節 教育関係施設の災害復旧事業

0 公守．学校関係の災害復l日事業

豪雨により，災害を受けた公宣学校施設をより安全な教育喋境とすろため．小中学校関係に

2億 13 7万 4千円，県立学校関係に 3,39 4万 3千円の国菌補助金を受け，復旧した。

0 社会教育及び体育教育奨係の災害復旧事業

般害を受けた社会教育施設は懃甚災害指定により，国庫補助金 59 7万8千円の交付を受け．

4 7年度中に復1日を完了した。

また，体育教育施設についても，第 6-1 8表のとおり 1,1 5 6万5千門の国廂補助金を受

け原状に復旧した。
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第 6-1 8哀 牛門教育怖段の国庫麟疇

ロロ竺ロロ□`口企額門
；市営水泳プール

市立体育餡

市営野球場

稲荷町堤防外運動場 1

i i 

！町民プール 1加計町
I 
！町営プール吉舎町

ス；ドーツセンタ--i 

1町党グランド
I }西城町

I認蓋グラン□-----；-f-

トJ神石郡三和町

.. 

市次―ニ 9,868 

349 

221 

899 

228 

1 1,5 6 5 

第 6節 公圏施設の災害復旧事業

公園利用者は近年培1Jnする咽向にあり，被災した公隅についても多くの利用者があろどころか

ら歿災筒所の早期復1日を行い，利用者への危陰の徘除が必要と含れた。そこで応恙に復1日エ市を

実施し， 4 7年度から 4か年で復1日を完了しだ。その状況は第 6- l 9表のとおりてある。

第 6-1 9表 公園鹿設の災古復旧状況 （平位：千円）

地区]［二[]]三□［口□五―→ … 4 9年度 5 0 

ニゴ―-；:／--―lo29ロー一ー一ー／ロ＂ 

9, 7 9 3 i 1 0 4,6 3 0 
： — 1----

1,130 

1 神峯山 1,3五―--・+-―五00

戸 llJ門□□
計 17,1 3 9 

5 7,1 1 2 6 o,s o o I 2 3 2,0 3 5 
I 

1,130 

2,900 

2,597 

57,1 1 2 i 60,500」二竺010 
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余録 関係者の手記

「昭和 47年 7月三次豪水害を回想して」

萩原宰雄

( ＿‘.ri :！灯 I・［；長も因［鼠．j 〖1]’Ii ) 

四和I4 7年 7月の蒙這災書iふ栴雨算」綿の活動：こよろ山陰仙0)大向域が中国山地を南下して県下

全般1ごわたり．時に県北地方で：ょ，随所に吋Il|！よん濫か発＇「するという未曽 も瓦＇-）であっ「こ ・7

臼！肖，私ふ 本県の信J知由であり， i•［の「 1 |の決店による・“刀一次市・十日市地区の水没に際し， そのま

すー）ただけ！におり，避難粒貼そ応＇）他の応怠措料の総合禍整 U)，tft[；tl占任名として指揮にあだうたの

である 3

県が作成した［汀｛｛和17tr7月熔分[:'梵し万の状況及ひ県のとうた措置I(昭和 47年lOJ:1181.1現在）

には， ”被災地C)．1恥舟及び災＇：じ応急措買の終合翡整”と題する節に 1

「7月 ll f」

副知弔は，店・［北地域特に一次市を中心に馬院月1，汀0）「IIの水位か急 l．社し礎防を溢IKすると

しヽう情報区接し，臼き k, ：次廿長と述絡をとり＇叫 r・I]へ急釘し， 1 3月まてサI蚤続羞 lt1!G)出先

機閲を始め，市及び水防関係団体＼氾びに知1%）災古限逍麦消1こ革e5いて出動しだ峠； ・卜自衛隊第

J 3帥団にべこる避難，救助舌動及び応急措沿のための活動工につし＇て総合憫裏文を行うととも 1こ

五隣披知町も］の実情凋斉をfJうに］

とある2

公朽遂りとはいえ， こ0)！店の（本験を，諮われるままに，記t意をたと--;,てみだ。

7月 10「1（皮半からの激しし呪t1flのため，粗続し＼「こ気象台の大汗託i忌報，大雨洪水序忍報等の発

人によって！水防ぷ部を設：tてし＼ fこ7月 l1日0）午前， ；古舎i『J'.・:良坂町の晃洗／！ ！かぱ人濫した。

築堤官応忌救規舌爵0)ため，永野知市（塩参議院議員）か災害屈遺を要請しだ悴［白衛隊第 13師

tけの部琢出勒に沖し＼，知＇］麟）命により（知れの芸請に址づく自衛塚の出批かある場合，某の出丁者

も同杓ずべ§であるとの知加）考え｝］による・.う ） 水防根に身を固めた私ぱ，阿/I［課悲越課に補佐

（現広島水道建設り吐万所）を叶｝「ri]して，．ー（知加．・：良坂町， 占舎町に急釘した。

右に見る今にも潅水しそうな激流の根の谷，「日に不安を残しつつ北釘いまず古田［木屯務所て管

円い状況睦取の後，乗片i車をンープに東りかえ， ー路・こ次へ向う。

好橋を股った所で，十日市町は，激しい雨の中， lメート）い圧し汀益水てある。汀．のIllの場防より

低位のt-日市地似てぱ， 1［］:.11 ！゚．）壻 Jドて域月か弄］□ |の水の洗出調整が不可能となり，培水・一方になっ
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たわげである。青河に引〉返し，衷道を通って国歓三次駅構内酉踏切に出て， ジ―--Jを乗り捻て，

徒歩で線路沿いに限総合庁舎にtこどりぷく。

緊張し苔っている七木寸荘務所，農林事務所で，訓所長から実情報告を受け， 二三次市役所へ向う。

ここから f・fii.．i欠上木1灯名所長（現広島土木巾務所長）もfnj1Jする。 [h杯］は，既に大界）トラックで

ないと身動きてきない程の水びたしである。

紙屋二次市長，先酋の自衛隊沢逍部隊と所要の打合わせの後， 二良坂町， 古舎町役場に怨行，床

r．浸水地区等の被災状況0)現地調沓をして，馬洗川の破堤 2ケ所の応怠復 1日を自衛隊に要請して

二次市に引き返す。この間激しい雨の連続である。

午後 6時ごろ， —二次市役 nfTに入るく）降りしきる豪雨，増水を咽ねる汀の川からしてろう城を覚悟

する。その旨知fftlこ報告し， 了承をうる。市長は私1こ市艮応接宰を提供してくれた。

さて，私の真っ先の仕事は，．iエのIilの刻々の水位と今後の増水の見通しのは控であろ。

l t里．所長に卜←命して，江の/I！の毎時の水位をグラ 7化すること（畠水椋による鍛測可能水位

を突破するまで，私は， このグラフをにらみ続けていた。 ） 

2. 県の災害対策本部（以F「身［本部」という，¥ )から，備北地方の今後の雨袖についての気象台

の意見を紐時通知してもらうこと

3. 関係rh町村役場と随時屯話連絡して， ＿こ・次の水位に影孵する席洗1||，西城川上流地帯の陥雨

状況を知ること

であったっ

次に，電話不通1こよる通信途絶の際の県本部との連絡方法を探しておくことである。

自衛隊，＿て次警察署，二次電話局と連絡打ち合わせの結果，次の方法がわかった。

1 自衛隊の枯力による場合

自衛隊派遣部隊一→第 13師団海田市本部（無線）―-，県本部（電話又は無線）

2. 警察の協力による場合

市役所の私の手もとの小型無線電話器（プ次署より担当者とともに届げてくれる）一三次署

一県瞥本部ー，県本部

3. 三次電話局の協力による場合

ァ 発倍0)み可能な無線電話器を市役所に仮設

イ 電話局に固定設廊されている無線電話器

結果としては， 1については， 自衛隊旅遺部隊の使用ひん度が高く，割り込むのを遠慮。 3のア

については，機器の調子が悪くなり，活用できなかった。 3のイについては，水没後の 12日午前

6時どろ，私の肉声により状況報告するよう知事の要請が伝えられたので，市役所の玄関の尾根か
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ら電話局の 2階の窓へ， ボートで行き，一度だけ使用させてもらった。 2については， I 2日午前

5時二次宵員によって届けられた機器によって， もっばら活用した。

もう一つ忘れてならないことがあった。上地の崩壊，樹木の倒折等について，市役所， 自衛隊へ

砂且接出動要請には，小を捨て大につく立楊から，私も含め，相互に密接連絡して当たることとし，

出動しない場合で，ことわりの発E1が困難なときは、副知中の意志によるとして，処理することと

する趣旨のとりきめである。

il の川の水位は卜カ渇一方であったc 激しい雨は—·向に弱くならないa t-．流地帯からの情報も同

様である。江の川の水位も筈戒水位をかなりオーパーして来た。先述の”とりきめ”が次第に必要

になってきたらしい。由長応接字に陣どっている私の耳にも，ひっ含りなしに嗚る市役所内の電話，

ののしり合うようにも聞こえるやりとりが，届くような情況となって来tこヽ、しばしば呼び出される

同室の市長， 市会議長も， tごんだんと苦悩と疲労の色か深くなったのがわかる。それだけに，私は，

沈着冷静てなければならないと自問自答していたr，そして， 一種のパニ J クに似た情／兄の市役所1こ

なったのが，午後 l0時ころからであったろうか。

このとろから，私の脳裏には， i行長の発する避難命令の時期について，いかに適時適切に助月す

るかということが，走り始めた。県の副知1iが現地におって，不適切な避難命合によって市民の犠

牲（人災）があってはならないという貞任感が胸をしめつけて来た。

市長の避難命令ぱ，

1 大出水前，市民の避難打動に余裕時間があること

2. 混乱を防ぐため，伶電電話不通となる前であること

3. 遅合に失せず，甲過ぎてもよくないこと

等々のことを，私はかみしめていた。

市長ぱ，私に相談0)うえ，午後 23時 30分，市民に避難準備指令を発した。問もなく 12日0

時，汀の川の水位は，惜lk標の観測可能水位を突破した。これからどうするかt，とりあえず， l］］ 

所長と烏越課長補佐 1こ，巴橋附近の偵察を頼んだ。 2 0分もたたないうちに，両名は，びしょぬれ

の姿て舛f•『し，育白い緊張そのもの 0嘩面で，橋上も，堤防卜も， 2 0センチ程度の河水が溢水し

ているとの報告である。まだ倖電してし＇ない。電話も通じている。今だと患った。

市長の迫難命合は，午酬 1時煎であっだ市の広報車が市内をげたたましく走り始めた。 「避難

命合か出ました。_;とのスピニーカの声が遠くに西くに聞こえ続けた。市役所にも， ぞくぞくと市民

か身の阿り品も布，食料をかかえて避難して来た。じきに市役所ぱ，人でうまった~ (犬もかなり

ついて来たか，ほとんどか不安そうに尻地をたれ，大I司、ものけAかが全然なかった 0)が，妙に印象

に残っている 0 ) 
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巾民の動知が一段落したごろ，秋ぱ， 2階の窓から外を見つめていた。 ドォーとでも表躙で苔る

鈍しヽかよく報く音がしだかと忍うと， rt_ -［か切れに(t 1ーが切れた。」という叫び点が聞こえだo30セ

/チ位に溢水していた追路上は，みるみるうちに水かさを増して来たと見たとだんに， ゴォーとい

うごう音とともに，かっ色の閲流かすこい泣速て流れ込んて来たJ /fti: 2廿廿HiJてある。丸太がごろ

ころ流れる，、自動申か水にうまって｛Jく。新中はしばらく 1「し‘てし＼るか，やがて水巾に没して行く。

材人， f-i動車屯且，家達が激沈 0)中てふっつかり合う。 l}にさんだんだる水の恐怖てある，

的 30分閻で各建築吻の 1綺部分か水没してしまい，水かさは落ちつぶ流れはなくなった。避

難しなかった人々の「助げてくれぐ l ［連れに来てく fL0_| のrーと力轡＜ c 目衛隊，警察のぼート部

隊が忙しくなった。

やか eしなずこともなく，ある種の静げさがただよううちに，電話不通と淳屯が相次いだ。県庁

とり）辿納も途絶えた。［［のIll沿いの作木村の中心部が全滅，中屯の発屯ふも壊戚との情報かもたら

されたが，直接の救援臼逐もなく， とばかく実情謁査をと，貨尉用を承知て， 巨衛隊に偵察隊の派直

を1息且った。 （この隊は，難い訊下の末，夜赳＜詳報をもって帽隊しだ" )地建の各ぐ巾務所は 2階

まで水につかり，！折員は，岸根裏に待避してしヽるとの・「青報も人な

l：水0）俯保か，甚lにこびりつ含始めた。！蜀水の中て！IJ水0)心配である。

fi f]i」5時過ぎ， ホートをこぐかけんか点づしヽだ。市役所酬で， 「副知 Fれはどこだ」との大出がす

る。 次’ほから罪忍炉饂蒻苔が届けられた())てある。贔本部と c.）辿給か始まる•_]竹卜総務蔀長（現副

知 'ji)に， l力5,0 0 0食を目椋 1こ且料（カンパン，かんづめ類，米，凶装紙），姑，灯油，かま

す (3,5 0 0俵）， t.のう袋 (3Jj袋）等の救援を要請した。 （これらは，午後になってそくぞく

到百した。）

先述のように，知1.iの要請で・-・“．次電話胚に赴いだが，ボート l，から見る市缶地ばすっかり水(J)

甘1（こあって，人気の全くなしヽ，静寂そのものである。水の面J］苔も全然ない］低い雲())lく．，小1、Fjをつ

t、-CR (： C O)ヘリコブターが取材に飛んでいる。カラに近い反）てあろうか。プロパンホノベがあち

こちに1—?t 又了しヽるのに縦く。かすかにガスの良し、かただよっている 0)に気かついた。背筋に戦慄が

よる。しかし実験せざるを得ないと＇槌悟して，マノチをすって投げてみな伝 jもおこらない。胸を

なでおろした次第である。

知ボには，通し］途絶後の経過，現事磐の報告と，水か引出始めれば応急対策に入る旨を伝えた。

+11市地区の水没による死者はない。これといった傷者もなかっ「こ。

8時ころから， ff(J))|！の水位はFかり始めたも破堤か， I且喬 ・t流点と巳橋卜流点の 2ケ所で，水

系を異にしていることは，不幸中の幸いであった。減水が始まると早かっだ。牛の嗚｝ヤに驚いて外

を見ると，大合い慰件― l頭か市役所前に流れついている。利［］な1ij_，市役所を知ってしヽるの恥（？）
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I「後 2Rど，過ぎ（ごぱ， ！打1| l iご：・i・！オしるよう iごなった「

,:; I I 1()）巡l|9, : --｛ I : f‘̀ fょ米|0)配紆も． 「i．i』Fl1ご匝1Jぎ始めて tヽる、 そして、 闘巳{,•‘罰だこと 1 ごは呵 ；1＜i姐

心し）令lz父かf［くヨ稽砂 11J「fiピてあった， 豆：よ人に『を介わぜだ＼9 ↑聾見地区：こわだり， 騎むしだ由民

:̀t亀 とり）うちても． し、ぅせし＂ ｛こりり糾1こ力 bか， IJ' Iーパ＼直力＂ら豆） ；ウ•-：:‘じ）り・こで． ，巳や、一、・みを11し、おとし

＂ヽ
9
e
 

'

!

 

4
,
＇ 

ヽ
9,

.~ 了く

文てあなこじ）次ぎは． I的疫だと旦桔してし‘る 泊腿 印 h:iア會-)I,‘̀．e, ；欠保健I肝にと t上］窃r隊に

i i緊密村辿けし＂活戦を，見，人罰只こば他の 1平健所からの応樗會 そiしぞえ噂臼、する．、こ 0)活動も，

頂阻！ 1ご邸i＆始めだ，

沐とうすれはしヽし、 Q)だどすっかり欽をi:)かえたのか，あちこちの応げ各名へ うず説く坪めてし‘る材

しこみ， i1この廿 Iてある こi:;~) C)除上は父il]i雀j;,,!J)附対箋汀［あると蜘 (’I: lドli務＂Jりと．次「fi

｝木臼いを督切しこ し力，もそ 0)帖て1甚か大変てあ応 氾 仇巾長は地］9,対笛に出 1)れ． fこっそ

u·) 睾そ ，t『支寸江~i ととも：こ、恥彦！こわだ）て． 巾 lと 0)リfl料の甘（こパり砂 (t だ閏I 見I•I'しあ；；：，

息わ八：し．ヽ 難t{l；こふち崎 rったく し［島 il -［fll，礼五！l「. 尼，tl贔 ~ ~昌l [i(r［力＇ら以）見舞客， 兼ねて］）化的葛：援

巧資持参客 5)[ i呪申で， ．^ ふくに人る切路iよ． 大交迎I氏；習を来だし'1Lf翌置闊．負杞 ふも介め｀

緊急復llV占星）；に[!］きがとオ tf；し、との，笞察， t'］概i該からし＇）｛投り；てある 文珀しゃ断は， i土的にも問

むがあるが， とうしよう力 1 との相談＂ぐある，復 Ili.9;r1)「I・：こと釘かあ ilば．交迎しぐ罰をする 切の

tfi f「は副知＇『かとる、 恥ぷ寮 1ご緊急Ill務者のみに応J且キ・，プを発；iするよう姜，翡する｀とし＇うこと

て洛ちつぎ， 11'1ちに1：髯こ入っだ。交迎キ）―f兌f[ l1 ！には． ンリト乳l'.iJ. I釘分と述恐し「こことと思うり

殴災巾仄への緊急且怜iO冷じ粕かけ~ば認［し fここと豆）報糾を受！f f: C・）か，」＼後 9i!りころ―e;'あうたろ

う力だ．私も担り飯を l]にしたが，気力'-・）くと伯・夜力＂、） ~何も食ってし、バカヽー］に (i 衛隊には呵炊飯

器はあるか，痴り飯を竹る器貝ばなし＼，多薮いな Jア；＼校1かiiり）「を真介にしぢ力，ら 料り飯作りの

い努ぶ舌肘 1こ＂1ったと間合．つくづく逍iがドかぅ fこ｝

l 3 I]になっ「こC J’I鮮食応羞とり閉の確保に＂「を打たねば勾らなし‘～・良本恕 1こ物価対笙も加味し

てくれぐれもと忍見貝申する：：私自身も， rfi．にや市湯関係者と対策を練ってし、たか，酪くべ＆こと

に，被災rfi民へ0)親朕縁故ならの見舞砧に多くの外鮮食料且か含まれていだため，霊妾が少く，か

えって広島 ih場よりも成1位になると tヽ う説象を起こした 冑も良本附で佐釘唄等 1こ［配して，｛直 L

かり 1位に措置か完fしだ。

煎堤個I所の仮復111, 防疫，心賂交遁の確保，立料対策等応ついて， t9月に各機閲との堵議を誼ね，

印釘硬災現地をくまなく見て倒っに破紺の似復 1日「1弓ぱ軌直に乗って来たもの0)，；尼んこの作業

に，白徊隊は I]＜防 I・J1旦のみな含んには，岐労0)色がありありとして1,-,iい激励のye;をかけながら，

私は，演の中でおかんてしヽ fこ，県の恰合「『舎も l階は相当に荒れ，只悦中務所では清掃郭理に追わ
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れていた。こうして 13日も悲苓れた。この口廣岐Ii汚r労働；窮長（現出納長）が応援にかけつけてく

れた、）弘も 2日敬夜の 3日目てあり， さすかに投労して tヽfこか，店で水防脱のまま仮賎をとうた。

翌］ 4止知屯命によって，私ぱ，丸太とごみと心の次市を後にした。しかし，私には芸北地

方§.)披災地対策か待ってい「こc

次焚害にあって，社の久敗を・つ披ぶしてわこうでそれは，景の出先機関の自動車を総合庁舎

に待避魯せたことであな l・H市町内では比較的紐いじfi性にあったからであるか．水は，（9！]なくこ

の地を名遺易して．ほとんど仝怒をだめにしてくれだヮ何故丘の上の外業試験場に待避させなかった

かとくやまれてならなし＼，
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「災害復旧を顧みて」

ヨ中国義

（当時広島県土木建策部次長）

4 7年 7月災害は本県の災害史上未だかって経検したことのない大災害であった。

私は，督時公共上本施設の災宮復 1日を •fil'りした一人として直向したいくつかの問題点なり感想を

しるすこととする。

O 情報の収集

交通．通信手段の途絶により被災状況の把握が困難なため，本郭指掴を現地に移されたが，災

害の応急対策のため欠かすことのできない情報の収集が致命的であった。

0 災害調令

歿災直後，国等の各機関による視察応待0)ため貴亜な時間を費消し，災害の応急対策等に可成

り影弱があった。しかし反面激甚災害の指定，改良［法の導入など災害復旧にあたっての基本的

事項の問函解決が促進された。

。 設計市務

災古復旧エ屯のための設計にあたっては，簡易な方式によって処理しようとしたが，結局従前

通りの形による精算設けi方式によって結了した。これは成功認定の要素を満たすために省略でき

なかったものであるが，職いの労働過屯を阻いることとなった。

。 用地事務

災害復1日事業を促進するための用地事務のうち，特に厳密な碓定測景による所有権移転という手

続きについて，閲係当局に対し緊急性による屯清を説明し，最大限の緩和措質を講じ fこ。

以上の諸問題を含め「 r:事執行方針」を定め，各上木（建築）事務所長の執行基準とさせ，ょうや

く事業が進行を始めた。

しかし．この工事執行方針ぱ，工事促進についての住民の声を中心とし，現行法体系．運用方針

とのギリギリの要協点であったため職員の認識，感党にも可成りの差が生じ（本庁課長闇において

も同嘩）事業遂行に遅速の差が生じて最初は迷いがあったが次第に平均化してきた。

0 調査費

調査費については総務当局の理解により委託料を大幅に計上し，業者に調査を委託したため識

員の労鋤軽減に寄与できた。しかし自から調査し，設計する力が可成り失われてきたことも事実
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であり．またこの頃より測禎洞在は業者が冒ろものだという意識が定的し始めた。

o 漁業猜宕

復1[ll-，市に伴う／iで・jII'．9号蜀に対する岐内袖償には悩まされに鑓設省の査定でぱ補償費の計rは

判？されなかったが， f芯庄位）叫） ［国長逍注を（ぶ1(）；甚とし C/i:J/il, 妙防， i合山，耕地窪• 9 じ］の．l]］．｝につ

いて紹務凸局の韮昨により早原費措，｝iがばされ，汲1日の応信区大いに寄勾した。

その後も｀この種闘射加凄求は後をただす工事元［までこの紛蛾は森続し，特に可／iI罪長をはじ

め閃係：fi砧ぷこ札噂な目姐と心方を懸けたがあえて押し切り現辿識貝にも述いと tiftlをかけた。

0 |・:fi叫付［中

県ェ：中の促進に忙殺さか．だが印・91」．卜」に対しても最大成の応援体制をとった。しかし発注後は県

l事に業者の力か集中され市町村l事は 2り国］になる現象が現われた。

まだ， i-木所菅［事は喜ilと進んだか，他の農政，林齊1lli部の所管工事が少額，箇所が点在して

tヽ る故もあって遅れがみられに。

° 峨旦閲係

災古炉1日にあにっては， 1也只の心援を求め苗）Jt内忙取り紺人だが，その肢害が茶りにも訪大で

あったため諏員豆）伐訂IJ業務も見；薗しが陪いまま｛：： 1］々遜屯な菜ち名を拉いられることとなった。こ．

のような状態の腕くなかて｀ •4 8紅:(l年経過後）頃より職員からのイベ平ィ＼属の声が崎まり拡大：

し始めだ。

圃としても早朗復IIJを図らなければならないという意識と職旦の過重労働の問題のiii]にあって

管遜！者料は紐分［］悩ぎれたものである。

このような大災古が出ぴやってこなし、という保祉はどこにもなし、。そうした時， 4 7災の貴屯

な舒験と教』を1・1.：：かし，ー^ 致協JJして対処で含ることを念願するものである。

として五―えば

1 大災害にかかわらず，棋本的に『院処判沐系に省略が許含れなかったこと。

2 災宮は行政此任であり，しだがって復i日は当然のことてあるという『民感堂の下での作業

Cあったこと。

3 復1日が本格化した 48年は空煎の経済発展時代で資材，労りにおいて新幹線育大摺肛プロジ

ェタトと並fjしに「こめこれに特別の精力を費消したこと。

4 復ili作業が長期化し，さらに 1]々 の業務が過屯となったため識員のべ平不満が読出し，

これら Cう複合竹サリトの災轡復」日であり特巽なケースがあったと，iえる。
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「4?7豪雨災害で思い出すこと」

小川静人

（肯誌い息県店防防

閲ド仝該にわたって木曽行の大的害をもたらし，多くの犠件者を出しだあり）災，t［から既に 5年此

くも浅月が経過してし＼ますゥ f虔災地では，災古復II]も（えば柊 J’ し，：賃t}合の様祖と全く 愈しごしヽ芯

担在，あ 0)惨市を巴し．，起こす豪；；月の爪綺も数少なくなっ Cおりますか，し、主 'II

時 0) 思い出を．：•こす応あだって，あらためて数名くの 問々：々 じ)P;召―そ，しかもまとま

＇）の形で限且りに浮んでましヽ灯ます c，これらのうち特に忘れ得ぬこととして悩衷に深く匂1まれてし‘ろ

ことを拾し、あげてみ哀す '.9

0 翠印噂来の的触

1ヽ,1時，屈は消防霞見度に赴任して 2か月足らずJ:)［且米＇りで．枷'、 l:l)尉竺入ったとばしヽえ 6J 9 1 |lり）

謹お出もわずかであり，よく同僚から；~災害もなく楽でしょう。＿~なとと耗 l]をだに力'il, ！・忍祖

4 2年災',ifり）紆映から， t:期に近し、[)、tf}叫'~i' ，几巾蒙国による大舒屈じか応t するケ＿＿・ヌか t しヽもの

だ~と反謡したもの］）， i·iff1してもか唱むがごとく，、及古，）．）こと極附かれざる客は伺Iiふ吐欺(l tヽだしヽ も

のと， 1勺心 楼())'遵みな t ザごし‘てしヽだのも＇料どです—j

こうした懸盆か，危惧した以い）大災‘方に遭邑することとなり，当時囲i、r9感がjl罰！したもの

だとつくづく身げつ疫されたことを思し、出し立す口

そり文ば］は， 7 Jj l 0日安公出ii1で発I卜しだプロパンガス｝い地の壕芯孔故と，砂［蘭してし、ます"

それ（ふ釘 i・i釆から降り続いた雨ー一｝．；として噸戸内I打岸謁を吸った1,各国ですが，ガス栂坦1,和菱

の山i社かる；社の閤水伏態となり， これかIlii復窟直からの出liー→杭虚に直撃ー→ストレージタン

ク）届地のi丸則・t→ガス洩れー→り i:)くー→爆発というパターンにより， 8名(i)多くの負贔者を発生

せしめるとしヽう』1夕IJ豆）ばいガス事故が完I・:t：し， この市故処団に1li]発も人れず，県下各地に豪虞足

＇，じが発 'Jしており，いわばこのボ故が前隈と起憶してい：ます。

。 気象情骸

-＼-1ー信埒，技々一般宮品といっては涙幣があるかも分りませんが，村い這•]の気象状兄ば，栴＇、「切り緑

か叫国一→JしいI —→a}噂ー→窯：91月というコースで叶直し， i所読的な峰「‘iJとなるが．大災昇となる

度 I濠叩よ切地心に， しかも，短吋間で発パするものだと思隊してしヽました。

ふ辛にも，これが誤った感梵を・予・f!するがこ` 、とく l{)日から l2し］までの長時間の；斧雨となり，

特に東I□i濠 1打をもたらす雨域が闊エ・ー・」[{}応艮ti寺廿¥j厄帯したため，記，t羨ドりな間」基となっています。

吏区，｝1,1[i•—,f なかに it1砂舌！なる耳新し（叫忠や，その［稔祈ti罰．t［; 
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を賑わしている異常気絞なろ召葉も開かれ，気象知識の乏しぎが度省されたものです。

気象の］：古かてる度紅忠しサfiすここぱ，私の叫図では 12 Clと思ぶ＼翠すが，与噂月（午［『り 2~3時

頴か）広島気象合f報説長から「！、卜j域が仮叫げにかけて面ドする恐れがあり，その Ii]育釦年は五分

だ；との月公式閏報を受けた時のことぐす C) ＼恥均， i：］ i向から」！陰へこ移乱した 1打城が県北地域

に停昨しており， t‘つ南ドするのかと心虻してしヽる時期で，時に太出Ill卜流坦域こゞ Iょ，；nl!Ilぱ筈

戒水1立を突汲し岐樹-→歩前の状況であり，迎 I]の降）釆Jで各所に殴害が発生している時期でありま

した。このため，広島弔中央部での人餃廿f(!)発生が愛慮されましたか，幸い国域は南下せず，侮

印も終屈しだため髪慮されたことも起らず，対策ー仁部旦•一砂な名の胸をおろし，私自身 5~6 時

唱］4陶を締め付けられる思いで，苫しい時の神頭み0)心境でありました。

° 咀｛乳恥）阪壊

判均本煎1’階の43四応羨字に設けられた災苫対策本部屯拐屁内には， 日本屯l,-；電話公社緑．沓

祭屯晶を設直して清殴叫絡にあた・J-cしヽましたが，二次巾内の水使により二次経王の通信が・イ屯B

となり，急含ょ地／j建改局に皿綜宙品し）利I!］をお顧し、しましたが，直油装虞の移間に時1得を勺え

る阻妙）ない芯激な増水でこ次I:FHiげ詞r庁舎が1ド没し，油，；』を巾断せさるを得ないという八プニ

ングを作じてし、ます。

次々に追信網が破咬喜れたため．こ（尺rl]役所IA:]に設けられた現地本部との連絡ぱ，本庁ー一庄

原習―ーパ沢としヽう山Ili による菩祭'，t加占に：•f)渇――市役所間をメガホン利用という不目由な

仏迂/j（人をとられた時叫もありました。

公ii此では， 1i房屁内に身常用囀活を設消さい，史に緊急趙1ぶnl線の設直に努力されましたが．

1~2但怜恥0うわずかな公社紛に通品が投功したため，帰北平町村，i¥Jとの連絡もままにならず．本

部＇h紡はもちろん，県民，報直磯！先罪への情叙捉供は令くお手しげの状態で，本部貝・ユ叫切歯t厄

腕の思いでありました。

辺路を始めとする交旺網の途絶と通信網の破壊による情報提供の困蛙さは，各方面からの批判

として東・・t1lしたことは否めない！・li'度で，これが又省として県ド全市町付閻の防災「］政無緑褐設 i詮

の喘諸となってし、点す，

この間，情報収集のため，国欧，報五張閉の岨信網の利用をお願いしていますが，特にアマチ

ュア無綜連盟の方々には．県庁アマを中心として夜を倣して御協り顕っていますっ

まに同連盟には，毎年県が実曲す令総合防災訓練には通信訓練のため積極的に参加されるなど

献身的な努力をされています。なお，こ 0)時の切禎1こ灯して，中国地方非常無眼痘岱協緞会から

表彰を受けられていますa
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。 自衛隊の協力

ー五次市を巾心として備北地域における災古対簑支授のため． 7日間にわたり陪＿卜自衛隊から弟

4 6普通科連隊を主j」とした第 13師団の隊員（延 3,423名）の沢退を受けています。当時同師

団では既に四国方面に隊員の一部を沢逍されており留守隊且もわずかで，連日の活動により隊員

の疲労が激しいにも刑らず交替0)余浴もない情況でありました。

また，二次 1.hに判肴した第—'一次の隊員が，折からの水没により腰上まで浸かっての行動となっ

たか，芽いにも負傷者が発生しなかったこと，あるいは，隊員の中には県北出身者もおり，実求，

親朕で被害を受けているにも拘らず任務につ¥，徹収悛，初めて特別休毅を受けて帰郷合れたこ

となど隊員の活抑に関する数々の話をお吋きして，その村渇砂記の下がる忍いをしました。

特に，防疫后動に対してぱ地Jt、の強い要請もあり，衛生隊が最後の倣収となっています。その

任に当られた衛生隊長凡関することについて，連隊長から他，iしないという約宋でお聞きしたも

のですが，既に年月も経っており，あえて発表し，御功績に報いたいと困いまず。

それは，衛生隊長には，既に人巾移動の内ぷを受けられた身でありながら，新任地赴任を遅ら

せ現地での防疫活勁の指揮に当たられており，史に赴任佼間もなく休暇を得て裔野且i参拝の旅行

をされましたが，その途次不幸にも自動車事故により御夫研ともども他界されたということです。

° 消防団員の活躍

限卜?Jj汀余の消防団員は，自らの職業や生活をなげうって，なかには自宅の被災にもかかわ

らず，災害防除に，詈戒に，あるいは避難誘導に活躍ざれ，その功績は枚業にいとまがない程数

多くお聞きしています。史に尊い徹牲者を出したことも事実です。

特に， F［原市消防団では 2名の団貝が/p]市本村町の餃災地で亡くなられています。その 1名ぱ

警戒中に折からの濁水により，殉職され，他の］名は任務を終え：扁も直後家足倒壊により死亡さ

れましたさ後日改奥寂団員の叙熊伝逹のため，消防団艮であろ県議会議長及び庄I凩市長のご案内

で，奥泉家を巧れました。その際，現地0)生々しい般災の渇閾を拝兒し，吏に，—-一家の支柱を失

い残された老夫婦と子息を守る野良若姿の未亡人にお会いいたし，あらためで惨ボの大きさを思

い出すと [HJ時に，目雌の熱くなる思いをしました。

支た，各I廿町村とも被災恐所も多く，連日の活勁により団員は疲労因ぱいし，これが支援のた

め各泄から自衛隊沢迅の要請を次々と受けていますc 特に加計町からは，わずかの団員で水防活

動に従弔し，特に人命救助のため土砂排出に没頭されましたが，大規模な山崩れによる多量の士

砂のためJJか及ばない状況で且にこ再四強い要請がありました。事清かあったとはいえ，期待に沿

えず，いまもって弁解の余地のない也いをしています。
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。後記

この災古に際しては，不備な防災体制のなかで庁i;I;]はもちろん．ス；柊ーツ団体，宗教団体など

各種tj]体の献身的な奉仕占動を始めとして，凸り店I,J）カ々の御協）］と御支援を賜わっていますが，

これらの方々に心からお名し出し Lげるとともに，この災占により蟻性となられ点した方々の御冥

福をお祈り申しJ・：げます。
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「47. 7豪雨災害を顧みて」

ln,I~l 武

（当時広島県社会課長｝

7月l2日］峙 40分，私は加，訂町に対する災害救此去の忍用稟議内にサインをした。

昨LI1 0時 25分に―こ次1fiドに対して災害救劫江を蒻！『］してから， まだ丸 11 1も経曲して tヽなしヽ の

に，災，;隼救助法立）適用巾祖J↑、]はこれで 12 を数えるに•令っている。

続いて，四城町からも町内の岐古が災古救助法の適用晶準を毬えだ旨の緊古連賂がはいって》た。

いったt，般災「t博］付はどれくらいになるのだろうか。

貞陪な怒の外ては，部生の蛍光唸託）光を反射しなから， とてつもなく大合な窃からうつされる水

のように，忍しく由が麻り ti［し‘-［しヽる。し‘-）になったらこの由があがり，胄空が兄えるようになる

のだろうか。

__,:｛欠 I『iから災専救助物資も）り一次分の応付安:,fiりかはし＇る。由ちに，米 15,000良，乾バン 8,700食，

阪靡，凸 12,000同，叫且誼砧 7,500，恰l, 炊改叶1紅2,060.「れ，灯）廿1ドラム暉 18本， じ介j3,1 " 5夜

の手配にかかる。｝見地では被災者か閉資の判白を蔚を反くして符ってしヽるはすた。急がなくてはい

けない。

～一方ー，昨 [1毛布等の救助物資をもって―エス「fjにfJったJ識員 3人かまだ'1iT}月しない。どうして tヽる

のだろうか。そのゥ否が気にかかる。それにしても救羨't匁国の飼区を心剥する平1の熱出に喰謝し

た。

7月 l4日，昨 t1勺月て叉9りげ＇救助法の適 Il]Iil町村は 25となった。大1吋註・怠報も本「ll 7時

には智除され，今後QC)大汁］に対する心配は 応 Ii}をこした。霞馴J町村がこれ以上払大することぱ

なしヽ だろう。

しかし， i敗具の疲労の色は人分濃くなってざている。電話器の月りに陣以った職旦が身じろ忍もし

なしヽところをみると，椅 j’• にかけたま浜てまどろんでしヽるようだc F恥低不足と妓方0)ため良£針が喉

をとおらない者もでて合ている。

既迎もなし心 ・固『もしていない日かl[IJl」も硫いているのだから，しかし，被災者の立！LI＿りのため

にまだ哀だ虞賑ってもらす）なけれはならない。たとえ避薙所への収容や炊合出し等の一次的救助の

見非しかついても．すぐに＿＿こ次的奴助のL生格をもつ応忍阪設仕宅の建設や歿欠者へじ）災害立l負り資

金の貸付などの手配にかからなければならないのだ。
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7月紫i`討災害から数か月が過ぎ，朝夕ぱ秋の気糾］を呟じる頃となったが，＇笈方担崎の識旦ぱ毎 [1

応ぢ救助費の研月汀汀がこおわれ夜遅くまて残菜を読けて tヽる。

日中は，事務指導のため巾薗Jfい］をまわり，夕方虹打『して得頚の整祠Jにあたっている 3

この事務が済むのは年か明けてからになりそうである。

こうして，私は心員の災害史七稀化の大災害を，災専救助という応急救助酎門で（お醗したっ

笈虜は忘れた頃にやってくるとかしヽう。

応急救欺には上述適唯な情報は握が必要であり，そのだめの防災匿線も完備されたが，いざとな

ると予朗せぬ閲古に連遇することが多しヽ。それによるトラブルや適応判所を設iったために，ムダな

労J]や時閥を費すことすらある。

中素から，災古対策につしヽての心構えや体制の整園1こ配恣してわくことが必要であると涌切に想

g
 

入っ

ともかく， 4 7年来，神社参りの際には災害のなし、ことを合じることを忘れないこの頃である。
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「47. 7豪雨災害の思い出」

Ji I 野一人

（胄時広烏県熙埋課長）

曲日，｛菌北地方の直賂や河川の実清盈査をする機会を僭たので出阿いて見たか，江のIll, ．馬沈川，

じ＿Fi1i，西城II!など江り）Ill水系 (j_)各河川は，底の山野を肯以にしてゆう然として流れており，過ぎ

去った災古のことなどはまるて閤知せぬと旦ったよう匁祖＼情であった。

この地応は，かってのU翫[]・17年:7月翌雨によって，；貝史始まって以来といわれる大災害が発生

し，特に沿J川の観古か激甚であったことは，未だ記憶に粕しいところであり，この復旧には，改良

翡を含めに関連事笈及び助成・事業が大幅に採沢され， 4＇I-1-―11，i]の歳月をかげいようや（町：年i夏でそ

のエ虫も完］しており，被災‘11時の状態と今日の姿とを比較してみた場合，今昔の導一人なるもの

があった。

この昭村l4 7年 7月蛋叩災古の発生した当時．私は！一．木建築部監理課長をしており，部吋の災害

の取りよとめ．災印渕貨汀噂．の確保と執に災害対策じ）ための人由と増且，汁Ili]，災言悦察団の応接

導々実施しなけれはならなし ‘ii務が山桔していて，その暇房は多＇［亡を栂めたが．当時の上司の適確

な指導と課貝・ー一致協}Jした休制のお陰で．何とかそれらの市務を推進して打くことができたのであ

る。

これらの仕事の中で番困誰であったと思ったことは，いかにして災害査定を受けるかというこ

とであった。当時，公共土木施設の災害だけで，県＿［事と巾町村l：事を併せて約 l5,0 0 0件の被災

箇所があり，これらの査定のための成叶書の作成が．況有人員ではとうてい賄いえないことであっ

た。（災害差定は 8月 21日より 4次にわたり， 1 2月 27日まで建設省，大蔵省の西定を受けた0)

また，町村も技術職貝が少ないためこの応援も考恩しなければならず．更に，改艮復Iliを行う地

域にあっては，用地職員の増員を図る必安に迫られて，職員数の確保か崎向の直要課組となってい

た。部内でとれる措酒としては，比較的に被害の少なかった沿岸部の土木（建築）事務所の職員と

本庁職員とを割いて，北部の災害の多かった上木（建築）事務所に配酋することとしたが，これだ

けではとうてい乗り切れる状態ではなく，職員の増員を夭を仰いで祈りたいような気持であった。

幸いにして，建設省の取り計らいにより宮城県を始めとして九県から 37人，延 1,257日閲尊い

他県の応援を得ることができたと同時に，人事当局の英断による新規識貝採用の追試験実施という

画貼的な制度の採用によって，ょうやく識貝確保の『途がついたと合は，心の底から大きな肩の荷

をおろしたような安堵を覚えたものであ・,た。

それともう一つ忘れることので叔ないことがあった。それは確か， 7月 l1日夜半のことであっ
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たと記憶しているが，三次市内での破担箇所の増加に伴い，緊急にtのうを 50,000袋送れという

酋の二次七木紐翌慎務所からの要請を受けたので，｛｛冑部各上木（建築）頃務I針の備裕資材を， 12

L]朝の 5時までに広島に移送集積するように指合した。私の内心では， この大寸3の中で，しかも夜

問において，果して東積できるかどうかは全く自信はなかった。しかし，各上木（建築） ii務所に

おいては，夜を徹してLのうの積込みと移送を行ってくれたその結果， 1 2日の祖 5時 30分，広

島・i-：木建築りi務所の広場からトラッタが隊伍を整えて二次にむけ出発した時！ふさすがに且頭が熟

くなるのを憶え，！惑概隈員のものがあった。

また，被災後の復i[1に胄り，巾途において析からの物価高にあおられて労務賃をはじめとずるセメ

ント，セメントブロ・，，，ク等の建設諸臼材の罰騰と不足（労栢，臼材共に）といったような思わぬ笥

害の発生により窄：月にf翠くし得なしヽ困難を生じる等の責があったが，幸いにして閲会をはじめとし

て 1関係各在地）．L 県議会並びに屯•町村などの方々の並み並みならぬこにげ］とご協力を賜わったお陰

であると共に，文字通り啄庭をも省みず寝食を忘れて災実復：日に従4}された関係職貝の方々のご労

苫のお陰であっにことを思うとぎ今日の復：日した道路，河川を見，当時を行りみて，これらの方

々に心からなる感痢の気持を棒げて．［上まない。

ともあれ「附和 47年豪雨災専！の復l[11口業は，一応は終ったのである。このような災言が甫び

あってはならないと思うのは淮しも同じである。しかし，災古は忘れた頃にやって来るといわれて

いる。また何時の日か何処かに災寅ぱやって来る。我々は 47年災専によって多くの捐害を受けた

が，また多くの物汀わぬ教詢も受けたっ色々の施策を岩え実施してりく時に，この教訊iiを生かしつ

っ， Jj^ ーの場合に内mifJ車の畷を認柑むことのないよう研讚を禎んで行くことこそ大切であることを

痛切に感じている次第である。
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「47. 7災 に遺遇して」
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・
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田 疱

翡tIl:J質塵!上材<ii f名i行1ぇ）

昭相 47年 7月，脳裏に深く焼f‘}いて忘れようにも忘れられない人差な出来店が走は義「こ緑に用

まれた陪かで平和な人't青厚し ‘9純農村地惜である［i：頑J阻力を突如として疫った蒙内と、その打撃褐を

娯り返りながら今後の対応応備えた（＼と思う。

7月 10 1], h軋から小仕汀夏様の栴：,,、]空も午後になって大「:[J洪水且心諏が発合ぎれ， i`fi足ぱ次団訂・こ

激しボを増して；；；「こっこの「月かまさかこの平、fi1バ農杓瑣惜を瞬（こして混乱に陥れる人実力を起す

てあろうとは神ならぬ身には打1るよしもなし、。しかしi]-i叫よ伯］＇Jiも1り］I］に怠りなくと，酋内各 1「Vi{J―

村，り内各，1見長に対する処直，伎害怒1時の凋行人員の見紐，応忌物資の丁配確忍序を指小し，守

りの休間やかためた。図は -fiJ応il：む気配もだ＜柊 ll謹り 1'，'L：し、たか，ャ呈し、そ J)|．！は人した乾＇，1; 報古•

もなく， ltっと安堵 Cう胸を撫でおろしながらもこのまま大降りにな←ぅて，ぺ義なた如［か辺きてはと戌

れなしヽ迂ま時か過各てしヽった 3

1 l 日， g開は 7 時に大詞洪I}警殴が発令され連硲を受け I 「 I．ちに激しし ‘;•I:」0)「れを突しゞて註！·J 鴫，立1 [ l 

のf記人を見ると，瓜民の森で梨ドの林氾{l［竹苔研修公が丈施含れており出J閉することになってい

たが， これを取lIめ，枯道担壻者をそれぞれの農林叩り所に折｝庁させ父「ま［の情縦収t[Iご崎るよう北

請するし1 在けして大崎情殴を閲きなからも斤るような気持で内肪の処罪にあたる。夜になっても r:Uは

.“•—·屑激しく小気味な音を＼LI-c _〔降りドi• ぎ，飢 ll の月星を考えると叫 I I ！のはAil苓1は必・『とし、やな賃

か胸に追る。夜 1]時ごろついにit'I恥・IJI勺をサイ 1.-,ンがイ9気味に綬i含渡り甘罪城川樹防り）決陰の恐れ

かあると知らされる。玩いて淡水魚附導戌[(!_)義魚場が流れるとの辿糾か入った。内ちに附五まで吠

況誡青に行くも濁流ばすでにfr；；；販］をぼとんと闊さ人ばかりに増加し，対hいは渡れない状態にあっ

た。たまたま服いの中紅籾因0)たもとに家をfi『りてしヽる者がし、たので見沌時の処既茫つしヽて指ぷをい

えている間にも水は床下応浸人し始めるというようなまことに隼い秀いの増水であ，いまるで市街

地か湖畔の在に見えるかのごとャ不安な•夜を曲こし，• -夜叫ばて、 1•Ii は今までの人向はどこに 1;

ったかとしヽうような小雨に変る。

次々と各町村から人ってくる災古情報ぱ予糾をはるかに凌くものがあり， 1い足者の心中，農林疱

成，作物の被内に胸を栢めながら煎夜までの：寸］をうらむ。＿三欠方［旬からの情報によるとシ欠市の有

ff•]地のはとんどが水没してし‘るとの事， tこだただ仮害の人ささに貸き咄；然としたのてある。

晋内の交リ恥よ随所において、」断され，動こうにも動けない状喉てあったが， とりあえず近くから

被り［状況の潤食を進めることとして飢夜水没した淡水魚后導所に臼く。すでに県会議長も視察に来
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られt木屯傍所長とともに一瞬にして荒れ果てた田妍を焦残な気持て眺めながら今後の対策につい

-＜協議し，その足で本村町の山崩れによる災害場場の調匠にいく。山津波り）蟄ろしさは，i羮では日

い因くせないものがあり．とくに尊い人命を奪ったことは，何としても痛ましい出来事であった。

また，二次農林14径祈から柱食弁灯 30人分， 1 ()日間の f配依傾や，自動車(i)貸勺．0)申込みを

受けるなと，災古にばもわぬItJ傍か伴うものだと痛呪に感じたものてある。

日を追うにつれ．本格的な調行に基づく被古状況が明らかになったが，管凸］市町村の農林関係披

tlt組ぱ次りとおりであった。

附れ1147, 7災 股林関係市町村別被古状況 （屯位下円）

庄原！打 咀城町 束戚町 fl和町 純野凪」~ 比和町 I 計

＇ 

農哀 909;214 385,090 4 79i7 9 290.769 I 108{3 71 40尻537 2;:578,760 

林業 152,314 118388 209,300 I 86,678 1,01 5 246)366 815,061 

畜苑 23278 20,131 8,112 2,728 302 2,365 565)16 

ロ-,・.1— 1{)84806 524,109 696)391 380,175 110.181-i 654;768 3,450,737 

後且淵

先!I,riJi用で「．［原地方に出脹し，追すがらかっての災古跡地を見たが復1日はぽとんど終り，以前に

も増して補強された所もかなり見受けられた。田隅は黄金に稔り迅路も整備されて復i日に尽力され

た地 Jじ関係者のこ努）Jに深く敬忍を表しなから災害の犠牲になられた方々の冥術をお祈りした次面

である。
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「思 し9 出」

t E且 王 司

(＇i1時仏島県―．て次 t木建築'.j噂所応

昭和 47年7月 11日は窓れることので＆なし 9日である。秋頑叫即｝l, 二次市の祇屋市長，忠い

つめた何人かの函，介史以来かって経験したことのない出来1{，末曽・りの人災こりであった。市街地

0) 9 0彩を岨える水没家墨，市の行政())中心てある市役所も 3メート）い余りの濁流の中に，また屯

證竜話交岨磯刈すべて壊滅した三巫苫の中て， しかも貞佼中に放i貸されたのである。市庁舎二階の

市長応接室に陣取っていた県災古対策地方木・品も一時はなすこともなく降り続く豪園の中で，刻々

と1:.昇する水位，流れる木材，白助Fii，家庭臣晶等々を，＇思夢を見るような不なな気持ちで見つめ

てし‘「こ。

「 -t• 本の所反，今後の措屈名をいかにするか。 」

副輝Hの間にも虹す五葉もなかった。良昭I阻の中で全般の情勢かつかめず，破堤した1れま屏ってい

るが位謹延長等は皆日不明で IO)打ちょうもない，．心細い限りである。応接字を—ー・一歩出ると避碓

して来た巾民で市務呑通路は人の山， ti'rき叫ぶ．「供等々目も崎てられない。思いはこれから始まる

困難な災内凋査，査定，復旧［蒻業等々気持は陪い。気を取り 1[J、いまずは県庁との連絡，各地の被

内の情報をとあせるぱかりで実に長い長い佼であった。

自面隊は寸時も休まず数少ない．：f持の鉄舟で巾民の避難を続わしていたが，数が不足し難行して

いた。思い余っているところへ杉咲市会議長の発五で鵜用のあるのに気付き，自術隊の人1月により

巳橋を渡り大活躍することができた。もし鵜舟が流央していたら，収り残された巾民O){nJ刈かぱ…

…̀,． 9・,..,…と忍うと1予筋か寒くなる思しヽであった。夜が明けたころ，咆語I99]に通語出釆るものが 1

本残っているとの情報かあり副悶l中のお供で出かけると・叔':階の窓から本岐の梯 fで母に降りるま

では良かったか，舟ぱ直みで唄苔，体が水0)中に落ちて，水深 3メートル余りの地面までの時1lりの

長かった中は今でもありありと也い出す。電話屁も'-屁階から人窄し，ょうやく県月との沖絡がつい

た。屈途，月1人のゴムポートを見かげ副知すiの許Cl]を得てひとまず合[ri]庁舎に帰る。途中ぱたんぼ

の七，〗＇［石敗の上を何の障害もなく一直線に通ることかできた。しにh務所は．三．階の為，直接歿宣

はなかったか枠fの県税市務所は悲惨そ())もので，＿二十数台0)月1廿自動卓と相等数の職員の自家片l

頃は全滅し，天井のみ頭を出している状態であっ t：：。幸いにして職員には，異常はなくまずは一安

心し改めて減水後の災古調任等の指小を終え， i廿ぴ市役所に向かった C)

夕方にかけて低地部を除恙，思ったより水は＇乱く引いた。街には人気か全くなく路＿卜には転覆し

た自勁申，流れつし、た木材の 1J1, ゴミの山，＿.....面泥 t.：であり，ただただ凄裕と五うほかはなし‘°
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自衛隊の斥候等の活躍で各地の被害の状況が刻々と入って来る。予想をはろかに卜回る大被害で

あるっ測知加）F[月笈起窒されたものを復l[］した爵察無線の中琳でぷIiへ，町 1ー］来噌手もしていない

体で良く続くものだと感心した次第である。

視地砂＇笈 Il1作業は，何と；iっても交岨の確保が第一であり，それにはコ・ミの山を取り除く以外に

はなし＼， !J き残ったショベルカ—ー， トラ．J クを励貝しゴミとの説いが始束る。点い建設省の，；旦ヽで江

Q)月1(j）洪水敷に仮隼積場が雁保で合た。そのころになると洪水忙より足llめ含れていだ虐肉親の

友否を欠退っで）I廿省する中，物負Q)罰送翡作業申⑳々により酢線辿路ば印訊水でE鱈直：出来な

し叱噂となり，ゴミ作戦も思うように直まなしヽ。臭哀げてゴミの山から異様な臭気が出始め，関

係者は伝羮約の発1を；じ配し笥立った。

麻議の;f.::, If寺(:fl1月）巾＇りに人る令申鯛を街はずれて全 rfIlストノプし，］叫（ごぱ公用直復

日にlむ系のある且9.C)みを人れるとしヽう非沼 J攻を以ることになり，會の標章を発汀して区分し，実

いに移した。恙な‘れて般l「i民り）方々には大変込惑をかけ，発1iに打って「出せ，出さない。 」で，

珀呻分れをした人もにJ人か加に訳である。！1時か経過するにつれ，製巾各自治1広o!，it及や各種団体

習の位ii・、ド業により出ぱ tl l］と竹気を取り戻して行ったよてあるか，路叩杯，叫哀て積み Uf

たゴミの1.!1，車f卜を縫うようにして視察含れ，市民を＇］し気付けられだ木村建設大臣と永野知中の姿

が[[J象に残ってし、 79:9 

人Iド］の住もへところにあれだけゴミがあるとは忍ってもみなかっだというのか実感である。

市民幻t:1舌も i-97kiの弛設か殴内を先がれた 5) で，心配含れてしヽた伝染病の望It• もなく，［隠淵に

信日に向ったことはイ＜幸叶IO）ヤいであった。被',ピ後，すべて初めての経畷で焼芯， とまどいながら

幾多の困難を克服した関係者，中でも月 20 0時胄］を嘘える超禍勤務に目を真介にはらし文字適り

刃食を忘れ頑払り続けた｝；し、職員各｛＂りの組は忘れる eとは出来なし ‘o

これら閉係各位に対して深誌なる敬意を表すると共に雹厨巾しげる次第である。

この貴市な体験，教；11! を今後の菰務の推進遂行に大いに•1かしていただくよう心からお願いした

し‘

゜
殷後になったかg1時市民の先岨ばtって活躍された紙屋市長は 3年後応は不J;[]の人となられた訳

てあるが，今後数多くの問題をかかえたプ次由にとって，おしい人を失なったものである。

心からこめい福をお祈りする次第であるの
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「昭和47年 7月豪雨の回想」

青木芳雄

（当時三次警察署外菅諜長）

私が県北の二次警察署に赴任して 3カ月余り過ぎた 7月 10日のことでした。

その日は， 1日中砕雨が続苫夜1こなってもやまず山崩れなどのことを考え寝つかれぬままに時が

過ぎ，けたたましくなる噸活のベルに夢全破られた。本署崎直主任丁器恕から「災害警備の準備本：

部を設四する必要かある。 」との連絡を受け急いて出薯した。

出署の途巾に見る汀．のIfIはやや増水していたがあの大災古（死者，行方不明者 9人，家屋の全半

臨 1,792戸，床！浸水 2,517戸）になろうとは妙固だにしなかった。

私はl肖ちぼ降i：りの状況を苫長，次長に報告しその結果．署内に災害警備準偏木筋が設置された。

災由密淵準備本部長合によりあらかじめは握していた管内の災雪危険筒所を巡同点検したが河川

の培水状況からみて直ちに危険な状熊1こなるとぱ考られなかった。

1 1伍午前 4時過ぎ突然静寂を破って街中を↓る救汰申のサイレンの音が聞え消防薯からの団絡

で山崩れによる牛苫埋め中故が発生したことが判明したので錦下 5人を引窄し現場に急行したが披

災者は翌に死亡していた。最初の犠牲者である。二次災宮に対する瞥戒のため受持警察官を現場に

配賞し管内の警戚1こ当ることとした。

本宮では，災害警備準備本部が災害警備本部に切り替えられ，買長津頭指揮により仝署員が非常

招集され，集中豪由に対する警成体制か確立含れだ。

降りし合る吋料）ため汀じ））いを中心とした各俎］川の水位もあがり古内の随所に広．l：浸水の被害が発

flし救助嬰喜の l1 0番はなり続け，胃日は 5人を 1班とする救助団の観戎を行い救眈活動に出動

しだ。

殴初の敷助内動は，柘J「!［敷の丘くに建てられた沢ーリング場が孤立し従業貝 10数人の穀助であ

った。続いてカーテルの従業員の救助と息のつく間もなく救助活動は観いた。次長を中心とする救

助班は，激流の中に孤立―．した民家の破災者救助のため，ロープを体に巻喜つけ．不安におびえろ住

民の見守るなかを被災者を男気づける「広毅・戸続け，激流を渡り救助すろなど粒劫活動を行った。

1 l日の夕方になり雨はやっと小砕')Iこなって警察習行政室の氏を洗っていた泥水もやや減る傾

向が見えてきた。その頃にふ応援の機動隊員，通信職員も到苔し筈戒体制も強化され，救助活動

に出ていた署員も帰署し救助活動の模様をあれこれと話し緊張のなかにも余裕のある災害警備中の

ホ］卜した一時期であった。

しかしこの状態は長くは続かなかった。月没から再び雨は激しく降り始め．忌陰な状態ぱ依然と
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して続き署貝は応援の機動隊貝とペアになり雨の中をパトロールを行い署長以下全署貝が一・睦もせ

ず 12日の朝を迎えたが．雨は降り続き排水溝からのはん濫により道路は冠水し車両は使用でき

なくなりパトロールや救助活動は，警察の舟艇を使用するか，濁流に身をしずめて行い体力の消耗

は激しかった。

1 2日午前 1時頃，警察署付近は急に増水し一・・階に浸水をはじたため災害警備本部は二階に避難

した。二階に避難命令が出てわずか 20 分後には．—,階は水没した。幸に通信職員の応援があった

ためいち早く通信器材も二階に移動していたため事後の警備活動に効果があった。

当！］の災害警備活動も避難誘導と救助活動が中心であった。救助活動も老人に対しては，住みな

れた家をはなれることが愛着心から避難説得に応じないため苫労した。

災害 2日目の夜を迎えた市内は，停電のため真暗でローソクの火もてんてんと水面にうつり，な

にかあきらめの境地にあるように感じられるなかを舟艇によるIfトロールは続けられた。

明けて 13日朝，増水はん濫していた泥水もやっと引きはじめ．水の恐怖から解放された市内は，

活気にみちていた姿はどこえやらゴミが山積し死の街と化していた。

警察は住民の安全を確保するために機動隊，管区機動隊を動員し，ゴミと臭気の＇卜で泥と汗にま

みれ復旧活動を行い住民から「たよれる警察」と嘔謝されたとき職員の尊さを痛感した。

史上まれな大災害であったが．死傷者の数を最少限にとどめることができたのは官民-..•｛本の活躍

があったなればこそで合たのである。

そしてあのいたましい災害の教訓を生かして災害警備の諸対策を推進してゆく努力が必要である

ことを付記して回想とする。

-322-



「思 ~\ 出」

柄崎弐・f.“

（＼日時砕卜自衛悶第46酋通科心隊第 2中隊，訓紬幹笥

7月 9[-Jから旦下：こ降雨をもたらした梅i:-『呈諄泉は，逐次北上し 10日，県北蔀紅郷菩して降j『-]は

-;夜と激し合を増しいその降！一t+ri±は知時間］に 20 0ミリを越え県北部の各叫： Iは瞥戒水位を突破

するにi三だ。自衛隊においてもこの市腟応対処するだめ l0日非常勤務態勢への移｛］か卜令され

万全の処徊］が講ぜらえlfこ。

1 1 I]になっても梅汀汎綜は，依然として県北怒に居座り，路雨ぱ哀えることなく吏に激しさを

閉した。

租々／．次！打を中心とする訊北部地域は，災宮の発Iしか必平の最悪な・廿1態となった。

1 1 1.1 ，中隊倅部ギにおし＼て執栴中ウに合から「• i[9.fちに連隊iぐ宇に出叫．」を告げられ， とるも(})

もとりあえす，』1ちに北嫁1.文＇合に赴し、たところ妻旨次¢)如ぎ命合を！五玄含れたー 3

「柄吟 l尉ふ偵察班騒となり lO O 0尻・「とん地出発、国道 5 4 月•練を引j進，前進絆路 tの災胄

及び―、次地区の災害f想坦域じ）偵察を実施し，逐次その状況を報告せよ」

命合受領浚，翡隊長から偵察の要領，苔意すへ蓋由項奔懇切な指導を受け．命令を復明した私は

叶.虚i隊に帰り，巾隊長に命合の要旨を報告，直ちに偵察に必要な諸準備な完瞬して 09 5 0莉隊長に

由内後，努I忍］ふりしきる中を 路．：次市に1[l)け前進を閉始したし

約 2時間後，古川町に追出したところ［月迅 54号線は突然小！日の如く変り，今後の煎進に i末(})

ふ安を感じうヽ，この状況を鯉線により報化，屯に北進を続行したー，

国追 5 4 月·綜に合＇)可翠＇日は，連［］の剛f•」により澁面に i蜀流ふたヽえ， 1 lt"fi(]）［打紫水明の好景は

全く影をぴそめ， ま宮に唸諒する獅fり）力！1；沃猛々しい様相であった。 t]1]進途中警察による交逍規制

を受けなからも 13 3 0噺くにして二次市に進出することがて合紆橋を渡り市内を望見したい町並

ぱ 1メートル余 hにわたり水没し迅賂はとうとうと f蜀汽か流れ，何かて見だ水の部ベニスの風景を

思い出した次第である。

Cの状況を速やか応祝告， この時，広島県知ボの出璽幌嬰清に槌づ苔 2 0 I)名全の出励が下合含れ

だギを知る。早速車を捨て徒歩でド半身を水に浸し乍ら，市災害対策本部に前進して．市関係者と

必要な調将を釘いtil動部咲の到苔を桔つ， 15 0 J 項．副連隊長倉l:tl2佐の指揮ずる精鋭伐が第46

迎隊の 25 9名（第 1陣）が到沿，市側と調整した事項の要点を報告， この時期をもって偵察班長

の任務を解かれ，原隊である第 2中隊に復Jfけを合ぜられたっ

第 2中隊は到苔とともに行批を開始し，巴橋上流の溢水防lt作業に従屯し 17 0(）仔格を終了。
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夕食後可に平決埴で危喚なり＇：態どなっている西城 I「I堤防の稽十俵作蔓のため塩町地域に転進し夜半

近くまで全fiスブ虚れにな 1） 午ら懸合に応急作梨に従＇ドしたむ

憐 I］も「ii]地域の応急作業を終日実施し，ひとまず決壊を防11ーすることか可能とな h市内の宿管地

に帰宿したむこの夜馬涜！：1, 厄城i|ìt「の川ともに急激な増7：くとな！），遂に各H・’LI：とも処々に央壊又

は滸水する状況となり，＿•一次市内は完全に水没し，市内の·一主要臼路てさえ直前は勿病，徒歩による

通行も不可能な状態となった：夜‘r屯話区より次の如き命合が下逹ぎれた。

［第 2巾隊は，速やかに4叶『地区 1こ韮進，家屠流失による牛坪者の将出を実施せよ］

中隊長の命令により，仝tl起［木直ちに出発の態勢をとり．使用可能r豆エ［月路を選定しつヽ本村地

区に前進し，未明漸く現地に判宕。速やかに部隊を部署して救出作業1こ‘崎る。しかしなかtいか発見

するに到らず時は刻々として舒過し， 0 7 0 0すぎ老大婦の寝姿のまヽの痛，［しい遺体ふ発見。こ

の悲惨な状況を目前に，令隊貝黙して詰らず＊遺体を収容し，肉親を久なったに寡しい心境て仔務

を終了した。この救出作業にわいて，夜間現地に到着し，急ぐあまり f灯り次第に流失家岸付近を

捜索したため，長時間にわたり細駄な隊力を費す紡果となり「弱将のもと兵徒労す Iを深く皮省，

ともあれ仁務を終え灼略につく。

三次市に帰っだこス，！：内の浸水状況は吏に深刻となり長時間にわた 1） i'!：往牛せぎるを四ず，圧午

過ぎ漸くにして宿［灼地にたどり岩 lヽ た自様であった，

1 4 日早朝「第 2 中隊は，［『原地［メに煎進，恒］市災害対策本部と捌将，「ri]地区~において発中した

家屋流久による竹方不明者の捜索ふ＇［地せよ Iの命合を受領。

直ちに必要な態勢を幣え 07 0 0庄原市に向い出発ぐ途中t砂州れ0ため巾両行進は不可介ビとな

り徒歩行進に移行し衿］ 5 キロ余の I"[l心を前進して 10 0 0項現地忙全り着した。{・，1速館同

の捜索作業の央敗を生かし，家屋流久的の状況， これ迄の捜索経過．朱只こ，ー而瓦諫と化した地形

の状況について地几民からつふさに惰報を入手し，すでに｛笈半から捜索作業に従t}）していだ地元消

防団と作業阻任地城を凋粕，［乍業に．笞手したら

作業開始 1時間後，遺体となられだ森永含人を七砂の中から発見「溺れる者（屁をもつかも心！の謬

の通り，山津波の国時に共に流 gれた物・F竿を打きかかえる様にして亡くなられた廂ましい御容で

あった。

了次市に1訃り吏1こ連日休む暇もなく阿川決壊個所の応急作業，浸水の去った市内の汚物の除去作

業等に従弔した。砕1，f']も漸くお点まり，被災地の方々も懸命に復1日作業に汀を流しておられる姿に

接し，我々隊且-Ii恥ノトした次第である。

約 1帽間にわたるi菫L］の過酷な行勒も終り局隊する日か来t:cふ片日早朝にもかかわらず7次市長

始め多数の市民の明い飲迎を受けこれ迄の笠斗も忘れ令隊具「我々は勺えられた任務を完遂した 1
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と言う罰足隈を心池よく味しシー）、控災地―•エ．次市を後にした 0) である。

帳災後，幾度となく・一次巾内を出れる覗会かあり i月時C)悲虔な閏景がよみがえり， 2度とあの様

な：炉態が起らぬよう平和で叉しく落着し、たこの姿をげ時迄も保ち続けてもらしゾこし吃，主たイ、、幸にし

て亡くなられた方々 0)偲冥糾を心0)唸かて怠してしヽる次第てある。

我々人「閉ぱ自然の中で生存してしゾ入局部的に見れば，核兵器にもり羞るこの自然の陸大芍力を笠

（見地に出批すな在に和切に惑ずる。

自然や人切にし，これを詈すると共に，平素から防貨(!)完成に努力ふ払う屯が緊要ではなかろう

か。
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「配電設備の復 1日作業について」

1廿本 実

苫時中国屯力株式会朴三次営吏所配電課長）

1 はしが含

附和 47年 7月の豪雨は県化地域に記録的な集中豪雨をもたらした。

各河川が怠激に増水したため， 1ふ臼l藍をおこし，沿芹のI-fi町村を閤水や十砂の弔ど化ずるととも

に，家岸の流丈倒壊及び浸水が続出した。配電設闇の被害も大苔く，特にて次市を中心に倅電

囁故が続発し，あわせて岨信回線もイ勺酋とな 3 た所か多かった。

いち早く災害対策本部を設沼するとともに実常欝戒体制を発令し，ボ故復旧態勢を幣え，関係

会社の応援をえて杯夜を分たぬ早期復！「］への努力か注がれた。

これら復旧は，寸断された道路紐0)ため，まった＜睦1ー：翰送機能が断たれたなかで，しかも濁

水につかりながら極めて悪条件下で和われた。

2 被害の特色

水古の衿色としては次のような5Ji項があげられる。

(l) ・--.：．次市内は多数の家屋が軒まで浸水したため，配電線のほかに訂戸苔・タイムスイッチなどに

多数の被古があった。このため配電線復j日のはかに需要家設（蘭の点検，臨時配線のサービス業

籾ご多大の労力を要した。

(2) 山間部の叫川流域の被害か多く，系統0)かなめである発電所（熊見発屯所）が浸水被害を受

けたため停屯範囲が仏く長時間となった。

(3) 迅路・橋Q)4遁偲所が多く．復旧資材の連搬1こ長時間を要した u

(4) 電話の不通個所が多く，常業所と蜆地間の通に連絡がとれず，復1日I事は困難をぎわめた。

(5) 増水から減水までの時間が長く，復旧作業関始かで合なか）ただめ令［本として停電時間が長

くなっ fこ。

(6) 浸水家屋では送電後の憾屯・大災等の危険かf想含れたので，電気使用上の注意について P

Rを要した。

(7) 咀杵が広範囲にわたって流失した。

(8) 司JII横断個所の電線が増水のため洗われ断線した。

(9) 職員の中に被実者が多かった。

3 復旧状況

今回の被害は 80年災害又は 10()午災害どもいわれ県北-帯の各地に空前の袖害をもたらし
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だが，特に全！『水びたしどなった二次市において大・ぎな被害やうけた。

しかしこのなかにあって自宅が被古を受けてしヽるにもかかわらず，私市をかえ hみずEl夜を分た

ぬ復l[］作業に従ボし，効率の昆い所から「1目次復1日し，被害規模の大言い割には片1期に送噌で ；_"tt五

(I) 早期応電0)ためにとっだ処四

a 他営業所からの直営い菖班及び関係会社の応援

他営業所から 5名編成 1班及び多数の中国電気I事ほか関係会社の作業員が応援に出動

し，配電線事故O)早期復1日に名人の貞献をした。

h 高Ij__：ケーブル 0)便設

双ー郡作：木村に供給する配電線路絆過地が汀のIII沿いであったため賓杵の流失・倒境など

の被＇，屈甚大であった，」道路の各所で寸断含れ復「日竹業が非常に困難であったので．特に電

柱の流失，倒懐か広範囲に百った個所に向庄ケープル約 3km臨時的に架設したが．早期送電

のため甚常に効果的であった。

（、 救命索発射機による訓川横断の架線

詞川横断憫所の断綜復j「]は， t曽水と急流のため舟げよる河川横断がでぎない状態でなすす

べもなかった。このため津防署へ救命索発射機によるロープの仮横断をお顧いしたところ快

＜承恣され． tl----J渡しに成功し，屯後の横断配電線の復1日作業は極めて順調に進渉した。

{l 臨時tJI家 lt]の実施

二次市内は多数の家屋が軒まで浸水したため，濁J}（がひいても点灯不能の状態であった。

このため市役所の災実対策本部と連絡をとりながら避難所及び 1家 1灯の臨時灯の点灯を行

った。この明るい電灯の光は賠くうちしおれた被害者だちを喜ばすとともに最大の励ましと

なったc

4 むすび

8 0年あるいは 10 J年ぶりと言われる大水害に漕遇し，県化地区ー帯ほ大合な破宮を受けた。

i災宮は忘れたころに来る」の例えがあるが，我々はこの自直な体験をむだにすることなく今後

の災古に備え万全の策を溝ずる必要がある。
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「47. 7の想い出」

大田 猛

（＇片時．二次電善屯活局庶務課長）

内苔の研ては過よ何度か浸水したことがあるt地だそうであろか，ょもやあれほどの出水があろ

うとは思っても tヽ なかったのではなかろうかも

沖[1の 7月10日の1、『にも，伺筈危険を惑ぜず，いや l1日定亥］出勤0専にも路而の水が履しヽた長

怜＇［に入ら：．訊、よう気をつけなから，「 r.. il僚と「よく蹄るなア］と J ンビリ語をしながら）l；tヽ たものだ

か，勤務先 15 0メ e-―トル丁罰までくると t もう進むことができず，路地から笈へ抜けプロノク塀

をのり越えて出勤した。

それから約 2i璧贔市内0)オ）が家にも連絡がとれず，まだ時間の観念もなく，琲l]くから復［日のし、と

くちへと経偲してし、った 0

也えば ll El 0)界瑣まで 9脊ぅてし＼ ·だ 1包］も午後は—“時小康状態となったものヽ，夕刻かち屯に強く

なり市内の増1}くかひどくなり始めた。

ラジオの大気予点見を気にし始めだこ巧，坦防がぎれたとか， 苫れそうた， とかいう語がとびぱじ

めたように思う。夜に人って田足は内：こ：よげしくなったのて，佑廿勺への浸人な防ぐため．清防屯0)

応援を求め，—・・打 1 4~15名l'tこ討目は村のけ］で士のうつみをしてし、たが，強tvk[I：には陪てず，

押し流されて後へ後へと後退ざぜられ，やむを得ず霞）J宇だげはと懸命に水賛えしたものヽ，いく

ばくもなく抗し得ず， j位にの心臓怒であるところ切電力亨をも放業した，，それが 1]［―1夜中の 12 

時項tごったかと思う。

これまで月っていだ照明か消えたので，自勒的に予慌エンジ/の運転に切りかわったが電力苓の

水没によってこのエンジンも］ 2「]朝0.）3時項には停って陪やみとなってしまった。

咆JJ字の排水を断合した後ばなすすへもなく，つけた 明の坪位を吸いながら，ボンヤリ眺めた

民家には，あ 0)窓にもこの宮にも，功をよせあって，まだ電気かついているあかるい局の方へほの

臼し惰且をむけてし、た。その頷粕か今ても忘れられなし％

水伎した屯力本の電気時，；卜は， 2時 47分をさしたま夜で，そのガラスの内側にはヘドロの水が，

しど），蒸発するともなく残っていた。それを，；已含にと局長字に飾っておいだけど，その時計は今ど

こへどうしてあるやらと思う。

廿名夜があけて 12日，屋いからみえる四カは一i.iiに氾ikがゆる＜流れており，民家の用卜には助

けを求めてしヽる人々が・「をふっていた。 その中を自衛隊の救援筋か心づよいエンジンの音をひびかせ，

せオ）しそうに右から左へ，東から内へと走り統げていたっ当「］の出勤者も Lの救助艇に乗せられて，
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．：嗜の『訂長字の窓から入屁したものであろ

こ0厄7ドの叶1区は啄や間は匁裔，曖鯉家が戸芍こめた岬も数多く流れ出たらしいけれど，この外

沢山のガスホンベが， 合も戦時中の角雪のように，ガスを頂身寸さサなからはしっていた（）これば大

笈だと気付き犀｝．から大岸て「マ、j チをするな。タパコを吸うな Iと叫んだけれど果してfnJ人の耳

に人っだやら，それにしても人市にし、たらなかっだことは点いだと困ってし‘ろ。

1 2 L]は水U）iれて丁か！廿なかっだか， 1 3日から減水し始めたのて緊急通柘同線から復1日を始め

-C, 1 4 Hには戸内に 4加）＼と．その外市内伺力所かへ贋料公衆電話を開設しだところ，利用者の

i忍ヽ列かて苔る刊憬てしたから中通話時間を規朋して万1;［月に倶したか，涙ながらぬ安否の消息Itま

しって←早々に所包）打合せをする場面もあり，伺とも；訳、よう o）なしヽ 気分を味す）し、ました。

虹冴 1いた市内の日抜善直 I)iふ道中 杯にヘドロの山か出来て自転車の通行にさへ難渋する有

様てしだか， 1 0 tl もすると表面は•応片づ叔，開店するところもあって，そのおう盛な復旧忍欲

が早い立『｛りをみせたものと思われますっ

|―~備えあれば憂なし」との緒もありますが，あのような惨由が再び訪づれることのないよう祈る

とともに，貴面な体験ではあったけれど早く忘れてしま tヽt:t、とも思ってし、ます。
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「災害（こ想う」

·——上弐雄

（当時作木村長）

昭和 47年 7月 12日，それは科共によって次代の者に語り竺えなければならない日であるっ

作木村には昭和年代に入って数回の大水害かある。その第 1回は作木川大水貨であろか， i可JI「通

路共に過去の面影を全く変えた復旧により，その後大合な被害もなく，災害記念碑を建てて後t廿に

伝えてし、な

その後も度沼なる大水害のために，行政も地域作民も防災対策には特に意を払って苔たが， 4 7 

年 7月水害は過去の水位を約 2メードルも越えて，有史以来始めてと思われる人災害を斉したので

ある。

防災計両iに基づく災害対笈本部及ぴ支剖の殺置，消防団の出動．災害栽助法の適用要請．敗城住

民に避難命令等あらゆる防災，救護対策を謂じた。しかし，余りにも急増水のため，出哩れた者も

あったために，．―-態の）i内によって救出したか，急流の中で川舟を操ることので彦ろ職員と団目は，

ほとんど被災者となり，家族やその附近の者の保護に‘崎 I)．極く少数の者で救出しなければならない

苫しい：H情も生じた。なお私のような臼任者であり，院災する憂いのある者については特別の市情

も恙 h，災害に対処する途をあらゆろ面から考えさせられた。過去の水内では住宅に浸水したこと

はないが，今度こそ免れることはで善なし、と観念した L，ょうやく連絡かIIJ能となり， ilJ成り被炭し

ていることを知らされ，円囲の方々 1己卸迷感をかけていることとは思いながらも，帰ることはでぎ

ない，， 1週問後に将宅してみると店卜浸水して，座敷は破れ，妻，老f1，六オの孫の 3人ば度由に

逃れ，減ik後も他家の御厄介になぅてしヽることを知った。

さて，折角避難者を収容した役場も．増水と共に危険となり，託地の民家に再び逃れた。遵路ぱ

水没，破憶しており，行線放送ぱ断線， トラ-/｀ンーパーも地勢の関係で村内すら使えなし＼。唯一

の傾りである電話は，あと 30cm噌水すれば機能を全く失なうとの連絡を受け，凩へ尼後の情涜巌

告をして．やがて完全に不通となり，停霞して他よ bダ）惜報も入らず．災害対策木部， て支部の区

域に完令に孤¥1,すぺてその貫任者の判断による姻理以外は術が無くなったのであるら減水の開通

しによって職員 2名が徒歩で 6時間を要して：三次に釘蓋，無線により自衛隊屈遣方を要謂した。こ

れらのことより無線施設の必要竹を強く慮したものてある。

役場附辺の歿災者1ふ過丈の災冑1こ洩したこともない五葉を伯後に洩し始めた。度章なろ控災と

今度のような災害か．今後もあるかも知れないとずれば，安全な場所に移転したいとしヽうことであ

る。
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茫しヽ ［可仝（：：：：おいても取り tげられだが，作木村の焼災者の思＼、と全行：こもか！頃芹れた対消であっ

［ため iこ， 遠：こ受；｝）＼i, c'.1 ;/ l彎ーぷ， 1•—tli ｛こよる防夏捐 i1:りも．，―！•:ifiiせら I.Iだか， ；「山対家とな

らな t，者は， ［『後がillCあるため深し＼谷I片］に置ぎ去られだ環境どなり， ご＿れも実現しなか--tごc

こC:）ような大巧，［；えも骰焚者C[）死亡者がなかったことは， この［＿ f[しヽ幸し‘ーであり，仏憂店も発屯

せす，各方―f・i1より名人のこ位援を受ittこことに骰欠者も惑激し， l [ ］も旱くゲ直ろうと必予た祖恨

り続け，迎罰也！行を占 I) ， l「む名改氾ずるなと，心急措岱によ—a て↑後の災力に備えようとしてし‘

る。

役場庁舎ぱ使iil不舵となり，樗転した。般焚者の中には，役場だげ善げろとイ渥戸洩した苫もあ

ったか，莉に述ぺだように防災対策が実現しなかったイ＜滴もあっだと思われるウ

今後このよ：)な災内は絶対に開し、と断，—iすることぱて叙なし＼てあろうし，内ばさえ胄にすろ広誡

の中小iijJII Iが合流するno)川卜流は，予測し難しヽ水忙に， tヽマ）0)災害にも咲まされてし、ることから，

被災地域約 20(）戸は，人rlj0)度句に，避難を考えなければならない精神的負担が，永久に続くと

すれば，囚ったことであるぐ）

地域の防災対策は，地域の名人も，花政も常にいしておらなければなちないが，とにかく防災効

央の大きいところから対策が講せられる苫らし、と地絨的関係もあったとは五え，過よの賃只は内IFl

のみに終り，徹底した対策か講ぜられておらなかったことも，大災害0)・因であっだと思われてな

らなし％

防災施設かiーしのIll沿線｀路のか含七げによる交通の確保と共に，甲急に実現しなt嗅'）, 今後も

災害の度毎に悲惨な状態を繰収し，将来1ご陪 tヽ 影をなげかけることになると思われてならないので

あります。
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「47. 7豪 雨 災 害 時 の 通 信 関 係者として得た教訓等について」

菅 府l 義

（｛乍木郵便局長）

末，?1行の大豪n:j災賀となり，淮もが冦藉復をはるかに絶した大哄水に，牛命の危陰と恐怖をひしこ＼

しと感じたことであった。

1 1日の旱朝よりの大洪水，:ご，相当大ぎな被古は受けだか，まだ道路の損壊も少なく，憶の流失

も人しだ箇所でないし，まして電信屯活は，香吃局，大津臣0)交換ぱ・1喜印こなってし＼ても，中心朋

の当局の交換は｛常に連行されていて， 喝いこの程度の骰害ぱ 40年 7月24日の人洪水を綜験し

てしヽ る村民は， 含して動柱もなt'ようであっ t:,ゎ

巾国郵政局へ災古豆）概況を罰古いかつ今後の措置について指ボあり， 「四に非常災害で災害救

助去か適用されてし＇ることから，明 ilからば月堂災＇方時の預貯合の払 tヽ 出し中務か行われるよう準

備せよ I との指合で，全識員てその竹—業を行う。

l 1 fl早酌既に局舎床t:2 0cmの没水かあり． t―;・}舎内の町要書類．各郵便扮，式紙，厚洒，各機

械堺具，そり冴也ぽとItどを局含笈び詞外に退避含せていたので，その復旧作業に取り掛った。

午後 6時頃'-応什業を終了，明日に備える準備を尤了し，醗目を除甲に囮労し．それぞれ局宅

させた。

午後 7時頃，突然消防団より緊匂警報の伝達があっ fこ情報によると，もうあと 7メートル在招

える人洪水が 2時間後に来るので，至忌避難ぜよ」と。 7メートルといえば，朝の洪水ばすでに 3

メーーートル以い咸水してはいるが， 胄然恥舎の床 L:3メートル以上も浸水することになる。これは大

変なことになる。ま含か。でも千急に行且百勁務者，夜勒者，及び附五の識貝を動目し，せっかく復

旧したものを内び，それこそ I死物狂し、」で必死の努力をして，で苔る限り内退避させた。 8時頃，

局舎前の通路に再び圏流が浸入して叙 tこので，万ーの退避時の命緩を局舎の太柱と局長宅())人応の

大木に太いロープで固く結んだ。

午後 9時 10分頃，局舎内に浸水をし始めて苔た。この分では本臼に日舎の 2署までも浸水する

のではないかと，水は刻々と増水してくる。水の中ては思うように動げないが｀それでも必死であ

った。そうこうしているうちに， 9時 50分頃，交換に従直していた蒜員が， 「局長！もう交換不

能寸前です。」と，大点で弘に連絡， f肴舎の巾は腰の辺まて水か義ていな交換台に行ってみると．

ジャソクが水をかぷりつつあった。至急に役場と二次電報電話局へ「作本屈は交換ィ滑ビ、「前，交喚

台を止むなく放棄する，、Iとi鐙告せよと指小いなお残存の器材の搬出をする。これ以卜局舎に酪貝

をl』めると退避不能になるので，全員に避難を命じて，次々に缶）外の命綱を頓って退避を完了させ
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たのが 10時過ぎであった。

｛蒋砧類ははと八ど流生したが，各種怜簿，動便物等退避さぜていたので，わずか 3「lf月の伝業に l.L

まり，集配を含め， ．f想以卜に早く業桝開始かてぎたことは，電詰の委託業務を詮いて，他の機関

に比べ，通信機関に従出ずろ直娑性を 1分にわ含まえてくれていた職目の功禎であり，特に出水時，

牛命の危陰を冒しながらい：）作業と復1[-]に，夜を嗽しての連 1]にわだる・ii星力は，筆舌に只くし難しヽも

のかあることを特直してお含まず。なお電通胄いの臨時の井常噌話架設に，ふくは神余「I虞卜＼tI) 

も的目され，ヘリコブターを利用しなから必死の復 1日作業をされた電通関係の万々の御努力も，峨

のドる思tヽ てあったことも特につげ加えてお合主す。

しかしながら渕「］出討してみて，．『惑（吏屯用のあの屯い合！章が 5(）センチメ・…＾トルも流苓れていた

事実を思うと苔，いかに！：い合の危険か峡ー---軍にあったことかを吾りみて，慄然としたことも事実で

あった。またすい，厨舎と屈長宅が道路ーュぞー）を呈i•i てて，平近叶離にあったので，家族ぐるみで局を

守ることがで苓たのも大表なりであり，局ぱ局長宅叶くにあることか，すべての災r只を最少限度iこ

食い止める絶対父（牛ではなかろうか。

以 l・，皮省を加えなから，込竹時の記録にhtづ幸，思しヽ出すまま状況を記してお苔ます。
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「あれから 4 年」

安 藤 周 治

（作木村社会福叶栴議会委目）

「巾し分けない。」

村の社会福祉協議会の委員であろ私は， 1 7 号台風の被宝が亥1] 々と伝えられる度に~被災者の方

方に何らかの援助をしなければとイラ立っていた。

協議会事務局へ度々話すがどうも消極的．そうこうしてる間紀， 9月が終る。各機関の救助物登，

義援金の受付窓口は閉じてしまった。村内に呼びかけることもなくすでに l0月も終り，取組まな． 
かった罪由などはこの稲の目的ではないので苔かないが，行政が社会福祉窃議会をかかえている。

マチやムラでは，時として民間発想よりも，行政の「さわらぬ神にタタリ無し」の方へ傾くようだ。

聞けば郵便局の扱かいも 2件だけだという。

こんな事は書合たくはなかったが， 4年莉伺も無くしたあの夏，どれだけ多くの善意の品々が届

けられたろうか。授助の手に私達はどれだけ冗気づけられたかしれない。一時「孤＼t」を報適ぎれ

ただけに，村の人口が，倍になる程救援にかけつけて下合った方々に，希等をつなげることがで含

たかしれない。嬉しかった。

そして 4年後，私逹以卜の被害に会われた方々に，何程のこともで合なかったこと［しかって救

授の手をさしのべてもらった 1人として，由し分けないと思う。借金の中で，汀直りつつある身で

はあるが．お礼の気持程もできなかった事は残含だ。

1 7号台風で，あの 4年飾を思い返し，この原稿のために「水の爪朗」（中国地建），村役場の

災害報告． 5 0枚程のスクラソプ， 「洪水の地域性に焚する社会科学的調査研究」等読返している

が， J ドもと過ぎれば署さを忘れて，あれ程苫しく，つらく，悲しかった災害後の作業を，この 4

年の間に，すでにある程のなっかしさで思い出されてくる。

先の研究報告害の中にも，住民がアンケート調斉に答えた中に，漬水が最も悲しいで合ごとだった

と答える人が 70形近く，よそに移り住むことを話し合った事のある人(J)80%近い人が，水害が

多いいからと答えている。しかし他の解答などからは，年に 1・ 2度やってくろどうしようのない

暴れん坊だといった。あ含らめに似たとらえ方をしたものも見る。「災害は忘れたころにやってくる」

の言策を改めて思い起す。

水害後，毎年 6月， 7月になると， 製笙阪売を業とする私の家でぱ，出水を考えながら商昂の什人

れをする。そのため他の月の半分しか在庫を持たない事もある。当然商屁は減るが， 4 7 • 7災害

の時のように 1度水から守れた商品を目の前で失なうことは耐えられないからである。殻近ぱぽと
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んどの商昂がペッキンケースに入っているため水には弱く高く和9んでいても下の第がゲシャリとゆ

けば，朋木を到したようになり水に流される。

何ミリ降れば，どれだけのカサの水が出るか，これが降雨期に 1番知りたい情毅だが，それを可

能にして伝えてくれるものはない。有線放送にしても，警報，注意報．そして尾関由下の水以を伝

えるだけで1ふ不満である。

汀の川上流に雨最測定地をもっと増して，支流各河川の水鼠：測定をし．データーを集めれば．丙

城川・}：流 1時問何ミリ，水景は何ミ＇）と．コンピューター導入など技術的には可能ではないかと思

う。被災経験が増せば，「これくらいの雨なら，向う岸の道路がつかるぐらい出るよ」などと一応

の予想はするし．心の準備などもするわけだが，ジワージワーと水犠が培して． JfI面の中ほどがふ

くれていたりすると， 4 7 ・ 7災実を思い浮べる。と考えただけでも息苫しい。私の家でぱ．雨が

降り始めると 1木の牛乳ピンが庭に持出される。これで雨世を見ようというのである。雨足などか

らも予思はで含ようが．少し科学的にというわけである。

とはいってみても，こんな中は．水が出た時の知恵でしかない。一般に「水防対第 1等と言われ

ている市と同じで，被宜を最少限度にとどめる事だけで，末然に防ぐことには役をはたしていない

と思う。行政，国．県，村の行政の中で，どれだけ水害の原因を究明する会を持たれたかは知らな

い。またどんな人々が会を持たれたかも知らなし、。「 47 • 7災害のうち小食い/i1月IIでは被 E方が多

かった原因の 1つには，減反政策で． ft」の保水能力を無くし，一時に出水した市が考えられる」と

も聞いた。広策樹から針葉樹の植林実態の変化。乱聞発による山野からの保水）］をほとんど持たな

いマチ造りによるもの。そういった人閻の側からの原因に対して，災害を防止するための仕市をさ

れている方々は，どんな対処をされているか私は聞きたい。再び建設叶両がで羞ている―ご次の工業

げ地に閃係して， 卜流の水害のtドがどれだけ考えられているか疑問だ。

技術の進んだこの時代に．古い時代の名残りのような， 「水攻め」には． もうあいたくはない。
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「昭和 47年災害に想う」

長可照夫

C与時国t町絵努諜笈

喉元過ぎれば熱さを忘れるの誇のとおり，既に 4年有余を経た今日その記憶はほとんど消えている。

しかし 7月 ll [1午I]り1時 30分役場に詰め， 1 4日夕方自家に帰るまで，情報の収集，県との連

絡，消坊団との連絡，災害救助の企画等庁舎を 1歩も出ずに，女子職貝の作ってくれたムスピを片

「に，夜と昼との区別もよくわからない状態で執務したこと，続々入る被害状況が，昭和 l8年，

2 0年， 2 6年0)それを大苫<jこ[ii]るものであ勺，特に「川院落のなだれによる被害て，行方不明

4名の救出作斐を，悪条件のなか 14「1の夕方まで，消防団目が自家の被害も省みすその作業にあ

たられだことは，今も悪砦のように談褒に焼茶付いている。

既に記憶も薄れ，自分のとった行動も定かでない。そこで気の付くままに思い出，痙想を記して

みたし ‘o

災害は受けるたぴが初めてであろ。

災害に両ー的なものはなく，気象条件．被害の状況等全く千苓万別で，その対応は，臨機応変の

処附が要求される。したがって災害は受けるたびが初めててある。

昭和 26年のJvース台風のと記］度 1人で宿［自の仔務についていた。当時電諾のある家庭は数

える程で，住民から被茸の状院が入ることもなく，また県から災害体制の強化の指ボもなく，令<

「盲蛇におしけず Iでこれといった対策もとらなかった。蚊終的には中国屯力昧の導水路がオーパ

ーして民家が—-Fi危いという清報が入ったので，サイレンを吹塊して消防団の出動要請をしたにと

どまった。

昭和 47 ・ 7災害％時は，有線放送 90形，電話 50彩程度が普及しており．危陰を牒じる個々

の住民から，洪水憤報・避帷時期の問い合せから，浸水書がけ崩れの対応にいたるまで電話連絡が

ありこれに対する指jミも町醗且の大きな役割となった。また県及び気象台からの気象情報，中国電力

昧からの放況凸＼報を機を逸せず有線伎送を通じて住民に周知する等対住民業筋が，災害対策本恕の

ttこる業務になって羞た。

応援資材ぱ分散しておくべ苔であった。

役場庁舎横に，水防倉，I車を設置して士のう等水防資材を一活格納し，電話要請によって必要数塁

を運ぷシステムをとっていた。国道県消の欠壊以後は全く行動がとれず適切な処岡ができなかっ

た。有線放送は不通となり，地域によっては佑電も起り，住民は不安の一途をたどる状況となった。

幸い電話が通じていたので．消防団と連絡をとり，上建業者の手持資材を借用して対処することが
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でぎだ 3 この教訓在牛かしそれ以酪は，災害の予想〉れろ地城の消防屯所に，逸官配分保笠するこ

ととしたので，本{t;9月の合滉 l7 i｝の際は或る程度頃闊てあった。哀に 1~()) うの代用として廃物 1 こ

なミ）だ肥料袋を使ったら効果『］であったという報告もあり，今後；庁芍防団組識を通じて，襲家から寄

月を受：ナ備蓄する方法をとりたし‘°

災富に対処する 連の了続ぷを熟知し Ct,なければならなし‘し

加，；十町tit城防焚計！tf!_I及び加；十町災書対策運営臨頷てよって，闘目憫々の中移介叫な言めているが，

況実には防災捐・‘り（当時唸務課） 0指不による竹動か大勢を占めたへ「月和 38をi;：(J］嚢苫以来災害救

恥去の適用を受けるようパ大賃内のなかったこともこの要因となった。賃方対策上一部の設置，諸情

報の収隻，住民へ().遺！知等，餃終的には国の災害斉定を受けるまての—••連豆）手続を閃面青＇恨票，調

閏言によって実齋h］に幣月Iされてしヽなけれはなら 1:rし、。背時は事の起る部度これに対処したために

的罠物資， 1も急末の配けに時期を矢し，災害復1日に影桐を勺える等}北J惑いを付した。うち 1・ 2例

示すると次のよう沢且；＂し、経験かある。

◎ 1日安野地区が 「科，県逍の欠壊により全く陣の孤島となった。そこで可翌福祉ボ格所を通じて

炊出し笠かも！房米の要清をしど電活』：紹のため粍に晏領ふ鸞｝ず， 「通しヽ等を1じなから何とか現

地に末が刊着しだとぷは，良酎inii～廿 l]巾線の応急復！日後ぐ，農栴に米か人荷してし＼て， 1e「民か

ら期行したほど喜んでし、ただけなかった。

◎浸水家早の消占を怠かなければということで，勺ぎょ現地に出向いてみると，家尽の後片付が

柊っておらず邪磯者扱いにされた C Flを改めて実施しだが，現地の状況を卜分心得ておく必要があ

る。

その他災？：状況凋杏も前後数ii1]にわたって実施し，淵杏洩れのないよう芍力を払ったが，結果とし

て災古復1日和進めているうちに涸査／曳れを発見すろ等打氏とのトラブルを1j・ じた。

以卜¢)ように閏い，後味の悲い思い出のみ残っていますが，当町の消防Fりが人命乾劫，行方不明

者の粒出杵炭，その他水防活動に功績かあったとして．昭和 48年 9月内閣絵罪大臣表彰の栄に浴

したことが，せめても救いであった。
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「集中豪雨と台風の違いを再認識」

沖野時雄

（加叶町消防団長）

従来風水害の対策と言えばl-ょに台覗による醗水害の対策で可Ill攻修砂防・タム建設などの予防屯業

が生であった。また災害対策の体開も，伊勢汽台風を契磯として制定された災害対沿珪本氾に禁苫E

として台風浚害に対応する形で進められて来た。したがって，これら防災施設が主として匂定していた

災由と関なるペターノの災実てある集中豪酎に対し．その特質をf-分に岡解したじで，従来の防災

体別を点検することによって，必娑に応じ，新しい防災休制の進むべぷ方向を探ることが急務であ

ると考える。

加汁町にも関係嚢関の御協力を得て，加計町地域防災会議が毎年出水期を前に 6月に晴かれ，そ

れぞれの分野と貞仔に於て喜見をのべ出水に対処しており，かづ私，消防I滉只を袢命して以来 25 

年幾多の台盟に遭遇して叔だが， このたびの災苫は過去体陰したことのないことで．その毅訓1と今

後の問睾点を述べて見よう。

1 刑賂紺（涌信）の再検吋

本町には，各戸に有線放送設偏が取付けられているが，山・がけ崩れのため屯杵は倒れ。噸諾線

は切断され．各分ti] と部落との連絡は完全に迅絶，国・県•町酒に架かる下要な橋閉の流失によ

り車輌はもとより，特に，今同は深夜のため徒歩も不能にな~'地区の消防幹部の判断にて処買

せぎるをfりなかった． U.i且＜谷沢きだめ無粽屯話の使用も限度かあった。

2 避難体制の再確固忍

防災計両により避難場1行をあらかじめ定めてあるが，今．．一度住民に猶宜合す必要がある。股も

安全な湯所と叶両していても集中豪I、月の場合は避難場所は限定され屁這翡，い程筈に左右され

る。避難の際，老人店人［｛共笠の誘導のための資材の不足を感じた。

3 水防活動応必要な資材の確保

山崩れ又は洪水による道路等の崩壊予防に， tのう・「法により防狽しだが，音材を水防本部に

保管していたので，閂初は運搬も可能でしたが，吋川の増水により道路の危陰箇所も壻加しそれ

も不可能となり，時斯を失ない被害の海大した個所もあると思う。今後危陰箇所を再険討し，必

要惜を地区ぐとに分散保管管罪する事が必要てあろう。

4 崩壊危険区域（箇所）等の警成避難体制の賂描

加計町地域防災計画における当該区域の警戒避難体制の整溝と，指定もれ箇所及び崩壊危陰区

域に該崎しない危陰筒所等も検討し，総合的な防災｛本制を確立することか必要である。
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5 7]＜防丁＿i`去訓練の実抱

直防組織怯紅よろ消防「月『lビ必要な某礎測線ば， 1生の行屯計呻i紅て出来唱巧悶；）名々叶面実

兜してしヽるが，水防工訊に関す叉ヅ限り 1-_:・.:・分とは1,’ えな lヽ 。一般火災と違し、自然相手[)しかも予

朗しない怜所又は1兄象げよりヰ遭屡か変り，判断を訊まると．困わm市故応も fri)かねなし、豆）で，

団目として出来得る阻りの広い知哉と

6 広護舌動切充＇万

した訊怜東が必要であ名う。

町)・り后］堕びに釘政燭閉の防災に対する四筋は由ずまてもないが，打民自ら生命財帝を守ろと，”―i

う心隣えが，飴店である，翡防「月員ばその仔務と義務にわし心~ft民の要嗜と叫待応そわなくてばな

らないが，関係機関としても地戟住民の防笑臼識の昇楊，防災知識の惹発笠の広装ふ舌動の完如こ，

窪をそ＼ぐ必要があると思召。

介 [fll0.）豪雨による災害で多くのことを学んだか，その~-'.J罹を記して条苓ります。
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